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序　文

　武蔵国分寺は大正11年（1922）に国の史跡として指定を受けてから、令和４年（2022）で100周年を迎えました。

JR中央線の前身である甲武鉄道が明治 22年（1889）に新宿－立川駅間で開通し、同年に国分寺駅も開業すると、

現在の国分寺市域は今日にいたるまで首都近郊の住宅都市として発展を遂げて参りました。都心に程近い立地で

あるため早くから宅地開発が進むなかで、約100 年前に史跡の指定に尽力した方 、々その後、史跡の保護に御理

解と御協力を頂きました地権者の皆様をはじめ、史跡の価値を語り継いでこられた方 な々ど、多くの関係者の支え

があって広大な史跡地は守られてきました。今や武蔵国分寺跡は、国分寺市が誇る貴重な歴史遺産でもあります。

　国分寺市教育委員会では、武蔵国分寺跡を今後さらに100 年後の未来へと継承してゆくため、令和４年度に史

跡指定100周年を記念した様 な々事業を実施いたしました。その一つが、ふるさと文化財課と公民館課（もとまち

公民館）が連携して６月15日から10月19日の間に開催した歴史講座 「武蔵国分寺の成り立ちと史跡武蔵国分寺跡」

です。そこでは、国分寺市域の形成に関わる地形発達史、野川流域の旧石器・縄文時代の遺跡、武蔵国分寺の

伽藍配置が今日的理解を得るまでの研究史、東山道武蔵路の調査とその特質、100 年前に武蔵国分寺跡が史跡

指定された背景などをテーマとした５回連続の座学と、実地を歩くフィールドワークを含めて全６回の企画を立てま

した。講演会のうち２回は市の職員が担い、３回は近在で御活躍の外部有識者を講師にお招きし、定員をはるか

に超える多くの皆様から参加の御応募をいただきました。

　また、市教育委員会は、市内泉町に所在する東京都公文書館と10月21日から12月20日までを会期とする共

催企画展「史料に見る国分寺のあゆみ～江戸時代の村々～」を開催いたしました（会場は東京都公文書館）。展

示では、江戸時代から大正時代に至るまでの武蔵国分寺跡の様子を概観したうえで、史跡指定が実現した歴史

的背景を探り、さらに指定の前後にどのような動向があったかを初公開となる公文書を援用しながらたどりました。

公民館講座の第５回目「武蔵国分寺跡の史跡指定とその背景」は、この共催企画展を御担当された東京都公文

書館職員の西木浩一氏によるものです。

　さらに、令和５年１月22日には東京都教育委員会と市教育委員会の共催で、「第 48回東京都遺跡調査・研究

発表会」を国分寺市いずみホールで開催いたしました。発表会では、市の職員が近年の武蔵国分寺跡の発掘調

査成果と、令和４年９月30日付けで市重要史跡として文化財指定しました中藤新田分水跡の事例報告を行い、加

えて国分寺市史跡武蔵国分寺跡保存整備委員の酒井清治氏（駒澤大学名誉教授）に「武蔵国分寺の史跡指定に

尽力した郷土史研究者「稲村坦元」の事績」と題する公開講演を行っていただきました。

　本書は、講演会や共催企画展を直接御覧いただけなかった方々にも成果の共有をはかるべく、これら令和４

年度中に行った主要な講演会の記録をまとめたものです。とりわけ西木浩一氏と酒井清治氏による２つの講演は、

武蔵国分寺跡が国の史跡に指定された100 年前の歴史的背景を探る意味で貴重な内容を包括しています。編集・

発行に際して御協力を頂きました関係者の皆様方に深く感謝申し上げますとともに、本書が武蔵国分寺跡を未来

へ繋いでゆくための礎となりましたら幸いです。

令和５年（2023）３月31日

国分寺市教育員会

教育長 古屋 真宏
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例　言

１．本書は、令和４年度に国分寺市教育委員会が開催した武蔵国分寺跡史跡指定 100 周年記念事業の

うち、東京都公文書館と国分寺市教育委員会（教育部ふるさと文化財課・公民館課）が連携して

実施した連続歴史講座と、東京都教育委員会と国分寺市教育委員会が共催して実施した第 48 回

東京都遺跡調査・研究発表会の公開講演の記録をまとめたものである。

２．それぞれの行事の詳細は、以下のとおりである。

　（１）東京都公文書館・国分寺市教育委員会連携企画

　　「武蔵国分寺の成り立ちと史跡武蔵国分寺跡」（もちまち公民館連続歴史講座　全６回）

　　　第１回　令和４年６月 15 日「国分寺市の地形形成と古代の環境」

　　　　　　　　　　野口　淳（金沢大学古代文明・文化資源研究所客員研究員）

　　　第２回　令和４年７月６日「国分寺市域における東山道武蔵路の様相」

　　　　　　　　　　増井有真（国分寺市教育委員会）

　　　第３回　令和４年７月 27 日「野川流域の旧石器・縄文時代」

　　　　　　　　　　中山真治（日本考古学協会会員）

　　　第４回　令和４年９月７日「武蔵国分寺調査・研究抄史」

　　　　　　　　　　依田亮一（国分寺市教育委員会）

　　　第５回　令和４年 10 月５日「武蔵国分寺跡の史蹟指定とその背景」

　　　　　　　　　　西木浩一（東京都公文書館課長代理（史料編さん担当）・認証アーキビスト）

　　　第６回　令和４年 10 月 19 日（野外実習）「史跡武蔵国分寺跡を歩く」

　　　　　　　　　　渡邊典子（国分寺市教育委員会）・国分寺市ふるさと文化財愛護ボランティア

　（２）東京都教育委員会・国分寺市教育委員会共催「第 48 回東京都遺跡調査・研究発表会」

　　　令和５年１月 22 日

　　　　公開講演「武蔵国分寺跡の史跡指定に尽力した郷土史研究者「稲村坦元」の事績」

　　　　　　　　　　酒井清治（駒澤大学名誉教授）

３．本書の編集は、国分寺市教育委員会ふるさと文化財課課長新出尚三の監修のもと冨山宏水が行い、

早川勝義・松崎亜希子・髙橋　彩・中野　純・平塚恵介・野田悠真・江里口省三・奥山陽子・

酒井美帆・高橋由見江・山下加奈子の協力を得た。

４．本書は、上記２（１）の第１～６回の講座、および（２）の公開講演の音声記録・配布資料・パ

　　ワーポイントデータ等をもとに編集し、各講演者により校閲を行った。ただし、必ずしも講演順

の目次立てとはしておらず、さらに読み物としての体裁を整えるため、当日の発表内容に一部手

　　を加えているところがある。また、使用する用語も各報告者ごとに異なる場合があるが（例：史蹟・

　　史跡など）、本書全体で敢えて統一は図っていない。　　

５．本書を作成するにあたり、下記の方々や諸機関から御協力・御高配を賜った（順不同・敬称略）。

　　瀧澤明日香・髙木謙一・安部玄将・鈴木徳子・中沢沙織・野口　舞・平田　健・石井香代子・

　　山本典幸・大谷　薫・山口慶一・武笠多惠子・小林　裕・寺西朗平・塚田清啓・橋本　聖・

　　小西絵美・佐藤悠登・舟木太郎・山崎太郎・宮本由子・中島一成・中根聖可・深澤靖幸・藤野一之・

　　東京都公文書館・東京都教育庁地域教育支援部管理課・東京都埋蔵文化財センター・

　　国分寺市もとまち公民館・国分寺市ふるさと文化財愛護ボランティア
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『江戸名所図会』
国分寺伽藍旧跡

（国立公文書館所蔵）

平成 15 年度
市立歴史公園武蔵国分尼寺跡

開園

平成 30 年度
市立歴史公園武蔵国分寺跡

（僧寺中枢地域）開園

昭和 49 ～ 60 年度
 寺域確認調査 

〔僧寺伽藍地区画溝南東隅〕

大正 11 年
東京府調査

〔僧寺七重塔・金堂・西僧坊跡〕

昭和 39 ～ 44 年
僧尼寺主要堂塔他調査

〔尼寺尼坊跡〕

東京都指定有形文化財
武蔵国分寺跡出土の

緑釉花文皿

令和４年度
僧寺金堂跡前の史跡指定標柱

　今から約1300 年前の奈良時代は、伝染病の流行、飢饉、大地震、政治の混乱によって社会不安が続き、
人々は苦しみの中にありました。そこで、聖武天皇は、仏教の力によって国の混乱を鎮めるために、天平
13年（741）に国分寺建立の詔を発布し、当時の60余国に建立された国分寺の一つが武蔵国分寺です。
　その武蔵国分寺跡は、大正11年（1922）に国史跡の指定を受け、令和４年は100周年の節目にあたりま
す。多くの方々のご協力によって大切に保存されてきた武蔵国分寺跡が、歴史学習の場、日常の憩いの
場として、地域の方々や来訪者の方々にとって、さらに魅力的な場所として未来へ継承するために、今後と
も史跡の保護・調査・整備・活用を進めます。

　武蔵国分寺跡は史蹟名勝天然紀念物保存法が大正８年に制定された翌年より東京府が調査を行い、
大正 11 年に国史跡の指定を受けます。指定後の調査報告書には、「現存国分寺址中規模尤も雄大なるも
のにして、大正 11 年 10 月内務省より史蹟の指定受けたり。」と記されています。
これまでに11 回（下記年表中①～⑪）の追加指定により、府中市域の参道口を含めて、約 165,000㎡を
越える範囲の保護と活用を図っています。平成 22 年度には東山道武蔵路跡が附指定され、僧寺・尼寺・
古代の官道が一体となった全国でも稀有な史跡となりました。

史跡武蔵国分寺跡１００年のあゆみ

大正 11 年（左）と令和２年（右）の史跡武蔵国分寺跡（僧寺中枢部）

■整備に伴う先行調査
及び寺域確認補足調査

（S61 ～Ｈ３・13・14）

明治 36 年
礎石分布調査による

主要建物・伽藍配置の復元

昭和 47 ～ 48 年度
市立四中学校建設に伴う

第 1 次調査〔修理院推定地〕

平成４～７年度
尼寺地区史跡整備に伴う確認調査

〔尼寺金堂跡発掘調査〕

平成 15 ～ 24・令和２年度
僧寺地区史跡整備に伴う確認調査

〔僧寺金堂跡発掘調査〕

昭和 31 年度
本格的発掘調査の開始

〔僧寺金堂跡〕

　　　　　　　　　　　　　   
　国分寺                                                                                                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　    
　建立の詔   M36　 T８ 　T９ 　T11 　S31 　S39 　S40　S46　S49 　S51　 S54 　S57 　S61 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　  

■礎石分布調査

■東京府史的紀念物天然
　紀念物勝地調査票記入

■東京府調査
■東京府調査

■日本考古学協会仏教遺跡調査
特別委員会発掘調査（S31・33）

■僧尼寺主要堂塔他発掘調査（S39 ～ 44）
■寺域確認調査（S49 ～ 60）

◆追加指定③
　　（僧寺南門西側）

■尼寺地区整備に伴う遺構確認調査（Ｈ４～７）

◆追加指定④（僧寺中門西方） ◆追加指定⑤（僧寺伽藍北方北東地域）

●武蔵国分尼寺跡開園
●都指定東山道武蔵路開園

■僧寺地区整備に伴う遺構確認調査（Ｈ15 ～ 24）

◆追加指定⑥（僧寺南門西側・参道口）
◆追加指定⑦（僧寺伽藍西方他）

◆追加指定⑧（国分寺崖線下地域）
●武蔵国分寺跡（僧寺北東地域）開園

●武蔵国分寺跡（国分寺崖線下地域）開園

◆追加指定⑨（東山道武蔵路跡附指定）
●史跡東山道武蔵路（武蔵国分寺跡北方地区）

◆追加指定⑩（東山道武蔵路跡、僧寺政所院・
　　　　　　　  大衆院推定地、僧寺寺院地南限域）

■僧寺地区
　事前遺構確認調査

◆追加指定⑪
　（僧寺伽藍
　  中枢部区画
　  東辺他）

●武蔵国分寺跡（僧寺伽藍中枢地域）開園

●環境整備僧寺中枢部
◆追加指定①（僧寺東僧坊）

◆追加指定②（尼寺南東部）

昭和 61 ～平成３・13・14 年度 
整備に先行する調査及び寺域確認補足調査

〔僧寺伽藍中枢部区画施設南辺〕

昭和 39 ～ 44 年
僧尼寺主要堂塔他調査

〔僧寺七重塔跡〕

◎史跡地公有化事業着手

東京都指定有形文化財
銅造観世音菩薩立像

武蔵国分寺跡創建期瓦 鬼瓦

100周年国史跡
指定

H14H10H4 H15 H16 H17 H18 H20 H21 H22 H23 H29 H31 R2 R3 R４
741 1922 2022
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越える範囲の保護と活用を図っています。平成 22 年度には東山道武蔵路跡が附指定され、僧寺・尼寺・
古代の官道が一体となった全国でも稀有な史跡となりました。

史跡武蔵国分寺跡１００年のあゆみ

大正 11 年（左）と令和２年（右）の史跡武蔵国分寺跡（僧寺中枢部）

■整備に伴う先行調査
及び寺域確認補足調査

（S61 ～Ｈ３・13・14）

明治 36 年
礎石分布調査による

主要建物・伽藍配置の復元

昭和 47 ～ 48 年度
市立四中学校建設に伴う

第 1 次調査〔修理院推定地〕

平成４～７年度
尼寺地区史跡整備に伴う確認調査

〔尼寺金堂跡発掘調査〕

平成 15 ～ 24・令和２年度
僧寺地区史跡整備に伴う確認調査

〔僧寺金堂跡発掘調査〕

昭和 31 年度
本格的発掘調査の開始

〔僧寺金堂跡〕

　　　　　　　　　　　　　   
　国分寺                                                                                                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　    
　建立の詔   M36　 T８ 　T９ 　T11 　S31 　S39 　S40　S46　S49 　S51　 S54 　S57 　S61 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　  

■礎石分布調査

■東京府史的紀念物天然
　紀念物勝地調査票記入

■東京府調査
■東京府調査

■日本考古学協会仏教遺跡調査
特別委員会発掘調査（S31・33）

■僧尼寺主要堂塔他発掘調査（S39 ～ 44）
■寺域確認調査（S49 ～ 60）

◆追加指定③
　　（僧寺南門西側）

■尼寺地区整備に伴う遺構確認調査（Ｈ４～７）

◆追加指定④（僧寺中門西方） ◆追加指定⑤（僧寺伽藍北方北東地域）

●武蔵国分尼寺跡開園
●都指定東山道武蔵路開園

■僧寺地区整備に伴う遺構確認調査（Ｈ15 ～ 24）

◆追加指定⑥（僧寺南門西側・参道口）
◆追加指定⑦（僧寺伽藍西方他）

◆追加指定⑧（国分寺崖線下地域）
●武蔵国分寺跡（僧寺北東地域）開園

●武蔵国分寺跡（国分寺崖線下地域）開園

◆追加指定⑨（東山道武蔵路跡附指定）
●史跡東山道武蔵路（武蔵国分寺跡北方地区）

◆追加指定⑩（東山道武蔵路跡、僧寺政所院・
　　　　　　　  大衆院推定地、僧寺寺院地南限域）

■僧寺地区
　事前遺構確認調査

◆追加指定⑪
　（僧寺伽藍
　  中枢部区画
　  東辺他）

●武蔵国分寺跡（僧寺伽藍中枢地域）開園

●環境整備僧寺中枢部
◆追加指定①（僧寺東僧坊）

◆追加指定②（尼寺南東部）

昭和 61 ～平成３・13・14 年度 
整備に先行する調査及び寺域確認補足調査

〔僧寺伽藍中枢部区画施設南辺〕

昭和 39 ～ 44 年
僧尼寺主要堂塔他調査

〔僧寺七重塔跡〕

◎史跡地公有化事業着手

東京都指定有形文化財
銅造観世音菩薩立像

武蔵国分寺跡創建期瓦 鬼瓦

100周年国史跡
指定
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史跡武蔵国分寺跡
（僧寺伽藍中枢地域）

史跡武蔵国分寺跡
（国分寺崖線下地域）

史跡武蔵国分寺跡
（僧寺北東地域）

武蔵国分尼寺跡

史跡東山道武蔵路
（武蔵国分寺北方地区）

史跡東山道武蔵路
（武蔵国分寺北方地区）

凡　例

史跡指定区域

発掘調査範囲

礎石建物跡・掘立柱建物跡
竪穴建物跡
溝跡
塀跡

道路跡（推定）
区画溝跡（推定）

国分寺崖線
湧水源（埋没・枯渇含）・水系

この地図は、武蔵国分寺跡および周辺遺跡の調査
成果のうち古代以降の遺構を示したものです。

行政境界

市立歴史公園
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① 国分寺市域の地形形成と古代の環境

　　　

金沢大学古代文明・文化資源学研究所客員研究員　野口　淳

　今日の話の内容ですが、図１はランドサット衛

星画像です。普通は平らに写るのですが、国土地

理院が持っている地形の標高のデータと重ねると

３Ｄになります。立体的になるので、奥多摩のほ

うが高くなって見えますが、そういうものを作る

ことができます。　　

　画面のちょうど真ん中が国分寺市ぐらいです。

本日は国分寺市周辺の地形の成り立ちについて話

をいたします。

　最初に用語の簡単な整理をしておきます。

　「地形」と「地質」と「環境」と「景観」とい

う用語は、似ているようなのですが、少しずつ違

うので、ご説明いたします。「地形」というのは

読んで字のごとく、地面の、地表面の起伏とか凸

凹、坂道だったり谷があったりというものになり

ます（図７）。もっと大きなものだと山とか川と

か平地、平野みたいな名前がついています。ただ、

その「地形」というのも実は最初からそのように

あるわけではなくて、この後説明する「地質」と「環

境」の条件によって作られるものです。人類の歴

史の中ではあまり変わらないのですが、長い時間

で見ると、実は結構変わっていたりします。とい

うものだとまず覚えておいてください。

　次に「地質」です。地質というのは地面の下の

地層や岩石の種類と、その性質であると辞書に書

いてあります。どういうことかというと、人間で

例えると、地形というのは皮膚の状態です。鼻が

高いとか、ほっぺたが丸いなどというもので、地

質というのは皮膚の裏側、例えば筋肉とか骨格な

どに相当します。かつては「地質学」と呼んでい

たのですが、今では「地球科学」の分野とされます。

地球全体の構図、成り立ち、状態などを研究する

学問の中に含まれています。例えば地形に関わる

ところでいうと、地層、岩石の硬さ、硬いところ

図１　武蔵野台地の鳥瞰図

図１　武蔵野台地の鳥瞰図
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ほど削られにくいので、なかなか谷にならず、高

いまま残り、柔らかい地層のところはどんどん削

られるので、谷が深くなっていくというのがあっ

たりします。

　それから立川断層というのが、武蔵村山市から

立川市を通って段差になっていますが、地震など

が起こったときに地形が変わったりする。その変

わる場所というのが地質の構造で決まっているの

ですが、「地質」には、そういうものも含まれて

います。

　次に「環境」です。「環境」というのもいろい

ろな意味があるのですが、大きく見て、ここでは

人が暮らす地域を取り巻く状態、条件の全般的な

ものとしておきます。もっと狭い意味でいうと、

例えば森とか川などの自然環境をいうと理解され

ることもありますが、さらに気象条件（気候環境）、

地面の上を流れている水や、地下水などの水環境

もあります。

　それから植生もありますし、それらが生えてい

る場所の土壌、土の状態も一体につながっていま

す。そこに暮らしている昆虫など様々な動物、生

き物も環境に含まれます。

　「地形」や「地質」、「地形」に関しては、最近

では私たちが大規模な土地開発を行った結果とし

ての人工地形もありますが、地球全体で見ると「地

形」や「地質」というのは基本的に自然の状態で

す。「環境」は前提としてそこにあるだけでなく、

私たち自身が取り巻く条件に働きかけ改変するこ

図２　三鷹市・調布市下原・富士見町遺跡の発掘調査 2004 ～ 07 年

とで、人工的な環境条件がどんどん広がっていま

す。特に都市部だと人工的な環境条件が多く、も

うかれこれ何十年も言われていますが、都心部は

周りよりも気温が高いヒートアイランド現象があ

り、最近だと都心部がヒートアイランドにより集

中豪雨が降りやすいということも言われたりしま

す。この辺りの気候とか水環境は、人の活動によっ

ても変わってくる。「地形」や「地質」に比べる

ともっと短いスパンで変化しています。

　最後に、「景観」という言葉が出てきます。「景

観」というと、環境とほぼ同じと受け止められる

こともあるのですが、ここではもうちょっと踏み

込んで、まず辞書を見ると、「景観」というのは

日常の中の風景や景色と書いてあります。風景や

景色が「環境」と何が違うかというと、その風景

や景色を見ている人がいないと「景観」が成り立

たないということです。ですので、「環境」とい

うのは、例えば人が住んでいなくても「環境」は

あるのですが、「景観」といったときにはそこに

人が暮らしていて、例えばあそこに山があるとか、

ここは日陰で涼しくて気持ちがいいとか、そうい

う見ている、そして感じているという、環境との

相互作用の中で生じる概念だと理解しておいてく

ださい。ということで、「景観」は「環境」以上

にその自然の要素だけではなくて、人工的な要素、

あるいは人間がどう認識するのかということがよ

り強く影響するということになってきます。

　今日のテーマは、昔の環境です。非常に古い時
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代の環境や景観というのをどうやって知るのか、

ということに関わってきます。私は、もうかれこ

れ 15 年間くらい前に、三鷹市と調布市の境にあ

る明治大学附属中学校、高等学校の建設前の発掘

調査を担当していて、図２はそのときの写真です。

　これを見て分かるとおり、地面の下をどんどん

掘っていって、一番深いところで３メートルぐら

いまで掘ったのですが、明治高校の場所だと大体

３万年前ぐらいの地層に到達します。つまり地面

を下へ下へと掘って行くと、昔の地形とか環境の

情報がそこに埋もれているということになりま

す。現在の地形とか環境というのは、例えば写真

とか地図を見て調べたり、あるいは現地に行って

直接体験をすることができますが、昔の環境とか

景観というのはそういう調べ方ができないので、

基本的には、考古学と地理学や地質学の研究者で、

共同で研究を行います。考古学者は人間の活動の

痕跡を発掘して調べます。地理学や地質学者はこ

の地層の中からサンプルを取って、顕微鏡で観察

したり、いろいろな分析をして、どういう植物が

生えていたのかを知るために花粉を探したり、あ

るいは水が流れていたかどうかというのを調べる

ために珪藻という小さなプランクトンの一種を探

したり、あるいは富士山や箱根火山が噴火して

図３　講師自己紹介

図４　文化財・文化遺産の３Ⅾ記録
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降ってきた火山灰が入っているかどうかというこ

とを調べたりして、専門分野ごとに分担して、昔

の環境や景観を復元するということをやっていま

す。

　それらを全部合わせて今日は「地形」・「地質」・

「環境」・「景観」から見て、国分寺市と、それか

ら武蔵国分寺について考えてみます。地質と遺跡

の発掘から見えてくる地層や堆積、そして考古学

の成果から何が分かるのかが主題です。

　ところで、本題に入る前にちょっとだけ自己紹

介させてください（図３）。

　私の専門は考古学の中でも一番古い旧石器時代

です。大学院生の頃は、国分寺市にお世話になっ

て、多摩療育センターの西側の多摩蘭坂遺跡から

出土した石器を分析するお手伝いをしていまし

た。

　その後、日本の外、南アジア、パキスタンやイ

ンドなどで旧石器の遺跡の調査をしていました。　

　その時に現地の人から考古学の発掘調査だけで

はなくて、文化遺産の記録とか保存の協力もして

ほしいという要望もあり、３Ｄ計測など最新のデ

ジタル技術にもとづく文化遺産保護の取り組みも

行っています（図４）。興味ある方いらっしゃい

ましたら、図３で示した本も書いたりしておりま

すので、図書館等で探していただけたらと思いま

す。

　図４右は、３Ｄ計測による文化遺産保護の取り

組みの一例です。世界遺産の遺跡を３Ｄ化したり、

その技術を現地へ伝えたりしています。

　文化財の３Ｄ計測の取組みは、実は今年から国

分寺市でもやっていまして、武蔵国分寺跡資料館

で展示されている武蔵国分寺跡から出土した銅造

観世音菩薩立像も３Ｄ化しています（図５）。ふ

だんはガラスケースの中に入っている都の指定文

化財なので、簡単に手に取って見ることなどでき

図５　銅造観世音菩薩立像３Ⅾ画像

図６　国分寺崖線の鳥瞰図
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図７　武蔵野台地の鳥瞰図

ないので、裏側とか頭のてっぺんとかどうなって

いるのか見てみたいなと思ってもできません。こ

ういうものを３Ｄにして、インターネットで見ら

れるようにするためのお手伝いもしております。

　では話を戻します。日本列島は全国各地に遺跡

がたくさん見つかるのですが、これらのデータを

集め、地図の上にいろいろと分布図を作ることで、

過去、どこに人が住んでいたのかとか、どういう

暮らしをしていたのか、もっと広い範囲で考える

取り組みも進めています。

　2020 年に『多摩のあゆみ』第 179 号で、「赤色

立体地図で見る東京の４万年」という短い文章を

書かせていただきまして、東京の遺跡分布で旧石

器時代から江戸時代までどういうことが分かるの

かということをまとめました。この成果について

も後で取り上げます。

　それでは、国分寺市をめぐる地形・地質・環境・

景観の話に入りたいと思います。図６は衛星画像

ではなくて飛行機から撮った航空写真ですが、普

通の写真と違って、国分寺崖線と府中崖線が立体

的に見えます。これも図１と同じように国土地理

院が作っている標高のデータと合わせて立体的に

見えるようにしています。こういうように、現在

ではもう全部住宅とかビルになっているのです

が、よく見ると地形が見えてきます。現地に行く

ときは、坂道がどこにあって、どちらに登って、

また下るのは何でだろう、ということに注意して

みてください。それは実は連続で見ると谷が入っ

ているとか、台地がどこまで続いているのかを理

解する手掛かりになります。たとえば、恋ヶ窪か

ら国分寺駅へ一旦谷に降りて、また登ったりする

のは、そこに「恋ヶ窪谷」があるからです。そし

て、何でそこに谷があったり、坂があるのかとい

うのは全部理由があるのですね。そのあたりをま

ず説明していきたいと思います。

　最初は地形と地質です。最初に確認したことの

おさらいですが、地表面の起伏、凹凸とその形や

地面の下の地層や岩石の種類と性質ということを

最初に見ていきたいと思います。先ほど見た航空

写真とか衛星画像（図１・６）で見ると、建物が

びっしりあるのでなかなか状態が分かりません。

ですので、図７は起伏に関するデータを取り出し

て、色分けをしたものです。青っぽい、水色っぽ

いところほど標高が低くて、緑、黄緑、黄色、茶

色という、順を追ってどんどんと標高が高いとい

うのを示す、よく地図帳で見る色分けをしたもの
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になります。

　国分寺市、ちょうどここにありますね。国分寺

市の南側は、周りよりちょっと色が緑から青っぽ

くなっている。ここは多摩川が流れている場所に

なります。その南に行くとまたちょっと高くなっ

て、かつ皺々です。国分寺がある側、武蔵野台地

よりも皺が深いあたりは多摩丘陵です。今、多摩

ニュータウンができて本来の地形が分かりにくく

なっていますが、実際にはこのような形で、国分

寺市とか府中市がある側と地形が大分違うという

のが分かります。

　多摩丘陵を越えると、またちょっと平らなとこ

ろがあって、相模野台地と呼ばれている地形です。　

大和市とか綾瀬市とか南のほう、藤沢市とか。北

は相模原市などの範囲です。さらに西側はどんど

んと茶色くなっていく、山になります。関東山地

です。奥多摩と言ったほうが分かりやすいかもし

れません。青梅線とか五日市線で山登りに行くよ

うなところです。南よりの谷が相模川、それより

南が丹沢山地になります。

　こうやって見ると、山地の東端は結構直線的に

なっているのです。そこより東側が急に真っ平に

なるのではなくて、まず傾斜が変わります。色の

変化が緩やかになっていく。さらに二段階で緑が

図８　地形：地面の起伏

濃い部分、つまり台地と、水色の部分、つまり平

地となります。例えば川崎市の武蔵小杉よりも南

側、大田区の南側などが平地にあたります。さら

に東側、千代田区の東端から中央区、さらに南と

東は江戸時代以降の埋立地もあるようなところで

す。北側に見えているのは荒川低地です。高島平

などです。このように関東平野の南部は、大きく

見ると三段階ぐらいに区分されます。標高別の色

分けに凹凸・起伏のデータも加えると、よりはっ

きり見えると思います。

　今、三段階、山地、台地、低地と言いましたが、

こうやって見てみると、もう１つ気づくことがあ

ります。山地はとにかく高いとか、斜面が急なだ

けでなく、ぎざぎざで、細かい凹凸とか谷がたく

さん入っています。同じ視点で台地の範囲を見る

と、多摩丘陵から横浜にかけての丘陵、それから

北側の狭山丘陵が標高は山地ほど高くないけれど

も皺々で、凸凹が激しい地形になっています。そ

れに比べると、武蔵野台地とか相模野台地という

のは、全体にぺたっと平らな状態になっています。

　何でこのような差が出てくるのかということを

これから考えます。実は、皺々が強いところほど

古い地形なのです。新しい地形は平らでつるつる

です。どういうことかというと、古いところとい
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図９　地質：地面の下の状態

うのは長い間風雨にさらされて、雨が降るとその

水が流れて地面を削ったり浸食したりするので、

その期間が長ければ長いほど凹凸がどんどん大き

くなっていきます。そのような視点で見ると山地

が一番古く、次に多摩丘陵と狭山丘陵、台地は少

し新しいのだなというのが見えてくると思いま

す。それらに対して、低地はもっとずっと新しい

ということになります。

　凹凸を示す地図の向きを変えて、東から西を臨

んでみます（図８）。山地の裾が直線状になって

いることがもっとよく分かるのではないかと思い

ます。ここに川を入れてみると気づくことがある

と思うのですが、山から川が放射状に流れ出して

おり、例えば多摩丘陵が多摩川と相模川の流れの

間に挟まれる形で広がっているように見えると思

います。

　それに対して、荒川は多摩川や相模川、入間川

など台地の西側の山地から流れてくる川とは異な

る方向に流れています。このように国分寺市を含

む武蔵野台地、南の多摩丘陵、相模野台地は、荒

川とか利根川が作る地形とは違って、関東山地と

そこから流れ出す川でできているということが見

えてきます。ここまでが地形のお話です。

　次に、地質についても考えます。地形データは

国土地理院というところが飛行機を飛ばしたり、

衛星を使ったりしてデータを集めて地図を作って

います。地質データは、産業技術総合研究所の地

質研究センターが調べています。例えば道路工事

とか建設現場のときに地層を調べたり、ボーリン

グ調査をしたりします。あるいは山中を歩き回っ

て、斜面にどういう岩石があるのかというのを調

べて、それを地図に落としていくという、すごく

地道な作業をされて、日本全国の地質図というの

を作って公開しています。

　そのデータを先ほどの陰影図に重ねるとこうな

ります（図９）。今日は地質のお話ではないので、

あまり細かいことは触れませんけれども、ぱっと

見て、まず山地は色とりどりに分かれているのに

対して、台地とか丘陵とか低地は全体的に同じ色

になっているのが分かると思います。これどうい

うことかというと、山地は地面の下の地質もまち

まちなのです。地形も凸凹して複雑であると同時

に、地質も複雑です。丘陵や台地、低地は、大体

その範囲全体が同じ地質になっています。ここで

見ると狭山丘陵だけちょっと違う地質になってい

ますね。多摩丘陵と狭山丘陵は、地質で見ると実

は同じです。同じような条件のところが周りより

高く削り残されていて、凸凹の強い地形になって
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います。

　相模川より北側、多摩川とか入間川の上流を含

む関東山地は、実はとても古い地質です。３億

5,000 万年前から 6,500 万年前ぐらいの岩石でで

きています。恐竜とか古生物が好きな人だとピン

とくるかもしれないのですけれども、中生代と呼

ばれる時代です。両生類から爬虫類が進化して恐

竜になって、絶滅する時代範囲の地層でできてい

ます。陸ではなくて、海の底にたまった泥や砂が

長い時間と圧力がかかって岩になったものが中心

です。中には南の海で作られたサンゴ礁の痕跡、

サンゴ礁が変化した石灰岩も含まれています。そ

れがプレートテクトニクスにより、何億年もかけ

てアジア大陸の端っこに積み重なって、なおかつ

盛り上がって陸上で貝の化石なども見つかったり

します。

　南の丹沢山地はもう少し新しくて、1,700 万年

前から 1,200 万年前ぐらい、哺乳類の時代のもの

です。実は丹沢山地というのは、海底火山の名残

なのです。南の海にあったものが、関東山地と同

じように海底のプレートに乗って動いてきて、海

底火山の塊が丸ごと日本列島にのし上がってきた

ものになります。ですので、関東山地側は砂や泥

が固まった岩石が多いのですが、丹沢山地側は溶

岩とか火山灰が固まったもので、地質の違いとで

きた年代が違うというのが分かります。

　さらに南にある塊が箱根です。箱根山はまだ現

役の火山です。箱根から西に行くと富士山があり

ますし、南に行くと天城山などあって活火山です。

丹沢はもうとっくに活動が終わってしまった名残

なのですけれども、南から次々に火山が来て日本

列島にぶつかって、重なっています。今後何百万

年もたつと、例えば大島は海の上にある火山島で

すが、本州にいずれ付け加わることになります。

　それに対して、東側の関東平野はもっと新しい

です。一番古いところ、多摩丘陵とか狭山丘陵の

一番古い地層が 280 万年前ぐらいで、それ以降、

現在までの地層です。基本的には山が削られ土砂

となって、川が運んできてたまったものです。図

９の緑色と薄緑色の範囲です。関東山地など、山

地は硬い岩です。そこを雨が降って少しずつ削っ

て、石とか砂利、砂になったものが平地側にどん

どんたまっていきます。武蔵野台地も、多摩丘陵

も、相模野台地も、山から流れてきた土砂が堆積

したものです。　

　このプロセスは今も続いていて、台地や丘陵は

大体たまるのは終わってしまった場所なのです

が、多摩川の低地とか、相模川の低地とか、荒川

図 10　氷河時代
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の低地は、今でもどんどん、毎年土砂がたまって

いく。少しずつかさが増えていく場所になってい

ます。

　ということで、西側に山地があって、その東側

の真ん中に台地や丘陵があって、さらに東側が平

地、平野になっています。山地というのは非常に

古くて、しかも硬い地層からできていて、そこか

らどんどん削られてきたものが東側にたまってい

るのです。

　では、続きまして国分寺市の地形の成り立ちを

見ていきたいと思います。　

　ここまで地形・地質の状態に加えて、それがど

うやってできていくのか、つまり地形や地質がで

きていく過程、歴史までをお話をしました。地形

発達史とも言います。その時間軸は数十万年から

数億年前という、人類の歴史とはスケールが全然

違います。

　ここからは、人類の歴史と重なる範囲と言うこ

とで、もう少し身近になってきます。ただし、私

は旧石器時代を専門に研究しているので身近に感

じているのですが、それでもまだ数万年という時

間軸なので、皆さんからしてみると全然身近では

ないかもしれません。

　前提知識を共有したいと思います。丘陵や平野

ができた時代というのは、実は氷河時代でした（図

10）。今から 260 万年前ぐらい、その時期を境に

地球全体が繰り返し暖かくなったり寒くなったり

を、十数万年の間隔で繰り返すようになりました。

この時代全体のことを氷河時代といいます。

　よく誤解されていて、氷河時代はずっと寒い時

代だったと思われているのですが、そうではなく

暑かったり、寒かったりを繰り返していました。

地球科学的には、現在も氷河時代です。現在は、

気候は暖かいし普通に暮らしているではないかと

思うのですが、いずれまた、すごく寒い時代が来

ます。私たちはまだ、暑い寒いを繰り返す時代の

中の、ちょうど良い暖かさの時代に生きているの

です。

　何でそういうことが起こるかというと、実は地

球が太陽を回る軌道が真円ではなく、ちょっとゆ

がんで楕円なためです。この楕円形の軌道上を、

11 万年ぐらいの周期で太陽により近いところを

回るようになる時期と、遠いところを回る時期が

繰り返し、少しずつ振り子のように動いています。

太陽からの距離が遠い時期は当然ですけれども、

太陽から受ける熱エネルギーが少なくなるので気

温が下がります。

　ほかにも、周期的に気候が変動する要素があり

ます。地球の自転軸も安定せず、コマを回したと

きの終わりころのようふらふらとします。これは、

先ほどの楕円状の公転軌道上の変化よりもっと短

い間隔、４万年とか２万年といった単位で変動し

ます。自転軸の傾きが大きくなると、冬に太陽の

光の射す角度が浅くなるので、より寒くなります。

　一方で、夏は太陽の位置が真上により近くなる

ので、暑くなります。その繰り返しの中で、地球

が公転軸上で太陽から一番遠く、かつ自転軸上で

傾きが最大のタイミングに来ると、冬がものすご

く寒くなる。現在は、そのような条件の中では、

人間にとって住みやすい非常によい状態です。太

陽からのエネルギーを最もよく受け取れて、かつ

夏と冬の気温差もそれほど大きくない、最近では

地球温暖化の影響もあり、夏は暑くて大変と言う

のですが、実は氷河時代の地球全体の気候がより

厳しい時期に比べれば全然マイルドな時期という

ことになっています。しかし、だからと言って地

球温暖化を放置してよいということではなく、自

然の気候変動の影響が甚大なだけに、それに人為

の変動が追加されないように対策する必要があり

ます。

　さて、氷河時代の寒さの厳しい時期に入るとい

うような大規模な変化が起こると、何が起こるか

というと、日本列島では東京周辺で年間の平均気

温が７度ぐらい下がると言われています。夏でも

最高気温が 20 度ぐらいしかならないとか、冬の

間はずっと氷点下というような変化が起こるの

が、氷河時代の中でもとくに寒い時期ということ

になります。



18

　そうすると図 10 の中で北極海を取り囲むよう

に網掛けになっている範囲、現在のカナダ、アメ

リカ合衆国の北部、グリーンランド、アイスラン

ド、イギリスとアイルランド、北欧諸国、ドイ

ツ・ポーランドからロシアにかけての広い範囲、

さらにチベットなど、一番寒い時期には巨大な氷

床に覆われました。現在でもグリーンランドや南

極の写真を見ると、全面氷になっていると思いま

す。このような状態は南極とかグリーンランドに

しかないと思ってしまうのですが、実は氷河時代

の一番寒い時期は、カナダのほぼ全域からアメリ

カの五大湖の辺り、ヨーロッパでは北欧諸国、イ

ギリス、アイルランドの全域と、ドイツ・ポーラ

ンドの北半分ぐらい、そしてバルト三国からロシ

アの北半分も全部氷で丸々閉ざされてしまいまし

た。地球全体が寒すぎるので、平常時なら海から

蒸発して雲になって、それがまた雨になってと循

環をしている水の一定量が、氷となって固定され

てしまうということになります。循環している水

に対する氷の割合が増えると、海水量が減ってし

まいます。これによって海退が起こります。今か

ら２万年前ぐらいが最近では一番寒かった時代な

のですが、その頃は、例えば東京湾では、海面は

現在よりも 150 メートルぐらい低かったと言われ

ています。

　それによって何が起こるかというと、東京湾が

ほとんど陸になってしまうのです。その時代は、

図 11　台地＝扇状地の発達史

例えば日本列島と朝鮮半島は地続きまではいかな

いのですが、限りなく幅数キロの水路だけを残し

て近づいてきます。本州と九州と四国は、「古本

州島」と呼ばれる全部１個の島になりました。北

海道は本州とはくっつかなかったのですが、代わ

りにサハリンとつながって、さらにサハリンは今

のロシアと地続きになるので、北海道・サハリン

半島になっていました。朝鮮半島と中国の間に黄

海という海があるのですが、ここは浅かったので

全部陸になりました。このように、日本列島とそ

の周囲の地形には大規模な変化が起こりました。

　そしてこのような変化は１回限りではなく、大

体十数万年ごとに一番寒い時期、そこからまた暖

かくなって今のような状態になるというのを繰り

返しています。海水面の変化が起こると、図 11

のように、海進、海退が起こります。暖かい時期

には氷が溶けて、海の水が増え、標高が低いとこ

ろは海になってしまうので、海岸線が内陸に侵入

します。これを海進といいます。寒い時期には氷

が増えて海の水が減るので海岸線が沖合側に退

き、逆に海退が起こります。

　そして、まず海進が進むと、山を削って流れて

きた川が土砂を海に運搬します。山地の端に扇

状地ができ、河口には氾濫原ができます（図 11-

2）。これが続くと、河川の下流部が延長し、その

先にどんどんと山から来た土砂が流れ込んで埋め

立てられていきます。これが平野ができていくプ
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図 12　扇状地としての台地・丘陵①

ロセスです。もっとも最近の海進の時期、縄文海

進は今から 8,000 年前ぐらいがピークだったの

で、現在の多摩川の河口付近は全部海になってい

ましたし、荒川や江戸川（旧利根川）沿いではもっ

と内陸まで海が入り込んでいました。武蔵野台地

の北、狭山丘陵より北の埼玉県の志木市とか富士

見市、ふじみ野市あたりには貝塚があって、海の

貝が残されています。武蔵野台地のすぐ北側は海

になっていたということになります。

　関東平野に残された一番北側の貝塚は栃木県に

あります。つまり、群馬とか栃木の南端まで東京

湾が入り込んでいたのが 8,000 年前ぐらいで、こ

の状態から少しずつ埋め立てられた範囲が平野に

なったというのが今の関東平野の状況です。

　ということで、私たちの身の回りの地形のうち

平野というのは非常に新しくて、１万年、8,000

年よりも新しいということになります。東京の下

町低地や多摩川の河口付近などはさらに新しく、

500 ～ 1000 年くらいの間にできた地形です。　

　では、武蔵野台地はどうなのかというと、実は

１回前の一番寒かった時期より前の、今と同じぐ

らい暖かかった時期（およそ 13 万年前）と、そ

の後にできた地形です。図 12 を見てください。

武蔵野台地は、関東山地から流れ出した地形とい

うことが分かるでしょう。実は、武蔵野台地は扇

状地なのです。いまから 16 万年前、もう１回前

の最も寒かった時期に古多摩川の谷ができ、その

後 13 万年前頃に地球全体が暖かくなると、どん

どんと平野が広がりました。武蔵野台地の主要な

部分はそうしてできた地形です。

　扇状地としての武蔵野台地の中でも最初の頃の

地層を探していくと、板橋区の成増というところ

で、昔、地層がそのまま露出していて、そこには、

貝の化石が入っていました。13万年前の暖かかっ

た時期に、縄文海進と同じように海が内陸まで

入って来て、人間がつくった貝塚ではないけれど、

貝化石の地層をそこに残したのです。その後、徐々

に海退が進み、山地から運搬されてきた土が埋め

たのが武蔵野台地ということになります。

　さらに武蔵野台地の中の海進の痕跡を探すと、

府中市郷土の森の博物館にも貝の化石の地層が展

示してあります。あれは 16 万年前よりもっと古

い時代に暖かかったときの痕跡で、多摩川の下流、

府中～調布あたりの河床で見つかる貝化石層はお

よそ 100 万年前ころのもので、実は多摩丘陵は、

その後に作られた扇状地の名残なのです。そして

武蔵野台地より古いので、その後の浸食が進んだ

ことにより起伏の激しい地形となっています。

　ところで、何で多摩丘陵や狭山丘陵のような古

い地形のほうが武蔵野台地より高いのかという
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図 13　武蔵野台地の地形区分（遠藤邦彦ほか 2019「武蔵野台地のあらたな地形区分『第四紀研究』58-6：図４）

と、実は、関東平野全体というのは、長い目で見

るとどんどん沈んでいるのです。地盤沈下がずっ

と続いています。地盤沈下するところに利根川と

か荒川、多摩川などの大きい川がどんどん土砂を

運んでくるというのをずっと続けているので、古

い時代の扇状地のほうが現在ではちょっと高いと

ころにあるという状態になっています。

　多摩丘陵の次に古いところが武蔵野台地で、多

摩丘陵よりは一段低いのですが、多摩川低地とか

荒川低地よりは高くなっています。

　丘陵や台地の成り立ちは、先ほどの山地とはま

た違うタイムスパンです。山地の地形は、数百～

数億年のオーダーで形作られましたが、丘陵と台

地は十数万～数十万年という、大分短い期間です。

全体として山から流れてくる土砂がたまるプロセ

スは同じですが、どの時期にどの川がどこに向

かって流れていたのかが変わってきます。

　次に、武蔵野台地の中を見ていきます（図

13）。カラフルな図ですが、これは日本大学の遠

藤邦彦名誉教授らがフィールドで調べてきた結果

で、色の違いが武蔵野台地の中でも形成された年

代の異なる地形の範囲を示します。

　中央付近～東側の紫と茶色のところが一番高

く、次に南側では赤っぽい色のところが二段目に

高く、黄緑色は一番低い段になっています。これ

は多摩川の流れが一定ではなく、扇状地の中を、

十数万年の間に行ったり来たりをしていて、流路

が移動してきたところは川の勢いで削られ谷にな

ります。削られた後に土砂がたまると段丘ができ

ます。土がどんどんたまってくると、そこは水が

流れにくくなるので、多摩川がまた流れを変えま

す。川の流れが移動した先が削られ、その後にま

た山地から運ばれた土砂で埋まっていくというこ

とをどんどん繰り返します。どうも多摩川は、最

初は台地の南寄り中央付近を流れていたものが、

やや南や北に振れ、現在では黒目川や柳瀬川が流

れているあたりに移動したり、その後また南のほ

う、現在の多摩川に沿った立川から府中、調布に
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かけてのところを流れました。またその前後には

狭山丘陵の北側にも流れていたことがあったよう

です（黄緑色の範囲）。その後、氷河時代が終わ

るころには、多摩川はほぼ現在の位置を流れるよ

うになっていました。そうした多摩川の流れの変

化と、それに伴う地形の成り立ち、その順番を、

地層の年代を調べることによって解明したものが

図 13 なのです。

　この色の違いをはっきりとイメージするため

に、多摩川からスタートして、ここ国分寺に向

かって北上するルート沿いの地形を思い出してみ

ましょう。多摩川のすぐ北、府中市内の京王線よ

り少し南のところ、競馬場の位置する範囲が一番

低い地形で、図 13 では白い範囲です。そこから

北へ向かうと崖線があります。競馬場のすぐ北の

坂を上がると大國魂神社、武蔵国府があります。

そこから府中駅を越えて、府中街道をずっと北上

すると、しばらくの間、武蔵国分寺のあたりまで

大きな坂はありません。つまり、武蔵国府と武蔵

国分寺は同じ地形の上にあることになります。図

13 の黄緑色の範囲です。しかし、ここから都立

武蔵国分寺公園や西国分寺駅に行くためには、ま

た急な坂を上らなくてはいけません。国分寺崖線

の坂で、ここで地形が変わります。そのまま坂を

上って、北へ進むと、恋ヶ窪駅、国分寺市役所の

手前でいったん坂を下り、また上ります。ここは

野川の源流部の谷です。

　次に少し東へ移って、国分寺街道を北上してみ

ましょう。府中駅の北から出発して、野川を渡る

までは大きな坂はありません。そこから JR 中央

線の手前で国分寺崖線の坂を上ります。中央線の

アンダーパスをくぐると早稲田実業のあたりから

北は、また平らな道になります。

　ところが地形を詳しくみると、国分寺市から小

金井市、小平市に入る辺りで緩やかな坂があって

上っています。その先の小平市内は、地名が示す

とおり平らに見えるのですが、小平市役所の辺り

は、またがくんと坂になって下がっています。こ

こは実は、ずっと東へ行くと仙川へと続く谷の最

上流部です。そこからさらに北に行くと、今度は

東村山市や東久留米市に入る辺りで下り坂に当た

ります。

　そこからさらにずっと北に進むと、いくつかの

坂を上り下りしながら、全体として地形は低く

なっていきます。いま辿ってきた経路から柳瀬川

を渡らずに北東へ移動していくと、清瀬市から埼

玉県に入って新座市、志木市とずっと行くと、荒

川に至るまで何回も坂を下りることになります。

つまり武蔵野台地は、真ん中が高くて南北両側が

低くなっています。一方、別の方向軸では、西側

が高くて東側が低くなっているのです。国分寺市

は、この地形の中の黄緑色の面と、赤っぽい色の

面の、大体この２つの範囲にあたります。お隣の

府中市は、多摩療育センターのところだけが高く

て、それ以外は基本的に黄緑色の範囲で、多摩川

沿いだけが白になっています。こうした地形の違

いは、先に見た通り、多摩川の流路の移動にとも

ない順番に形成された新旧の地形です。国分寺市

と府中市は隣り合っていますが、その成り立ちは

少し違うということになります。

　ところで、先に多摩川が武蔵野台地の中を移動

して最終的に現在の位置を流れるようになったと

説明しました。しかし現在でも、野川や石神井川、

黒目川など、台地の中にも川があります。これら

の川は実は名
なごりがわ

残川と呼ばれるものです。元は多摩

川が流れていた跡に、小さな川が痕跡的に残って

いるものになります。こうした名残川がどのよう

にできるのかについては、早稲田大学にいらっ

しゃった久保純子先生が研究されています（図

14）。各図の左側は多摩川のような大きな河川で

す。たとえば、多摩川は今では小河内ダムがある

ので流量は大分減っていますが、つい最近も下流

で大水害が起こったりしています。あのとき、川

の水が堤防を越えて洪水にならなかったところ、

府中とか日野の辺りでも、河川敷にあったサッ

カー場とか野球場は削れてなくなってしまったり

しました。これは水と、それから一緒に流れてく

る石、大きな岩石が一緒に流れてくるので、それ
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がやすりのようになって地面を削っていってしま

うのです。こうして、多摩川の本流が流れている

ところはどんどんと削られて、削った後に流れて

きた石が埋まるというのをずっと繰り返している

のです。

　ところで、武蔵野台地の辺りは箱根とか富士山

からたくさん火山灰が降り積っていました。最近

は大分落ち着いていますが、縄文時代より前は、

かなり頻繁に噴火していました。多摩川の本体が

流れているところは、降ってきた火山灰も一緒に

押し流されてしまいますが、多摩川の流路が移動

した後の範囲は、火山灰が降ってきたものが積み

重なって少しずつ高くなってきます。その結果、

各図の右側のように、台地の側は少しずつ高く

なってどんどんと差ができていくのです。

　ただし、多摩川が昔流れていた跡というのは谷

状の地形でへこんでいるので、台地の中の湧き水

を集めて細い川が流れるようになります。すると

火山灰は軽いので流されて溜まりません。けれど

も多摩川と違って、下の地面までは削れないので、

大きくて深い谷は作れない。でも周りの台地に火

山灰が積もった分は削り続けるので、そういうと

ころだけ谷になって残るのです。つまり、石神井

川、黒目川など台地内の川は、地面の下を削るだ

けの水量やエネルギーはないのですが、後から降

り積もってきた火山灰とか土のような軽いものは

流してしまうので、谷状の地形が残っているとい

うことになります。

　ところで台地全体を見ると（図 15）、石神井川

とか野川など、今も川が流れているところだけで

なく、ちょうど小平市とか小金井市、国分寺市の

北側の辺りが一例なのですが、川が流れていない

谷があります。これは先に見た名残川のさらに名

残です。名残川に水を供給していた湧き水が枯れ

てしまうと、降ってきた火山灰とか周りから流れ

込んできた土砂がたまって、少しずつ埋まってい

きます。そうなると、地表面にはもう川は流れま

せん。ですが、実はその地下にはまだ地下水が流

れていたりするのです。

　もう 30 年ぐらい前（1991 年）、JR 武蔵野線の

新小平駅が台風などによる集中豪雨で、トンネル

駅が水に浸かってしまって、２ヵ月にわたって武

蔵野線が走れなくなったことがありました。新小

平駅の周辺は、現在では地上に川は一切流れてい

ないのですが、地下にはかつて流れていた多摩川

の名残の地下水がずっと流れ続けていて、台風の

集中豪雨の後に、水量が予想よりも多くなってし

まったのでトンネルが損傷を受けたのです。この

図 14　台地を刻む谷
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図 15　武蔵野台地と谷・凹地・河川

ような地面の上で見える谷と、地下を流れる地下

水が、多摩川の名残であるというのが、実は台地

の中にはたくさんあります。

　そうした川や谷は、図 15 を見ると、放射状に

流れています。台地の中を南北に流れたりするよ

うな川は１つもありません。なぜなら、これらの

川や谷は、関東山地から流れ出した多摩川の名残

川なので、過去の多摩川の流れに沿っているので

す。

　ここまで、武蔵野台地全域の地図で平面的に説

明してきました。ここで、見たことがある人も多

いと思いますが、地形と地質の断面の模式図を

見てみましょう（図 16）。まず、地下に武蔵野礫

層とあります。礫層というのは、実は昔の河原の

跡です。今でも多摩川に行くと、例えばバーベ

キュー場のある府中市郷土の森のあたりの河原は

石です。大きいものはサッカーボールぐらい、小

さいものはソフトボールぐらいの石がたまってい

ます。そこからずっと上流に行くと、河原の石の

サイズはどんどん大きくなります。そして礫層と

図 16　段丘の地質と国分寺崖線
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いうのは、そうした河原が後から埋まってしまっ

たものなのです。国分寺市のあたりでは、武蔵野

礫層には 10 メートルぐらい掘らないと到達しな

いのですが、それが実は 10 万年前から５、６万

年前頃の多摩川の河原ということになります。そ

の後、先に見たように、４万年前に多摩川が移動

してきたときに、武蔵野礫層とその地下の地層ま

で削ってできた河原が、このもとまち公民館の下

にも埋まっています（立川礫層）。公民館近辺だ

と、多分３メートルぐらい掘ると当たります。武

蔵野礫層のほうが古い河原なので石が腐りかけて

いて、スコップなどでカンカンとやると簡単に崩

れてしまうような、腐れ礫といわれるような石で

す。それに対して、公民館付近を掘って出てくる

立川礫層の礫はまだ新鮮で、現在の多摩川の河原

で拾えるような石とあまり変わらない、ただ表面

はちょっと色が変わってしまっているものです。

　ところで、礫層というのは石ころが積み重なっ

ているだけなので、実は隙間がいっぱい空いてい

ます。礫層の上のほうのローム層（赤土）はびっ

しり詰まっているのですが、礫層は隙間だらけな

のでここを地下水が流れます。ということで、地

下にかつての多摩川の名残が今でも流れ続けてい

るということになります。

　そんな中で、国分寺崖線のところは、南側が

新しい谷で武蔵野礫層がすぱっと切れているの

で、ここから水が流れ出やすい条件になっていま

す。国分寺の真姿の池のところからスタートして、

ずっと小金井、三鷹、調布、世田谷、ずっと国分

寺崖線沿いに湧水があります。水が湧くところを

よく見ていくと、崖の中腹だろうが、あるいは一

番下のほうだろうが必ず礫層が見えます。真姿の

池の辺りだと、もうほぼ下の段の地面に近いとこ

ろに武蔵野礫層が見えていますが、世田谷区の成

城学園に辺りに行くと、実は武蔵野礫層はちょっ

と高いところにあります。

　つまり水が湧くところというのは、礫層です。

これを、昔の人はよく知っているので中世や江戸

時代の井戸を発掘すると、必ず礫層の中かその下

まで掘っています。

　図 17 は先ほどの図６と同じ地形を強調した航

空写真で、国分寺市を中心とした範囲をアップに

しています。ちょうど国分寺駅のあたりから西側

は国分寺崖線が西南西に湾曲しています。北へ入

り込んでいる谷が見えますが、そこに日立製作所

中央研究所の池があります。野川の源流の湧水で

す。また国分寺駅の南側にも、殿ヶ谷庭園や周辺

に湧き水がいくつもあります。

　また、国分寺駅より東側でも国分寺崖線が弓な

りの地形になっていますが、ここもずっと湧水が

図 17　国分寺崖線
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図 18　段丘と崖線の発達

続いています。先ほどの断面模式図（図 16）の

状況がずっと続いているので、崖線から水が湧い

て、その水を集めて野川が流れています。

　さてここでもう一度、海進・海退と地形の形成

についてみていきます（図 18）。まず、海退の時

期（１→２）には、海岸、海水面が下がるととも

に川の傾斜が急になります。海退が進むと河口の

位置はどんどん海側に伸びていきますが、その際

に、沖に行けば行くほど海底は深くなっていくの

で、川の終点も深くなります。このため、川の傾

斜が急になっていきます（２）。川の傾斜が急な

ほど水のエネルギーが強くなるので、川底は下流

側からどんどん削られて深くなります。

　一方で、上流、山の中では逆に谷が埋まってい

きます。下流に向かってどんどん水が流れていく

ときに斜面が崩れて、その岩で谷が埋まるのです。　　　

　一旦下がった後にもう一度海面が上昇すると、

川の傾斜がまた緩やかに戻っていきます。緩やか

になると下流側はどんどんと埋まっていくので

す。川の勢いが弱くなり、石のような大きなもの

はもう流れなくなって、どんどん傾斜が緩くなっ

ていくと下流側で砂利、砂、泥などもっと細かい

ものもたまるようになり、最終的に河口には干潟

ができたり、三角州ができたりします。これをずっ

と繰り返していく中で、途中の中流部分で谷が下

がった痕跡が段丘として残されます。

　ところで、図 16 では武蔵野礫層・立川礫層の

下に連光寺互層とあります。国分寺市の辺りでは

地中深く十数メートル掘らないと出てこない地層

ですが、多摩川を渡って南側の多摩丘陵に行くと、

これがもっと標高の高い位置にあります。多摩丘

陵から続いている地層が武蔵野台地の地下にある

のです。しかし多摩川の北側では、地層の上部が

いったん多摩川により削られ、その上に礫層、ロー

ム層が堆積しています。

　ところでこの地層（連光寺互層）が削られずに

残ったところがこの近所にあります。府中市の浅

間山です。多摩川が削らずに残った地形です。あ

の山の北側のほうに今でも小さい湧き水があり、

草が生えているので普段はめったに見えないので

すが、草が枯れている時期などに見ると、ローム

層とは違うタイプの地層が見えます。

　このように、国分寺市をはじめとする武蔵野台

地の地形と環境は、地下の地質と、多摩川の流れ

とその変化によって形作られてきました。その中

で注目しておきたいことが、崖線沿いのところに

は湧水ができるけれども、それよりも北側のほう

は、雨水は基本的に谷の中を流れたり、あるいは

地中に浸透してしまって、台地の上を流れないと

いうことになります。地図を見ると水路が描かれ



26

ているところもありますが、これはよく調べてみる

と、人工の水路です。恋ヶ窪分水などです。逆に何

で玉川上水など分水を引いたのかは後でまた説明し

ますが、水がないから人工で引いてきたということ

になります。自然の環境ではかなり水に乏しい。そ

れに対して野川沿いというのは水が豊かですという

ことになります。

　武蔵野台地全体で見ると、扇状地というのは山梨

とか富山県の出身の人はよくご存じかもしれないで

すし、あるいは行ったことがある人はご存じかもし

れないですけれども、扇状地というのは、真ん中の

部分、扇の中央（扇央）は、本当に水が乏しいのです。　

　図 19 みたいに扇央部分では水がみんな地下に集

まってしまいます。ところが扇状地の傾斜が緩やか

になるところ、扇の端と書いて扇端と呼びますが、

その扇端で今度水が湧いてくるのです。

　実は、武蔵野台地全体で水が湧くラインというの

図 20　国分寺崖線と湧水

があります。標高 40 メートルラインと呼んで

いますが、大体 40 メートルぐらいの高さのと

ころは崖線ではなくても水が湧くのです。具体

的にどこかというと、吉祥寺の井の頭池、それ

から杉並のほうへ行くと善福寺池というのがあ

ります。それから、さらに北に行くと石神井川、

石神井公園のところの池、富士見池など。池と

なっているのは大体みんな湧水です。さらに北

に行くと、黒目川のところの湧水群があります。

　これ面白いぐらいに、扇状地のトップから円

を描くと、それに近いところにずらっと湧水が

並びます。逆にここより北側と西側というのは

地表面を水が流れづらい場所になっていて、た

だ、この崖線のところだけは特例的に水が湧く

ということになっています。図 20 は、一昨日

ちょうど天気がよかったので写真撮ってきまし

た。真姿の池のところなのですが、今ぐらいの

季節だと結構水がわあっと流れています。

　国分寺にお住まいの皆さんは、こういう、ま

さに「景観」・「景色」を見ているので、武蔵野

台地や国分寺崖線沿いというのは水が豊かな場

所だと認識していると思うのです。でも実は、

北のほうの人たちからすると全然違うのです。

狭山丘陵の北の所沢市というのは、さっきのこ

の地図（図 19）でいうと、本当に水が少なく

て井戸も深いです。

　昔は所沢には嫁をやるなと言われて、お嫁さ

んが水汲むのにとても苦労する、とか、所沢の

火事は土で消す、水がないから土でとにかく消

すしかない、などと言われたりしたのです。実

はそれは所沢だけを揶揄して言っているのでは

なく、所沢や狭山やあるいは立川市でも砂川地

区など、大体みんな共通する条件なのです。

　これは、ここまでのお話で理解していただけ

るかと思うのですが、十数万年から数万年かけ

て武蔵野台地ができていったときの条件、「地

形」と「地質」によって決まっているので、あ

る意味人間からしてみるとどうしようもないと

いう前提になっています。ですので、国分寺市

図 19　武蔵野台地の水環境
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というのは武蔵野台地の中でも、真ん中から西半

分の地域で見ると、例外的に恵まれている場所と

いうことではあります。ただし、国分寺市全体で

はなくて、あくまでこの崖線沿いであって、それ

以外のところとはちょっと違いますよという感じ

になってきます。

　ようやく、もう半分以上時間が過ぎたのですが、

考古学の話に入っていきます。

　武蔵野台地とか、東京全体の中にどこに遺跡が

あるのか、ということです。私の考古学の研究で

やっている遺跡分布のデータを用いて少しお話を

していきます。

　これちょっと小さくて、見づらくて恐縮なので

すが、東京都は都が各区市町村からの報告を受け

て、東京都がどこに遺跡があるというのを全部地

図に登録されています（図 21）。これはインター

ネットで閲覧できるので、興味ある人は見てくだ

さい。現時点で6,292の遺跡が登録されています。

　遺跡数が多いところは、自治体で言うと八王子

市、町田市、多摩市、それから大田区、世田谷区

図 22　東京都内の遺跡（自治体別遺跡数）

図 21　東京都全遺跡（自治体別・時代別集計）
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図 23　東京都全遺跡　島しょ部除く

図 24　東京都全遺跡　分布の空白・過疎範囲

です。区市町村別で色分けしてみたものが図 22

になります。町田市、八王子市はやはり圧倒的で

す。市が広いから遺跡が多いだけではなくて、面

積で割った密度も多いです。つまり丘陵に一番遺

跡が多いということが分かります。

　次に多いのは多摩川の下流です。世田谷区、大

田区ですが、区域全体に遺跡があるのではなく、

どちらも区の南側に偏っています。次に遺跡の多

いところは、台地の東側の港区や、北東側の荒川

の低地に面している練馬区、板橋区などです。

　国分寺市とか小金井市、立川市辺りは、実は遺

跡数は少ないです。多ければいいというわけでは

ないのですが、東京都全体では丘陵と武蔵野台地

の東側に多い一方で、水が乏しい台地の真ん中か

ら西側は少なくなっています。なお、武蔵野台地

の西側で遺跡数が多く色が濃くなっているのは青

梅市とあきる野市ですが、ここは武蔵野台地の範

囲から外れています。

　次に、全部の遺跡を点で落とすと図 23・24 の

ようになります。
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　自治体単位の遺跡数の図より、分布の傾向が

はっきりしてきたかと思います。国分寺市なども

野川沿いのところだけに遺跡があることが分かる

と思います。小金井市、国分寺市の北側から小平

市にかけての範囲は本当に空白というか、ぽつぽ

つしか遺跡がありません。そこからさらに北側の

湧水がある、東久留米市や東村山市に行くとまた

遺跡が増える。これが「環境」の条件です。「地形」

と「地質」によって「環境」が決まり、そうする

とその「環境」を人間は変更することが難しいの

で、暮らしの場所は「環境」の条件に規定される

ということになります。

　集中しているところ、①東側の都心部、次が②

多摩丘陵、③多摩川沿い、そして狭山丘陵の東側

の④黒目川、柳瀬川沿いです（図 23）。逆に遺跡

がないところ（図 24）は、①関東山地（奥多摩）

の山です。それから②埋め立て地は遺跡がないで

す。これはちょっと考えれば分かるのですが、昔

はそこに土地がなかったから住んでいないところ

です。それ以外に③東京低地も遺跡が少なかった

りします。それから④多摩川の、現在、川が流れ

ているところはやはり空白です。川には人は住め

ないということです。

　これを整理すると、東京都には遺跡がたくさん

あるのですが、どこにでもあるわけではなく、遺

跡がまったくないところ、密なところとまばらな

ところがありますよということになります。こう

した遺跡分布のパターンには理由があって、基本

は「地形」や「環境」によるものです。海岸部、

臨海部は昔、海や湿地だったので人が住めないと

いう条件、山は急斜面でとても人が住める場所で

はないといった条件が決まってくるわけです。

　遺跡分布を考えるときには、もう１つ問題が

あって、「昔から遺跡がなかった」という場所と、

もう１つは「遺跡があるのだが地面の下なので見

つけられない」場所を見分けなければなりません。

国分寺市内でも畑が多い地域だと、畑を歩いてい

ると土器とか石鏃が拾えたりなどの経験や、ある

いはそういう話を聞いたことある人はいらっしゃ

ると思います。しかし、今の国分寺駅前や西国分

寺の団地などは、歩いていても絶対土器など拾え

ないですよね。でも遺跡はあるのです。そういう

ところは発掘をしないと分からないので、遺跡が

見つかりづらいという問題があります。次に時代

別に整理をしてみます。

　日本の考古学が扱う時間軸は、図 25 のように

なります。古い方から旧石器時代、縄文時代、弥

生時代となっています。年表を等間隔に作成する

図 25　考古学の時代区分
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図 26　東京都自治体別・時代別遺跡数

と、実は旧石器時代というのがとても長くて、縄

文時代も長く、弥生時代以降はかなり短くなりま

す。この時代区分に沿って作った自治体ごとの遺

跡数の一覧（図 26）を見ると、先ほどの全時代

の遺跡が多いところ（図 21）と一致しない部分

が見えてきます。例えば旧石器時代の遺跡が多い

ところを図 26に青色の網掛けで示していますが、

全体の遺跡数が多いところを示す赤枠と必ずしも

一致しません。例えば練馬区は全体の遺跡数はそ

れほど多くないのですが、旧石器の遺跡が多いで

す。

　縄文時代の遺跡が多いところも、赤枠からずれ

ています。こうやって見ると、多摩丘陵の八王子

市や町田市は遺跡数が多いだけでなく全時代の遺

跡が多くありますが、ほかのところは時代によっ

て遺跡の多い少ないの傾向が異なるのです。

　次に時代別の遺跡分布を見ていきます。図 27

は、旧石器時代の遺跡分布です。国分寺市をはじ

め、野川流域には遺跡が多いです。一方で、例え

ば東京低地には一切ありません。なぜかというと、

この範囲は縄文海進後に形成された地形のため、

旧石器時代の地層が残っていないか、または地中

深くに埋没しているのです。

　次、縄文時代の遺跡分布（図 28）を見ると、

旧石器時代と似ていますが、数が増えています。

国分寺市周辺と野川流域にも遺跡がたくさんあり

ます。

　ところが弥生時代の遺跡分布を見ると、図 29

のように様相が大きく変わります。国分寺市だけ

ではなく、お隣の小金井市をはじめ、野川流域に

は弥生時代の遺跡はほとんどないです。国分寺市

内では 1か所、花沢西遺跡で土器が見つかってい

るだけです。府中市にはあるのですが、見つかっ

ているのは競馬場のある低地だけです。がらっと

遺跡分布が変わったのが分かると思います。分布

の違いは、旧石器時代と縄文時代では台地の縁辺

とか川沿いです。ただ、縄文時代になると旧石器

時代より遺跡が増え、山の中にも遺跡の分布が広

がります。

　ところが弥生時代になり、遺跡分布が大きく変

わる最大の理由は、水田稲作を始めるので、水田

が作れる平地と水田を維持するための農業用水を

確保する必要が生じるからです（図 30）。　　

　ここで今、もしかすると何人かの方は、『でも

国分寺は野川沿いに湧水があるし、野川に沿った、

低い土地もあるから水田を作れたのではないか』

と思われた方もいるかもしれませんが、その疑問

はちょっとまだ胸にとどめておいてください。

　先に、もっと後の時代を見ていきます。古墳

時代になると東京低地にも遺跡分布が広がりま
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図 27　旧石器時代

図 28　縄文時代

図 29　弥生時代

図 30　遺跡分布の変遷：旧石器～弥生時代

図 31　古墳時代

図 32　古代（奈良・平安）時代

す（図 31）。足立区や葛飾区などにも古墳時代の

遺跡が出てきます。また多摩川の下流沿い、狛江

市から世田谷区、大田区にかけて遺跡が増えま

す。古墳好きな人はこの理由を知っていると思い

ます。世田谷区から大田区にかけて 100 メートル

級の前方後円墳が幾つかあって、この「多摩川台

古墳群」に武蔵国の南部の有力な首長がいたとい

うことで、その周りにも遺跡が多数あるのです。

古墳だけでなく集落も多数あります。弥生時代か

らさらに様相が変わってきました。しかし、相変

わらず国分寺市には遺跡がほとんどありません。 

武蔵国分寺跡で古墳時代前半期の土器がわずかに

見つかっているほかは、国分寺崖線に横穴墓があ

るだけです。

　ところがその直後、奈良・平安時代になると、

また大きく様相が変わります（図 32）。国分寺市

図 33　中世（鎌倉～安土桃山）時代

図 34　遺跡分布の変遷：古墳時代～中世
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図 35　近世（江戸）時代

図 36　天保武蔵国絵図（多摩川～野川流域付近）

も古墳や村ができます。ところが奈良・平安時代

になると、前時代の古墳の分布とは別に、武蔵国

府と武蔵国分寺、東山道武蔵路を軸にして遺跡分

布が、がらっと変わります。それは古代国家、律

令国家ができて、その体制を支えるために遺跡の

分布が変わったということです。

　ところが中世、鎌倉時代以降になるとまた遺跡

分布が変わります。これはなぜかというと、国府

や国分寺に集中していたものがなくなって、武蔵

野台地の中でも小さな領主に分かれ、例えばこの

辺りだと国立の城山のところに「三田氏館跡」と

いう館がありますし、野川の下流側には調布市に

「狛江入道館跡」があります。小さな館とかお城

が点々とあって、そこに有力者がいて、その周囲

に人が集まるような形に変わっていきます。一旦、

奈良・平安時代に集中したものがまた分散すると

いう状況です（図 34）。

　最後に江戸時代です。江戸時代の遺跡分布は非

常に分かりやすくて、都心部に集中しています（図

35）。

　さてここまで各時代を通して遺跡分布の様相を

見てきました。その上で、武蔵国分寺周辺の変化

とは別に、国分寺市の北や小平市辺りはずっと遺

跡がないということが、各時代を通じて確認でき

ました。この理由はなぜかというと、やはり水が

ないからということに尽きます。

　図 36 は江戸時代の前半の天保の武蔵国絵図で

す。中央に東西に走る線は青梅街道で、途中に村

にも、遺跡が一気に増えました。理由は明白で、

府中市に武蔵国府ができ、国分寺市に武蔵国分寺

ができたので、国府で働いたり、国分寺にお勤め

をしたりする人とか、その人たちのために、いろ

いろなものを作る人たちが住む場所ができたので

す。同時期に、瓦の窯が町田市などにありますよ

と、ちょっと前にブラタモリに国分寺市ふるさと

文化財課の依田係長も出演されていましたが、窯

が作られた場所で瓦が必要だったのではなく、相

模国分寺とか武蔵国分寺のお寺に瓦を供給するた

めに作られたのです。窯を作るためには燃料にな

る木材も粘土も必要なので、それらが豊富な多摩

丘陵に作られたのです。国府と国分寺、さらにそ

れを結ぶ東山道という官道を軸にして、遺跡分布

ががらっと変わるのが奈良・平安時代です。

　その後、中世（図 33）になると遺跡はまた減っ

ています。これについては、また後で理由を説明

します。

　整理すると、古墳時代は武蔵野台地の東側とか

多摩川の下流に前方後円墳ができて、その周りに
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がほとんどない区間にポツンと田無宿（現西東京

市）があって、その西には小川新田（現小平市）

があるのですが、本当に点々としか村がないので

す。だから江戸時代になってもしばらくの間、こ

の地域には人が住んでいなかった、ということに

なります。これは本当に水がないからで、逆に今

は東京のベッドタウンになり、いっぱい人が住ん

でいますが、その前の段階、つまり玉川上水がで

きる前は人が暮らしていなかった。それが玉川上

水ができて水が引かれることで、それなりに人が

住めるようになった。玉川上水から野火止用水を

作り、恋ヶ窪の分水を作って水を分けていくこと

で人が住める範囲が広がったので、何々新田とい

う地名がたくさんあります。そうした新田村落は、

この絵図より後の時代に新しく作られた村になり

ます。その時期に人の動きも多くなり、例えば国

分寺市の中藤新田は、狭山丘陵のふもとに住んで

いた人が移り住んできて開いたものだったり、逆

に多摩川沿いの人が台地の内陸に入ってきて開い

た新田があったりします。江戸時代の中期以降の

できごとです。

　それ以前は本当に図 37 のように、万葉集など

にも、ひたすら武蔵野は草ばかりという歌が収録

されています。あるいは馬が放たれている放牧場

図 37　万葉集の時代からながらく草原だった武蔵野

で、水田などない、すすき野原だという場所だっ

たので遺跡がないのです。古代の人にとっての武

蔵野台地の「景観」というのは、馬が駆け巡って

いる、すすき野原というイメージだということで

す。

　ここで先ほどの疑問に戻りましょう。野川には

水が流れているのだから、弥生時代、古墳時代に

も水田は作れるはずだから、本当は遺跡があるの

ではないか、調査できていないだけではないのか、

見つかっていないだけではないのか、と思われた

かもしれないので、ここをもう少し掘り下げてみ

たいと思います。

　みなさんの中には、野川に愛着を持っている人

もたくさんいると思うのですが、野川流域は本当

に水が豊かだったのか、ということを考え直して

みます。図 38 を見ると、やはり弥生時代は国分

図 38　赤色立体図で見る野川・多摩川流域の遺跡分布の変遷

（野口　淳（2021）「赤色立体図で見る東京の四万年」『多摩のあゆみ』179）
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うと、台地に降った雨水が地下に染み込んで流れ

出す時に、６月以降梅雨が来て、台風が来て地下

水が増え、国分寺崖線の湧き水も増えるのです。

その後、冬にはほとんど雨が降らなくなるので、

春先はほとんど水が湧かなくなります。春先に水

が少なくて夏に水がいっぱいあるというのは、水

田稲作にとっては致命的なのです。水田で稲を育

てたかったら、逆でないと困ってしまう。春に水

がいっぱいあって、５月前半ぐらい、田植の時期

に田んぼに水が張れて、逆に夏は稲が育って収穫

になる頃は水を抜いてしまうので、むしろ水が多

すぎると稲が腐ってしまうので困ります。　

 ということで、実は野川流域は、一見すると水

は豊かだけれども、水田稲作が始まってからは暮

らしにくい土地になってしまったということにな

ります。縄文時代や旧石器時代の人たちは、狩り

や木の実を集める狩猟採集の暮らしをしていまし

たので、冬、水が多少少なくなっても稲作をする

わけではなくて、自分たちが飲めるだけの水だけ

あれば生きていける。だから野川沿いにはいっぱ

い人が住んでいるのですが、弥生時代になると、

自分たちが水を飲めても稲が育たないと食べてい

けないので、「環境」は変わらないけれど、そこ

に暮らす人々にとっても「景観」としては適して

いないので、多摩川の下流の方などに移ってしま

うのです。

　これに関連するデータが、実は江戸時代の歴史

書を見ると分かります。玉川上水が引かれる前の、

『武蔵田園簿』に村高の田んぼと畑の比率の数字

がまとめられています。要は年貢を取るための記

録なのです。（図 39 右）これを見ると、現在の調

布市のあたり、深大寺村と佐須村の間ではっきり

分かれていて、佐須村よりも下流側は田んぼの比

率が半分かそれ以上になっています。野川の源流

部では、湧水量の季節差が大きいのですが、深大

寺よりも下流に来ると流域の各地から水が集まっ

てくるので、水田ができるのです。ところが大沢

（現三鷹市）、小金井、貫井（現小金井市）、恋ヶ窪、

国分寺（現国分寺市）は、田んぼの比率が３分の

寺市に限らず、三鷹までの野川上流域で遺跡がほ

とんど無くなってしまいます。ゼロではないので

すが差ははっきりしていて、旧石器時代のほうが

多いのです。旧石器時代は弥生時代より日本全体

の人口はずっと少なかったにもかかわらずです。

弥生時代、古墳時代は旧石器時代や縄文時代より、

日本全体ではもっと人口が増えているのに、野川

流域には住まない。これはやはり理由があります。

原因は、野川の水量なのです。もしかすると、野

川はいつも水が流れていると思われているかもし

れませんが、野川沿いに住んでいる人はご存じの

とおり、冬の間は、実は水の流れが非常に少なく

なります。真姿の池の辺りはそれでも水が湧いて

いるのですが、もうちょっと東側、東京経済大学

から小金井の方へずっと行くと、冬は草がぼうぼ

うに生えていて、水が全然流れていなかったりし

ます。

　これなぜかというと、野川沿い、国分寺崖線の

湧水は季節差がものすごく大きいことによりま

す。今はもう都市化が進んでしまったのですが、

図 39 で引用しているのが、東京都消防研究所が、

昭和 43 年に出したレポートに記録された野川流

域の湧水量です。今みたいに水道が整備されてい

ない時代には、消防が火を消すのに地下水を重視

していたので、都の研究所が各地の湧き水の量や

井戸の水量などを調べていました。この記録によ

ると、湧水量の季節差がとても大きいことが分か

ります。例えば真姿の池の周辺は３月の湧水量が

１分当たり 10 リットルから 50 リットルなのに対

して、８月は 20 リットルから 720 リットル、２

～ 14 倍です。年間を通じた湧水量は安定してい

なくて、冬は本当に水が少なく、夏にはたくさん

湧いているのです。日立製作所中央研究所周辺も

同じです。春先と夏で、湧水量は５～ 30 倍ぐら

い変動がある。だから国分寺崖線に沿った湧水は

１年中、水がぽこぽこ湧いているところだという

イメージを持たれているかもしれませんが、記録

を取ってみると季節差が激しいのです。

　何で夏により多くの地下水が湧いているかとい
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１以下で、とくに野川源流部の恋ヶ窪に至っては

田んぼはほとんどありません。ですので、この辺

りの村は、主に畑とわずかな田んぼでなりわいを

立てていたということが分かります。

　そうして、例えば深大寺村の辺りでは文書が

残っていて、玉川上水ができたのだから分水を引

いてほしいという請願を代官所に出しています。

　実際に後には、貫井、恋ヶ窪など各所に玉川上

水から分水が引かれ、少しずつ水田が増えてい

きます。明治初期の迅速測図（図 40）を見ると、

そうした水田が野川沿いに描かれています。

　もう一つ興味深いことは、実は深大寺よりも上

流側は、江戸時代の人は野川を「川」と認識して

いなかったということです。江戸時代の後半に『新

編武蔵風土記稿』という当時の地理、地誌の本

があるのですが、その中の各村ごとに地形（山・

川）の記載があるので、どのように書かれている

かを拾っていくと、深大寺村よりも下流側には必

図 40　明治初期の国分寺村（迅速測図）

図 39　野川流域・多摩川中流域の江戸時代の村高と田・畑比率

（野口　淳（2019）「小金井の地理的環境と遺跡」『小金井市史　資料編　考古・中世』より）
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ず、川という項目に野川とあって、川幅が何間と

書いてあるのです。ところが、大沢村よりも上流

側には野川という名前は出てこなくて、代わりに

堀川とか悪水堀と書いてあるのです。この場合い

つも水が流れていれば川と書くのです。江戸時代

の人は。堀というのは水路があるのだけれども雨

が降ったら水が流れる、それが堀川です。さらに

悪水堀というのは用水に使えない、水はけのため

につくられたものです。

　つまり、江戸時代の人は深大寺より下流は川だ

と認識していて、それが野川で国分寺、小金井、

三鷹の辺りは堀・水路はあるけれど川ではなくて、

雨がいっぱい降ると水が流れるだけの排水路だよ

ねと認識されていたということになります。ここ

により多くの水が流れるようになるのは、やはり

玉川上水からの分水が来てからですし、実は現代

では雨水を集めた流域下水道で水も流したりして

いますね。ということで、実は江戸時代以前の水

環境は現在の私たちが見ている、または想像して

いるものとは大分違っていたということになりま

す。だから、狩猟採集で生計を立てていた旧石器

時代、縄文時代の人たちは野川流域に集まってい

たけれど、水田稲作をはじめた弥生時代、古墳時

代の人たちはこの地域からいなくなってしまっ

た。古代には、国府・国分寺が造営されて、政治

社会的な背景で人が集まってきたけれど、それが

なくなった中世になるとまた人が減ってしまいま

す。奈良・平安時代は政治的な力でもって、国府

や国分寺にいろいろな物資を集めたから、ここで

田んぼが作れなくても多くの人が暮らしていたと

いうことになるのです。

　図 40 は、明治時代の初め頃の地図です。まだ

鉄道が通る前の国分寺村周辺の迅速図という、当

時の陸軍が日本全国を測量した地図ですが、国分

寺村の中心は崖線の下にあります。また、恋ヶ窪

から日立製作所中央研究所に続く谷のところには

田と書いてあります。ここにわずかに田んぼがあ

るのです。ところが崖線の上は畑になっているの

です。また野川より南側も畑ですね。野川沿いの

田んぼは、殿ヶ谷戸庭園の下から貫井の辺りへと、

細く川沿いにだけ、昭和 40 年ぐらいまで田んぼ

はあったと思うのですが、結局、玉川上水から水

が来ても、それぐらいしか田んぼは作れなかった

ということになります。

　逆に図 39 の多摩川低地の村々、是正村（現府

中市是政）、小田分村（現府中市小柳町付近）な

どを見ると、田んぼの比率が高くて８割とか９割

くらいあります。また、地図上の丸の大きさとい

うのは村高自体の大きさなのですが、田んぼが多

くて多摩川に近いところは村自体も大きいです。

こういう差というのは明治時代の前半ぐらいまで

ずっと続いていて、この後鉄道ができたり、道路

が整備されたりしてくると、今のような町並みに

変わっていきます。つまり今、私たちの見ている

「景観」は非常に新しくて、まだ 100 年ちょっと

ぐらいなのですね。

　以上、野川流域の地形の成り立ちと、４万年に

わたる人類の暮らしの歴史を概観しました（図

41）。旧石器時代、縄文時代は狩猟採集の暮らし

なので、水場沿いに暮らしながら、台地の広い範

囲で狩りをしたり、木の実などを集めたりしてい

ました。特に国分寺市域では、西国分寺駅の東に

ある多喜窪遺跡とか、JR 中央線の北側の恋ヶ窪

遺跡には縄文時代の大規模な村ができたりします

が、およそ二千年前、この地域でも水田稲作が始

まると人がいなくなってしまう。古代国家ができ

ると、国府、国分寺と官道ができるので人工的に

人が集まるようになるのだけれども、それらが衰

退し、なくなってしまうと集中していたものがば

らけてしまう。もう一度元に戻ってくるのは江戸

時代の半ばに玉川上水ができてからということに

なります。

　そこには、自然状態の環境の条件と、技術や経

済や政治などの人為な条件があり、その歴史的な

変化が鍵となっています。自然状態の環境では、

野川と国分寺崖線の湧水は、狩猟採集の暮らしに

は十分だが、水田稲作になると不足します。つま

り自然環境だけでは水田の時代になると、暮らし
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図 41　野川流域の４万年史

の維持が難しくなるのです。

　ということで、国府、国分寺という政治的なセ

ンターや、玉川上水のように人工的に水環境を変

える土木技術、井戸を作ったり水路を作る、ある

いは政治権力が物資を集めることでようやく人が

住むようになります。国分寺の辺りというのは人

がいっぱい住むためには、外部からの何か資源と

か物資を持って来ないと暮らしづらい場所だった

のだなということになります。それが江戸時代後

半以降に変わってきたということです。

　最後に、古代の国分寺の造営と地形について、

発掘の成果から少しお話をさせていただきます。

武蔵国分寺跡の周囲は、かなりあちこちで発掘を

していまして、既に 700 回以上の調査が行われて

います（図 42）。国分寺の成り立ちや変遷に関わ

る発掘調査成果については、この講座の別の回で

取り上げられると思いますので、今日は国分寺と

崖線の間のところに注目をして、お話をしたいと

思います。

　どこの話かというと、金堂・講堂などの僧寺伽

藍地区の北側、後世の国分寺や武蔵国分寺跡資料

館があり、元町用水とか真姿の池の湧水が流れて

いる辺りの過去はどうだったかということです。

　図 43 は資料館にあるジオラマ模型です。僧寺

伽藍地区の北側に細く水路が書かれて、水が流れ

ているように見えます。地面もちょっとだけ低く

図 42　武蔵国分寺跡とその周辺
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作ってあります。凹地があって、そこを水路が流

れているようになっていて、水色の水路以外も

ちょっと黒っぽい色になっていて、湿地として

作ってあるようで、なかなかよくできているなと

思います。それでは、実際にこのあたりを発掘調

査してみると、何が出てくるのでしょうか。

　実際に現地に行くと、伽藍中枢地区の北側で、

この水路が書かれているところは、１メートルぐ

らい低くなっています。資料館に行くときも手前

の道から、「おたカフェ」のところで下がります

よね。１メートル弱くらい高低差があります。こ

の低くなった凹地上の谷の部分を令和２年に国分

寺市で発掘調査をしたところがあります。僧寺伽

藍中枢地区の北西端の北にあたります（図 44）。　

　ここで発掘調査の結果を上空から見てみると、

草が生えているところが現在の地面です。凹地の

中は周囲より黒土が厚く堆積していて、１メート

ルくらい掘った下が奈良時代の地面です。建物を

建てる柱穴があり、また穴を掘って瓦を積んで壁

を補強した遺構もあります。今でもこのあたりは

凹地で周囲より地面が１メートル低いのですが、

奈良時代、平安時代はさらに低かった。1.5 メー

トルから２メートルぐらい低かったということが

分かります。

　そこに古代の人は溝を掘っています。図 45 の

とおり、断面が逆台形になる溝を掘っているので

す。この溝の埋まり方がとても興味深くて、ある

時期、もう溝として保たれなく埋まってしまうの

ですが、その埋まっている地層の上のほうに富士

山から降ってきた火山灰が入っていることが分析

で分かりました。これは延暦・貞観の大噴火とい

われる青木ヶ原樹海ができたときの大噴火の火山

灰で、９世紀の初め頃、西暦 800 年から 802 年の

間が延暦の大噴火、貞観の大噴火が 846 年頃だっ

たと考えられています。その時期の火山灰がここ

にあったのです。

　どういうことかというと、国分寺を作ったとき

の瓦などが出ているので、国分僧寺の造営の時期

に溝を作ったことは間違いなく、そしてしばらく

の間はこの溝に流れ込む土砂などを浚って埋まら

ないように維持していたのでしょう。伽藍中枢地

区には金堂・講堂などの建物があって、塀があっ

て、さらに周りの区画溝がありました。そうした、

国分寺の造営で作り上げた人工的景観を、一生懸

命、毎日維持していたわけです。そういう係の人

がいて、泥がたまったら浚
しゅんせつ

渫していたのでしょう。

ところがある時期から、それをしなくなったから

溝はどんどん埋まってしまった。いつから維持で

きなくなったか、正確な年代までは分からないの

ですが、少なくともその溝を埋める土の上の方に

９世紀前半の火山灰が入っているので、平安時代

の初め頃には、もうこの溝は使われなくなってか

なり埋まってしまったのだな、ということは分か

るわけです。

　そうすると、その頃の武蔵国分寺の周辺は、奈

良時代に最初に作ったときと変わってきていると

いうことになります。溝だけではなくて周りもど

んどんと埋まっていっている。周りより少し凹ん

でいたお寺の北側が、だんだん埋まり始めていく。

国分寺を造営する時には一段高い地形にさらに基

壇を作って、そこに伽藍中枢の建物を作る。一段

低いところには別に建物を作っている。排水のた

めの水路もある。つまり個別の建物だけでなく、

また伽藍中枢だけでなく、僧寺とその周辺の土地

を造成、整備することを、おそらく国分寺の創建

期から区画分けをして、ここは低い土地で鍛冶公

房の場所、ここは伽藍の範囲といった計画を作っ

た。そして、造営後もそれを維持していたのだけ

れども、だんだん時代が進むにつれて、それがで

図 43　 武蔵国分寺跡復元ジオラマ

（部分：武蔵国分寺跡資料館展示）２
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図 45　僧寺中枢部北側の溝状遺構（第 754 次調査）

図 44　僧寺中枢部北側・上空から（第 754 次調査）　

きなくなっていったということが見えてきます。

　また、なぜ高いところの伽藍中枢だけでなく、

低いところを整備するのかというと、１年中では

ないのですが、水が湧いてくるときがあるので、

それを流す排水路を作る必要があったのだろうと

考えられます。水路を作ったり、作業場とか池と

かを作ったりするのですが、それは人為的な「景

観」です。ところがそれが維持できなくなって埋

まってしまった。自然の環境条件では、そうした

人為的な景観を維持することが難しかった。ここ

から武蔵国分寺は創建の時代から衰退していくま

での間に、建物の配置や規模だけでなく、周囲の

景観・景色もどんどんと変わっていったのだとい

うことが分かってきています。

　次に、伽藍中枢地区よりもずっと東側の発掘で

す（図 46）。ここでは黒土の地層の下から、古代

の水路の跡が見つかりました。写真の中央に見え

ている石は立川礫層、つまり４万年前の多摩川の

河原です。その上に、立川ローム層、つまり旧石

器時代の地層ではなくて、縄文時代と古代の地層

がのっています。これはどういうことかというと、

旧石器時代が終わって縄文時代がはじまる頃まで

は、それなりに水が流れていたので、火山灰や土

がたまらなかった。しかしその後、湧水の量に変
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化があったのか、黒土で埋まりはじめます。黒土

の層の下の方から縄文土器が出土したりします。

　この河原の跡は、現在では黒土で埋まっていま

す。元町用水を除くと、地表に水は流れていませ

ん。では、いつ頃に埋まりはじめたのでしょうか。

実は黒土の一番底から国分寺の時代の瓦が出てき

ます。旧石器時代にできた河原の跡を湧水が流れ

続け、縄文時代ぐらいまで流れていたのだとして、

その後も自然状態で水が流れ続けていたのか、先

ほどの伽藍中枢の北側の溝のように、人工的な排

水路として保っておくということまでやっていた

のかどうか、これから発掘を通して確認しなけれ

ばいけないところということになります。

　ここで指摘しておきたいのは、この地点でも、

伽藍中枢北側と同じく、９世紀の火山灰を含む地

層が、凹地と水跡を広く覆っています。そして、

江戸時代以降の元町用水は、ここが埋まった後に

もう一度掘り直している。つまりここは元町用水

につながるものではなくて、古代の前半には埋

まってしまったものになります。埋まってしまっ

た後に、もう一度元町用水を掘って、水が流れる

ようにしているということです。

　このように、伽藍中枢のすぐ北側から、ずっと

東の方まで、国分寺崖線の崖沿いに湧水を集める

自然の水路があって、それが古代になって国分寺

が造営される時期になると人工的な水路が整備さ

れ、その維持が行われる一方で、平安時代のある

時期以降には、そうした人工的な水路の維持が困

難になり、火山灰などで埋まり始めてしまうらし

い、ということが見えてきています。

　つまり、武蔵野台地の南端、国分寺崖線の湧水

とそれを集める野川の源流部という、地形と自然

の環境条件に加えて、国分寺造営に関わる政治・

社会的な背景の下での人為的な環境、景観の創出

があり、しかしそれが社会の変化によってまた変

わっていくという、ダイナミックに変化する環境

と人間社会の関係史です。

　最後に、東山道武蔵路について触れて終わりに

します。東山道武蔵路が崖線を降りたすぐ南側の

地点ですが、道路の路盤の整地が、昔の多摩川の

河原のところまで達しています（図 47）。

　この調査で分かったことは、東山道武蔵路につ

いて、崖線の一番近いところまで整地をしている

らしいということです。東山道武蔵路の路面は、

現在の地表面とほぼ同じか、その直下にあったと

いうことになります。この地点の北側は結構、急

な斜面です。では、どうやって東山道があの崖を

下っていたのだろうということが疑問になってき

ます。崖線には、西側の鎌倉街道のような切通し

の痕跡が見当たりません。

　図 48 は東山道武蔵路に沿った地形の断面図で

す。北側と南側に急な崖があります。赤い線は現

在の府中街道です。自動車が走れるように崖線は

切通して、斜面の下側は盛り土をし、崖線本来の

急斜面を緩やかな坂にしています。東山道もその

ようにしようと思ったら、例えば斜面の下側に盛

り土の痕跡が出てきてほしいのですが、そうでは

なく、崖に近いところまで、盛り土ではなく地面

を平らにしているらしい。北側もかなり急傾斜な

のですが、牛に引かせる牛車などは、あのような

急な坂をどうしたのでしょうか。たとえそのよう

な急傾斜でも、真っすぐ作らないといけないとい

う、規定があったのでしょうか。この辺りの「地形」

とか「景観」から、国分寺・東山道を考えるため

のデータが発掘調査から見えてきています。今後、

この辺りの「地形」や「景観」について注目して、

史跡を歩くときなどには、どこに建物があったと

いうことだけでなく、ぜひ周りの「地形」や「景

観」も見ながら想像して歩いてみていただけたら

よいのかなと思います（図 49）。

　ということで、時間いっぱいになってしまいま

したけれども、私のお話はこれで終わりにさせて

いただきたいと思います。長時間、ご清聴ありが

とうございました。

事務局　ありがとうございました。３億 5,000 万

年前の関東平野全体の話からどうやってまとめる

のかなと思って、２時間でなんと昭和の泉町一丁

目までたどり着くことができました。本当にあり
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図 47　国分寺崖線下の東山道武蔵路（武蔵国分寺跡第 704 次調査）

図 48　武蔵国分寺付近の東山道武蔵路に沿った地形の断面形状

図 46　僧寺伽藍地区東側で検出された水路跡（武蔵国分寺跡第 730・738 次調査）
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図 49　武蔵国分寺の景観と土地利用史

がとうございます。短い時間、５分程度なのです

が、どうしてもこれだけは質問したいという方、

いらっしゃいましたら挙手をお願いいたします。

聴講者　先生、今日はどうもありがとうございま

した。国分寺跡の礎石なのですが、私たちはチャー

トだと言っているのです。多摩川の上流だと思う

のですが、それがどこの辺とか、どうしてできる

ものかなと、専門的なお話を伺えればと思います。

野口　分かりました。チャートというのは岩石の

種類の１つで、どういう石かというと深い海の

底、深海にプランクトンとかの死骸が降り積もっ

て、それが長い時間と圧力をかけて岩になったも

ので、普通の泥や砂が集まった砂岩というものに

比べるとプランクトンの死骸なので、少し硬くて

ガラスとまでは言わないけれども、光沢を持って

いる石、ということになります。

　チャートがどこにあるかというと、多摩川沿い

にあります。秋川沿いにはチャートはあまり多く

ないです。近いところでチャートが多いのは多摩

川か入間川です。おそらく、多摩川のほうが川筋

１本で国分寺まで運んで来られるので可能性が高

いのではないでしょうか。

　次に、あのサイズのチャートがどこまであるか

が課題で、現在の河原でいくと、あのサイズのも

のは青梅市の「釜の淵」という、青梅市郷土博物

館がある辺りまで行かないと、取れないのではな

いでしょうか。ただし注意しなければいけないの

は、小河内ダムができてしまったので昔ほど川の

勢いがなくなっており、下流に大きい石が来なく

なっているのです。それでもやはりあの礎石のサ

イズを確実に入手しようと思うと、最低でも青梅

市ぐらいまで行かないといけないだろうと思いま

す。運がよければ台風の後などに、羽村とか昭島

ぐらいまで流されてきたのを入手したかもしれな

いですけれども、その代わり選べないですよね。

　ですので、これはあくまで個人的な想像ですが、

最低でも青梅、実際にはもっと先の鳩ノ巣などか

ら切り出して、持ってきている可能性はあるので

はないかなと思います。

事務局　ありがとうございました。
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② 野川流域の旧石器・縄文時代

日本考古学協会会員　中山真治

　国分寺の遺跡というと皆さんは、市の名前によ

る武蔵国分寺跡というのが有名で、奈良時代、平

安時代を中心とした時代の古代の遺跡ですね。

　武蔵国分寺自体の調査も国内でも早い頃から知

られていて調査が行われているので、非常に有名

になっていまして、国の史跡に早い段階からなっ

ているのですが、それ以前の時代、旧石器時代、

縄文時代という時代の遺跡も調査が、同じ頃から

進められているということをお話しさせていただ

きたいと思います。

　この辺は東京の近郊ということもあって、やっ

ぱりすごく研究者が来やすいですから、古くから

調査が行われたり、幅広くいろいろなことを知ら

れているということを、今日お話ししたいと思い

ます。

　ちょっと駆け足になってしまうかもしれないの

ですが、旧石器時代、縄文時代という時代ですね。

　考古学的な調査でしか分からない時代ですよ

ね。それ以降の奈良時代とか平安時代になれば文

献の資料とか出てくるのですが、どうしても考古

学的な発掘調査をしなければ何が何だか分からな

い時代ですね。そういう中でどういうふうに調査

が行われてきたかというのを具体的にこの野川流

域の遺跡の場合でみていきたいと思います。

　話の流れとしては１番目に野川流域の地形とか

地質、遺跡のこともちょっと概観して、２番目に

野川流域の遺跡の調査とか研究史のお話をさせて

いただきます。３番目に旧石器時代の遺跡の調査、

４番目は縄文時代の遺跡の調査ということで話を

進めていきたいと思います。

　野川というのは国分寺市域からずっと東に、今

の世田谷の二子玉川ぐらいまで 20 キロにも満た

ないような川なのですが、いろいろな歴史の情報

というかそういうものが詰まっていて、遺跡がす

図１　野川流域の旧石器・縄文時代
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て、そういうことが推定されるようになったので

す。

　遺跡としては旧石器時代（時代的には後でお話

ししますけれども）大体３万 7,000 年から 8,000

年前と言われているのが、この付近では一番古

い遺跡になります。大体今から１万 6,000 年から

2,300 年前と言われている、縄文時代の遺跡があ

りますが、弥生時代とか古墳時代の遺跡があまり

ないのですね。その後に国府とか国分寺とかでき

る奈良時代以降になると、集落が形成されるのが

特徴なのですが、特徴的に言えば、弥生、古墳時

代の集落遺跡、村の跡がほとんどない、というの

がこの地域の特徴です。

　もちろん下流域に行けば、そういった遺跡があ

るのですが、この国分寺とか上流地域に関して言

えば、そういう時代のものはなくて、それは何に

原因するのかなというところを皆さんいろいろ考

えていただければと思います。

　多摩川は、山地からそのまま直接流れて来る。

　ところが、武蔵野台地の川というのは特徴があ

りまして、台地の真ん中辺りというか、途中から

流れ出すのです。野川とか石神井川とか、神田川

なんかもそうですけれども、これが特徴ですね。　　

　普通の川とはちょっと違う。これは、武蔵野台

図２　武蔵野台地の地形

ごくたくさんあるということで知られています。

特に旧石器、縄文時代の遺跡の調査というのが密

度が高く、恐らく全国的にも、高密度で調査され

ているということでは日本有数の研究が進んでい

る地域の１つになります（図１）。

　地形的には、この国分寺とか北多摩地区の大半

は大体武蔵野台地の台地部にあたります（図２）。　

　丘陵というのは大体今の多摩川の南、多摩

ニュータウンとかある辺り、それと奥多摩のある

山地で構成されています。東側の 23 区のほうは

台地があって、東京湾に面する低地があったりす

るのですが、野川の場合は武蔵野台地の一番南の

端っこになります。ちょうど多摩川の左岸、北側

になる場所で、特徴的な地形は河岸段丘というこ

とですね。皆さん、普通に生活していると、国分

寺のほうの駅に行ったりするときに、ちょっと急

な坂になっていて、結構辛いなとか思うこともあ

ると思うのです。上り坂がきつかったり、これが

河岸段丘の特徴で、多摩川が昔削った、侵食した

跡ですね。

　野川という川自体がもともと多摩川の本流が流

れていた流路の跡がそのまま水が残って、崖下か

ら出る流水を集めて今の野川になったと言われて

います。地学的ないろいろな研究が進んできまし
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地の場合、台地に伏流水があるところで出てくる

のです。湧き出してくるところが今この辺でも見

られる湧き水になって集まって、小さい川を作っ

ているのですね。

　昔の海の海岸線が段丘みたいに埋没していたり

するのではないかとか、地質の専門の先生がいろ

いろなことを言っているのですけれども、実のと

ころよく分からない。特徴的な地形で、武蔵野台

地自体が青梅のほうから来る緩やかな扇状地と言

われて、東や北西に向かって傾斜している地形で

す。今は多摩川が一番南端を通っています。多摩

丘陵との境をなしているところですが、多摩川も、

いろいろな方向に流れていたと言われています。

北のほうに行っている時代もあれば、今のところ

に来るまでにかなり動いているらしいです。　　

　ただし、本日のお話しさせていただく旧石器、

縄文時代は恐らく今の多摩川の位置とあまり変わ

らない位置にあり、段丘の形もほとんど今とあま

り変わらない景観であったと言われています（図

３）。

　武蔵野台地というのは多摩川が形成した地形の

上に火山灰が積もっているのですね。関東地方だ

と富士山とか箱根の火山が長い間に噴火して、そ

れが風成堆積といって、風で運ばれてたまった、

火山灰が堆積しているのがこの私たちの住んでい

る土地の特徴、関東ローム層という言い方をしま

す。その関東ローム層の中に旧石器時代の遺跡が

眠っていたり、その上にある黒土層も実は火山灰

の一種で、そこから縄文時代の遺跡が出てきたり

しています。

　この後お話する遺跡というのは大体野川に沿っ

たところで段丘が２つあります。武蔵野段丘とい

うのは今から６万年ぐらい前に形成されたと言わ

れていまして、ちょうどこの市域の北側ですね。

　南側の一段低いところが立川段丘です。10 ～

15 メートルぐらいの高低差があって、３万年前

２万年ぐらいの間に形成されたと言われていま

す。

　旧石器時代、縄文時代の遺跡は、大体野川に沿っ

た形で分布しているのが分かります。これはひと

えにやっぱり湧水点がある。今でも水が枯れてな

いところがいっぱいありますよね。こういうとこ

ろは意外と東京でも少ないのではないかと思うの

ですが、今でも水量が多いところに結構特徴があ

るようなのです（図４）。何万年も同じところに

水が湧いていたりするっていうのはちょっと驚き

ですよね。私たちはそういうところにまだずっと

生きているというのも、またすごいのですけれど

図３　国分寺崖線と野川
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　今の本町遺跡、国分寺駅の東側のところに当た

るのですが、この遺跡が実は中央線（甲武鉄道）

が明治時代、明治 22 年に開通したときに、その

工事の際に見つかった遺跡ということで、全国的

に有名ですね。これは現在、北口の市街地のとこ

ろでビルの下になってしまっています。

　国分寺市が解説板を線路の脇のところに立てて

いるのですが、そこが遺跡のちょうど南側になる

のですかね。その後、国分寺市でも組織的な調査

を行っていまして、（図６左上）地図のように縄

文時代中期の集落があったということが分かって

きたのですね。それは明治時代の先輩方の研究者

のおかげで、同図右が非常に有名な図でして、ス

ケッチが残されているのです（同図右）。これは

考古学者の鳥居龍蔵先生が調査して、大野雲外と

いう方と何人かで出かけていって、どうやって伝

え聞いたのか分からないのですけれども、中央線

（甲武鉄道）を作るときに切り通しになっていま

すが、その時に石器とか土器とか出てきて、中央

の学会に伝わったのです。

　それで駆けつけて遺物を探すというか、表面に

落ちている土器とかそういうのを探して、先史時

代の遺跡じゃないかということで、石器時代の遺

跡ということを認識するのです。ここで一番大き

いのは、ちょっとこれ見づらくてすみません（図

７）。大正時代になってから書かれた本なのです

が、国分寺の遺跡を私たちが掘ったと、鳥居龍蔵

さんが書いていて、発見した遺物がどういうとこ

ろに入っているかという観察をちゃんとしている

のですね。当時はそんなに層位の観察というのは

あまりちゃんとやってなくて、珍品を拾い集める

みたいな、まだそういう時代だったのです。だか

ら今みたいに科学的な層位的というか、層を上か

ら剥いでいって、どの時代がどの層になるとか、

そういう科学的な研究があまり行われてない時代

に、客観的にちゃんと見ようとした遺跡なのです。　

　それがこの国分寺にあったというのがすごく驚

きですね。

　今、私たちが「遺
いぶつほうがんそう

物包含層」といって、地面を

掘るとその層から土器とか石器とか出てくるので

す。それを鳥居龍蔵さんは、今でも使う「遺物包

含層」という表現、それを使ったのが、この遺跡

が最初です。そこはだから遺物を包含している、

含んでいる、あるいは「遺物包含地」という言い

方をするのですね。

　この時代はまだ発掘調査を組織的にやってな

く、大森貝塚の調査とかも既にありましたが、今

のように科学的な調査は進んでいなくて、遺跡と

いうのは畑を歩いたり、普通に地面の上にある土

器を拾ったりする時代だったのです。しかし偶然

中央線の線路で削ったところを、ちゃんと観察し

ていたのです。そこに土器が入り込んで、食い込

んでいることが分かった。今は常識なのですが、

当時の縄文人の生活面が先ほど言ったように火山

も。

　武蔵野台地の湧水というのは主に国分寺崖線の

ような、崖の下から湧いている。その下にも、立

川段丘という一段下の段丘があって、その下に多

摩川の沖積低地があるのです。立川段丘から南側

にはローム層が堆積してない、すごく若い地形で

す。だから多摩川の砂利とか粘土が堆積していて、

そういうところは旧石器、縄文の遺跡が見つから

ないのです。弥生とかそれ以降の古代の遺跡はあ

りますが、主に旧石器、縄文人が住んでいるのは

立川段丘とか武蔵野段丘の上に住んでいます。な

おかつ、湧水が得られやすいようなところに点々

と分布しているのが、大雑把なこの地域の古い時

代の遺跡の特徴になります。２番目として野川流

域の遺跡の調査、研究史を簡単にお話しさせてい

ただきたいと思います（図５）。

　遺跡の調査も実は明治時代から始まっていまし

て、現在の令和までに１期、２期、３期、４期と

大体私のほうで調査・研究史を分けました。昭和

の戦前期までは、今のような大規模な調査とか、

行政が調査を行っていなくて、大学の先生とか特

別な研究者が調査する、一般の市民はあまり知ら

れてないような調査が行われているのですね。最

も有名なのは市内の国分寺村・石器時代遺跡です。　　
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図４　武蔵野台地と湧水

図５　野川上～中流域の遺跡調査　研究史

図６　国分寺村石器時代　本町遺跡
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図７　武蔵野及其有史以前　鳥居龍蔵

灰とかいろいろな腐植土がたまって、だんだん地

面がかさ上げしていくのです。それを観察した遺

跡ということで非常に有名になりました。まだこ

の当時は、住居跡は認識されていないのですね。

　ただ、この後、貝塚の調査とか進んでくると、

竪穴住居というのは土の中に、上から順番に掘っ

ていくと面的に残っているということが、認識さ

れるのです。しかも面白いのは、上の黒土層とい

うのは現代とか近世、近代の人の生活している畑、

今の現代人が畑を作る層。耕作土とか耕土という

言い方をするのです。ローム層というのは、この

時代もう認識されていたのですね。この時代まだ

旧石器のことは全然分かってないのですが、赤土

と黒土との間のちょっと茶色くなる、色が変わる

層があるのですね。これ私たちは今「Ⅱ層」とか

「漸
ぜ ん い

移層」とかいうのですが、ちょうど黒土から

赤土になるところに縄文時代の遺物が出たという

のが、このときに認識されているというのは、非

常にちゃんと見ているのですね。これはもう国分

寺市の遺跡の研究史の中で一番大きいし、これは

全国的なそういう遺跡を観察するための、一番方

法論的なものを示した遺跡、ということではすご

く評価されるのだと思います。それが明治の 27

年です。遺跡としては今の本町遺跡のほかに、恋ヶ

窪遺跡も同じで、それ以降に発見されています。

　恋ヶ窪遺跡は今の日立の中央研究所辺りから今

の西側辺りですね。西武国分寺線が走っていると

ころをちょうどまたぐような形で大正の頃、学会

に知られるようになりました。

　もう１つ、同じ頃に貫井遺跡、お隣りの小金井

市にある遺跡なのですが、こちらも大正時代から

昭和の戦前期にかけて、何度か調査されているの

ですね。前田武四郎さんという実業家で、今のＮ

ＥＣ、日本電気の前身を作った方なのですね。こ

の方が三楽荘という別荘を貫井南町のところに作

りました。この国分寺崖線には明治から昭和にか

けて、都心から近いため、別荘地として流行する

のですが、殿ヶ谷戸庭園とか滄
そうろうせんえん

浪泉園は、当時の

別荘の跡ということですね。別荘を作るところは

大体風光明媚な崖の面で、湧水があったりすると

ころを選ぶのですね。そして、そういうところに

は遺跡が当然あるのです。

　前田武四郎さんが別荘を作ったときに、発掘し

たのが図８です。実業家ですから、いろいろな考

古学的知識を多分ある程度知っていたのですね。

自分のところの敷地から出たものをちゃんと絵葉

書にして配布しています。先ほどの鳥居龍蔵さん

にもその話が伝わって、調査が行われるようにな
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図８　貫井遺跡

りました。貫井遺跡は、戦後はいろいろ高校生が

発掘したり、あるいは学校建設のときに調査をし

たり、開発に伴う調査がずっと行われて、今では

50 軒以上、住居跡が出てきています。『科学朝日』

にも紹介されたり、縄文時代の代表的な遺跡とい

うことで、非常に早くから有名になった遺跡です。　　

　図９は南梶野遺跡、今の小金井市と三鷹市の境、

国際基督教大学敷地のちょうど西側になります。

　これは戦後になってからの調査ですが、戦前は

皇国史観による神話とかが歴史の中心だったと思

うのですが、戦後はそういうものが否定されると

いいますか、生の歴史を学ぼうということで科学

的な調査、考古学的な調査によって歴史を学ぶと

いう機運が出てきます。全国的に有名なところだ

と登呂遺跡の発掘とかを契機にして、考古学者が

科学的な調査をやりましょうということで始める

のですが、当時は大学の先生がはじめに音頭を

取って、同じように高校の先生や中学の先生が発

掘調査をリードしていくことになります。

　地域で発掘調査をしてみようという機運が出て

くるのが昭和の戦後、昭和 21 年以降です。こう

いうのは全国的に広まるのですが、有名なところ

図９　南梶野遺跡
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だと南梶野遺跡で、高校生たちが掘っているので

す。今の発掘レベルからすると非常に稚拙な感じ

もするのですけれども、発掘報告書も残されてい

て、今、野川公園でこういう状況ですね。（同図

右下）こういうところに縄文時代中期の集落が

あったというのが分かり、それを自分たちで掘っ

てみようというのは、当時の中学生、高校生で、

そういうのが歴史教育の一環だという認識があっ

た時代ですね。

　もう１つ、国分寺の考古学的な歴史の中で一番

大きいのは熊ノ郷遺跡と殿ヶ谷戸遺跡、いずれも

旧石器時代の遺跡で、昭和 20 年代に発見された

遺跡です。

　実は熊ノ郷遺跡というのは、皆さん教科書で旧

石器時代を勉強するときに、岩宿遺跡は必ず出て

きましたよね。歴史の教科書で。あれが最初に日

本で見つかった旧石器時代の遺跡、昭和 24 年群

馬県で関東ローム層（赤土）の中から遺跡が出る

ぞということで、いち早く有名になった遺跡なの

ですが、実は熊ノ郷遺跡のほうが、あまり知られ

てないのですが、１年ぐらい前に発見されていた

のです。星野亮勝さん、という地元の市長になっ

た方なのですが、郷土史に造詣があり、ローム層

の断面に石が出ていたり、石器が出ていたのを

早々に気がついているのですね。それを中央の大

学の先生に報告しているのですが、その先生が報

告を怠っていまして、岩宿に先を越されてしまっ

た、という苦い経験があるのですね。だからもし

熊ノ郷のほうが最初に発見されていたら、教科書

には熊ノ郷が載っていたと思われます。

　戦前まで関東ローム層の赤土のあんな硬い層の

中に、人類が住むような痕跡はないと言われてい

ましたが、岩宿とか熊ノ郷遺跡の発見を基に、全

国各地で発掘されるようになりました。殿ヶ谷戸

北遺跡は今の東京経済大学の西側付近なのです

が、ちょっとこの前写真を撮ってきたのですが（図

10）、住宅の中に埋もれてしまって、多分この東

側辺りかなと思うのですが、1960 年代の写真を

見ると全然違いますよね。まだ何にも住宅が建っ

てない。やっぱり 1960 年に調査しているのです

が、この頃が高度成長期で、国分寺駅の辺りを中

心に宅地化が進んだ時期と考えていいと思うので

す。その直前の貴重な調査です。これもいろいろ

な本に載っていまして、甲野勇先生という東大を

出られた先生で、人類学とか考古学の当時の第一

人者だった方が、たまたま最初都内に住んでいた

のですね。それが今の国立市に来られてから、こ

の辺の遺跡を積極的に掘るようになった方です。　　

　去年国立市の博物館で展示会をやっていたので

すが（生誕 120 年　甲野勇　くにたちに来た考古

図 10　熊ノ郷遺跡　殿ヶ谷北遺跡など
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学者）、縄文時代の研究で有名な先生です。この

方が発掘をリードして、国分寺ですと先ほどの熊

ノ郷とか殿ヶ谷戸、あるいは恋ヶ窪遺跡とか、そ

ういうところも積極的に調査をしています。

　後継者として吉田格先生という方がいまして、

この方もずっとこの武蔵野台地、主に関東を中心

に武蔵野台地の野川流域、恋ヶ窪遺跡とか貫井遺

跡とか、大体国分寺とか小金井とか、この周辺に

すごく力を入れて調査にあたられたのですね。こ

の先生も亡くなられてしまったのですが、私も学

生のときにいろいろお世話になり、国分寺・小金

井・青梅・三鷹とか多摩地域の調査団長をずっと

率いられてやってこられ、私も一緒に調査をやら

せていただいた先生です。

　図 11 にある『先史文化』というのは高校生た

ちが出した貫井遺跡とか恋ヶ窪遺跡などをまとめ

たレポートになります。一番右側にある「武蔵野

を掘る」というのが今の遺跡のガイドブックみた

いな感じで、甲野先生が書かれたものです。これ

も昭和 35 年ぐらいの刊行なのでもう 60 年以上前

の本なのですが、この辺の旧石器、縄文から奈良

時代、平安時代の遺跡までを紹介していまして、

今、読んでもなかなか面白い本ですね。こういっ

たものが戦後の 1950 年代、60 年代に刊行されま

す。

図 11　野川流域遺跡関係図書

　ただ、今、私たちがやっているような調査より

はすごく小規模な調査で、１週間とか２週間で終

わってしまうような調査です。逆に言うと遺跡を

壊さない。目的としては、今の調査というのは開

発を前提にして、遺跡がなくなってしまうための

事前調査なのですね。当時の方は本当にちゃんと

目的意識を持って、ここに遺跡があるから、どう

いうふうに埋まっているのだろうとか、そういう

のを探ろうということでやっている、いわゆる学

術調査を行っています。そういう意味では同じ調

査でも全然質が全く違うのです。

　今はいろいろな市町村、国分寺市もそうですけ

れども、展示施設がありますよね。どこの市に行っ

ても１か所、２か所必ず遺跡を紹介したり、歴史

を紹介する施設はあると思うのですが、この当時

あまりないのです。1950 年代から 60 年代ぐらい

というのは、まだ遺跡とか遺物を展示、紹介する

ところはなく、唯一この地域にあったのは、小金

井市に武蔵野郷土館というのがございました（図

12）。

　これは私も小学生の頃興味があってよく行った

のです。今、江戸東京たてもの園になって、時々

昔の調査した遺物を夏頃になるといつも展示して

いるのですが、これが唯一の展示場所でした。こ

れもなかなか面白いユニークな博物館でして、地
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旧石器の編年研究的な場所がこの野川流域の遺跡

だったのです。

　３番目としては遺跡の面的な広がり、遺構とい

う言い方をしますけれども、人間が残した石器を

作った跡を、ユニットあるいはブロックと言い、

そういうものがそっくり残っているのです。石を

たたいて割って飛び散った跡があり、どういうふ

うに石をそこで剝いで、どういうふうに持ち出し

たかということがある程度分かるようになってき

たのですね。それが 1970 年以降の調査になりま

す。

　また礫群といいまして、蒸し焼きみたいなバー

ベキューを作った跡、がいっぱい出てくる。旧石

器の遺跡というのは大体石器を作った跡と、バー

ベキューをやった跡が主な痕跡になります。　　

　ないことはないのですが、竪穴住居みたいなも

のはほとんど確認できません。この野川流域に関

して言えば、そういうものはほとんど出てこな

い。ほかの時代と比べても非常に生活の痕跡が少

ない。当然木で作ったものとか、有機物はみんな

腐ってしまうのです。当然遺体なんかも残ってな

い。これがヨーロッパの遺跡だと骨角器が残って

いたりするのですが、そういう可能性がほとんど

ないのですね。

　４番目として、南関東最古の文化層が発見され

ました。いわゆる立川ロームＸ層というところに

出てくるのですが、年代測定で、大体３万 7,000

年とか 8,000 年と言われています。東北の石器の

捏造事件がありましたよね。もっと古い遺跡だと

して捏造されてしまったのですけれども。

　やっぱりこの野川流域を中心としたＸ層の石器

というのは、この地域では一番古いことになって

います。もっと古い時期の石器なんかはこの地域

以外にも出ているのですが、しっかり旧石器から

縄文時代まで年代的にたどっていけるものがそ

ろっているのが、この野川流域の遺跡になります。　　

　断片的に古い石器が出たりするところがあるの

ですが、それを明確に捉えられるのがこの地域の

特徴になります。

元の国分寺とか、この辺の野川とか多摩地区の遺

物があって、これも甲野先生が博物館を作ろうと

いうところをリード、指導していまして、学芸員

としては先ほどの吉田先生が中に入って実際に実

務を執られたということで、そこの調査も結構

やっていたのですね。だから武蔵野郷土館の調査

としても、この辺の野川とかで積極的にやられて

いたので、非常に教育施設とか研究施設としては、

当時は最先端の施設でした。以上が前段の研究史

です。　

　３番目としては旧石器時代の遺跡の調査という

ことで、旧石器時代の遺跡は、先ほど日本で確認

されたのが昭和 24 年の岩宿遺跡以降なのですが、

どういう時代かというところですね（図 13）。

　今、通説になっているのは大体第４紀という、

地質でいうと第３紀、第４紀なんていう大きい区

分があるのですが、第４紀という人間が活動する

ようになった時代の話で、関東ローム層が堆積し

ている地層を、地質学での研究がまず進められて

きました。人工的な遺物である石器とか、礫がど

ういう形で入ってくるかというところが問題に

なってきていまして、何年前の石器なのか、そし

てどういうふうに石器が変わってきたのか、など

が興味の対象になってきました。　　

　それが本格的に始まったのが、２項目にある小

田静夫さんという、元東京都の学芸員の方で、野

川遺跡という、今の調布市の野川公園のところに

あるのですが、今までは旧石器の遺跡というの

は、ある時代の１枚１枚の層は調査しているので

すが、それが重なって出てくることが分かった遺

跡、が野川遺跡という遺跡ですね。

　驚くことに、立川ローム層は大体３メートルぐ

らいのローム層の堆積があるのです。その中に

約 10 枚ぐらい、文化層という言い方をするので

すが、石器が出土する、人が生活した跡が 10 枚

ぐらい重なって出てきたのです。それは当然古い

ほうからだんだん人が入れ替わって、自然に埋没

したものが重なっているのですね。それが重層的

にたくさん出てくるのがこの野川流域で、日本の
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図 12　武蔵野郷土館

図 13　旧石器時代遺跡の調査

　旧石器の遺跡分布の特徴は、小河川に沿ってい

るのですね。先ほど言ったように、直接山地から

流れてくるのではなくて、武蔵野台地の途中から

湧き出すようなところの川、そこの小河川のとこ

ろに帯状に点々とあるのです（図 14）。

　ですから非常に川に依存する時代、暮らしだっ

たということが分かります。大きい川のところよ

り、割と小河川、野川とか石神井川とか神田川と

か、そういうところで密に見つかっています。特

に野川の流域というのは、調査する事例が多かっ

たというのもあるのですが、非常に密度が濃いの

ですね。旧石器の遺跡の中で武蔵野台地の中でも、

恐らく何らかの条件がよかったというのが１つ考

えられます。そういうことをまず見ておいていた

だけるとよいかと思います。

　そもそも旧石器時代の石器が含まれている層は

火山灰、いわゆる関東ローム層というものですが、

関東地方の北とか西には火山があるのですね（図

15）。東側はないのですが、伊豆諸島からずっと

関東の南から北を取り囲むように火山があります

よね。そこから時々噴火しているのです。　　　

　昨日でしたか、九州の桜島が噴火しましたが、
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図 14　旧石器時代遺跡の分布

構危ないから掘れないのですね。安全基準からす

ると、人が入って手で掘ると崩れてしまったりす

るから、なかなか掘らせてもらえないというのが

あるのと、ビルを建てたりするときは掘るので

しょうけれども、そんなに掘る必要はないという

ことになってしまうと、あまり掘れないのですよ

ね。だから私なんか思うには、まだ堀りが足りて

ないのかなと思っているのです。もっと掘れば出

てくるのではないかという期待もあるのですが、

出てこないのです。ここが一番今のところ最古の

石器が出てくる場所です。これは野川流域だけ

じゃなくて、南関東全体の流れの中ではそうなっ

ています。

　火山灰は火山の噴火によって積もったというの

が常識だったのですが、実はしょっちゅう火山が

噴火しているわけでもないのに、こんな３メート

ルたまってしまうのですね。計算上だと１年に１

ミリぐらいの計算になってしまうのですよ。そん

なにたまるわけないということで、実は再堆積し

た火山灰も含まれているらしいということも分

かっています。積もった火山灰が再び風で飛ばさ

れたりしてきたものがたまったものだという考え

方が最近の考えです。

そういうものが噴火して、火山灰が堆積して形成

されたのが大体関東平野といわれているのです。

　もう１つは広域火山灰、関東地方、富士山とか

箱根の火山から飛んできた火山灰以外にも、実は

九州から飛んできているのですね。今から２万

5,000 年ぐらい前に姶良火山、最近噴火した鹿児

島湾、桜島の北側の鹿児島湾から飛んできた火山

灰が堆積しているのです。これを私たちはＡＴ火

山灰なんて言うのですが。こういうものがこの辺

の野川の遺跡を掘っても、実はよく出てくる。何

が出てくるというと火山ガラス、そこから飛んで

きた火山ガラスの粒がよく見えるのです。そうい

うものが２万 5,000 年前に降ってできた層が、こ

ういうところにある。

　図 16 が遺跡でいうと多摩蘭坂遺跡の断面なの

ですが、これ大体３メートルぐらいあります。一

番下が立川ローム層のＸａ層、Ｘｂ層、Ｘｃ層で、

ここから旧石器時代の石器が出ています。ここが

今一番古いのですね。先ほど言ったような３万

8,000 年という値が出たのは大体この辺で、ここ

から下はみんなが掘っているのですが、全然石器

が出てこないのです。まだ掘り足りないのではな

いかという人もいるのですが、ここまでいくと結
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図 15　日本列島の火山と火山灰

図 16　立川ローム層と石器文化層

　もう１つは、当然日本は雨が多い気候ですの

で、木が生えたり草が生えたりしますよね。それ

によって有機物がたまるのです。葉っぱが落ちた

りして、腐葉土が形成されてきたので、こういう

厚さになってくるだろうと、そんなことが言われ

ています。

　図 17 は見づらくて申し訳ないのですが、火山

灰が６メートルぐらいあるところもあるのです

が、上部の立川ローム層というところから上のほ

うが旧石器時代の石器を含む層になります。武蔵

野ローム層から下というのは今のところ石器が見

つかってないところになります。

　府中市の武蔵台遺跡（図 18）、これは今の多摩

総合医療センターがあるところですね。昔の府中
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図 17　野川流域の旧石器時代の層序と石器の変遷

病院があったところなのですが、そこの建替えに

際して出てきた石器ですね。先ほど言ったように、

ローム層というのは酸性土壌なので大体腐ってし

まうのですね。木製品とかそういうものは。出て

くるものは本当に石器と石しかないという状況な

のですが、それを並べたものが図 17 の右になり

ます。いわゆるＸ層のところには大型の斧が出て

くるのですね。石斧が出てきます。これは縄文時

代の石斧にも似ているのですが、楕円形のような

もので、これがまとまって出てくるのが府中の武

蔵台遺跡とか、国分寺市で言えば多摩蘭坂遺跡と

いうところで、見つかっています。そこで、そう

いう遺跡を作った大きな工房みたいなものがあ

る、というのは分かっています。特徴があるのが、

刃の部分は結構磨いたりしているのです。今まで

は、新石器時代になってから刃の部分を磨く磨製

石器が出たのではないかというのが通説だったの

ですが、1970 年代に小平の鈴木遺跡とか多摩蘭

坂遺跡とか、そういうところで局部磨製石斧、一

部を磨いた石器が出てきてしまったのですね。こ

れは結構ニュースになって驚きでした。

　日本の旧石器の特徴というのは、ナイフ形石器

というのがありますよね。槍先みたいな尖ってい

る石器です。これはＸ層の時代から一番最後の縄

文時代に続く時代まで連綿とあるのですね。２万

年の間ずっと、ちょっとずつ形を変えながらも続

いていきます。旧石器時代の最後になってやっと、

槍先型の尖頭器という両面調整の、いわゆる槍の

形をしたものが出てくるのですね。縄文時代に移

る頃には。　

　また黒曜石とかチャートという地元で取れる石

とか、黒曜石なんかは遠くの石を持ってくるので

すが、そういうものを中心にして作られているの

が非常に多いですね。特徴的なのは小さい細石刃

という細かい石器があります。これは全世界的に

出てくるのですが、旧石器時代の終わりに出てく

る、組み合わせて使った石器と言われています。　

　これは今のカミソリみたいな感じの鋭い刃を持

つのですが、細かい小さい刃を骨とか何かに埋め

込んで使う石器ですね。これもナイフ形石器と同

じように動物を突いたりするための道具と言われ

ています。

　武蔵台遺跡、これは先ほど言ったように、石斧

の工房のような遺跡ですね。大体国分寺崖線の一

番南の端っこに集中して出てくるのですが、そこ

で石斧を作ったり、折れてしまったものを再生し

たり、そういう手入れをする、メンテナンスをす

る遺跡ですね。当時は、立川段丘は離水して、多
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図 18　武蔵台遺跡

図 19　野川中州北遺跡 1

摩川は今の多摩川と同じようにずっと南のほうに

行っているので、下が水浸しだったということは

ないと思うのですが、恐らく狩りなんかをすると

きに非常に見通しがよかったのですよね。武蔵野

段丘の縁辺にそういう一つの生活の拠点を作った

のではないかなと思います。

　図 19 は小金井の野川の中洲北遺跡ですね。今

の武蔵野公園、府中市と小金井市の境になるので

すが、ここからは３枚、旧石器から縄文時代の植

物化石層が出てきました。ここでは旧石器時代の

道具では有機物が残っていまして、なかなかこう

いうものは残らないのですが、大体３万 2,000、

３万 3,000 年前の層と２万年ぐらい前の層と１万

3,000 年ぐらい、３枚の層が重層的に出てきまし

た。それを分析すると中には花粉が入っていたり、

自然の流木とかいろいろな材が入っているのです

ね。

　そういうものを樹種同定といって、プレパラー

トにして作って観察すると、木の種類が分かるの

です。そしてその辺の植生とかの環境が分かるの
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で、気候も推測できる。これはたまたま野川の水

に浸かっていたのですね。長い間１万年以上も前

から水に浸かっているところというのは、こうい

うものが腐らずに残っているのです。だからロー

ム層がそのまま堆積してしまって乾燥した台地上

ではこういう遺跡にはならないのです。木なんか

は全部腐ってしまうのですが、これはカラマツが

たまたま残っていた状況です（図 19 右上）。大雑

把に言いますと、旧石器時代の２万年ぐらいが最

寒冷期と言って今より全然気候が寒いのですね。

今の信州の高原とか、あるいは北海道ぐらいの寒

さのところで、こういう割と亜寒帯とか寒帯に生

える針葉樹、松の仲間、トウヒとか、こういうも

のがこの辺りでたくさん出てくるのです。こうい

う種子も野川中州北遺跡では出てきました（同図

下中央）。東京の平地にも今の高山地帯に生えて

いるようなものが生えていたことが分かります。

　この遺跡は礫群がたくさん出てくるのですね。

　あとはナイフ形石器とか、ちょっと時代を下る

と尖頭器なんかも出てくる（図 20）。

　図 21 は多摩蘭坂遺跡の例なのですが、細石刃

という世界的にヨーロッパからアジアにかけて見

られる細かい黒曜石を、大きくても３センチぐら

いにたたき割って作ったカミソリのようなもの

図 20　野川中州北遺跡２

で、こういうふうに骨とか木に着柄して使った槍

というか、投げ槍、そんなものも出てきました。

　ここで注意するべきは、黒曜石はこの辺では採

れないのです。多摩川の流域では。どこから運ん

でくるか、これは縄文時代も旧石器時代もずっと

通しての話なのですが、大体長野県の今の中信高

原、霧ヶ峰の辺り、あるいは伊豆箱根とか、神津

島から運んで来ているのですね、実は。ほかにも

いっぱい産地が関東の周りにあるのですが、主

だった産地は大体神津島か信州の霧ヶ峰の和田峠

が多い。これは細石刃の前の時代のナイフ形石器

の時代からずっと連綿と行われていまして、遺跡

によって個性があったり、恐らく季節的なものも

あると思うのです。寒いときは信州のほうが寒い

から、恐らく神津島のほうに採りに行っているの

だとか、夏の間は涼しいから信州のほうに採りに

行けるのかなというのがあるのですが、研究者の

中では、交換で黒曜石を調達したのか、あるいは

武蔵野台地の人が直接出向いていって、採集した、

という考え方もあるし、いろいろまだその辺のと

ころは、学会としては統一的な見解はないのです

ね。ただ事実としてそういうところから、石材が

持ち込まれて、この場でこっちへ来てから石器を

作っているというのが分かっています。
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図 21　多摩蘭坂遺跡

ました。なので、全体的に見ても１万 3,000 年ぐ

らいの時間幅がある時代になります。一概に縄文

時代と１つの時代にくくられるかどうかも、なか

なか問題があるのですけれども。縄文時代の生業

というのは狩りをしたり、漁業をしたり、植物を

採集したりしている時代と習ったと思うのです

が、最近ではいろいろな栽培植物も見つかってい

まして、そういう意味では縄文時代に、農耕が行

われていたのではないかという考え方も（昔から

　４番目として縄文時代の遺跡の調査というとこ

ろに入りたいと思います（図 22）。　　　

　縄文時代、皆さん、教科書でも旧石器時代の次

に来る、ということも多分ご存じだと思うのです

が、今の通説では年代測定の技術が進んだことも

あり、今までは１万年から１万 2,000 年前と言わ

れていたのですが、最近の年代測定はもっと古く

なりまして、１万 6,000 年ぐらい前から縄文時代

が開始されたのではないかと言われるようになり

図 22 縄文時代遺跡の調査
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そういう説も出てきたのですが）なかなか受け入

れられなくて、教科書的にはまだ採集とか狩猟を

やっている時代というのが今の位置づけです。

　私はもうちょっと一歩進んだところで考えてみ

たいなということで、最近の研究の成果も入れて

今回お話ししたいと思っています。

　日本列島の縄文文化というのは、既に昭和の

10 年頃からもう土器に「型式」というのを、い

わゆる「タイプ」、いろいろな流行ですよね。土

器の流行、形の流行、これを「型式」というので

すが、「スタイル」とか「様式」とか、いろいろ

な言い方があると思うのですね。これを漠然と研

究者が図 23 のような編年表というものを作った

のです。これは要は日本列島、ずっと北海道の北

の端から九州、沖縄を含めて、縄文文化というの

があるという前提なのです。日本列島を通して見

られる日本独自の文化を縄文時代という言い方を

すると、縄文時代とか縄文文化とすると、当然さっ

き言ったように１万6,000年ぐらい前から2,200、

2,300 年前まで続くわけですよね。当然違いは出

てくるのです。しかも地域が分かれていると違っ

た文化が当然あると思うのですね。それを簡単に

図 23　日本列島と縄文文化

まとめたのがこの表になります。

　表の中に漢字（主として遺跡名）がいっぱい書

いてあります。これは土器の「型式」を表してい

ます。囲ってあるのはまとまり、横が地域になっ

て、縦が時間軸です。一番上が一番古くなってい

ます。下に行くにつれて新しい時代。旧石器時代

との境は上、弥生時代との境は下となります。土

器の編年研究という言い方をします。土器の特徴

を並べて、これだけのいろいろな文化の総体が縄

文文化という言い方するのですが、これは何を基

準にするかというと、土器を基準にします。土器

というのは一番時代とか地域を反映するのです

ね。石器とかほかのものは意外と機能とか使い方

によって同じようなものを作ってしまうので、あ

まり地域性が出てこないのです。地域の特徴とい

うのはやっぱり土器に一番反映されているので、

土器を基準に年代とかそういう時間軸を決めま

しょうというのが、縄文時代の研究では１つの決

まりみたいになっています。

　私たちのいる関東が実は一番確認が進んでいま

して、遺跡の調査も一番多いのですね。研究者も

いっぱいいるということで、非常に細かく「型式」
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図 24　野川流域の縄文時代遺跡の変遷

が認識されています。そこだけ細かいというのは、

１つは研究が進んでいるから細かくなる、という

のをちょっと頭に入れておいてください。

　具体的に言うと、野川流域には縄文時代の遺跡

が多い、という話をしましたよね。ただ、これが

ずっと草創期の１万 6,000 年前から 2,200、2,300

年前の晩期まで万遍なくあるわけではないのです

ね。多い時代、少ない時代というのがあって、こ

れを落としたのが図 24です。

　最も特徴的なのが草創期はすごく少ないのです

ね。これは関東だけじゃなくて全国的に少ない時

代で、それを縄文時代と言っていいかという問題

もあるのですが、非常に旧石器時代に近くて、す

ごく流動的と言われています。定着してない。最

も縄文時代らしい石器が出てくるのは早期のはじ

めです。竪穴住居が出てくるのがこの頃です。草

創期から竪穴住居はあるのですが、竪穴住居が

しっかり出てくるのがこの時代。あとは土器がた

くさん作られるようになるのですね。　　　

　土器が普通に生活に使われるようになったのが

この早期になります。実は早期の最初の頃の遺跡

がこの野川流域にいっぱい出てきます。これは集

落、村の形としては結構まとまった形で、住居跡

が 20、30 軒出てきたりするので、関東の早期の

村は安定していてたくさん人が住んでいたのかな

というのが最近の研究の定説になっています。特

に多いのが国分寺から府中の武蔵台にかけての辺

りですね。こちらの辺りというのが非常に多い地

域ということで注目されています。野川流域全体

を見ても、この時代の遺跡というのはすごくたく

さんあります。

　次の画期になるのは、前期という時代はあまり

遺跡がないので、図の中で前期を省略してしまっ

ていまして、前期に続く中期の時代になると最も

遺跡が増えます。これが一番特徴的な時代で、こ

の辺で縄文といったら中期だろうというぐらい遺

跡は密度が濃いですね。調査が多いというのもあ

るのですが、大体中部地方、中部高地から関東南

部にかけては、全国的にみても有数な中期の遺跡

の密集地帯です。　

　中期の終わりから後期になると遺跡がずっと

減ってしまうのですね。　

　これはいろいろ通説があって、気候が寒冷化す

る時期がこの時期にちょうど来るのですね。それ

がいろいろな生活スタイルを変えさせたのではな

いかとか、あるいは中期の初めの頃にあまりにも

人口が増えすぎてしまって、逆に矛盾をきたして

しまい、維持できなくなってしまったという説が
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図 25　縄文草創期１　武蔵台遺跡野川中州北遺跡ほか（府中市・小金井市）

あるのです。人口が増えすぎて食料が不足してき

てしまい、逆にかえって自分たちが自己崩壊みた

いにしてしまう。だから人口を減らしたのではな

いかという説もあります。それが中期の終わりか

ら後期の初めになります。

　また復活してくるのが、後期の前半から半ば、

またポツポツと人が増えてくる、村ができてくる

時代で、この頃になると多摩川とか野川沿いの割

と低いところに村を作るようになるのですね。中

期の頃は割と高台、武蔵野段丘とか乾燥したとこ

ろに村を作るのですが、後期になるとジメジメし

たような環境にも入り込んでくるのが特徴です。

　縄文時代は長いので、草創期（旧石器時代の次

の時代）は、旧石器時代で使っていたのと同じよ

うな形の尖頭器なんかをまだ使っています（図

25）。まだ狩りをずっとやっているのですね。旧

石器から縄文時代になったからって急に生活が変

わったというわけではないのです。

　もう１つ大きいのは、土器を作り始めるのです。　

　旧石器時代にはなかった、隆起線文土器（図

26）といって、野川流域だと無いのですが、無紋

のもっと古い土器が見つかっているのですね。こ

の辺だと武蔵野市の御殿山遺跡とかそういうとこ

ろに行くと、もうちょっと古い時代のものが見つ

かっています。

土器がない草創期の遺跡も出てくるので、土器が

まだ特殊だったという時代であるというのも１つ

の特徴です。土器は誰でも持っていて、誰でも使っ

ていたというわけではなさそうですね。でも、こ

の隆起線文土器という時代になると、かなり土器

が普及してくるのですね。

　土器というと普通西アジアなんかだと農耕が開

始されて、それに伴って土器が必要になったとい

う説があるのですが、日本の研究者はそういうこ

とではなくて（農耕とは関係なく）土器が発明さ

れたというのが１つあります。

　日本は日本で発明され、大陸は大陸で、いろい

ろなところで土器の発明が同時に行われていただ

ろうという多元説が１つの定説で、ある１か所か

ら土器が発明され、流布してきたというのは今あ

まり考えられないというか、そういう考え方が主

流になってきています。なので日本の土器が古く

なっても全然問題ないであろうというのが研究者

の統一見解になっています。

　旧石器時代と違うのは、さっき言っていた尖頭

器よりは小さい小型の石器（石鏃）が出てきます

ね。弓矢の登場です。  

　弓矢が出てくるのが縄文時代になってからで
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図 26　縄文草創期２　野川中州北遺跡・天文台構内遺跡ほか（小金井市・三鷹市）

図 27　縄文早期 1　武蔵台遺跡・武蔵台東遺跡（府中市）

突き刺して使ったり、煮沸するための道具。

　最初、土器は何のために必要だったかっていう

のは、旧石器時代にあまり利用されてなかったド

ングリみたいな堅果類を食べるようになり、煮沸

し、アクを抜いたりするための道具だというのが

通説になっています。そのためにこういう早期に

なると先が尖った土器がたくさん作られるのです

ね。

　武蔵台遺跡の例なのですが、早期の初め頃の村

す。それが特徴と言われています。土器はまだ数

がないですけれども、こういう隆起線文土器とか、

爪形文土器、このようなものが出てきます。土器

はやっぱり壊れやすいので、野川の遺跡だとなか

なか形になっているものがないので、図 27 右下

は参考です。だいたい底が丸かったり、尖ってい

るものが多いです。割と模様は単純なのですね。　　

　口のところがまだ平で、そんなに大きいものは

まだないですね。こういうものを住居の炉の中に
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が作られました。20 軒でも 30 軒でも出てくるの

ですが、全てが同時に営まわれていたわけではな

く、何代か世代交代はしているのですね。作り替

えをしたりして住んでいるのですが、いわゆる竪

穴住居が出ています。この時代の竪穴住居という

のは周りに小さい柱穴で柱を持って、真ん中に炉

があるのですが、縄文時代らしい住居が最初に出

てくるのはこの時代になります。

　石器は主に植物性のいろいろな木の実をすり潰

したり、加工する道具が多いです。鏃が出てくる

ので狩りも少しやっていたのですけれども、どち

らかというとこういう植物質のものを加工して食

べるような食品が多かったというのが一般的な説

になります。

　こういう遺跡が府中、国分寺、小金井ずっとつ

ながっていて、遺跡としてはかなり密にあります。

　だから安定していたということが分かる時代に

なります。草創期だとこんなにはっきり出てこな

い。竪穴住居とか出てこない。小金井市のはけう

え遺跡だと国分寺崖線の斜面にまで住居を作って

いるので（図 28）、どうも見晴らしがいいとか、

水はけがいいとか、そういう目的を持っているの

ですね。こんな斜面のところにはあまり作らない

ように思われるのですが、そういうところを好ん

図 28　縄文早期２　はけうえ遺跡（小金井市）

で住居を作ってみたりしています。特徴はここは

滄浪泉園という庭園になっているのですが、今で

も水が湧いているところで、近代に入っての別荘

地なのですが、そういうところ、池があって湧水

が集まっているところに村が営まれるのですね。

これは早期だけじゃなくて、次にご紹介する中期

の遺跡でも同じような傾向があります（図 29）。

先ほど言ったように、中部・関東は遺跡がすごく

多いといった話をしたと思うのですが、日本列島

で言うと今の伊勢湾から、能登半島の西ぐらい、

県でいうと石川県から愛知県ぐらいから北という

か東にはすごく中期の遺跡が多いのです。そこか

ら西のほう、関西のほうに行くと全然遺跡が見つ

からないのです。だから単純に言ってしまうと、

東日本のほうが縄文人にとっては暮らしやすい環

境が整っていたということが言えるのですね。い

やいや、そうじゃないよという人もいるのです。

　西のほうに行くと火山灰が降ってないので、土

の堆積がよく分からないのです。地面の下に深く

埋没している遺跡が結構あるのです。縄文の遺跡

が 10 メートル下から見つかったとか、そういう

ことがよく言われているので、東日本のほうが遺

跡が発見されやすかったのではないかというのが

一つの考え方なのですが。いずれにしても東日本、
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特に中部地方から関東、東北、北海道、この辺り

はすごく縄文の遺跡が多いのと、中期の遺跡が非

常に多いのですね。図 30 を見ていただくと分か

ると思うのですが、特に中部高地も関東も（この

辺り野川を含めた場所なのですが）中期のときに

圧倒的に遺跡が増えるのです。遺跡も増えるし、

竪穴住居もすごく増える時代が特徴になります。

　国分寺はここ、すごいですね。密集しているの

ですね。こういうところは恐らく全国的にもそん

なにないと思います。恋ヶ窪遺跡だけで住居跡が

200 軒とか、そのぐらいになってしまうので、全

てを発掘してないのですが、掘ってしまったら多

分 1,000 軒ぐらい出てきてしまうのではないです

かね。　　　　　

　それほど国分寺辺りには人が住み続けたという

ことなのです。

　ただ、中期といっても実際は数百年（約 900 年）

あるので、一時期にそんなにたくさん住んでいる

わけではないのです。「縄文都市」みたいな形に

はなってないことは間違いないのですが、いずれ

図 30　野川流域の縄文中期集落遺跡

図 29　縄文中期の日本列島
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にしても、野川流域ですとか、特に国分寺のちょ

うど恋ヶ窪とかこの辺を中心に遺跡が密集する場

所になります。　　　

　国分寺市とか、この辺だと住宅開発が古かった

りするので、もう遺跡が埋没してしまって表面か

らは見えないのですね。これは逆に東京でも南の

ほう、ニュータウンの開発などが遅れて始まった

ところは一遍に調査する事例が増えました。特に

1980 年代から 90 年代になると、八王子とか多摩

ニュータウン方面だと丸々この台地とか丘陵を剥

いでしまう調査が増えたのです。そうするともと

もとあった集落の全体像がよく分かるのです。縄

文時代の特徴を言いますと、環状集落という言い

方をするのですが、大体直径が 100 メートルぐら

いの範囲にドーナツ状に竪穴住居の跡がぐるっと

発見されます。図 31 右は私が作った当時の想像

される復元図です。真ん中がちょうどぽっかり空

洞になっていて、ここは恐らく縄文人が村を作る

ときに木を伐採したりして、オープンな場所を作

るのですね。それがちょうど遺跡だとこういう形

になります。周りは恐らく、放っておくとこの辺

りは大体雨が多いから森になってしまうのです

ね。だからかなり鬱蒼とした森があって、そこを

切り開いて村を作ったというイメージになりま

図 31　縄文中期の集落の景観

す。

　後でお話ししますが、住居も同時には３軒ぐら

いしかなくて、これもいろいろ学会の中で、研究

者の中で問題になって、住居がもっとたくさん

あったのではないかという人もいれば、私なんか

だと２、３軒がいいところで、それ以上いるとやっ

ぱり食料が不足してしまったりするので、住めな

いと思うのです。人が多すぎてしまうと今度食料

が枯渇してしまったりするので。そういう意味で

は分散して居住していたというのが一つの考え方

になります。だから、見かけ上遺跡が多いという

のは分散して居住していることによって、たくさ

ん住んでいるように見えてしまう、騙されてしま

うというか、見かけ上で言うと多いように見える

けれども、実はそんなに多くなかったのではない

か、というのが一つの最近の考え方になります。

　中期の遺跡、縄文らしい集落としての特徴は、

比較資料として加曽利貝塚という千葉市にある有

名な国の史跡の貝塚で、環状貝塚なのですね（図

32）。

　貝塚が環状になって２つ眼鏡状貝塚なんて言わ

れるのですが、こういうふうに直径 100 メートル

ぐらいの円が２つ重なって、並んだような形で出

てきます。武蔵野台地の遺跡でも、三鷹にある五
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中遺跡ですが（同図右）、やっぱり環状、大体ドー

ナツ状に分布して真ん中が広場みたいな形で残る

のですね。ですから昔貝塚と言っていた遺跡も、

恐らく武蔵野台地なんかと同じように下に住居の

跡が埋まっているのです。だからこの貝というの

は、住居が埋まった跡にごみとして捨てられたも

のが堆積したということが最近の研究で分かって

います。もう１つは埋葬の場であったということ

も言えます。姥山貝塚（同図中央下）という、千

葉の貝塚なのですが、竪穴住居の中に遺体が埋葬

されているのですね。だからごみ捨て場であった

と同時に、埋葬する場であったというのも、実際

どちらも事実だったのですね。翻って、武蔵野台

地の遺跡も人骨こそ出ないのだけれども、そうい

う埋葬されたこともあったのではないか、という

のが予想されます。

　いろいろな説があって、竪穴はどういうふうに

使われていたのだろうというところが問題になる

図 32　大規模環状集落と貝塚

図 33　縄文中期の竪穴住居跡と土器廃棄
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のですが、中期の場合なんかそうですけど、めちゃ

くちゃ土器が出てくるのです（図 33 左上）。

　完全に掘ってしまうと、最後はこういうふう（同

図右上）に壁、周溝と炉の跡と柱穴、柱の跡が最

後、掘り上がったときはこうなってしまうのです

が、そこに行くまでがすごく大変なことで、まず

表面を重機とかで掻きますよね。そうすると周り

の土の色とは違う黒々とした円形のエリアが現れ

て、その中に土器のかけらや石器のかけらがいっ

ぱい出てきます。最初は小さいものが出てくるけ

れども、どんどん土を剥いでいくうちに、大きい

完全な形を残すような土器が、いっぱい捨てられ

ているのが、出てくるのです。これがこの地域の

特徴です。

　大体中部地方から関東にかけては、こういう出

方をします。最初に見つかった遺跡が吹上貝塚と

いう遺跡なので、こういうものを研究者は「吹上

パターン」という言い方をするのですが、この現

象は何だという話で、すごく議論になっています。　　

　これは多分、図 33に炉の跡がありますよね。　

　炉の中には土器を埋め込んだりしていることが

分かるので、当時住んでいた人はこの炉を使って

いた人たちなのですが、これをこの土器を捨てた

のはその人たちかというと、実は、ある程度住居

の中に土が堆積してから捨てているのです。だか

ら恐らく住居に直接住んだ人が捨てたものではな

いことが、分かってきています。

　ということは周りに住んでいる、同じ村の中に

住んでいる人が、前住んでいた人の古い竪穴を利

用してごみ穴にしていたということが分かるので

すね。それをうまくごみ穴として活用していって、

結果的に環状の集落ができるということが分かっ

てきました。でもすごい量なのです。中期の人た

ち、すごいバイタリティで土器をバンバン作って

は捨てているという感じなのです。

　もう１つは移動するときに大きい土器を持って

行けないので、そこに捨てていったという説もあ

るのですね。そういったことで、私も今でもいろ

いろなことを探って、研究しているのですが、な

かなか結論は出ないですね。皆さんいろいろな考

え方があって様々です。

　図 34国分寺の遺跡の例です。国分寺というか、

これが有名な多喜窪遺跡のＡ地点（同図左）。こ

れはちょうど府中街道と今、武蔵野線が走ってい

るところで、それを西側に、これ府中市になるの

ですが、武蔵台東遺跡とあって、こういうふうに

やっぱり２つの遺跡が並ぶような事例もありま

す。こういう場合は例えば東側か西側に、結構頻

繁に移動していた可能性があります。

　だからずっと同じところにべたっと人が住んで

　図 34　国分寺市付近の縄文時代の遺跡
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いたというよりは、いろいろなところを人が移動

していたというのが、どうも縄文時代の、特に中

期の人の生活の在り方だと思います。特に婚姻関

係とか持つときに、ずっと中にいるわけにいかな

いですよね。今でもそうですけれども、やっぱり

ほかのところと交流する中でいろいろ交わって、

情報を得たり、世代交代するとき、食料が不足し

てしまったり、そういうこともあるので、恐らく

分散するような居住形態を取っていたということ

ですね。だから１か所にべたっとして住んでいる

ような定住、固定的というか、土地に縛られ、１

か所に縛られたような生活をしていたのではない

という考え方が恐らく成り立つと思います。

　これ武蔵台東遺跡（図 35）でもいっぱい土器

も出てきて、先ほども申しましたように、床面か

ら使われた時の状態で出てくるものはほとんどな

いですね。大体がごみとして、住居の覆土という

か、埋土の中から出てくるのです。だからあると

図 35　武蔵台東遺跡（府中市）

図 36　恋ヶ窪遺跡・恋ヶ窪東遺跡（国分寺市）
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図 37　多喜窪遺跡１（国分寺市）

きにはこれを季節的にまとめて捨てたのではない

かという人さえもいるのですね。物送りとか儀礼

的なもので捨ててしまったのではないか、使える

ものを含めてそういうことをしていたのではない

かという考え方もあるのですが、なかなかそこは

難しいところがあります。　

　それにしても、100 個体とかすごい数捨ててい

るのが、国分寺の遺跡なんかでもあるし、この辺

の遺跡では普通に出てきます。

　図 36 右の恋ヶ窪東遺跡は本町四丁目公園です

ね。公園内に敷石住居跡が復元してあり今でも見

られます。

　恋ヶ窪遺跡（同図中央）これは国分寺市の中で

一番有名な、特徴ある遺跡です。今、住宅街になっ

てしまっています。個人宅であったり日立の研究

所になってしまったりしています。しかし、これ

が恐らく何もない山の中で突然発見されていた

ら、すごいことになっていたと思います。　　

　ニュースになって、国の遺跡にしようとか、本

来ならばそういうレベルの遺跡です。恐らくこの

野川流域の中で最大規模の遺跡です。今だけでも

200 軒ぐらい見つかっているのですかね。これ掘

ると本当に 500 軒ぐらいの住居が出てきてしまう

と思います。しかも、ちょうど２つ図が分かれて

いますでしょう。実はこれすごい至近距離で、こ

れは恋ヶ窪の谷で、恋ヶ窪遺跡というのは谷の西

側に広がっていまして、東側は恋ヶ窪東遺跡とい

うまた別の集落の名前がついているのです。これ

も中期の集落で、ここもすごい数の住居が出てい

ます。しかし残念ながら今、都営住宅を建て替え

るときに壊されてしまって、復元した住居跡が１

軒残っている（本町四丁目公園）だけですが、こ

ういう形で恋ヶ窪の谷の周りというのは、中期の

拠点になっていたのですね。すごく環境的には良

いところだったということが分かる場所です。

　これは多喜窪遺跡（図 37）という、1986 年の

調査、これもやっぱり中期の前半から後半の時期

で、この時期の特徴は中央に広場みたいのがあり

ました。そこには住居は絶対作らないという、ど

うも約束みたいのがあって、そこは何も作らな

い。あるいはお墓みたいなものを作ることが多い

ですね。貯蔵穴みたいな穴を掘ったり、穴のこと

を「土
ど こ う

壙」という言い方をするのですが、これは

お墓の穴だったり、貯蔵するための穴だったりす

る可能性がある。そういうものが出てきます。

　多喜窪遺跡というのは、その典型的な遺跡です。

　有名なのは、　図 38 多喜窪遺跡の一号住居跡の

一括遺物です。残念ながら地元になくて、今、東
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で、重要文化財の価値が認められたという土器に

なります。

　私たちこういう土器のことを通称「多喜窪重文

タイプ」と言うのですね。

　図 39 はお隣りの小金井市の場合です。これも

すぐ西が国分寺で、ずっと野川の流域で点々と遺

跡がつながっています。同じような遺跡がいっぱ

いあるのですね。遺跡の規模としては大体国分寺

崖線より上の武蔵野段丘面のほうが、割と長期的

に居住している遺跡が多いです。先ほどの恋ヶ窪

京国立博物館とかに展示されているのですが、こ

れが造形的にすごく立派な土器ということで、早

いうちに国の重要文化財になっています。これ１

個だけじゃなく、石器とか土器とか全部一括で指

定されているのですね。こういう出来のいい土器

というのは、関東・中部地方に分布しています。

長野県の土器（同図右下）なのですが、こういう

優品というか、美術品ではないのですが、美術品

として扱ってもいいようなものがたくさん出てく

るのです。多喜窪の土器は、最初に見つかったの

図 38　多喜窪遺跡２（国分寺市）

図 39　小金井市の縄文時代の遺跡と時期
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遺跡もそうですね。それに対して立川面という下

の面の遺跡というのは割と小規模というか、短期

間に居住したような遺跡が多くて、使い分けみた

いなのが多分あったようです。

　ただ、面白いのは、一番大事なところ、連綿と

住居跡が多い遺跡、例えば貫井とか中山谷とか貫

井南とか、たくさん住居が連綿とある時期と、そ

うではないところもあるのですね。中期の遺跡の

特徴はこういうところでありまして、大きい集落

が割と継続的に続くところと、１回しか住まな

かったような遺跡が、大体等間隔というか、大遺

跡の間に分布するのですね。その意味というのは

今のところよく分かってないのですが、少なくと

も中期の遺跡は全部人がばっと住んでいるわけで

はない、ちょっとしか使われなかった村もあった

というのが１つの特徴です。

　また、湧水の問題とかもあって、水がよく出な

かったからそこは住めなかったとか、そういう環

境要因もあるかと思うのですが、そんな単純では

なくて、社会的な要因があって、いろいろ１つの

ところに住み続けるとなかなか社会的な環境もう

まくいかなくて逃げてしまったとか、そういうこ

とで、先ほど言ったように、ある程度分散するよ

うな居住をしていて、あるいは集落間でいろいろ

な人間が移動していた可能性があります。だから、

べたっと１つの村に住んでいるのではなくて、隣

同士行き来していたり、婚姻関係があったり、そ

ういうのが成り立っていたというのが通説です。　　

　何でそういうのが分かるかというと、いろいろ

な他の地域の土器が結構頻繁に交換されたりする

のです。ですから、例えばこの野川流域だけじゃ

なくて、もっと広い範囲のところから人が出入り

しているというのが分かるのです。それを１つぽ

かっと窓を開けて、その一部を垣間見ているよう

なのが図 40 左の表になります。だからこの地域

以外からも人が出入りして、その一部がこういう

形になっているのが想像されます。

　関東の中期は竪穴住居が多いことと、土器がた

くさん出ることで、細かく編年ができるのですね。　

　私たちの仲間内でやった編年で、「新地平編年」

という言い方をしているのですが、中期のここに

あるように約 900 年間を、大体 30 期ぐらいに分

けることができました。先ほど言ったように、住

居跡が重なっているのをひも解いていくと、どっ

ちが、より古いとか新しいとか分解していくこと

によって、年代差の序列ができるのです。その中

の土器を全部振り分けていって、特徴的な土器を

ひとまとまりにしていくと、こういうふうに土器

が並ぶのですね。

　この表の数字ですが、これは今Ｃ 14 年代測定

という科学技術の進歩があって、測定が可能に

なっています。土器に付着している炭化物とか炭

化材みたいなものを、年代測定にかけて出された

値です。こういうものを全然信用できないという

人も一部にはいるのですが、参考にはなるのです。　　

　それを私どもの仲間内でやったりしたところ、

どうも１つの「型式」、細かい「型式」が大体 30

期ぐらいに分かれたのです。そうすると約 30 年

ぐらいが１つの単位かなというのが結論として出

ました。もちろんもっと短い「型式」、早く変わっ

ちゃう「型式」もあれば、もっと長い「型式」も

あるのですが、平均ずっと 30 年。ということは

私たちが今生活すると大体親子 30 年ぐらいで一

世代ですよね。一世代で１つの「型式」が大体交

換するようなイメージかというか、今までこうい

うこともあまりよく分からなかったのですが、何

となく見通しがついたのかなと。

　ですから、それで分解していくと実は細かい

30 年間がありますよね、一時期に対して例えば

２軒とか１軒しかないところもあるのです。だか

ら全体として同時期に住んでいる人たちというの

は意外と少ないということが分かったのです。そ

れが累積して長い間の「遺跡の重なり」で、たく

さん住んでいるように見える、そういうふうに私

たちが見てしまっているということです。900 年

も住んでいれば当然たくさん土器は出てくるの

で、結論的にはそうですね。そういうことが１つ

分かってきました。
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図 40　小金井市の縄文土器と編年

　貫井遺跡（図 41）、冒頭に言った古い調査で、

戦前からもうずっと、大正時代から知られている

遺跡で、これも道路や学校を作ったときに調査さ

れているのです。これも小規模な環状集落になっ

ています。遺跡のすぐ南西に貫井神社があって、

そこにやっぱり湧水があり、それが今でもずっと

絶え間なく出ているのですが、それによってこの

集落が維持できたという典型的な武蔵野台地野川

流域の遺跡です。

　図 42 が中山谷遺跡で、こちらも小金井の遺跡

なのですが、この遺跡も恋ヶ窪遺跡ぐらいのス

ケールが大きい遺跡でして、たくさん住居が出て

いるのですが、何分にも住宅街なので全部発掘さ

れてはいません。これは中期後半の竪穴住居で、

建て替えしている例です。中期後半になるとこう

いう埋
うめがめ

甕の祭祀、お祭りが行われていたっていう

のがよく分かる。埋甕の祭祀というのは、建て替

えるときに土器を再利用して埋めるのです。それ

を建て替えるたびにやるのです。これ縦に実際並

んでいます。入り口のほうがあって。最初に小さ

図 41 貫井遺跡（小金井市）
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ら後半で、比較的住居もたくさん出てきた遺跡で

す。これも先ほどの多喜窪と同じように、住居が

あるのですが、真ん中に土壙群があってお墓が出

たのです（図 44）。こういうふうに穴を掘って、

恐らく遺体があったのですが骨が残ってなくて、

墓標みたいな石と耳飾りが出てきて（同図中央）、

恐らく頭がこの辺にあって耳飾りを装着した状態

で埋葬されたお墓ではないかと考えています。こ

ういうのが出てくる。

　縄文時代の特徴というのは、住居があって、村

があって、真ん中に墓地を作るというのが１つの

特徴だと言われているところなのです。縄文時代

どの時期でもそういうふうにやっているとは限り

ませんが中期のときはそういうのが割と流行して

います。小金井の遺跡だとこれ耳飾り（同図右上）

を入れているのですが、多喜窪の場合は矢尻、石

鏃（同図右下）とか大型の石さじ、こういうもの

を入れている事例が幾つかありました。これは恐

らくその死者、亡くなった人がそれを携帯してい

た、持っていた道具じゃないかと言われて、副葬

品の１つとして考えています。こういうものが出

てきます。

　中期も後半になって、中期の終わりから後期の

初頭になると、柄鏡形住居（図 45）が特徴的で、

い住居があって、それを建て替えるときにもう１

個外側に土器を埋設して広げていくので、これは

恐らく住居を建て替えたり拡張するときに行う、

儀礼に伴う痕跡だと言われています。この地域の

遺跡では普通にたくさん出ます。中にはこれは幼

児骨とか子どもの骨を入れたのではないか、とか

胎盤を収納したのではないかとか、そういういろ

いろな出産儀礼に関わる遺物じゃないかという説

もあります。それもちょっと決着はついてないの

で、いろいろな考え方がありますが、これはよく

見られるそういう１つの現象というか事例です。

　これ面白いのは底部に穴開けているのです。あ

えて意識的に土器の底に穴を開けて、空気抜きみ

たいなのをつけて、魂を抜こうとしたのではない

かとか、いろいろな説があります。大体、出入り

口のところの床下に埋めているのは縄文時代の中

期の埋甕の特徴です。こういうのは近世の胞
え な

衣容

器なんかでも似たようなものがあるので、それと

同じだという考え方も成り立つのですが、こうい

うものが出てきます。

　図 43 は貫井南遺跡ですね。これは立川段丘に

ある遺跡で、珍しく野川の流れに沿って、立川段

丘面から水が湧いているところがあって、その周

りに発達した集落です。これも大体中期の前半か

図 42　中山谷遺跡（小金井市）
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図 43　貫井南遺跡１（小金井市）

先ほど見ていた竪穴にはこういう長い入り口はな

かったですよね。この頃になると、柄鏡、和鏡の

柄鏡の形のような住居が出てきて、これがすごく

多いです。これは中部から関東にかけてすごく普

通に見られる住居で、なぜか出入口部に長い入り

口を作って、そこを中心に、ローム層なのですが

石で囲って、周りに石を環状に並べたりするので

す。あるいは全面に石を敷いた例もあるのですが、

これもちょっと謎の住居です。石を敷いたところ

で結構地面が冷えたりしますよね。そんなに暖か

くなるわけでもないのに、なぜこういうことをす

るのだろうというのが１つにあって、もう１つは

意識的に後から土器とか石器を並べている事例が

あったり、あとは火を焚いたりした跡があるので

す。火を焚いたというのは何かそういう儀礼、お

祭りをやった跡のような痕跡を観察することがで

きるのですね。

　図 46が１つの例で、これは府中の武蔵台遺跡、

やっぱり住居の中に土を焼いて、石棒という石器、

それを焼いて分割して入れているというお祭りを

図 44　貫井南遺跡２　（小金井市）
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やった跡です。そもそも石棒というのは実用的な

石器じゃなくて、祭祀的な意味合いのあるもので、

中期の終わり頃から後期の初めになるのですが、

こういうのがたくさん見つかっています。この国

分寺の周りとか国立の緑川東遺跡でもそうです

が、これが特徴的な、どうも石棒を使ったお祭り

が行われていたという時代です。石棒自体が本来

垂直に立てられていたのではないかという説もあ

るのですが、この辺の遺跡で見つかるときは立っ

ている、ということはほとんどなくて、寝かされ

た状態で出てきます。だからもともとそういうふ

うに寝かして使う道具だという考え方も成り立つ

のですが、なかなか一番最初に使われていた状態

が出ないのですね。遺跡というのは最後に放棄さ

れたというか、残された最後の状況しか出てこな

いので、私たち現在の人がどういうふうに想像す

るか、難しいところがございます。最後の状態（同

図右）、これが４本の石棒、これは野川から外れ

るのですが、国立市の緑川東遺跡です。これも国

の重要文化財になった遺跡で、石棒が４つ並んで

いたのですね。何の意味があるのかというのが今、

研究者の中ですごく話題になっていて、こういう

ものがすごくたくさん出るのがこの地域になりま

す。これもいろいろまだ研究の余地があるという

か、全然分からない部分がいっぱいあります。

　図 47 は遺物ですね。縄文時代のさっきの土壙

墓、お墓が出てくるようなものが多くて、女性の

耳飾りとかペンダントみたいなものとか、翡翠で

できたものとかあります。縄文時代の住居以外の

施設だと、これは草創期とか早期からずっと連綿

とあるのですが、落とし穴ですね。こういう動

物、イノシシとかシカを狩るための落とし穴なん

かも、図 48 左は日影山遺跡という西国分寺駅の

東側のところの遺跡なのですが、こういう動物を

狩るような落とし穴が出てきたり、あるいは集石

土壙といって、屋外炉です（同図右）。住居の中

で火を焚くこともやっていたのですが、これも恐

らく調理をする場として、旧石器時代からずっと

連綿とあるのですが、こういう施設がいっぱい出

てきます。これは村の外、住居がない村外れなん

かにいっぱい出てきます。時代的にも縄文は早期

からずっと連綿と出てくるのです。

　もう１つ打製石斧というのは中期の遺跡の特徴

でして、多摩川で拾える川原石、珍しい石ではな

い普通にある砂岩とかそういうゴロゴロしている

石をたたき割って作る打製石器の１つで、これが

めちゃくちゃ多いのがこの武蔵野台地、特に野川

流域の遺跡の特徴です（図 49 左）。例えば住居

図 45　柄鏡形敷石住居跡 1
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図 47　縄文時代の装身具（土製・石製）

図 46　柄鏡形敷石住居跡２

図 48　縄文時代の様々な施設
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と出てこない。

　最近注目されているのは、エゴマとかツルマ

メ、ヤブツルアズキなんていうものも知られるよ

うになっています。これは炭化した、炭になった

ものもあるのですが、実は圧倒的に多いのは土器

の圧痕からです。（図 51）圧痕調査というものが、

この 15 年ぐらい前から始められたのです。最初、

土器にそんなものがついているというのを、全然

分からなかったのですよ。私も全然そんなの知ら

なくて。これに気がついた人がいて、土器にどう

も変な穴があるので、その型をシリコンとかで

具というのも１つ成り立つのかなというのが、あ

くまで私の考え方です。いやいやそんなことはな

いよという人も多分いると思うのですが、でも遺

跡の、集落と言われているような村の、外から出

てくるものが圧倒的に多い、１つの根拠になるの

かなというのを示した図になります。

　実は、もう１つ、どういうものを食べていたの

か、という話です（図 50）。遺跡から出てくる、

中期の遺跡というのは酸性土壌が多いので、ほと

んど残らないのですが、こういった炭化したクル

ミとかトチの実とか栗とかそういうのが出てきま

す。こういうものは条件のいい、水に浸かったと

ころから出てくるのです。そういうところでない

図 49　打製石斧と用途

１軒掘ると 100 本出たりとか、1,000 本単位で出

る遺跡もあるのです。これは何だというのは昔か

ら、戦前の時代からすごく問題になって、これは

１つは、名称は斧というのですが、斧ではなくて、

土掘り具というのが間違いない話なのですが、何

のために土を掘ったのかという話で、一般的には

竪穴住居を掘ったり、長芋を掘ったりするときに

使った道具ではないかと言われているのです。府

中の例なのですが（同図右）、実は集落遺跡、村

のあるところから外れのところまでいっぱい出て

くるのですね。ということは考え方としては、村

の中で使われたものではなくて、村の外で使われ

たものだというのが１つ成り立つと思うのです

が、そういう意味では、そこへ持って行って何を

やっていたか、という話ですよね。私がちょっと

いろいろ考えているのは、冒頭で申し上げたよう

に、縄文時代に農耕があったのではないかという

話でいくと、そういうものを使って畑、焼畑農耕

があったという説もあるのですが、そこまで言え

るような根拠になるようなものが全くないのと、

遺跡の外に行ってしまうとなかなかそういう痕

跡、畑の痕跡とかが発掘できないのです。類推す

るしかないのですが、農耕的なものが行われてい

て、それを起耕する、草を取ったり耕すための道
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図 50 縄文時代の食物１

取ったのです。そうしたらどうも植物の圧痕では

ないかということになって、それを見ていくと同

定といって、現在の種類に対してどういうものと

同じものか、というのを調べていくうちにだんだ

ん分かってきたのですが、そこにエゴマ、あるい

はツルマメという大豆の原種ですね。あとヤブツ

ルアズキというのは小豆です。そういうものが非

常にたくさん出てくるようなことになりました。

　しかもどこの遺跡でも普通に出るのです。中期

の遺跡から出た土器を見ていくと必ず出てくるの

です。なので、どうも豆とかそういうものを利用

していたのではないか、ということがだんだん分

かってきました。

　栗とかクルミというのは野生に生えているもの

も当然あるのですが、保護する形で食べていたと

いうのと、もう１つはこういうふうにエゴマとか

ツルマメとかも利用していたということが考えら

れます。面白いのは、これはもともと、中国とか

図 51　縄文時代の食物２
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一番古い土偶は草創期とか前期とか、古いものも

あるのですが、野川の流域だと大体中期と後期の

ものが見つかっています。中期のものはバラバラ

に壊されるということで、土偶自体がお祭りのと

きに壊すことを目的に作られた、というのは通説

になっているのです。

　図 53 は私が発表したもので、この野川流域と

か多摩の地域というのは、先ほど言ったように、

いろいろなところと交流しているのです。いろい

ろな地域の人と。最も近いのは今の長野県から山

梨県、神奈川を含む南関東の地域にこういう同じ

ような文化圏があって、そこで特徴的な土器が作

られています。中期前半なのですが、こういう顔

面装飾を持つものとか、動物の文様ですね。さっ

きの多喜窪の土器も蛇の頭がついている土器と

か、そういうものが非常に流行するのです。そう

いう共通する文化圏があったのが、ちょうど勝坂

式の土器の文化圏ということになります。

　村と村の関係、隣り合っている村同士でも人が

動くけれども、恐らくこういう遠隔地同士での交

流というか、そういう流れも多分あった、行き来

があったということは想像できます。　

　有
ゆうこうつばつき

孔鍔付土器というのもそうなのですが（図

54）、これは中期に特徴的なもので、ほかの深鉢

土器は煮沸のための土器なのですが、これは煮沸

朝鮮半島から渡来した植物ではないかと言われて

いたのですが、実は日本に在来的にあったのでは

ないかというのが浮上してきています。

　食べられないのですが、漆もそうですよね。漆

も実は中国から輸入されていたというのが一般説

なのですが、中国より全然古い 7,000 年以上前の

漆が日本から出てきたりしているのです。　

　漆の利用もこういうものと同じように始まって

いるので、大陸から栽培植物と漆が一緒に入って

きたのか、あるいは土器の発明みたいに、世界中

で同時に同じようなものが発生しているのか、い

ろいろな考え方があります。

　種子を意図的に粘土を練るときに入れたという

人と、入れたのではなくて、普通に生活している

中にいっぱい置いてあるから（蓄えてあるのです

ね）恐らく、それが混ざってしまったのではない

かという考え方があります。そこは研究者でも意

見が分かれるところでして、偶然入ってしまうも

のも当然あるし、意図的に入れたのではないかと

いう考え方もあります。多分そこはまだ分析して

いる事例が少なかったりするので、なかなかまだ

結論は出てないところです。

　あと土偶ですね。土偶が中期、さっきの石棒と

同じように中期の代表的なお祭りの道具なのです

が、こんなものが出てきます（図 52）。中期、後期、

図 52　土偶
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をしないで、中がすごく、水が漏れないように表

も中も磨かれているのです。恐らく酒造具、お酒

を作るため、お酒を発酵させるための道具じゃな

いかと言われているのですが、こういうものが出

てきます。人の顔が描いてあったり、ほかの土器

とはちょっと違う特殊な文様が描いてあるので、

これもお祭りのときの道具じゃないかと言われて

いるのです。割と中部地方からこの野川流域とい

いますか、多摩地区に分布している特徴的な土器

で、さっきの土偶のお祭りもそうなのですが、共

通の祭祀が行われていた、お祭りの共通なシンボ

ル的なものではないかというのが特徴になりま

す。土器を見ても、中期だけじゃないのですが、

早期には西日本とか東北、関東とか、いろいろな

ところと交流が行われています（図 55）。早期か

らずっと後期にもあるのですが、特に中期の場合

非常にいろいろなところの土器がいっぱい入って

いるのですね。だから、１か所にべたっと住んで

いるというイメージよりは、やっぱり人がしょっ

ちゅう動き回って、情報のネットワークみたいな

図 53　勝坂式土器文化圏

図 54　有孔鍔付土器
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ものがあったというのが分かってきています。

　それはなぜ分かるか、もう１つこちらですね（図

56）。黒曜石の存在です。これ旧石器時代からずっ

と使っていると先ほど申し上げたのですが、縄文

時代も連綿とあって、やっぱり産地がいっぱいあ

るのです。縄文時代に至っても中部地方のものが

あったり、神津島のものがあったり、これは交互

に、時期的に入れ替わったりするのです。だから

これも何らかの原因があって、産地に行って取り

尽くしてしまったから、ほかのところに行ってみ

ようとか、そういう情報が常に流れているのです

ね。そういうことを共有している集団が中期の構

成員だったのです。こういうことを知っていて、

流通するための機構がもう出来上がっていたので

すね。今みたいに携帯電話とかないですが、恐ら

く正確な情報は村伝いに伝わっていく、そういう

ネットワークになっていたのですね、この時代は。

　時期的には最初に中部系が多くて、中期になる

図 55　土器にみる地域間交流

図 56　黒曜石の原産地と流通
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図 57　ヒスイの原産地と流通

とちょっと神津島が増えて、また、後の時代にな

ると中部が増えるという、移り変わりです。そう

いうふうに変化していく。

　翡翠（図 57）も同じように中部地方からの黒

曜石のルートに乗ってきたと言われているので

す。国分寺だと恋ヶ窪遺跡なんか結構いいのが出

ているのです（同図右上）。これも今の糸魚川の

付近しか採れない石材です。ほかの地方では絶対

採れないので、意識的にというか、意味があって

運ばれてきているのですね。これは威信材とかい

ろいろ言われているのですが、希少な石材、希少

な石を使ったお宝ですよね。そういうものが、特

に多摩地区は比較的優品が多いですね。　

　多摩ニュータウンの遺跡もそうだし、この地域

には割と、しっかりした形で、大珠という垂飾り

ですね。これがたくさん残っています（同図左下）。

　だから１つの縄文時代の中でも、特に多摩地域、

この野川を中心とした辺りが拠点的な集落という

か、情報センターの中心的な部分を担っていた可

能性はあります。ちょっと外れてしまうと意外と

翡翠は持ってなかったりする集落とか多いのです

よ。ちょうどこの多摩の辺りというのは割とこう

いうものが集結しているので、そこから発信する

ようなセンターみたいなものがあったのではない

かと。恐らく恋ヶ窪遺跡なんかがそういう中心的

なことを担っていた村じゃないかなと私は考えて

いるのですね。

　図 58 は後期になると、台地の上にあった集落

がみんな野川の下のほうに居住を移してしまいま

す。これはなぜかと言うと、気候の変動が１つに

考えられています。気候が寒冷化してきて、いろ

いろな植生が変わってきたので、人口が増え過ぎ

てしまったという話もさっき申し上げたのです

が、そういうことも関係してくるのかなというこ

とで。もう１つは見ていただいたように、古い時

代は豆類を使ったり、あるいは栗とかクルミを食

べていたのですが、後期になるとアク抜きをしな

ければいけないトチの実を使うようになるのです

ね。トチって結構アク抜きをするのが大変なので

すが、今でも救荒食になると言われているもので

す。困ったときの保存食になると言われていて、

それをたくさん取るのです。たくさん取ったもの

を加工する場所、それを水でさらす場所が必要な

のです。それは野川だけじゃなくて、埼玉県とか

いろいろなところで、そういうトチを水でさらす

遺構というのが見つかっているのです。さらし場

という遺構が。それが見つかったのが武蔵野公園

の辺り。これが結構しっかり出てきました。ほか
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図 58　後期の遺跡

に野川以外だと、東村山の下宅部遺跡とか、そう

いうところでも近場では出ています。だから小さ

い河川というのはそういうアク抜きをする必要の

あるもの、アク抜きをするための場所を確保する

ために、そういうところに人が降りてきて生活を

始めたというので、中期なんかとちょっと違った

生活になってきているのは間違いないです。

　逆に言うと中期ではそういう生活する作業場み

たいなものは全然見つからないのですね。中期の

場合は先ほど言ったように、お墓とかそういうも

のはいっぱい出てくるのですが、ごみ捨て場とか、

なぜかこういう食料を加工する場所とか、どこに

あったか実はよく分かってないのです。

　後期のほうが情報量が多くて、野川中州北遺跡

（図 59）も後期の集落、これドングリの貯蔵穴と

いうか、そんなものがあるのですね。栗とかクル

ミを貯蔵する貯蔵穴なんかも、割と後期のほうは

たくさん出てきます。後期の場合は１か所に出て

くる住居の数が大体２、３軒でとどまっていて、

中期みたいに後の時代にいっぱい継続的に住むよ

うなことはないのです。

　一方では、漆の製品とかよく残っていて、そう

いうものがたくさん出てきます（図 60）。中期の

時代にはなかったような、残りようもなかった木

製品ですね。私が調査して出てきたのですが、漆

の櫛が出てきたのです（同図下中央）。これ歯が

欠けてしまっているのですが、黒漆と赤漆を交互

に塗り分けているような、こういう漆の櫛が出て

きました。だから漆の木なんかも野川の周りに植

えていたのですね。漆の木の管理なんかもしてい

るのです。

　野川の場合は漆の木とか出てこなかったのです

が、先ほど言った東村山の下宅部遺跡なんかは漆

の木とかも出てきて、漆の木を加工したいろいろ

な材もいっぱい出てきているのです。縄文時代の

後期になると、漆の木を管理するような生活が行

われていて、それを加工する技術もみんな身につ

けているのですね。当時の人は。今の私たちより

すごいです。漆の加工の仕方とか全部熟知してい

るのですね。職人的な集団がいたのか、集落の構

成員が全員知っていたのかというのは、なかなか

難しいのですが。漆をこれだけ色を塗り分けたり、

難しいですよね。乾燥させてしまったりすると駄

目だとか言いますよね。だからすごく高度な技術

を持っていた人たちが住んでいたということです

ね。そんなことも分かりました。

　もう１つ違いは、後期は住居の中にごみを捨て

るのではなくて、野川の川辺のところに捨てたり

していました。そういうごみ捨て場の在り方なん

かも全然違っていますね。そういう１つの癖みた
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図 59　野川中州北遺跡（小金井市）

図 60　武蔵野公園低湿地遺跡（小金井市）

いなもの、時代の流行みたいなものがあったり、

いろいろ違いがあって面白いです。図 60 右下は

アクを抜くための樋
とい

みたいなものだと考えるので

す。他に事例がない。結構珍しい遺物になります。

　後期から晩期になると、遺跡がほとんど見つか

らなくなってしまいます（図 61）。周りにはいっ

ぱいあるのです。多摩地区にまだ調布のほうと

か町田のほうに行くと遺跡があるのですが、野川

はほとんどというか、全然生活痕跡がなくなって

しまいます。これは疑問です。全然土器も１片も

拾われないというか何もないのです。ただ周りを

見渡してみると、配石遺構といって、これは大体

東北地方とかにも広がっている東日本のお祭りの

形、縄文時代の特徴的な祭祀遺構というものが結

構多摩地区、ほかの地域にあるのですが、野川の

流域では作られなかったのですね。

　だからやっぱり住みづらくなってしまったので

すかね。何らかの暮らしにとってはあまり条件が
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図 61　希薄な縄文後期後葉～晩期

よくなかったというのは１つ言えるかなと思いま

す。周りにはお祭りをやった遺構とかが幾つか多

摩の中でも見つかっていて、こういうのは結構東

日本各地にあるのです。たまたま野川というのは

そういうところとしては利用ができなかった場所

になるので、これはちょっと私が研究していく中

での今後の課題ですね。

　最後になりますが、こういった野川流域の旧石

器、縄文時代の遺跡があるのですが、これをどう

やって保存していくかという問題ですよね。国分

寺は本当に湧水が東京の中では一番ちゃんと残っ

ている場所ですよね。国分寺の古代の遺跡を含め

て、こういう湧水も保存されているし、場所によっ

ては縄文時代の遺跡とか旧石器時代の遺跡もまだ

埋もれている可能性があるので、極力そういうも

のを壊さないように守っていきたい、というのが

私の希望です。 

 開発が悪だというのは何なのですけれども、本

当になるべく後世の人たちに残していく。私たち

はそういう努力をしなければいけないのかなとい

うのは１つあると思います。環境が悪くなってい

くといろいろ住みづらくなってきてしまうので、

少しでも緑とか湧水をはじめとした自然や文化財

を残したいというのが、やっぱり一番大きいので

はないでしょうかね。

　あと市史刊行物が最近割と出ていまして、国分

寺の市史は今から 30 年以上前に、立派なのが出

ているのですね。最近だと、府中市史とか小金井

市史も出ているので、もし皆さんご興味があれば、

そういうのを閲覧して、見ていただければなとい

うのがあります。２、３年前に出たものなので、

まだ買うこともできるし、図書館なんかだと必ず

置いているので、御覧いただければと思います。　

　私が今日お話しさせていただいたようなことも

書いているし、要は今まで調査された成果が載っ

ていますので、これ以外にも報告書が実は野川の

流域は 150 冊ぐらい出ているのですが、ちょっと

専門的で難しいので、こういう市史の本を御覧い

ただくのがいいかなと思います。通史編みたいな

ものもあるし、いろいろな土器とか住居とかそう

いうものを載せたものは、資料編という形でまと

めていますので、興味ある方は手に取って見てい

ただければと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　
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③ 国分寺市域における東山道武蔵路の様相

国分寺市教育委員会ふるさと文化財課文化財保護係長　増井有真

　今日の講演の内容は古代道路がなぜ作られたの

かその時代背景をお話します。はじめに、その主

要となる制度、駅制についてをまずお話しした後、

東山道武蔵路の実態がどういったものなのか、私

の管見の中でお話しできればと思います。また、

中心となるのは国分寺市内ですが、国分寺市内に

古代道路を研究するのに大変いい材料がそろって

おりますので、その辺をご案内ができればと思っ

ております。

　まず、７世紀の中葉頃の話になるので、当時ど

んな時代だったのかということをお話ししたいと

思います（図１）。

　世界的には、隋が滅亡して唐が建国されたのが

618 年ですね。これはアジアの諸国にとっては大

変な影響がありました。というのは強大な統一王

朝ができたということで、周辺各国は無視できな

図１　古代道路網が整備された時代

い状況になりました。日本では遣隋使や遣唐使と

いったものを送りながら、いい関係を築くための

体制を整えようとしていた時代です。

　一方で、朝鮮半島では、百済、新羅、高句麗の

３国が争っていました。663 年には、百済の王朝

の王様が日本に救援を求めました。当時は、唐と

新羅が連合を組み、高句麗と百済と倭、倭という

のはつまり日本ですね。この３つの国が同じよう

なグループを組んでいたという状況でした。百済

の王様は、日本に対して戦況が好ましくないから

助けてくれということで出兵をお願いしたわけで

す。日本の国は大軍を率いて、朝鮮半島へ百済を

助けるために行きました。百済の西側に、白村江

という場所があるのですが、そこで大きな戦いが

ありまして、日本はこの戦いで大敗し、逃げ帰っ

てくることになります。
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　この白村江の戦によって百済も滅亡し、新羅と

唐が確固たる地位を築くわけなのですが、日本は

次に狙われるのは我が国だという危機感を大変募

らせるわけです。見て分かるとおり、朝鮮半島か

ら対馬を経由すればすぐ日本に攻め込める状況で

す。これに対して日本は国防を強化しました。大

宰府の近くに「水
み ず き

城」と呼ばれる、今の福岡県に

当たりますが、そこに大きな堤防を築いて敵から

の防衛を図りました。さらに先の戦いで彼らは何

を反省したかというと、兵士はいわゆる「寄せ集

め」の軍隊だったんですね。今みたいに司令官が

しっかりいて、その下に大佐、中佐とかそういう

いろいろなシステマティックな体制じゃなくて、

寄せ集めの軍隊だったことが大敗した原因の１つ

だったのではないかと言われています。このまま

だと隣国にとてもじゃないけど、太刀打ちできな

いということで、指示命令系統の強化が課題と

なった軍隊をしっかり整備しようというきっかけ

にもなったのが、この戦いです。

　そして、政治の面でも、天皇を中心とする中央

集権的な律令国家体制を築くことが、国防の意味

でも、国力の増強の意味でも大切だということに

気づかされたのです。

　今、出てきました律令国家というのは隋や唐で

確立した法律です。律（刑法）と、令（行政法、

民法）を、その国の基本的な法典とする体制なの

ですが、もともとは朝鮮をはじめ、周辺の国々に

波及しまして、日本でも乙巳の変の後にこの体制

を目指します（図２）。皆さん、645 年を大化の

図２　新たな時代の制度１

改新と覚えていらっしゃる方もいるかと思います

が、正確には 645 年の乙巳の変があった後に続く

一大政治改革のことを大化の改新というので、年

号的には 645 年は乙巳の変が起きた年ということ

になります。

　乙巳の変は皆さんご存じだと思いますが、645

年に中大兄皇子と中臣鎌足が蘇我入鹿を暗殺した

事件です。その後、体制を刷新し、大化の改新と

呼ばれる改革を断行します。この 646 年から続く

大化の改新によって、日本は大きく変わりました。

日本の政治史、歴史の中で、２つの大きな転換期

があると言われています。１つが、明治維新、そ

してもう１つが、この７世紀の大化の改新を含む

律令国家体制の変革です。この２つが、日本の歴

史上、大きな転換期と言われています。

　乙巳の変以降、日本は律令国家体制を築いてい

くわけですが、代表的なものは官僚制度です。中

央の意思を地方へ伝える。天皇の考えた 詔
みことのり

等を

各国司に伝え、そして国司が郡司に伝える。そう

いったヒエラルキーといいますか、１つの情報を

末端まで伝える、そういったシステムです。

　もう１つは、戸籍制度ですね。例えば軍隊を組

織するにしても、そもそも日本の総国民がどれぐ

らいいるのかが分からなければ、兵に割ける人数

も課税対象者も分からないので、戸籍制度を整備

する必要があります。

　そして、交通網の整備です。これが後ほどお話

しします駅制です。続日本紀の大化２年、646 年

の改新の詔には、４つの条文がありますが、その

２つ目に載っています。

　「二
つぎ

に曰はく、初めて京
み さ と

師を修め、畿
う ち つ く に

内国の

司
みこともち

・郡
こほりのみやつこ

司・関
せきそこ

塞・斥
う か み

候・防
さきもり

人・駅
は い ま

馬・伝
つたはりま

馬を

置き、及び鈴
すずしるし

契を造り、山
やまかは

河を定めよ。」

　今の言い方にしますと、畿内を設置してそこに

国司と郡司を置きなさい。そして関所を設けなさ

い。防人は皆さんご存じの九州防備のために各国

から派遣される兵士です。また駅馬と伝馬を置き、

すずしるしというのは、「鈴」は駅鈴のことです。　　　　

　「契」というのは、いわゆる通行許可証に近い
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形のものを作りなさい。山と河を定めなさい、い

わゆる国の国境を定めよ、という内容です。ただ、

この改新の詔については諸説あり、かつて郡評論

争という一大論争が巻き起こりました。どういう

ものかというと、条文にあります、郡、「郡」の

字、「こおり」と読むのですけれども、この「郡」

という字と、もう１つの「評（こおり）」という、

２つの字があります。実は、646 年の改新の詔以

降も、この「評」という字のほうが文書や金石文

に出てくるのです。それによって、実は、大化の

改新のときはまだこの「郡」の字は使われてなかっ

たのではないか。簡単に言うと、後世の編纂のと

きに脚色しているのではないかという説が出てき

て、大論争になります。結果として、平城京から

出てくる木簡に書かれた内容から「評」のほうを

使っていたと分かったので、論争は決着しました。　　

　このため「続日本紀」の記述の信憑性がすごく

問われた時代があったのです。ただ、内容として

は、律令国家体制に向かっていく、そして、国を

定めて、駅制や伝馬制を構築していったことは事

実なので、そういった意味では、青写真としてこ

のような体制を描いていたというのは間違いじゃ

ないだろうと言われています。いずれにせよ、駅

制、駅馬と伝馬の記述が初めて出てきたのは、大

化２年の改新の詔ということになります。

　さて、図３に出てくる「畿内」は、「五畿」の

ことです。五畿というのは、畿内の５つの国のエ

リア、今でいう首都圏になります。それと「東海

道」、「東山道」、「山陽道」、「山陰道」、「北陸道」、

「西海道」、「南海道」の「七道」を整備しました。　

　七道は、五畿を中心として、そこから放射線状

に全国へ広がるように道を整備しました。

　道には大中小と３つの区分がありました。基本

的に山陽道が大路、そのほかは図で点々になって

いるのが中路です。東山道、東海道は中路になり

ます。この七道というのはただ単に道の名前では

なく、この道路が通っているところが行政区分に

なっているのです。例えば、東山道が通っている

国は東山道諸国、東海道が通っている国は東海道

諸国という行政区分も表しています。大化の改新

があった後、７世紀後半から８世紀前半にかけて、

全国にこのような道路交通網が整備されました。

  次に駅制についてです（図４）。

　駅制とはそもそも何なのか。端的に言いますと

「古代における公使・官人による中央と地方の交

通・情報伝達のシステム」です。天皇を中心とし

図３　新たな時代の制度２
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図５　駅制２

た詔や命令などの情報を末端まで、国民１人１人

にまで伝えるための情報伝達方法です。

　もう一つは、交通制度でもあります。物資を運

んだり、軍隊を動かしたり、交通の方法を制度化

しました。今のように手紙を送って２日以内に届

くとか、電子メールで１秒後には着くという時代

ではありませんので、情報伝達方法というのを駅

制では特に重視しています。いかに早く天皇の意

思を各国司に伝え、その国司が郡司層、そして国

民に伝えることができるか。それを円滑に行うた

めのシステムがこの駅制というものです。

　システムの内容としては、都と諸国の国府を駅

路で結びます。駅路というのは七道のことです。

駅路には、30 里（約 16 キロ）ごとに駅
う ま や

家と呼ば

れるステーションを設置しました。基本的には

30 里ごとですが、地形や路線に応じては、少し

間隔が短くなったり、長くなったりします。例え

ば山岳地帯だと、16 キロではなく、次の駅まで

40 キロかかったり、もしくは、山陽道では８キ

ロごとに駅家を設置することがありました。

　駅家には、緊急の際に官用の通信に使用するた

めに駅
え き ば

馬が置かれています。

　そして各駅には国司の補助要員として駅長と呼

ばれる人がいました。（図５）

　先ほど、大体７世紀後半ぐらいから道路が作ら

れはじめたというお話をしたのですが、この駅

制についての法律は少しずつ改正して施行され

ていきます。757 年に制定された養老律令の中に

「厩
くもくりょう

牧令」というものがありまして、その中では

大路、つまり山陽道の駅には、各駅に 20 頭の馬

図４　駅制 1

を置きなさい。中路（東海道・東山道）の各駅に

は、10 頭を置きなさい。そのほかの小路には５

頭の馬を常に置いておきなさいと、それぞれの駅

家で飼わなければいけない馬の数まで規定されて

いたことが分かっています。この駅制は、646 年

の改新の詔を契機としてはじまり、大体天智天皇

の時代にこの制度が大きく進んでいったと言われ

ています。道路の整備も同じく、７世紀後半から

８世紀前半ぐらいにかけて進められていったこと

が発掘調査でも分かっています。

　さて、どのように情報を伝達していったか、と

いうことですが（図６）、基本的には２通りあり

ます。１つは「専
せんししき

使式」、もう１つが「逓
ていそうしき

送式」

です。初めは逓送式が採用されました。これは駅

伝を思い出してください。箱根駅伝を見てわかる

ように、タスキを渡しますね。あれと同じです。

　ある区間の走者が走った後、次の走者にタスキ

を渡してつないでいく、逓送式。いわゆるリレー

です。リレーでバトンを渡すイメージとも同じで

す。大切な書簡を持って次の人に渡し、そのまた

次の人へ渡すというやり方でした。８世紀初めは

この方法を採っていましたが、駅制の衰退と共に

廃れていってしまいます。なぜかいうとと、途中

で奪わる危険があったからです。例えば軍事機密

が書かれた文書で、何々の軍隊がどこまで来てい

るからあっちに配置しなさいとかそういう軍事機

密を途中で敵に奪われる可能性があるからです。

　このように、逓送式は機密保持にはあまり向い

ていませんでした。そこで主流になってくるのが

専使方式です。これは特定の使者が最後の目的地
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図６　情報伝達方法

いることは、郡家、つまり郡の役所に５頭の馬を

配置しなさいということです。道は駅路のように

専用の道を作ったというよりは、飛鳥時代の前、

古墳時代にも道のネットワークはありましたの

で、もともと在地にあった道を伝馬路にあててい

たのではないかと言われています。駅鈴と同じよ

うに「伝
でんぷ

符」と呼ばれるものを持って使者はこの

道を通るわけなのですが、駅路と同じく、駅があ

りますので、ステーションを乗り継いで使ってい

ました。

　初めは、中央から地方へ派遣される使者を送迎

するものだったのですが、奈良時代の終わりから

平安時代には、各国に派遣される国司や、国分寺

の僧などが赴任する際に使う専用路になっていっ

たと言われています。本来、派遣されるための使

者は、逆に駅制を利用することになります。

　この２つの制度の違いを簡単に言うと、駅制は

緊急度の高いもの、伝馬制は緊急性の低いものと

して使い分けていたのではないかと言われていま

す。例えば、敵の軍隊がどこまで来ているという

まで行きます。基本的には書簡を持っているので

すが、これに、人の言葉を加えます。この書簡に

書かれていることはこういうことですと追加で補

足できるのが特徴です。この方法ですと、機密情

報の確信部分はあくまでも口頭で伝えられます。

　各国の国司に直接伝えることができるのです。

　書簡と情報は、駅使と呼ばれる人が持ち、馬に

乗って駅鈴を鳴らしながら、駅路を走っていくわ

けですが、どれぐらいで移動できたのかというと、

いろいろな書物に書いてある日付を逆算すると、

急ぎの場合は大体１日 160 キロ移動したことが分

かっています。先ほど言ったように、16 キロご

とに駅家がありますから、馬が疲れたら、駅家で

元気な馬に乗り換えて、どんどん行くのですが、

最長だと大体１日 160 キロ移動したと言われてい

ます。駅家は、馬を飼うだけじゃなくて宿泊施設

も兼ねていますので、疲れたら駅使はそこで休ん

で、次の日の朝、またすぐ出発する、そういった

方法も取れました。急ぎでない普通の場合でも大

体１日８駅で 128 キロ移動していました。この計

算式は何かというと、例えば、藤原広嗣の乱であっ

たり、そういった昔の内乱とか、戦争のときの記

事を見ると、大体大宰府から奈良の都まで 650 キ

ロあるのですが、最短で４日でその情報が伝わっ

ていることが分かります。また、多賀城から奈良

に対しても、800 キロを７日ぐらいで移動してい

ることから逆算すると、先ほどの数値が出てきま

す。

　山間部は、登ったり下りたりするため馬も疲れ

てしまうので多少落ちると思いますが、長い距離

を走っていたということがわかります。

　さて、駅制とは別に先ほど伝
て ん ま

馬という話が出て

きましたので、伝馬制について触れます（図７）。　　

　律令国家の人たちは駅制と伝馬制の２本柱の制

度を設けて進めました。伝馬制は中央から地方へ

派遣される使者を送迎する交通制度です。実は、

伝馬制に関しては、まだまだ研究が分かっていな

いというか、実際の書物にはあまり書かれていな

いので、不明なところが多いのですが、分かって

図７　伝馬制と伝制
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ような情報は、すぐに伝達する必要があるので駅

路を使います。それに対して、国司が都から赴任

するのに４日かかろうが５日かかろうがあまり変

わらないというようなときは伝馬のほうを使った

と考えられます。余談ですがこの伝馬制とは別に、

伝制というものがあって、これはそもそも律令の

法に定義されていない、もともとの地元の人たち

が使っていたシステムもあったのではないかと言

われています。

　駅制、伝馬制、伝制、ややこしいですね。これ

らの道は場所によって路線が重なる場所がありま

す。出雲だと、駅路と伝馬路と伝路が全部同じ道

を使っている場合が想定されています。ただ、あ

くまでこれは駅制の駅路が優先されます。ですか

ら、駅鈴を持った駅使を、伝符を持った役人が止

めたりしてはいけない。とにかく、駅鈴を持って

いる人が第１優先者ということになります。

　今、伝馬路や伝路という言葉を使ったのですが、

これは歴史的な用語ではありません。続日本紀や

日本書紀に書かれているわけではなくて、あくま

で研究用語といいますか、考古学や古代学の皆さ

んが作った用語です。律令の制度の中に出てくる

わけではないのですが、一応このような伝制とい

うものがあったということをご紹介しました。

　では、古代道路の実態はどのようなものだった

のか（図８）、初めに言ってしまいますと、延喜

式に書かれた古代の駅路を復元したら、なんと

6,300 キロあったことが想定されています。人に

よっては 6,400 キロという方もいます。これは第

一次の高速道路計画（昭和 41 年）の路線距離に

匹敵します。6,300 キロの道路整備が７世紀の後

半から８世紀の初めに既に日本で整備されていた

ことは大変な驚きだと思います。

　そして、駅の数は、調べた方によれば、約 400

ありました。402 とも言われていますが、それだ

けのステーションを配備したということです。

　古代の官道、特に駅路については有事の際の情

報伝達、そして税を運ぶ人が使いました。昨日出

張で埼玉県の鳩山町のほうに行ってきたのです

が、鳩山町で焼いた瓦を武蔵国分寺まで運んで来

るという時にも駅路を使っていました。もしくは、

重要な任務を負った使者や地方国司の往復、そし

て、軍隊の移動。例えば藤原広嗣の乱の鎮圧とか

ですね。さらに当時、北のほうでは蝦夷の一族と

戦っていましたので、そういったときに軍隊を送

る道としても使われた。一方で一般の人が普通に

利用できる道ではありませんでした。実際のとこ

ろ、見つからないところでは通っていたと思いま

すが、駅鈴を鳴らしている使者を止めるなんてい

う行為は絶対にしてはいけないという厳しい規制

がありました。

　当時の日本の地図を見ると、青森の北のほうは

先ほど言った蝦夷の勢力範囲なので、ここは日本

とは見られていません。あと、沖縄地方は入って

いません。いわゆる日本と呼ばれる国はこの範囲

です（図９）。畿内を中心にした７本の道が伸び

ています。上のほうが北陸道、山間部が東山道、

海のほうが東海道などです。

　さて、6,300 キロの距離があって、約 400 の駅

があるということなのですが、国分寺市内の東山

道武蔵路のことを皆さんはご存じだと思うので、

古代道路がどんなものだったかイメージがつくと

思うのですが、今回のように古代道路の研究が進

む前は、けもの道のようなものだと考えられてい

ました。なぜかというと、江戸時代の甲州街道、

わずか３．６メール程度ですね。それよりも1,000

年も前の道路が広い訳がないと思われていたので

す。しかも直線ではなく蛇行するけもの道のよう図８　古代道路の実態はどのようなもの？
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た。この想定を裏づけたのが考古学の発掘です。

　これは昭和 22 年の極東の米軍撮影の写真です

（図 10）。JR 中央線、武蔵国分寺跡はこちらです。　

　今、大人気の鎌倉街道ですが、これは赤い線で

す。東山道（黄色い線）はこのように通っている

のですが、残念ながらこの地図ではどう見ても東

山道らしい跡はないです。場所によっては古代道

図 10　極東米軍撮影

図９　古代道路の実態

なものだったのではないかと言われていたのです

が、研究が進んでくると初めに目をつけたのは歴

史地理学の方々でした。地形図とか空中写真を分

析していくと、田んぼの中に太い道と思われる跡

を見つけました。そしてこれが昔の古代道路では

ないかという話が進んでいく中で、太い道が想像

されるのですが、この段階ではまだ想定のみでし
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路は残るのですが、その後木が生えてしまったり、

畑の開墾などでなかなか見つけづらいことが多い

です。昔の写真に落とし込むとこういう形になり、

鎌倉街道も切通しがあるのでちょっと分かりやす

いと思います。東山道はこのように通っています。

　では実態が分かったきっかけは何かというと、

昭和 50 年代半ば以降に続いた発掘調査です。高

度経済成長期に発掘調査が多く行われた時代があ

ります。それも狭い範囲の調査ではなくて、大規

模ですね。土地区画、開発の大規模な調査が進む

中で歴史地理学の皆さんが考えていた大きい道の

想定が発掘調査で裏付けられました。

 図 11 は、すぐ近くの泉町二丁目の調査の写真で

す。ここには今度国分寺市の新庁舎が建設されま

す。その北側には、多摩図書館、公文書館があっ

て、西に今はマンションがいっぱいあります。こ

こで東山道が発見されたのが平成７年です。

　これは大々的に新聞の１面に紹介され、340

メートルにわたって、古代道路が見つかったのは

当時の日本で最長でした。これだけの長く広い道

路が発見されたというのはすごくセンセーショナ

ルだったのですね。つまり歴史地理学の皆さんが

想定した規模の道路が、考古学の発掘によって、

武蔵国分寺の周辺だけではなく、全国で発見され

相次いで実証されたのです。東山道武蔵路では平

成７年より前に埼玉県所沢市の東の上遺跡で、同

じように幅 12 メートルの道路が発見されたとい

うのも有名です。

　まず、東山道についてお話ししますと、武蔵国

というのは七道のうち、初めは東山道に属してい

ました（図 12）。

　東山道というのは都から出まして、近江、美濃、

信濃、長野を通り、長野を北上し、上野、下野、

陸奥、出羽へと続く道です。いわゆる山間部を通

る道で、総延長距離は約 1,400 キロあり、武蔵国

はこの東山道に属していました。

 図 13は東海道に編入された後の武蔵国付近の地

図です。上野・下野の間に武蔵が入っていて、こ

の縦の道のことを東山道武蔵路といいます。なぜ

この道がつくられたかということですが、　上野

国と下野国を通る東山道の本道から南へ大きく外

れたところに武蔵国府があると「続日本紀」には

しっかり書かれています。

 大事な書簡を持った使者は、上野国から下野国

図 11　古代道路の発掘
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に直接行くことができず、１回武蔵国に寄らなけ

ればいけないのです。このための往還路が東山道

武蔵路と呼ばれる道路になります。これに関して

は「続日本紀」に記されているので、その内容を

図 13　東山道武蔵路

図 12　七道の図

見てみたいと思います（図 14）。

　上野から来て、１回武蔵路を下って、また上に

上がって、下野のほうに向かうということです。　　

　長いですが、大事なところなので、読んでいき
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たいと思います。

　太政官奏す。武蔵国は東山道に所属しているが、

同時に東海道の交通も受け持っており、使者の往

来が多くて、みんなが困っている。（いろいろ接

待をしなければいけないのですね。これについて

は後でお話しします。）東山道駅路は、上野国新

田駅から下野国足利駅につながっており、これは

便利な路線である。それなのに、駅使はわざわざ

行き先を曲げて、邑楽郡から、５つの駅を経て、

武蔵国へと赴く。そして、用事が終わった後は、

再び道を北上して下野国に向かう。一方、東海道

は、相模国夷参駅から、下総国に達している。そ

の間に四つの駅があって、往来が便利で近い。そ

れなのに、相模国夷参駅―武蔵国府―下総国ルー

トを使わず、上野国新田駅―武蔵国府―下野国足

利駅を採用しているとは損失が大きい。私が考え

たところだと、武蔵国を東山道でなくて東海道に

してしまえば、みんなの負担も軽減されていいの

ではないですか、ということを太政官が申すわけ

ですね。結局、これが受け入れられます。

　馬に乗って密書、大事な信書を届ける特別な任

を受けた人を駅使といい、駅使は駅鈴を携帯して

駅路をどんどん進みます。駅鈴には刻みがあり、

その刻みの数によって使える馬の数などが決まっ

ているのです。身分に応じた大体２から 10 の刻

みがあり、例えば天皇の鈴は一番多い 10 の刻み

であり、多くの馬が供給されました。このような

駅家と駅路の関係は、言葉では分かりにくいと思

うので、地図で見てみましょう（図 15）。

　東山道武蔵路が初めに作られた年代は現在、７

世紀第３四半期頃と言われています。この根拠と

なっているのは、所沢市の東の上遺跡の道路の側

溝の中から出てきた須恵器の編年から推定されま

す。通常、住居跡から土器が出てくるとかはよく

ありますが、古代道路の側溝から出てくることは

ほぼありません。道路ですから。東の上遺跡のこ

の須恵器については、祭祀的な要素で意図的に埋

めているとが分かっています。その須恵器の年代

が７世紀第３四半期頃と言われています。これは

国府が成立する前で、つまり道路が先なのです。　　

　今の研究では、武蔵国府の成立以前に既に道路

が通っていたと考えています。東山道が北側を通

り、東海道が南側になります。それを南北を連絡

するような道路が東山道武蔵路です。

　先ほど言った太政官が 771 年に、東山道から東

海道に変えたほうがいいと言うのですが、その３

年前の 768 年（神
じんごけいうん

護景雲２年）３月にもう１つお

話があるので、地図を見ながらご説明します（図

16）。

　下
しもうさのくにいかかみ

総国井上、浮
うきしま

嶋、河
か わ わ

曲、この３つの駅と、武

蔵国乗
あまぬま

瀦、豊
と し ま

島の２駅は、東山道・東海道の両方

を受け持っており、使者を送り迎えするのが非常

に多く、そこで中路に準じて馬を 10 頭配備する

ことにしたいというのです。でも話としては少し

おかしいですね。本来は、上野国から来た使者は

東山道武蔵路を通って武蔵国府に行った後、下野

のほうに向かわなければいけないのですが、768

年の時点では、東海道から来た後に相模国から北

上するルートを通ってしまっているみたいです。

本当は東海道と東山道ってそれぞれルートが違う

ので交わることがないはずなのに、河曲、浮嶋、

井上、豊島、乗瀦のこの辺り、みんなは便利だと

使い始めてしまったようです。それが先ほどの太

政官奏すの中で言っていた、武蔵国府は東山道に

属しているが同時に東海道の交通も受け持ってお

り、という部分につながっていくわけです。つま

り、本来のルートを外れて、便利なルートを使っ

ている人たちが多くなってしまったのです。それ

によって、はじめはここの道は中路ではなく、小

路と呼ばれる支路だったのですが、それを中路並

みに 10 匹ずつ馬を置きなさいというのが 768 年

のエピソードです。つまり 771 年に太政官が言う

前に、相模国から北上するルートが実は確立して

いた、というのがこの文書で分かります。既にこ

ういうルートができているのだから、武蔵国は東

海道に配置したほうがいいのではないのか、とい

うのがこのエピソードの内容です。

　相模国から来て国府を経由した後に、北上する
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図 16　駅路の変遷２

図 14　東山道武蔵路についての記述　太政官奏す

図 15　駅路の変遷１
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ルート、夷
い さ ま

参、乗瀦、豊島、井上を通って行くルー

ト。恐らく東山道も武蔵路を通ってこういうふう

に行くルートも使っていたんではないかというの

が分かります。これが 771 年以前の 768 年（神護

景雲２年）の状況です。太政官が奏してくれたの

で武蔵国のルートを変えましょうというのがこの

771 年（宝
ほ う き

亀２年）以降のルートです。本来、使

者は東山道武蔵路を南下していくのをやめて、上

野国に行った後、そのまま下野国に行くのが東山

道ルート。東海道ルートは相模の国府から武蔵国

府を経由して下総国に行き、常陸、そして上総と

別れるということになります。

　先ほど飛ばしたのですが、昔の東海道ルート（図

16）をよく見ると、海を渡っています。駅路は、

全てが陸路ではなく海路も含まれるのです。　

　当時は、三浦半島の走
はしりみず

水から船で対岸に渡る

ルートでした。気象条件、いろいろなことも含め

て、海が荒れていると出られないということもあ

り、最終的にはさっきの便利だと言われる往還路、

東京湾沿岸の内陸ルートに切り替わりました。

　まち歩きだとよくクイズをするのですが、皆さ

んには先に言ってしまいます。下総と上総が上下

が逆な理由がこれです。本来、都から近いほうが

「上」なのです。上手、下手の「上」なのです。

　なので、昔のルート、771 年以降のルートを見

ると、相模国の後、武蔵国に行き、下総、上総な

ので、本来こっちが上なのです。都に近いほうな

のです。ただし、一番初めのルートは、相模国府

の後は、上総を先に通ったので、駅路は走水から

対岸に行く海ルートでなければ、上総と下総の名

前は逆転していたのです。下が下総で、上が上総

だった可能性もあるのですが、駅路の一番初めの

設定のときに三浦半島から対岸へ渡るルートだっ

たので、相模国の次に来るのは上総で、その次が

下総、こういうルートになったということです。　

　どうして上総と下総が逆なのか。これはぜひボ

ランティアでガイドするときに現地で使ってくだ

さい。

　最終的には、先ほど出てきた「延喜式」の頃に

は、ルートがまた少し変わります。相模国府を抜

けた後、武蔵国府に行く北上するルートに、大井

駅という新しい駅が加わります ( 図 17）。この駅

は今の品川区の大井で、最終的にこのような東京

湾沿岸の内湾のルートが確立していくということ

図 17　駅路の変遷３
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になります。

　駅路の変遷では、武蔵国が東山道から東海道に

変わるというのが１つ大きな契機になります。端

的に言うと、東山道から東海道に変わった瞬間に、

東山道武蔵路は駅路ではなくなります。ただ、後

ほど説明しますが、その後も東山道と東海道をつ

なぐ南北の連絡通路として平安時代の終わりまで

使われたということになります。

　さて、ここまで来たので、武蔵国のお話を少し

します。武蔵国は、埼玉県全域、東京都全域に、

神奈川県の横浜、川崎地域を加えた広大な範囲で

した（図 18）。「延喜式」の記述によると国の格

は大国です。758 年（天
てんぴょうほうじ

平宝字２年）に今の新座

のところにあった新羅郡が追加になり、全 21 郡

になります。武蔵国分寺の出土瓦からは、この新

羅郡を除く 20 郡分の郡名が入った瓦が見つかっ

図 18　武蔵国

図 19　武蔵国府
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図 20　国衙地区

ています。最終的にはその後葛飾郡が下総国から

編入して、近世には 22 郡になるのですが、古代

はこの 21 郡が武蔵国の範囲です。

　国府についてです（図 19）。国府は律令制のも

と各国に置かれた役所で、今の都道府県庁にあた

ります。行政を執り行うため都から国使が送られ

たのです。武蔵国の国府の場所は、今の大國魂神

社の近隣一帯になります。国府というのはこの大

きなまちの広がりなのです。まず、真ん中にある

のは「国庁」と呼ばれる役所の中枢部で、国司が

政務を執り行うところです。その周りに国衙と呼

ばれる官庁街があり、それ全体を形成するまちの

広がりを「国府」といっています。

　ですから一言で国府といっても、その全体を指

しているのです。今の新宿でいいますと、東京都

庁と副都心の全体を「国府」、東京都庁街が国衙、

都庁のいわゆる知事がいる部分が「国庁」と呼ば

れるところになります。国府の広さは、東西６．

５キロ、南北も約２キロ、１．８キロあります。　

　府中市で大変長い間、調査が進んでいて、今は

もう少し数が増えていますが、4,000 棟を超える

竪穴建物が見つかっています。

　はじめの竪穴建物が作られたのが７世紀末から

８世紀初頭で、その頃にこのまち全体の景観が形

成されました。国衙が建設されたのは８世紀の前

半ではないかと言われており、７世紀第３四半世

紀に作られた東山道武蔵路のほうが先行している

ということです。道路があって、そこからその近

くに国府が造られる。もちろん、道路を通すとき

にどの場所に国府を置くかというのはある程度決

めていたと思うのですけれども、そういった前後

関係があります。

 今、現地に行くと、大國魂神社の東側に国衙地

区の見学施設がありまして（図 20）、2009 年に国

の史跡に指定されました。

　この柱は、当時立っていた柱の位置を示してい

るものです。柱の奥にガラス貼りの建物があり、

柱がガラスに反射し、向こうにも柱が建っている

ような、倍に見えるという相乗効果を狙っている

ようです。よかったらぜひ見てみてください。も

う１つ、府中本町の東側にも、国司館地区が整備

されていますので、ぜひ見てきてください。

　先ほどの話に戻りますと、東の上遺跡から出土

した７世紀第３四半期頃の土器から道路が先につ

くられ、それを基盤とした都市計画がたてられた

ようです。上野・下野を通る東山道の本道の発掘

調査でも大体７世紀後半の土器が出ているので、

この頃にはできていたのだろうと考古学的には想

定しています。

　大きな謎の 1つに、東山道武蔵路はそもそも武

蔵国府の辺りで止まっていたのか、という疑問が

よくあるのですが、結論から言うと、今の段階で

は南につながっていた。つまり、武蔵国府以南も

東海道までつながっていたと見ています。多摩市

の打越山遺跡というところでは、切通し状の東山

道武蔵路の延長が見つかっています。時期的にも

ほぼ合うので、そもそも初めから東山道・東海道

を結ぶ道として東山道武蔵路が計画されたのでは

なかったかと考えられています。

　２つ目の謎について、先ほど５つの駅を経て、

武蔵国に至るという話だったのですが、５つ目の

駅が見つかっていないのです。先ほどの図に戻り

ます（図 16）。新田駅から数えると５個目の駅が

武蔵国府の近くにあったのではないかと言われて

いるのです。具体的に言うと、上の２つは分かっ

ていないのですが、３つ目が「驛長」の墨書土器

が出てきた川越市の八幡前遺跡で、その次が東の

上遺跡、所沢市ですね。約 16 キロごとと想定し

た場合もう１つないと５駅にならないのですね。　　　
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　以前、府中市の郷土の森博物館がリニューアル

したときに行ったら、ここに駅家が想定されてい

ました。つまり、東山道武蔵路沿いの国府の近く

に駅家がもう１つあったのではないかと想定して

います（図 21 左）。

　先ほど言ったように国衙ができるのは道路の後

なので、先にこの駅家があって、そこから東に伸

びる道路を経由して国衙の政庁に行ったのではな

いかということです。確定ではないのですが、実

際に遺構が若干出ていて、５つ目の駅がこの国衙

の近くにあったのではないかと府中市では想定し

ています。郷土の森博物館に行くと、模型があり

図 21　古代武蔵国府

図 22　東山道武蔵路
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ますので、ぜひ見てください。

　国分寺市域に移り、上空から見た東山道武蔵路

です（図 22 左）。武蔵国分寺跡、もとまち公民館、

国分寺街道、武蔵野線などがわかります。広域で

みると多摩川、富士山。東芝の工場を突っ切って

いますけれども……という状態です。

　地図（同図右）で見ると分かりやすいです。武

蔵国府、国分寺の関連遺跡があり、武蔵国府の関

連遺跡があると、東山道は恋ヶ窪谷を渡った後、

国分寺崖線を下って、南下してくる。国衙政庁は

少し離れたところにあるので、武蔵路から東に直

行する道路が、実際に検出されています。こうい

う位置関係で道が出ています。

　発掘された古代道路がどんなものだったかとい

うことを最後におさらいしておきます。（図 23）、

まず直線道路で、ひたすら真っすぐです。

　もちろん、部分的に多少曲がるのですが、直線

道路なのです。これは効率よく、人や馬で物を運

んだり走ったりするのにとても重要です。一般的

には道幅は 12 メートル、都の周辺では最大 24 か

ら 42 メートルと言われています。先ほど言った

伝馬路などは３から６メートルの幅があります。　　

　東山道武蔵路を見ていただければ分かると思い

ますが、真っすぐです。

　都の周辺でこれだけ道路幅が広い理由のひとつ

として、「見栄」があげられます。なぜこのよう

なものを作ったかというと、直線道路で太い、幅

広道路というのはやはり国家の威信を示すのにす

ごく重要な役割を持っていたのです。百聞は一見

に如かずで、直線で幅の広い道路を目にすると、

やはり日本の国はすごいなと思うわけです。中で

も山陽道はさらに道が広くつくられました。なぜ

かというと、外国の使者が通るからです。外国の

使者が通るところだけ太い道にして、しかも、駅

家は藁ぶきではなく、瓦葺です。壁は白く塗って、

立派な駅家を整備していました。これは、外国か

ら来た使者がそれを見て、日本はすごいなと思わ

せるためだと言われています。ほかの道は12メー

トルに対して、太いところだと 20 メートルぐら

いありました。

　もう１つ、広い道路の理由というのは、軍隊の

移動のためです。当時、１個大隊が大体 1,000 人

ぐらいあったと言われていますが、その 1,000 人

の軍隊を移動するのにやはり細い道だと効率が悪

い。韓国の歴史ドラマをよく見る方は分かると思

うのですが、細い道で、丘の上からいきなりガサ

ガサと出てきて、弓矢でえいやと一網打尽にされ

るイメージがあると思うのですが、太い道だとそ

図 23　発掘された古代道路
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ういうことできませんので、軍隊を動かすには防

衛の意味でもすごく効率がいいということです。

　図 24 は国分寺市の地図に発掘調査箇所をプ

ロットしたものです。図が小さくて少し見にくい

のですが、いろいろなところで調査をしているこ

とが分かっていただければと思います。北は東

恋ヶ窪六丁目から、南は西元町三丁目の間で発掘

調査を行っております。この間も、もちろん東山

道武蔵路が通っておりますので、たくさん遺構が

残っているのですが、全てを調査をしているわけ

ではありません。それにしても部分的ではありま

すが、結構な数の調査を行っています。

　初めに、図 25 はＧｏｏｇｌｅから引用した航

空写真、今は整備されている場所がここです。写

真が少し古いので、これは多摩図書館建設時の頃

です。道が真っすぐ伸びており、姿見の池、中央

線があり、今は歩道として整備されていますが、

ここの道が東山道武蔵路、少し離れて歴史公園が

図 24　国分寺市域の東山道武蔵路の調査

図 25　航空写真
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あるという、状況ですね。

　東山道武蔵路の特徴は、道路の両側に１メート

ル程の側溝と呼ばれる溝が掘られています（図

26）。溝の真ん中から反対の溝の真ん中までの距

離が約 12 メートルある。これを今の道路に換算

すると大体４車線分です。なので、２車線、２車

線の対向道路に近い、とても広い幅です。写真を

見てもらうと、道路より東山道のほうが広いのが

わかります。歩道のほうが広いのは何でですかと

聞かれたら、ぜひ昔の古代道路です、12 メート

ルもあったとお答えください。

　側溝の深さはまちまちですが、大体 50 センチ

から１メートルの間ぐらいの深さです。

　側溝の形を上から見てみると、部分的に掘り残

されている部分、上に出っ張っている部分があり、

このような掘り方を土坑連結式といいます。端か

ら順番に掘るのではなくて、Ａさんここ掘ってく

ださい、Ｂさんここ掘ってください、Ｃさんここ

掘ってくださいと、それぞれが掘るのです。

　ＡさんとＢさんの間に残った部分をちょっと掘

り下げる、そうするとこういうところが残る、こ

れが特徴です。土坑を連結した、隣の穴と穴を最

後につなぐのが特徴的ですね。ですから、側溝と

いう名前はついていますが、排水を目的にしてい

ません（図 27）。　　

　このような出っ張りがあったら水が流れないの

で、境界を明示したものです。あくまで官路の範

囲を示したもの、ここからは駅路、特別な任務を

帯びた人、特別な仕事の人以外は入ってはいけま

せんよという境界を示したものです。写真の上に

昔の懐かしい中央線車両も写っていますね。

　側溝の形の特徴は、大体２通りがあります。断

面形状が「逆台形」と呼ばれるものと、「Ｙ字」です。　

　泉町の東山道武蔵路をみますと、側溝に幾つか

特徴があります。これは、ロームブロックの整地

層と呼ばれ、下をできるだけ平らにするために、

側溝を掘った後、土をまた投げ入れて、整地して

いる層が出るという特徴があります。その後、火

山灰や風で散った土など、いろいろなものが自然

に溝にたまります。この土を「自然堆積土」と言

います。この自然堆積土の上に黄色いロームブ

ロックでパックしているという状況も確認されて

います。泉町の場合は、１期、２期、３期、４期

あり、第３期と呼ばれるときには、また側溝を掘

り直しています。

　側溝の断面形状が、逆台形またはＹ字に掘られ

ているというのがこれですね（図 28）。Ｙ字とい

うのは、下が細くなり、上が末広がりのＹ字の形

です。ここにも下層にロームブロックが入ってい

るのです。　　　

　武蔵国分寺跡、217 次で調査したときの写真（図

29）ですが、関東ローム層の茶色い土よりも上層

図 26　平地の東山道武蔵路 1
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図 27　平地の東山道武蔵路２

図 28　平地の東山道武蔵路３

図 29　平地の東山道武蔵路４
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の黒っぽい土で、いわゆる我々が言うⅢｂ層とい

うところから、掘りはじめています。こちらもど

ちちかと言うと、Ｙ字に近いです。これが東山道

の底になります。掘った面より少し上に整地をす

るというのが特徴です。

　国分寺市の地形については、前回の野口先生の

ところにもお話があったと思うのですが、国分寺

崖線と開析谷という２つのものがあります。　古

代の多摩川の流路が削ったこの面は国分寺崖線と

いうのですが、いわゆる恋ヶ窪谷、さんや谷、殿ヶ

谷戸谷と言われるこの谷は崖線とは呼びません。

開析谷といいます。これは、いわゆる水が流路と

して残り、時間をかけて周りとの高低差が生まれ

たことにより谷が形成されたものです。

　もしガイドされるときは、恋ヶ窪谷やさんや谷

は開析谷とご案内いただければと思います。一見、

同じような深さなので分かりにくいのですが、２

つの地形があるということです。図 30 は断面で

す。野川があって、湧水が出ているところなので

すが、谷はそれぞれ独立して形成されていきます。

　今度は東山道武蔵路が、沼地をどういうふうに

攻略したかを恋ヶ窪谷で見てみましょう。ここで

は大変珍しい土木技術が確認されておりまして、

敷
し き そ だ こ う ほ う

粗朶工法と言われる工法を用いた版築道路に

なっています。

　東山道武蔵路は南北方向に通っています。現在

地のプロットをしますと、こちらが調査区と当時

の写真です（図 31・図 32・図 33）。敷
し き そ だ こ う ほ う

粗朶工法

と呼ばれるものは、一番初めに私がお話した「水

城」、大宰府政庁を守る水城というところに使わ

れた技法と同じです。まず沼地に丸太を敷いて粗

朶と呼ばれる葦や木の枝などを木杭で固定しま

す。次に繊維方向を揃えて写真のように丁寧に並

べます。（図 34）、その上に石を敷き詰め、動か

なくして、さらに、関東ローム層の土と黒色土で

交互に版築するといった工法です（図 35）。

　そうすると、こういう土橋状の構造物ができま

す。この上をこのように渡っていたのではないか

と想定しています。

　ここを全部止めてしまいますと水がどんどんあ

ふれていって、土留めより水位が上にいってしま

いますので、一部は水で流して、そこは橋を渡し

ていたのではないかと考えています。

　この粗朶という、木の枝や葦を並べる方法は、

図 30　湿地帯の東山道武蔵路の様相



107107

①

②

③

④

⑤

⑥

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

ジ
ュ
ニ
ア
歴
史
検
定

整
備

１
０
０
周
年
記
念
事
業

図 31　敷粗朶工法による版築道路１ 図 32　敷粗朶工法による版築道路２

図 33　敷粗朶工法による版築道路３

図 35　敷粗朶工法による版築道路５

図 34　敷粗朶工法による版築道路４



108

これは当時の最先端土木技術です。つまり九州の

国防のために使われるような技術が、この東国で

も採用されていたということにとても驚きまし

た。それだけ律令国家というものが、技術や情報

をきちんと中央から地方に伝えていたということ

がこの土木技術を見ても分かると思います。　

　これが沼地の攻略方法です。先ほどお話したよ

うに道路は直進性が重視されますので、よく言わ

れますが山を切り、谷を埋め、とはまさにこのこ

とです。

　次に、斜面にどのように道路をつくったかとい

うお話です。

　泉町２丁目に遺構再生展示施設と呼ばれるもの

があります（図 36）。こちらの模式図（図 37）の

ように、ここは崖を大幅に切り開いて道を通して

います。本来、ここは恋ヶ窪の谷に向かって 12

メートルくらい下っていく地形ですが、このまま

だと人も馬も大変です。そこで、切通し状にする

と傾斜を原地形より緩く上っていくことができま

す。発掘調査ではそういった跡が出ています。実

際、現地へ行っていただくと分かると思います。

　発掘した最終形態の、黄色い剥ぎ取りの標本が

展示してあります。剥ぎ取りでは表現していませ

んが、実はもう一面、硬化面と呼ばれる土が上に

貼ってありました。表面にあるデコボコの上を歩

いていたわけではなくて、その上にちゃんと土を

１尺整地しているのです。その状況がこの図です

（図 37 左下）。ここがもともとの原地形で、さら

にこの薄い黒い層が硬化面です。人がその上を歩

いていたので硬化したと考えられます。

　中央には 30 ～ 50 ㎝のぼこぼこした丸い穴があ

ります。これは波板状圧痕と言われて道路の敷設

の際によく使われる技法です。道路修理の痕跡と

も言われたり、もしくは浸水の施設とも言われて

います。なぜかというと、切通しの道は水が真ん

中を流れ、道路の中央がどんどん削られてしまっ

ていて歩けなくなってしまう。ここの調査で分

かったことは、水が流れやすい中央の部分に穴を

掘った後に、水がしみ込みやすい土を充塡してい

ます。そうすると雨が降ってもスッと大地にしみ

込む。どんどんしみ込む。そのための工法だった

のではないかと思います。これを波板状圧痕と

言っています。遺構再生展示施設を見ると、穴が

見られますが、その中はちゃんと、浸透性の高い

土を入れて、さらにその上を黒い土で埋め、人は

実際には、黒い土の上を歩いていた、というのが

分かっています。ちなみに、これ全部手掘りでや

ります、重機がないので、とんでもなく大変な作

業だったと思います。

　一方で、関東ローム層の地点分析ができるわけ

じゃないので、これは確証はないですが、恐らく

恋ヶ窪谷の沼地の版築に使った土は、切り通した

際に掘って出た土をこっちに持ってきていると思

います。これなら一石二鳥です。

　ここまでが恋ヶ窪谷の部分のお話なのですけれ

ども、一方で、前回野口先生のお話でありました

が、東山道はどのように南側の国分寺崖線を下り

ていったかを見てみましょう。

　これ実は私が 720 次の調査で掘ったのですが、

こちらは自然の地形を利用しています（図 38）。

　どんな自然地形かというと、場所は西元町２丁

目付近。第四小学校を真っすぐ下りて、ここは国

分寺崖線のふもとです。調査をした結果、昔の開

析谷をそのまま利用していたということが分かっ

ています。先ほどの恋ヶ窪谷は人海戦術でたくさ

ん土を掘って、切通しにしていましたが、こちら

は自然の谷を利用しています。

　今現地に行っても分かりにくいのですが、昭和

図 36　斜面地の東山道武蔵路 1
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図 37　土木工事による切通し状道路

図 38　斜面地の東山道武蔵路２

図 39　斜面地の東山道武蔵路３
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28 年の地図 (図 39）にはこの開析谷の地形がしっ

かりと残っています。

　ここには湧水源があり、湧水源由来でこういう

谷が発生するのです。図では、この辺を通ってい

るということが分かっています。古代の人がこの

地形を計算に入れていることに驚きました。

　東山道を通すときに２か所大きな工事をすると

労力倍かかりますから、片方の谷は自然地形を利

用して、もう一方の谷だけ工事をすることにした

のです。相当用意周到な事前準備がなければこう

いうことはできません。綿密な古代道路の計画が

あった上でここを通したというのが分かるわけで

すね。大体、ここは斜度で７．６度なので緩やか

です。先ほど泉町地区のこの切通しのところが大

体 10 度と言われていますので、それに対してす

ごく緩やかな斜度がそもそも自然についていた。　

　そこを狙って道路を通したというのが分かって

いるということです。切通しで 10 度の斜度に対

して、こちらはもうちょっと緩い角度だったとい

うことです。当時の崖線下を調査したときの図面

です（図 40）。面白いことに、道路に側溝がない

のです。水びたしになるような地域だったので、

先ほどの敷粗朶工法とまではいかないのですけれ

ども、礫や瓦を敷いて、すごく硬い地盤を作って

いました。

　図 41 ですね、こういうふうに礫を敷き詰めて

水びたしになってもちゃんと上を歩けるように

しっかりと礫敷の道路を作っているというのがこ

こで分かると思います。

　続いて、ガイドに役立つ小ネタのご紹介。場所

は、泉町から少し南に行ったところの市立歴史公

園です。旧第四小学校があったところなのですが、

ここは平成 18 年に発掘調査をしたときに、なか

なか面白い遺構が出ています。当時の写真です

（図 42）。ここでは第１期と第３期の側溝が出て

いるのですが（図 43）、一つは道路の側溝を壊し

て S1788 という住居跡が出ているのと、道路側溝

の脇で、SX281 という特殊遺構が発見されたもの

です。性格がよく分からない遺構に SX という遺

構記号をつけます。SI というのは住居跡の記号

ですね（図 44）。

　ここで須恵器の坏、お茶碗のような形状の器を

合わせ口にしたものが潰れた状態で出てきたので

す。実際に出てきたのが（図 45）です。　　

　これが道路の脇から出ています。

　当時は潰れた土器が出てきたぞ、ということぐ

らいしか分からなかったのです。いろいろ調べた

ところ、「宇治拾遺物語」という平安時代の書物

に記述にたどりつきました（図 46）。

　安倍晴明のお話を簡単に訳しますと、御堂関白

がある時、お寺に入ろうとしたのですが、飼って

いた犬が袖を引っ張り、お寺に入れないようにす

るわけですよ。これは何か怪しいということで晴

明を呼び、調べさせたところ、何か地面に埋まっ

ていると。地面を掘ってみると、合わせ口にした

土器が出てきた。それはこよりで結んであり、こ

れはどうやらあなたを呪おうとしたもの、それを

犬が呪われないように止めたという物語です。

　平安時代には土器を２つ合わせ口にするという

ものがあったことがこの記述で分かりました。　　　

　出てきた杯は、上と下と口がほぼぴったり合う

須恵器を選んでいます。下の須恵器には〇に「久」

と書かれています。この○に「久」という漢字が

記された出土品は、武蔵国分寺跡ではそれまで類

例がなかったのですが、全国で１件だけ出土例が

ありました。多賀城の山王遺跡という祭祀に関す

る遺跡でこれが出てきたのです。国分寺市教育委

員会でいろいろ調べたのですけれども、どうやら

これは「道
みちあえのまつり

饗祭」という当時の儀式に関連してい

るのではないかということがわかりました。

　「延喜式」などの文献（図 47）を見ますと、平

安京では都の４隅に「八
や ち ま た ひ こ

衢比古」、「八
や ち ま た ひ め

衢比売」、

「久
く な ど

那斗」の３つの神様を祭って、魑魅魍魎とか

鬼とかそういった悪いものが入らないようにする

という儀式を行っていたのが分かっているので

す。今、コロナで大変なことですが、当時天然痘

が流行したときもこの道饗祭が行われていまし

た。それが「続日本紀」に載っています。天平７
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図 40　国分寺崖線下の調査地点

図 41　斜面地の東山道武蔵路４

図 42　東山道武蔵路沿いの祭祀の痕跡１

図 43　東山道武蔵路沿いの祭祀の痕跡２

図 44　祭祀の痕跡か？

図 46　宇治拾遺物語

図 45　久墨書土器〇

図 47　道路の祭り「道饗祭」
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年８月の条、大宰府管内で流行した疫病の拡大を

防ぐために山陽道諸国の国
くにのかみ

守もしくは介
すけ

はひたす

ら斎
さいかい

戒し、道饗祭を行って防ぐように。当時は、

病気も道を通じて入ってくるという考え方だった

のです。鬼や魑魅魍魎、疫病、全部が道を通じて

入ってくる。だから道でこういう儀式をすること

によって、それ以上疫病が拡散しないように行っ

ていた、それが道饗祭なのです。

　さて、ここに出てくる３つの神様の１人に「久

那斗」という神様がいます（図 48）。この神様は、

イザナギノミコトとイザナミノミコトの昔のお話

に出てきます。黄泉の国のお話です。イザナギノ

ミコトが黄泉の国から逃げ帰ってくるとききに、

投げた杖から生じた神様と言われているのです。　

　集落や道の分岐点とかに置いて邪気が入らない

ようにするないようにするという、そういう意味

合いを持った神様なのです。

　つまり、この「久」という字は、久那斗の神様

を表していて、この場所で祭っているものではな

いかと想定しています。

　では、なぜ邪気や悪霊や鬼が来ないようにとい

う儀式をこの場所でやったのかというと、恐らく

はここが武蔵国分寺の境界の北限（図 42）だか

らです。つまり、北からやってきた邪気が、これ

より南にある神聖な武蔵国分寺に入らないよう

に、この場所で祭祀を行ったと想定しています。　

　場所は、西元町２丁目の第四小学校の西側です。　　

　ここが武蔵国分寺の北限、ここから先は神聖な

空間、ここから先に入ってほしくないという思い

が多分込められています。もう一か所、平成７年

に東山道武蔵路を調査した泉町２丁目からも同じ

ようなものが出ているのです（図 49）。これも特

殊遺構の SX13 という土坑から坏が出ているので

す。久那斗の「久」などの墨書はないにしろ、恐

らくこれにはそういった境界での祭祀的な意味が

あったのではないかと思っています。では、なぜ

器なのかというところなのですが、魑魅魍魎はお

なかをすかせてやってくるので、そこにご飯を置

図 48　「久」の意味

図 49　東山道武蔵路沿いの祭祀の痕跡３
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図 50　参道口 1　東山道武蔵路と武蔵国分寺の位置

図 51　参道口２（『古代遺跡を掘る』国分寺市教育委員会 2017 より転載）

いておくと、食べて満足して帰ると考えられてい

た。そういった意味から器の中に食べ物を用意し

て退散させる。文字通り「道餐」。晩餐の「餐」

なのです。この道饗祭により、魑魅魍魎たちが退

散していくのを狙っているのです。ぜひ現地でご

案内いただければと思います。

　もう１つ、武蔵国分寺に関連するところで言い

ますと、東山道武蔵路とは違うのですが、府中市

域のところで、「参道口」というものが出ていま

す（図 50）。これは東山道武蔵路とは別に、武蔵

国府から国分寺に向かうための道路の分岐点のと

ころが調査で出ています。この参道口を真っすぐ

南下すると国衙なのです。国衙の政庁から北上し、

途中、北西に向かって、真っすぐ行くと武蔵国分

寺の僧寺に入ります。

　僧寺の中軸線上に真っすぐ伸びているので、間
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違いなく国分寺に向かうための参道口ということ

が分かっています。

　参道口を上から見ると、Ｙ字に分かれています

が、片方が尼寺の方面へ向かいます（図 51）。も

う一方は僧寺の中枢に向かっているのです。ここ

に門柱状遺構があり、入口に門があったのではな

いかと想定されています。２回建替えがあり、都

合３時期あったと言われています。この門の遺構

の外側に柵列のようなものが見つかっているの

で、柴垣のようなものがあったのではないかと考

えられています。

　現在の参道口は公園になっており、路面標示し

ているので、分かりやすくなっています。参道の

幅は９．９メートルありました。門は冠木門と言

われる、上に横に柱を渡す門だったのではないか

と考えられています（図 52）。その根拠は国宝の

「額田寺伽藍並条里図」という８世紀の中頃の図

に描かれています (図 53)。

　これが国宝の額田寺伽藍並条里図、奈良時代の

もので、国立歴史民俗博物館が所蔵しています。　　

　図 54 が当時の額田寺の絵図を描いたものなの

です。絵図の年代は 756 年を上限として、天平宝

字年間と言われています。ここに冠木門が描かれ

ているのです。したがって、同じような年代のお

寺の道路の入り口にはこういった冠木門があった

のではないかということで、先ほどの武蔵国分寺

の参道口にもこういう門があったのではないかな

と想定します。インターネットで歴民のホーム

ページに行くと実物を写真で見れると思いますの

でよろしかったら見てください。

　武蔵国分寺の変遷のほうに移りたいと思います

（図 55）。

　泉町では４時期の変遷が見つかっているのです

が、最も古い段階は先ほど言ったように７世紀第

３四半期の頃に作られた１期目の道路です。

 幅は 12 メートルで、側溝を伴うというものです。

　先ほどお話したように東山道武蔵路自体は 771

年に、東海道に参入されたことで、官道、駅路と

しての役割を終えるのですが、その後、平安時

代の終わりまで使われ続けていたということが分

かっています。第４期の変遷と断面図を示しなが

ら、大まかな流れをお話します（図 56）。

　まず初めに、第１期（青色）は、両側に側溝を

伴って、この薄い青い部分を道路として使ってい

ました。

 第２期は、先ほど上層に関東ローム層を充塡し

ていると言いましたが、断面図のように第１期に

掘った側溝の上に凹レンズ状に関東ローム層の土

図 52　参道口３
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図 53　参道口４（『古代遺跡を掘る』国分寺市教育委員会 2017 より転載）

図 54　参道口５

図 55　武蔵国分寺と東山道武蔵路の変遷
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を埋めたようです。自然ではなく意図的に埋めて

います。確定はできませんが、771 年の配置替え

によって官道ではなくなったということを示すた

めに、わざわざローム層の土を埋めたという考え

もあります。

 さらに、第３期は道路幅を９メートルにするた

めに新たに側溝を掘り直します。

　第４期は側溝を伴わない、蛇行した道に変わっ

ていきます。時期ごとに丁寧に見ていきます。

　第１期（図 57）は、　12 メートル幅の道路で、

国分寺市内だけではなく、北は埼玉県の所沢市や

坂戸市、南は府中でも見つかっています。

　路で、国分寺市内だけではなく、北は埼玉県の

所沢市や坂戸市、南は府中市でも見つかっていま

す。多摩川を南に渡った対岸の多摩市の打越山遺

跡というところでは切通し状ですが、基本的に東

山道武蔵路はずっと変わらず 12 メートル幅の道

路です。全国的にも大体 12 メートル幅の道路が

駅路として敷設されています。

　第１期の頃は、国分寺市内では集落が見つかっ

ていません。周りに人は住んでいなかったという

ことです。その後道路の両脇に尼寺と僧寺ができ

るので、道と寺院が一体となってつくられたよう

に見えるのですが、道路を作った当時は人里はな

かったという状況です。道路を通すときに重要な

のは湧水です。旅人が喉を潤すために必要な湧水

を意図的に狙って道を通しています。先ほど、国

分寺崖線の地形をどういうふうに通したかという

ところで湧水のお話をしましたが、例えば税とし

て荷物を運んでいる人たちが途中で息絶えては大

変なので、なるべく水にたどり着けるように計画

して道をつくっています。これが第１期です。　　　

　第２期（図 58）は先ほどお話したように側溝

の上層に黄褐色の関東ローム層を充塡して整備補

修を行った時期と言われています。ただ、これは

東山道武蔵路全部に見られるわけではなく、分

かっている限りでは、一番北端は狭山丘陵の八国

山を超えません。（図 59）その南側の小平や東村

山地域ではこの関東ローム層でパックしている状

況は見つかっています。なぜ八国山より北側はそ

図 56　東山道武蔵路の４期の変遷（西国分寺地区）
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図 57　東山道武蔵路の時期区分１

図 58　東山道武蔵路の時期区分２

図 59　東山道武蔵路の時期区分３
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ういったものをやっていないのかはわかっていま

せん。これが第２期です。

　発見された当時は、この上層に充填した関東

ローム層の上面の土が固くしまっているので、こ

の上を道として人が歩いたのではないかと言われ

ていたのですが、どうなのかなということで意見

が分かれているところです。恐らくこれは意図的

に補修や整備をした痕跡だと考えております。

　こちらは国分寺市外の第２期の様子です（図

60）。関東ローム層の土を埋めているのがわかり

ます。

　この第２期の補修の理由については先ほどお話

した八国山の北側では見られないということが一

つのポイントと考えられます。それは、悲田院の

設置にまつわるお話です。「続日本紀」の天長 10

年（833 年）に多摩郡と入間郡の境に、悲田院、

悲田所を設置するという記述があり、それに付随

して道路を再整備したという説もあります。もう

一つは、武蔵国分寺が再建される 845 年の頃に再

整備したのではないかとも考えられています。側

溝内に堆積した土の火山灰を分析すると、９世紀

第３四半期頃との結果も出ています。いつ関東

ローム層で上をパックしたかというのは確定はで

きませんが、恐らく 771 年の東海道の配置替え以

降の何らかの整備段階で実施したと思いますが、

検討を重ねる必要があります。

　続いて第３期です（図 61）。

　第３期は第１期の 12 メートル道路とほぼ重な

るように、９メートルの幅で側溝を新たに掘り直

しています。側溝は 40 センチぐらいの深さしか

なく、浅いです（図 62）。第２期が八国山より南

だったのに対し、第３期の堀り直しはさらに限定

的で今のところ恋ヶ窪谷より南の中央線以南から

しか出ていません。

　つまり切通し状の場所より南側に限定されてい

るのです。第１期から第４期までの変遷が泉町で

は見つかっていますが、ほかの地域では第１期だ

けのところ、第２期のところ、第３期もあるとこ

ろなど、様々ですね。何でこういう状況になって

いるかというと、武蔵国分寺と関係しているので

す。国分寺の再整備等に伴って恐らく道路を敷設

し直していると考えています。

　なぜエリアが限定されているのかというと、こ

の古代道路が武蔵国分寺に出入りするための重要

図 60　東山道武蔵路の時期区分４
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図 61　東山道武蔵路の時期区分５

図 62　東山道武蔵路の時期区分６

図 63　東山道武蔵路の時期区分７
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な役割も果たしていたからでしょう。武蔵国分寺　

跡の附
つけたり

で東山道武蔵路跡が国に史跡に追加指定さ

れたのは、武蔵国分寺を語る上で、東山道武蔵路

が重要な遺構だったからです。

　こちらは、９メートル幅を拡大した部分です（図

62）、12 メートル幅よりも短いですね。第３期は

寺院地北辺から中央線以南までですね。ちなみに

寺院地南辺以南は出ていません。武蔵国分寺に至

るこの北のエリアだけに第３期は限定されていま

す。（図 63）（図 64）もそうですね。

　旧第四小学校の跡地のところも同じです。第１

期と第３期があります。第３期は武蔵国分寺周辺

だけで、恐らく武蔵国分寺の再整備に合わせて

やっていると考えられます。道饗祭の痕跡から出

た土器の年代は 10 世紀後半なので、さらに新し

い時期になります。このことから、第３期に関し

ては、10 世紀の終わりには掘り直した溝も大分

埋まり始めていたのではないかというのが発掘調

査の状況から想定できます。

　第３期の図 65 は、現在の第四小学校の場所に

あたりますが、図のようにたくさんの住居跡や掘

立柱建物跡が出ています。武蔵国分寺が再建され

る９世紀の中頃から 11 世紀にかけてこういった

図 64　東山道武蔵路の時期区分８

建物跡が寺院地の北側で急速に増えます。それま

でこの辺には住居がなく、人が住んでいなかった

のに、再建期以降、たくさんの建物が建てられる

という状況です。この再建期に合わせて第３期の

側溝が作られ、その道の周辺にこういった集落も

築き始められる様子を見ると、第３期の道路の役

割は、単なる古代道路としての役割というよりは、

国分寺に付随する道路、今でいう参道的な役割、

要は国分寺が管理する道路になっているのではな

いかと考えられます。

　最後に、第４期です（図 66）。

　これは先ほどの旧鉄道学園跡地で発掘調査をし

た泉町です。第４期は直進性は失われて、側溝は

なく、ところどころこういう波板状圧痕などの補

修の痕跡等を伴いながら部分的に固い硬化面のあ

る蛇行した道に変わっていくということです。

　10 世紀中頃の土器が近くから出ていることや、

平安時代末の溝に道が壊されているので、第４期

の道はその頃には廃れているという状況が想定さ

れます。

　古代道路の出発点が地方と中央との交通・情報

通信システムでしたので、律令国家が次第に衰退

していくと、スポンサーがいなくなってしまいま
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図 66　東山道武蔵路の時期区分 10

図 65　東山道武蔵路の時期区分９

す。それまでは税の一部として、農作業がないと

きなどに地元の人たちを借り出して道路の補修を

したり、維持管理していたのですが、だんだん貴

族政治が衰退していき、律令国家制度が維持でき

なくなってくると、道路も徐々に廃れていってし

まうのです。その結果、直進性を失ったこのよう

な蛇行した道路になっていきます。

　これが第４期の波板状圧痕と呼ばれているもの

です（図 67）。

　これが泉町地区で見られる第４期の東山道武蔵

路の様相です。第１期の真っすぐな格好いい道路

に対して、このように自然地形に逆らわない、け
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もの道のような道に戻っていってしまう、そう

いった状況です。　

　他の地域の波板状圧痕の検出状況です（図

68）。波板状圧痕自体は先ほどの泉町の部分で出

ていましたが、これは僧尼寺中間地域と呼ばれる、

僧寺と尼寺の間を通っている場所の道路でもたま

に見られます。ただそれはあくまででこぼこした

ところを補修した痕跡であり、道路と断定するに

は難しいです。今でも砂利道で地面に穴に空いて

しまっているところを埋めたりしますが、それと

同じような痕跡は見つかっています。

　いずれにせよ、律令制度の衰退後は古墳時代に

使っていたようないわゆる伝馬路というような道

に次第に変わっていきます。もともと古墳時代の

道というのは、自然地形に逆らわないで、川を回

避したり、山でも通りやすいところを通ったりし

ていたので、人間が手を加えなくても歩きやすい

場所が道になっていました。なので、平安時代の

終わりに向かうにつれて、この第４期のように地

形に沿った道に徐々に付け替えられていきます。

図 67　東山道武蔵路の時期区分 11

　中世の道はどのような道かというと、市内に伝

鎌倉街道があると思うのですが、これは実はこの

辺りではめずらしく大規模に切通しにしているの

です。国分寺崖線を大規模に切り開いて道を通し

ています。ここは鎌倉街道の中でも上ツ道と呼

ばれる道です（図 69）（図 70）。切通しは現地で

120 メートルほどが残っています。

　東山道武蔵路は平安時代の終わり頃になると、

ほぼほぼ忘れ去られてしまい、使われなくなりま

した。鎌倉時代に入ると、鎌倉街道のようなもの

が新たに付け替えられて、人々はそちらを使うよ

うになるのです。直進性道路は失われて、こういっ

た道に中世になると変わっていきます。

　昔の鎌倉街道、昭和 33 年はこんな感じ（図

71）でした。

　伝鎌倉街道は、今でこそアスファルトで舗装し

ていますが、切通しの両側に木が生えているよう

なこういう状況でした。今、大河ドラマで大変人

気があるようで、いろいろな方がまち歩きで訪れ

ています。
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図 68　東山道武蔵路の時期区分 12 図 69　伝鎌倉街道

図 70

図 71　鎌倉街道概念図
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　図 72、伝鎌倉街道の切通しの西側には、伝祥

應寺跡、東側には塚跡があります。鎌倉街道は尼

寺の伽藍地を貫いているので、この道が通ってい

た時期には尼寺はすでに衰退しきっていたという

のが分かります。伽藍の中を道が貫いていますか

らね。この鎌倉街道以外にも周辺に中世の遺構が

幾つか見つかっており、この道路を通すためにも

いろいろな道路工法が使われていたのが分かって

います。

　本日はここまでのご案内になります。ご清聴あ

りがとうございました。

図 72
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④ 古代武蔵国分寺の伽藍－今日的理解に至った経緯－

国分寺市教育委員会ふるさと文化財課史跡係長　依田亮一

　令和４年は武蔵国分寺跡が国の史跡に指定され

て 100 周年の節目を迎え、国分寺市では様々な記

念行事を開催しておりますが、本講座の第４回目

は、これまでの長い調査・研究の歴史を振り返り

ながら、古代武蔵国分寺の伽藍配置の捉え方が、

どのような経緯をたどりながら今日的な理解に

至ってきたのか、お話したいと思います。

１．古代武蔵国分寺のカタチ

　図１をご覧ください。武蔵国分寺の伽藍は東側

に僧寺、西側に尼寺が並び、その間を古代官道で

ある東山道武蔵路が南北に縦貫しています。そし

て、僧寺・尼寺の双方に建っていた堂舎とその規

模は、次に述べるような特徴を備えています。

　まず、僧寺は、①講堂－金堂－中門－南門が南

北一列に中軸線を揃えて並び建ち、②その中軸線

の東側には鐘楼と東僧坊が、対する西側には経蔵

と西僧房がシンメトリーに建っています。③これ

らの建物を中門から両翼に延びる掘立柱塀（後に

築地塀に建て替え）と大小複数の溝で囲い、遮蔽

された内側の東西約 156 ｍ×南北約 132 ｍの範囲

を「伽藍中枢部」と呼称しています。そして、④「伽

藍中枢部」の外側南東で、金堂から約 200 ｍもの

距離を隔てた位置に七重塔が建ち、⑤「伽藍中枢

部」と七重塔、金堂・講堂の中軸線北側延長線上

に建つ礎石建物（北方建物）と国分寺崖線、麓の

湧水群を東西 356 ～ 384 ｍ×南北 365 ～ 428 ｍに

わたって溝で囲んでいますが、その範囲を「伽藍

図１　武蔵国分寺の伽藍配置
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地」と呼び、⑥「伽藍地」のさらに外側にも東西

約 626 ～ 716 ｍ×南北 536 ～ 582 ｍの範囲を溝で

囲繞した「寺院地」が広がっています。「寺院地」

の西端は東山道武蔵路に接し、⑦金堂・講堂の中

心から南へ約 500 ｍの中軸線上には、武蔵国府へ

続く参道口があり、参道上には門も建っています。

　一方の尼寺は、①僧寺「伽藍中枢部」から南西

方向へ約 500 ｍ離れた場所に占地し、②尼坊－（講

堂？）－金堂－中門が南北の中軸線に沿って並び、

③中軸線の東側には鐘楼、西側に経蔵が想定され、

④これらの建物を中門から両翼に延びる掘立柱塀

と溝で囲んでいますが、その東西約 88 ｍ×南北

約 123 ｍにおよぶ遮蔽した範囲を「中枢部」と呼

び、⑤さらに「中枢部」の外側にも一回り広い範

囲（東西約 150 ｍ×南北約 160 ｍ以上）を溝で囲

む「伽藍地」があり、「伽藍地」の南辺中央付近

に南門の存在が想定されています。

　以上が古代武蔵国分寺の伽藍の特徴（＝カタチ）

ですが、これが一般的な国分寺のあり方なのかど

うかを探る意味で、関東地方を中心とした他国の

図２　上野・下野・常陸国分寺の伽藍配置

図３　上総・下総国分寺の伽藍配置
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図４　甲斐・相模国分寺の伽藍配置

金堂を繋いだ廻廊の内側で右手方向に塔を置きま

すので上総に近く、一方の相模は左に塔、右に金

堂、その奥に講堂を置く点で下総に近似していま

すが、中門と講堂を廻廊で結んで、金堂ではなく

講堂に廻廊が取り付いている点では、独特の伽藍

配置をしている印象があります。

　図５は高校生向け社会科教科書の副読本で、山

川出版社『詳説日本史図録』に掲載されている伽

藍配置の変遷図です。日本で一番古いお寺と言わ

れていますのは、奈良県明日香市にある蘇我馬子

が氏寺として建てた飛鳥寺ですが、それにやや遅

れて聖徳太子ゆかりの四天王寺や法隆寺があり、

これらは６世紀末から７世紀初頭頃に創建されま

した。さらに大化の改新後、天武天皇が后（後の

持統天皇）の病気平癒を祈願して建てたと伝わる

薬師寺が７世紀後半、そして聖武天皇ゆかりの国

分寺総本山にあたる東大寺ですとか、元々は文武

天皇が藤原京に建てた大官大寺が遷都に伴って平

城京へ移転してきた大安寺などは奈良時代を代表

する寺院です。こうした中央の大寺院に倣って地

方の古代寺院には様々な伽藍があり、伽藍配置は

その時々の仏教思想の影響が現われているとも言

われますが、大雑把に伽藍の時代的な移り変わり

国分寺の事例を比較してみてみましょう（図２～

４）。まず、図２は現在の北関東地方にあたる上

野・下野・常陸国分寺をお示ししました。一見し

て規模ですとか、僧寺と尼寺の位置関係、金堂・

講堂・塔・中門といった主要な建物配置が違う、

ということがおわかりいただけるかと思います。

例えば、上野・下野では西側に僧寺、東側に尼寺

を配しますが、常陸は僧寺が南東、尼寺が北西に

あります。建物に注目すると、どこも中門と金堂

を廻廊で結んで、その北側に講堂を置いています

が、塔は上野では廻廊の西、下野と常陸は廻廊の

東側にあり、廻廊との距離をみると下野では近接

し、常陸は 100 ｍ以上も離れた位置に建っていま

す。

　図３は現在の千葉県域に含まれる下総・上総国

分寺の伽藍配置です。下総は東に僧寺、西に尼寺

を置く点では武蔵と一緒ですが、上総はその逆で

す。建物配置は、下総の場合、左に塔・右に金堂、

その奥に講堂を置きます。しかし、上総は中門と

金堂を廻廊で繋ぐ点で下野・上野・常陸と一緒で

すが、この廻廊の内側に塔を取り込んでいます。

　図４は、どちらも南側に僧寺、北側に尼寺を配

する甲斐と相模国分寺の事例です。甲斐は中門と



128

はともかく、奈良・平安時代に大きな伽藍を誇っ

た古代の武蔵国分寺は、いつしか後世に姿形を大

きく変えていきました。それは、江戸時代に当時

の国分寺村を訪れた多くの知識人たちが、往昔の

寺院跡を偲ぶ様子を書き記した書物のなかから読

み取ることができます。つまり、今から約 200 年

前には、さきに紹介したような古代武蔵国分寺の

カタチや、伽藍を構成する個々の建物が認識され

ていた訳ではありませんでした。

２．近世地誌類にみる古代武蔵国分寺のイメージ

　　～約 200 年前の伽藍認識～

　江戸時代後期には国学の影響もあって全国で地

誌編さんが盛んとなり、多摩地域にも多くの地誌

が知られています。ここでは、代表的なところで

『新編武蔵風土記稿』、『江戸名所図会』、『武蔵名

勝図会』の３冊に着目しながら、当時の人たちが

古代の武蔵国分寺をどのように捉えていたか、そ

れぞれの内容を見ておきたいと思います。

　まず、江戸幕府直轄の教学施設でありました

昌
しょうへいざか

平坂学問所が文政 13 年（1830）頃に完成させ

たと伝わる『新編武蔵風土記稿』ですが（図６）、「国

分寺村」の項を開きますと、村内に所在する寺院

として国分寺・薬師堂・仁王門・寶塔蹟の４つを

掲げています。そこには、今（文政年間）の国分

図５　伽藍配置の変遷と関東近国の国分寺

をみますと、初期には中門・塔・金堂・講堂が南

北に並列していたものが、塔と金堂が横並びとな

り、そして塔だけが中門と金堂を繋ぐ廻廊の外側

へと離れていく傾向が読み取れます。これを先に

みてきた近国の国分寺の事例に照らすと、総本山

の東大寺を模した伽藍というのは意外にも無いよ

うで、下総と相模は法隆寺式に似ています。上

野・下野・常陸・武蔵は明確に合致する中央寺院

の伽藍は見当たりませんが、敢えて近いタイプを

見出すとすれば、中門と金堂を結ぶ廻廊の外側に

塔を配置している点で大安寺式ともいえるでしょ

うか。その一方で、廻廊の内側に塔を置く上総や

甲斐は薬師寺式に近しく、武蔵に比べるとやや古

そうな印象にも映ります。いずれにせよ、国分寺

の伽藍配置は全体的な統一性に欠けるということ

は明らかだと思われます。

　さて、国分寺は、天平 13 年 (741) に聖武天皇

が発布した詔に基づいて鎮護国家を目的として造

営された寺院ですが、全国の国分寺を見渡しても

天平時代の伽藍がそのまま今日まで残っていると

ころはありません。武蔵国分寺の場合、江戸時代

の縁起（医王山縁起）によると、元弘３年 (1333)

に新田義貞が鎌倉幕府と繰り広げた分倍河原の合

戦で戦火を蒙って全焼したことが伝わっています

が、この伝承が歴史的事実を反映しているか否か

〔図の〕出典は『詳説日本史図録』山川出版社より
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図６　新編武蔵風土記稿

寺には建物は一棟しかないけれども、昔の堂塔伽

藍は遺跡と化して、僅かに畑のなかに残っている

こと、薬師堂は昔の堂舎の跡の上に建っているこ

と、国分寺から約 100 ｍ離れた南方の畑にある大

きな平石は昔の七層塔の心礎のようだけれど、本

来の位置を留めているのか、あるいは他所から移

動して持ってきたものかは判断できない、といっ

たことを述べています。

　二つ目の『江戸名所図会』は、神田の町名主で

あった斎藤月
げっしん

岑が天保７年（1836）に発行した一

種の観光ガイドブックで、国分寺の遺跡に関わる

記述として仁王門と七重塔について触れています

（図７）。今日、僧寺の中門あるいは南門に比定し

ている場所に該当するのか詳細はわかりません

が、寺の南方の畑にある礎石は仁王門の旧跡であ

るといい、さらに寺の東南には穴の開いた六角形

の礎石があって、これは『新編武蔵風土記稿』の

記述と同様に層塔の旧跡であるとして紹介してい

図７　江戸名所図会
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ます。

　三つ目の『武蔵名勝図会』は、八王子千人同心

組頭の植田孟
もうしん

縉が文政６年（1823）に発行したも

ので、古代の武蔵国分寺に関しては、国分寺伽藍

跡、七層大塔趾、大塔心柱礎、往古三仏堂跡、薬

師堂、法華寺趾の６項目を立て、さきの２冊に比

ると詳細な記述を残しています（図８・９）。要

点をかいつまんで見ていきましょう。

　まず、「国分寺伽藍跡」は二カ所にあることを

指摘しています。この「国分寺伽藍跡」は、今で

いうところの僧寺を指していると思われますが、

一つは丘（国分寺崖線）の上にある「薬師堂」付

近です。この場所は、丈六の釈迦如来と丈二の薬

師・阿弥陀如来を祀っていた「往古三仏堂」、す

なわち天平年間に建てられた金堂の跡であろうと

推定し、その大きさは、現存している礎石の配列

状況から四間×七間の建物として復元していま

す。もう一つは、丘を下りた南方の畑に大きな礎

図８　武蔵名勝図会（１）

図９　　武蔵名勝図会（２）
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石が点在している一帯で（おそらく、今の金堂・

講堂付近）、これらの大石は固着していて動かす

ことが困難なため、上古の国分寺伽藍跡であろう

と伝えています。

　また、この付近と同じような古瓦が出土する西

方の地には、府中六所宮の鉄仏が昔掘り出された

場所があり、「法華寺趾」すなわち尼寺の旧跡で

あろうと示唆しています。この鉄仏は、国の重要

文化財に指定されている鉄造阿弥陀如来坐像で、

現在は府中市の善明寺に安置されていますが、『武

蔵名勝図絵』編さん時の文政年間当時は、六所宮

すなわち大國魂神社にありました。なお、尼寺跡

の比定地については、橘樹郡野川村（川崎市宮前

区野川）の影
ようごうじ

向寺に充てて考える先行学説もある

ことを付記しています。一方で、国分寺の南東約

200 ｍ離れた畑の傍には「七層大塔趾」があり、

そこには深さ 90cm、直径 30cm の「大塔心柱礎」

が見えていることを記しています。現地には礎石

しか残っていないのに、「七層」の「塔」跡だと

認識していることは注目されます。

　これらの地誌類の記述から、今から約 200 年前

の江戸時代後期の人々が思い描いた古代の武蔵国

分寺は、国分寺からみて南東へ離れた場所に七層

塔跡が存在し、穴の開いた大きな礎石は塔の心礎

であったこと、薬師堂付近は伽藍の中心地で金堂

跡に想定されていたこと、丘（国分寺崖線）下の

畑に分布する礎石群も伽藍の跡で、特に仁王門の

前身となる門の跡であること、西方の国分寺村黒

鉄の地は川崎市の影向寺とともに、尼寺候補地の

一つであること、が認識されていた様子を、まず

は押さえておきたいと思います。

３．明治・大正時代の調査・研究

　　～ 100 年前の史蹟指定時における伽藍認識～

　さて、文明開化による欧化主義や廃仏毀釈の風

潮が進行していた明治時代初期の日本では、それ

までの伝統的な文化や価値観が軽視され、社寺の

財宝や建造物など数多くの文化財が消失・破壊の

危機に直面しましたが、御雇い外国人教師として

東京大学に赴任していたアーネスト・フェノロサ

や助手の岡倉天心たちは日本の古美術保存の必要

性を強く訴え、社寺・古文書・絵画・彫刻・工芸

品・書跡等の調査を積極的に推し進めました。

　その後、明治 22 年（1889）に上野で帝室博物

館が開館し、８年後の 30 年には文化財保護の原

型法となる「古社寺保存法」が制定されると、33

年には帝国古蹟取調会という組織が立ち上がり、

主として天皇や忠臣義士関係の史蹟を中心に、そ

の顕彰活動を通じながら国威の発揚や人心教化が

進められました。この帝国古蹟取調会は全国的な

史蹟の調査保存団体でもありまして、会が発行す

る会誌『古蹟』には、後に国の指定文化財となっ

ていく数多くの記念物が紹介されています。

　その一つ、明治 36 年（1903）刊行の『古蹟』

第二巻第二號に、当時文部省の図書審査官であり

ました重
しげたていいち

田定一が「武蔵国分僧寺の廃址（圖入）」

という論文を寄稿しています。重田は同年１月

25 日、東京帝国大学の柴
しばたじょうえ

田常恵（後、内務省・

文部省嘱託）と一緒に国分寺村を訪問し、仁王門

南方の畑に点在する 68 個の礎石を「近きものは

尺度」、「遠きものは測歩」で測量図を作成し、礎

石の分布状況を整理・観察して具体的な堂舎の存

在を考えました（図 10 左）。これによると、「南

門」・「金堂」・「講堂」・「北門」が南から北へ一列

に並び、その西側に「僧房」、「南門」から東へ離

れたところに「鼓楼・鐘楼」と「七重塔」が描か

れています。冒頭にみた伽藍配置の今日的理解と

比べますと、重田が「北門」を想定する場所は、

現在考古学的な裏付けはとれていないのですが、

「南門」を想定する場所は中門、「鼓楼・鐘楼」を

想定する場所は塔跡２にそれぞれ該当します。堂

舎の考え方は今日的理解と部分的には異なります

が、国分寺崖線下に点在する礎石の分布状況を丹

念に測量して、門と金堂・講堂が南北一列に建ち

並び、塔が東へ離れた位置に建っている、という

伽藍景観を復原したはじめての研究成果でした。

　その後、大正時代に入ると紋章学者として著名

な考古学者の沼田頼
らいすけ

輔が重田説に異を唱えます。
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図 10　重田定一・柴田常恵・沼田頼輔が想定した伽藍配置図

武蔵国分寺の文字瓦研究も進めていた沼田は、大

正７年（1918）に『武蔵野』第一巻第一号で「武

蔵国分寺遺蹟考」と題する論文を発表し、国分寺

伽藍の原型を法隆寺と大安寺の大きく二つの系統

に分けて捉えたうえで、法隆寺の形式を踏襲する

相模国分寺は国分寺の中でも比較的古く、武蔵・

常陸・下野国分寺は大安寺の形式に基づいたもの

であると評価しました。また、重田らの礎石分布

調査は、近世の地誌類で金堂跡に比定されてきた

薬師堂付近までを対象に含めていないため成果は

不十分であるとしながらも、重田説の南門は「中

門」であり、本来の南門は「中門」のさらに南方

に存在することを予測しました（図 10 右）。さら

に「中門」と「講堂」は「廻廊」で繋げ、廻廊上

の東と西にそれぞれ「鐘楼」と「鼓楼」が乗り、

そして廻廊の外側には「三面僧房・浴室・厨房（食

堂）」を配置し、「塔」は大安寺の如く単独に離れ

て占地するという伽藍配置案を復原しました。「廻

廊」は後の発掘調査で存在を否定されますが、「中

門」と「南門」の位置関係は今日的な理解に繋が

る見解を示したことになります。

　さて、日本の美術工芸品は「古社寺保存法」に

よって保護が図られてきた一方で、国土の開発に

よって史跡や天然紀年物の破壊が進んでいる現状

を憂慮して、沼田論考公表後の翌大正８年には「史

蹟名勝天然紀年物保存法」が施行されました。こ

の法律は、内務大臣が指定する史跡・名勝・天然

紀年物に対して現状変更行為に一定の制限をかけ

ることで、国が文化財保護の方策を講じることを

目的としたものですが、法律の施行を受けて当時

の東京府は府下に所在する史跡等の実地調査を各

地で行い、大正 12 年（1923）から昭和 13 年（1938）

までの約 15 年間に一連の調査成果を『東京府史

蹟勝地調査報告書』（全 14 冊）として刊行してい

ます。

　じつは、その第一冊目となる報告書では「武蔵

国分寺址の調査」が取り上げられ、当時の国分寺

跡に関する総合的な調査・研究成果が、府の嘱託

職員であった稲村坦
たんげん

元と後藤守
しゅいち

一の二人によって

沿革・遺址・遺物の３章にわたる構成立てでまと

められました（稲村他 1923）。このうち稲村が著

した「第二、遺址」の項から、100 年前の当時、

遺跡をどのように捉えていたのかを見てみたいと

思います（図 11）。

図 10　重田定一・柴田常恵および沼田頼輔が想定した伽藍配置
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図 11　『東京府史蹟勝地調査報告書』第一冊「武蔵国分寺址の調査」（左：表紙、右：目次構成）

図 12　礎石分布から想定した伽藍
　　　　　　（稲村他 1923 をもとにトレース）

図 13　史蹟推定区域
　　　　（稲村他 1923 をもとに加筆トレース）

　まず、現地に残る礎石の表面観察から、先の『新

編武蔵風土記稿』では、塔の心礎は後世に動いた

可能性を示唆していましたが、心礎をはじめ幾つ

かの礎石は極めて安定して据わっている状況を確

認しました。そのうえで、奈良時代に創建された

中央寺院の諸堂配置を参考にしながら、金堂・講

堂・僧坊・大門等の位置は推定出来るとし、国分

寺は専ら国家の安寧を祈祷する道場であることか

ら、南大門の正面に金堂、背後に講堂を置き、そ

の側に僧房と廻廊が存在したであろうことを指摘

しています（図 12）。

　また、国分寺崖線上の薬師堂周辺に点在する礎

石群は、後世に崖下から移動・運搬されたもので

あろうとして、これまではあまり注意が注がれて

こなかったのですが、少なくとも二棟以上の建物

が存在し（図 13 の「北院」）、また国分寺の主要

な堂舎は崖下の平地にあって、一部は崖線の上に

もおよんでいたことを予測しました。

　そして、薬師堂の西方数百メートル離れた崖線

上の「金佛堂」と呼ばれるあたり（現在の伝祥応

寺跡）にも礎石が数個あり、これまでの学者は全

く注意を払ってこなかったけれども、今回実地調

査した結果からは国分寺創建期の遺跡として考え

られるとし、さらに南崖下の平地で「鐘撞堂」と

呼ばれるあたり（現在の尼寺金堂跡）にも礎石と

瓦片が散在し、これらの付近一帯には数棟の建物

金佛堂

鐘撞堂
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図 14　太田静六による遺跡の捉え方（太田 1938 をもとにトレース）

４．昭和時代の調査・研究

　　～様々な伽藍復元案と発掘調査の成果～

（１）建築学者の太田静六による伽藍復元

　その後、昭和 10 年代に入ると後に九州大学名

誉教授となった太田静六が、礎石や瓦を中心とし

た従来からの考古学的なアプローチではなく、建

築学的な観点から国分寺創建当時の伽藍規模を検

討しました（太田 1935・38）。

　太田は、まず遺跡の範囲を段丘斜面を挟んで上

下両段に広がる東西六・五町、南北五町余の規模

として捉え、これを「中院」・「塔院」・「北院」・「西

院」という仮称区分でゾーニングし、さらに「西

院」は斜面上下の二箇所に細分して、丘上にある

北側は「金佛堂」、南側の低い地は「鐘撞堂」と

地元住人が呼称していることを紹介します。先の

東京府の調査で西院は僧寺の付属院としていまし

たが、太田は「西院」のうち「金佛堂」を尼寺の

重要な候補地であろうと推察しました（図 14）。

　そのうえで、僧寺伽藍の特徴としては甚だ大規

模で、かつ完備した唐式伽藍配置を保ち、主要伽

藍は南北一直線上に整然と配置されて、「南大門」

を潜ると右手に「東塔」を仰ぎ、正面には「中門」

がみえ、門の左右からは「回廊」が起って「金堂」

が存在していただろう、と述べています。

　以上のような所見を踏まえながら、大正９年 10

月 18・27・29 日、11 月７日に内務省史蹟名勝天然

記念物保存調査員や東京府嘱託の高橋源一郎らと遺

跡を踏査して、国分寺の遺跡は字前野（現在の僧寺

金堂～七重塔あたり）の国分寺崖線下の一段低い平

地部分だけではなく、字黒鐵（現在の尼寺金堂あた

り）や、さらには国分寺崖線上の高台にある薬師堂

付近にまでおよんで、従来から様々な学者が示して

きた範囲よりも頗る広く捉えられる、と評価しまし

た。その結果、「史蹟名勝天然紀念保存法」に基づ

いて国の史蹟に指定する区域は、小字前野・黒鐵の

平地から丘の上にも広げ、その中を①大塔、②金

堂・講堂・僧房、③大門、④北院、⑤西院の、大ざっ

ぱに５箇所に区分することが穏当だとしました（図

13）。なお、『武蔵名勝図会』でも指摘されていた黒

鐘の地を尼寺と見立てる可能性については「確たる

根拠が乏しい」として、国分寺附属の一院（西院）

として位置づけしました。要するに、武蔵国分寺跡

が国の史蹟に指定された 100 年前当時は、現在の僧

尼寺全体を「僧寺」として捉え、金堂・講堂・僧房

のある中核エリアの北側と西側に付属院を想定し、

「尼寺」の存在は明確ではありませんでした。
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図 15　太田静六による伽藍復元図（太田 1935 をもとにトレース）

に連なる。「金堂」の背後には「講堂」が聳え、そ

の間左に「鐘楼」、右に「経蔵」を配し、さらにそ

の外側には「東西両室（僧房）」がある伽藍配置案

を復元しました（図 15）。

　太田によると、全国の国分寺の伽藍配置は一定の

規則はなく、四天王寺式・東大寺式の実例もないけ

れども、法隆寺式・薬師寺式・興福寺式に倣う例は

あるといい、そのなかで廻廊内には建物を建てず、

東塔を一基、廻廊の外へ建立した形式である興福寺

式が最も多く、武蔵国分寺はその最も壮大にして

完備した代表例であるとして評価をしました。

（２）仏教史学者の石村喜英による伽藍復元

　昭和 35 年に、仏教史学者として知られる石村

喜英は、それまでに公表してきた数々の論考を編

みなおして、大著『武蔵国分寺の研究』（明善堂

書店）を上梓しました。そこでは、東京府の調査

報告書発刊以降に「検出資料も極めて豊富となり、
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図 17　石村喜英による礎石・古瓦の分布図（石村 1960 をもとに加筆）

図 16　石村喜英作図の僧尼両寺伽藍推定図（石村 1960 をもとにトレース）



137

①

②

③

④

⑤

⑥

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

ジ
ュ
ニ
ア
歴
史
検
定

整
備

１
０
０
周
年
記
念
事
業

従来の諸研究では、武蔵国分寺研究は必ずしも充

分なものとはいい難いものが認められるに至っ

た」（同書）として、①創建、②変遷史、③遺跡

の研究、④古瓦の研究、⑤遺物の研究、⑥武蔵国

分寺研究史考、の全６章の項目立てからなる総合

的な研究を行いました。同書「第三章　遺跡の研

究」によると、武蔵国分寺の伽藍を次のように捉

えています。

　僧寺尼寺を通じて伽藍址のなかで現在でも存在

が明確となっているという建物は、図 16 に示し

たように僧寺が 16 宇、尼寺が２宇の合計 18 宇を

数え、この他にも現在では隕滅している建物が２

つ想定されています。このうち、回廊の南東外に

描かれている「(1) ？」は地表下ほぼ一尺、僧寺

回廊址の西方に単独で離れて建つ「(2) ？」も同

じく地表下に赤土を突き固めた土壇址があって、

「(1) ？」は東西方向に長い長方形を呈する建物

としています。２つの建物は、性格や規模、名称

図 18　石村喜英作図　尼寺伽藍推定図
　　　（石村 1960 をもとにトレース）

を与えることは出来ないけれど、どちらも雑
ざっしゃ

舎で、

この他にも同様の建物がさらに発見される可能性

はあり、全体として極めて壮大な規模をもつ国分

寺であったと復元しています（同書 96 頁）。なお、

この２箇所の土壇址は、現在もまだ考古学的な確

証が得られてはおりません。また、図 16 の前提

として、礎石・古瓦の分布状況を石村自身が再調

査しており、その結果が図 17 に示されています

が、先の稲村担元による分布図（図 13）に比べ、

瓦の分布がより広い範囲で捉えられています。さ

らに、尼寺については図 18 のとおり伽藍を示し

ていますが、詳細は後ほどご紹介いたします。

（３）発掘調査に基づく伽藍・寺域の確定

①市内における初期の発掘調査

　これまでは、礎石や瓦の分布調査やその調査に

基づく建築学的な考察、さらには現地形の地表面

観察を主眼に行われた調査・研究が中心でしたが、

ここからは遺跡の考古学的な発掘調査に話題を変

えたいと思います。

　まず、国分寺市内で行われた初期の発掘調査に

ついて少し触れておきます。昭和 61 年に発行さ

れました『国分寺市史 上巻』によりますと、市

内初の発掘調査は、おそらく昭和 12 年 (1937) に

東京帝室博物館の後藤守一が恋ヶ窪遺跡で発見し

た縄文時代の敷石住居跡だろうと思われます。後

藤は先ほどお話しましたが、大正 12 年に東京府

が刊行した『史蹟勝地調査報告書』で出土遺物、

特に瓦塼をまとめた人物です。恋ヶ窪遺跡の調査

で、市内に縄文時代の集落跡があることが判明し

ました。そして、戦後の昭和 22 年 (1947)1 月に

は都立国立高校考古学研究会や塩野半十郎らも

恋ヶ窪遺跡を、翌 23 年 4 月に学習院大学の市川

健二郎が羽根沢遺跡（現日立中央研究所内）で縄

文時代の住居跡を発見していくことに繋がってい

きます。さらにその翌年にも、国分寺住職の星野

亮勝が多喜窪遺跡で縄文時代の竪穴住居を調査し

ますが、この住居から出土した勝坂式土器や石器

類は昭和 50 年に国重要文化財の指定を受け、現
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写真１　多喜窪遺跡で発見された古代の竪穴住居跡（昭和 24 年頃）

写真３　多喜窪遺跡の発掘調査風景（昭和 24 年頃）

写真２　甲野勇

（写真１～４　画像提供：くにたち市郷土文化館）

図 19　昭和 31 年の甲野勇調査地点（国分寺薬師堂西）

写真４　薬師堂西側の発掘調査風景（昭和 31 年頃）

写真５　国分寺市重要史跡土師竪穴住居跡
2022 年筆者撮影
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写真８　金堂雨落石敷調査風景

写真７　鍬入れ式

写真６　日本考古学協会による金堂・講堂の発掘調査

②国指定史跡地内での発掘調査

　その調査と並行して昭和 31・33 年には石田茂

作を代表者とする日本考古学協会仏教遺跡調査特

別委員会が、国指定史跡地内で僧寺金堂・講堂、

中門東側の塀や溝といった区画施設、南門等を対

象に発掘調査を行い、寺院遺構が良好に残ってい

ることを確認しました（図 20・写真６～８）。そ

の後、昭和 39 ～ 44 年にも早稲田大学の滝口宏を

団長とする調査組織が僧寺金堂・講堂の再調査、

中門および中門西側の区画施設、鐘楼、七重塔、

北方建物、伽藍地区画溝、南大門推定地の南方、

尼寺（金堂・尼坊）、伝祥応寺跡、塚を対象とし

て精力的に学術調査を展開し、史跡を構成する主

要な伽藍建物の詳細を次々と解明していきました

（同図・写真９～ 15）。こうした調査成果を継承

して市では、昭和 49 年に武蔵国分寺跡遺跡調査

会（現在の国分寺市遺跡調査会）を組織し、市立

第四中学校建設に伴う発掘調査（武蔵国分寺跡第

１次調査）以降、開発に伴う事前の発掘調査・学

術調査・史跡整備のための確認調査を現在も継続

して実施中です。昭和 60 年頃までの調査成果は

『国分寺市史　上巻』でまとめられていますので、

ご興味がある方はご覧ください（福田 1985）。因

みに、令和４年８月現在で市内の発掘調査地点は

約 780 箇所以上を数え、武蔵国分寺に関連する遺

跡も南に接する府中市域にも広がりますが、府中

市栄町三丁目の都営住宅建設に伴う発掘調査では

国分寺の参道口（道路・門柱状遺構等）が見つかり、

平成 17 年には国史跡として指定されています。

③滝口宏の学術調査と伽藍・寺域の確定

　さて、昭和 39 年度以降、武蔵国分寺の発掘調

査を主導してきた滝口宏によって、伽藍・寺域の

様相が整理されていきました。

　一つは、西院址中心伽藍の解明です。かつて「鐘

撞堂」と呼ばれた一帯では、国指定史跡地であっ

たにも関わらず、突如、宅地開発により掘削・切

土工事が行われてしまいました。そこで、滝口ら

が緊急調査を行い、東西 80 尺×南北 60 尺の掘り

在は東京国立博物館で公開されています。

　多喜窪遺跡は薬師堂西方の国分寺崖線上に立地

する遺跡ですが、星野亮勝が調査した同年に、都

立国立高校の松井新一と国立音楽大学の甲野勇ら

も近くで奈良・平安時代の竪穴住居を発掘調査で

発見しました。国分寺の北西側の台地上に、当時

の庶民たちが暮らした集落跡が存在することを明

らかにしたわけです（写真１～３）。さらに昭和

31 年 (1956) にも、再び甲野は薬師堂西脇で竪穴

住居４軒と大きな堀跡を調査しますが、これによ

り薬師堂の下部には古代の堀が走っていることも

判明しました。なお、検出した住居の１軒（竪穴

２）は昭和 39 年 1 月 15 日に市の重要史跡として

文化財指定されました（図 19、写真４・５）。奈良・

平安時代の竪穴住居は、現在までに武蔵国分寺関

連遺跡から約 700 棟以上見つかっています。
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図 20　武蔵国分寺跡周辺で戦後～昭和 40 年代前半頃までに行われた発掘調査地点

込み地業を伴う基壇版築を確認し、そして基壇上

に間口 60 尺×奥行 40 尺（桁行５間×梁間４間）

の建物を想定しました。この建物は甲斐国分尼寺

の金堂（間口 68 尺×奥行 46.8 尺）や、陸奥国分

尼寺の金堂 (間口 36 尺×奥行 28 尺 ) との比較検

討により、武蔵国分尼寺の金堂に比定されました。

　これまで武蔵国分尼寺の所在地をめぐっては、

〔Ａ〕黒鐵説（現西元町四丁目）、〔Ｂ〕京所説（現

大國魂神社の東側に所在する京所廃寺・多磨寺）、

〔Ｃ〕善明寺説（黒鐵出土の由緒をもつ鉄像阿弥

陀如来像を安置）、〔Ｄ〕養則寺（影向寺）説（橘

樹郡家に隣接する古代寺院）などがあり（写真

16 ～ 19）、このうち有力視されてきた黒鐵説でも、

大正 12 年の東京府の調査では僧寺との距離が近

すぎることから付属院（西院）として把握され、

石村喜英も鐘撞堂一帯に金堂と講堂を想定しまし

たが（図 18）、確証を得るまでには至りませんで

した。滝口の発掘調査によって、以後、尼寺金堂

であるとする見解が定着することになりました。

　二点目は塔址の調査で、一辺 60 尺四方の基壇

規模と、塔心礎は基壇上に正位置で乗っていて、

後世に動いていないことを確認しました。また、

塔は一度焼失した後、再建されていることも判明

しましたが、これは『続日本後紀』の承和 12 年

3 月 23 日条にみられる、前男衾郡壬生吉志福正

が 10 年前に神火で消失した七重塔再建を願い出

て許可された、という正史の記事を考古学的にも

裏付けることになりました。

　三点目は鐘楼址の調査です。講堂の東側に現存

する礎石を中心とした範囲で発掘調査を実施した
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写真９　七重塔標柱 写真 10　七重塔基壇外周の調査風景 写真 11　七重塔心礎

写真 12　昭和 40 年頃の僧寺金堂と遺跡案内板 写真 13　伽藍地南東区画溝調査風景

写真 14　尼寺尼坊の調査風景 写真 15　昭和 39 年頃の尼寺金堂付近

図 21　滝口宏が想定した武蔵国分僧・尼寺の伽藍と規模（滝口 1968 をもとにトレース）
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ところ、南北 3間×東西 2間の礎石建て建物が判

明し、明確な根拠こそ示してはいませんが、これ

を「鐘楼址」だとして推定しました。太田静六は

講堂・金堂の東には経蔵、西に鐘楼を想定しまし

たが（図 15）、滝口はその逆の案を示しています。

　そして、四点目は寺域の規模の確定です。僧寺

金堂の中心から南へ約 279 ｍの位置で、東西に走

る溝を発見しました。この溝は尼寺金堂の中心

から約 85 ｍ東の付近にまで延び、総延長距離は

900 ｍ近くにもおよびますが、滝口はこれを武蔵

国分寺の南限としました。溝のちょうど中間地点

は金堂・講堂・中門の伽藍中軸線にあたります。

その一方、金堂の中心から北へ約 270 ｍの位置に

も東西方向に走る溝があり、こちらを武蔵国分寺

の北限と想定しました。そして、この東西 900 ｍ

×南北 550 ｍにおよぶ一帯を武蔵国分二寺の範囲

すなわち寺域であると結論付けました（図 21）。

　以上お話してまいりました経緯があって、冒頭

図 1でお示しした武蔵国分寺の伽藍配置が認識さ

れて、今日的な理解へと繋がっているわけです。

なお、本日のお話には含めていませんが、僧尼寺

の中間を南北に縦貫している東山道武蔵路につい

ては、前回の講座内容をご参照ください。ご清聴

ありがとうございました。

写真 16　影向寺（川崎市宮前区）
2023 年筆者撮影

[かつての尼寺候補地 ]

写真 18　善明寺（府中市本町）
2023 年筆者撮影

写真 17　影向寺の塔心礎（影向石）
2023 年筆者撮影

写真 19　京所廃寺・多磨寺付近（府中市宮町）
2023 年筆者撮影
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⑤ 武蔵国分寺跡の史蹟指定とその背景

東京公文書館課長代理（史料編さん担当）・認証アーキビスト　西木浩一

　ご紹介頂きました東京都公文書館の西木と申し

ます。どうぞよろしくお願いいたします。私ども

の館は、実は令和２年４月にお隣の西国分寺駅、

都立多摩図書館の並びにオープンをいたしまし

て、今度は市役所が、新しく２年後ぐらいですか

ね、移ってくるその隣ということになるのですけ

れども。移転オープンと同時にちょうどコロナの

影響で、事実上閉館みたいな形で、スタートダッ

シュは残念だったのですが、ようやく展示ですと

か講座というのもできるようになってまいりまし

た。またこれからいろいろご利用頂く機会も増え

るかと思っております。東京公文書館、西国分

寺に移ってきて、館に来たことがあるという方、

ちょっと手を挙げていただいて……。さすがに今

日の皆さんは。ありがとうございます。半分近く

の方がご利用頂いているようですけれども、残り

半分の方のゲットを目指して、最初に東京都公文

書館の紹介ムービーがございます。７分ぐらいな

のですが、最初にそれを御覧いただきたいと思い

ます。

（動画上映）

　ありがとうございました。私は公文書館のなか

で史料編さん担当というセクションに属していま

す。基本的には江戸時代の資料集『東京市史稿』

という江戸の資料集を作るのが主な仕事で、ちょ

うど今年で 30 年目を迎えます。そういうわけで、

専門は江戸時代で、しかも対象は江戸で、今日お

話しするのが専門外と言えば専門外なのですけ

れども、今のビデオの中にもありましたように、

東京都公文書館には東京府と東京市、明治元年

（1868）から昭和 18 年（1943）に至る東京府の公

文書と、それから明治 22 年（1889）に東京市と

いうのが、東京府全体の中の市街地部分に成立し

ます。この『東京府・東京市行政文書』というの

が全部で 33,807 冊、これは関東大震災と、それ

から戦災もくぐり抜けて、戦時中には文書疎開と

いうのを行って守り抜かれた史料群がございまし

て、今日はそれらを少しご紹介しながら武蔵国分

寺跡の史蹟指定の背景についてお話をしたいと考

えております。

　最初に江戸時代、それから史蹟指定を受ける大

正期まで、武蔵国分寺跡がどんな状況であったの

かということを江戸期の地誌ですとか、それから

大正期、ちょうどこの史蹟指定の時期に東京府が

編さんいたしました報告書等がございます。そこ

に掲載されている史料から様子をうかがってみた

図１　江戸期～指定期に至る国分寺跡の状況

いと思います（図１）。

　最初に見るのが『武蔵名勝図会』です。植田孟

縉という人は、八王子の千人同心の頭をしていた

幕臣であります。八王子の千人同心の人たちの中

には、なかなか文化人が多くて、19 世紀に入っ

て幕府が地誌の編さん事業を行っていくときに、

いわば調査員のような形でこれに携わる人が数名

いらっしゃったわけなのですが、その中でも最も

精力的に活動したのが植田孟縉という人物になり
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が、その中にこういう礎石、瓦が露呈していると

いう状況が見て取れます。

　その辺りをもう少しはっきり描いた絵がこちら

になります（図４）。これは『江戸名所図会』という、

江戸と、それから江戸から日帰りあるいは１泊で

行けるぐらいの距離を描いた名所案内の決定版と

いうような史料になります。天保５年（1834）、

それから、ちょっと間が空いて、７年に後編がで

きて完結するものであります。この『江戸名所図

会』というのは、長谷川雪旦という挿絵画家がお

りまして、大変リアルに挿絵を書いてくれている

ということで、それぞれの地域の描かれた名所の

詳細を知ることのできる、大変貴重な史料となっ

ているわけであります。ここにかなり大きな礎石

が１つごろんと転がっていたり、この辺りに瓦が

ちょっと描かれていたりしますけれども、その場

所というのはまさに麦等なのでしょうかね、ここ

で耕作している人がいて、上のほうにもこの地域

のお百姓さんが見えますけれども。これは鳥よ

け、鳥害を防ぐためのガラガラと鳴るようなもの

ですね。まさに耕作地の中に、畑の中に、こうい

う国分寺の遺物がごろんと置かれている。そこで

ちょっと旅姿の人が地元の人に様子を聞いている

という風景が描かれております。

　実は指定を受ける時期まで、この状況が基本的

には変わらなかったのだろうと思います。こちら

が史蹟指定された翌年、大正 12 年（1923）に刊

行されました『東京府史蹟勝地調査報告書』とい

う東京府の刊行物に掲載された写真であります 

  （図５）。ちょうど先ほどの『江戸名所図会』そ

のままですよね。耕地の中にかなり巨大な礎石が

ある。江戸の中では、よく大名屋敷の発掘調査な

どやりますけれども、やはり国分寺の礎石という

のはかなり立派な、そういうものと比べても大き

なものです。こうした状況が見て取れるわけです。

いわゆる耕地ですから、恐らく何人もの土地の所

有者というか、地権者というか、そういう人がい

て、その中にこういう史蹟があるということです

から、保存という観点から見ると、ちょっと危な

ます。もともとは四国の伊予国の吉田藩という藩

の藩医の子どもとして、江戸の藩邸で生まれてお

ります。江戸藩邸ですね。その後、養子として八

王子千人同心の組頭、植田という家に養子に入っ

ている人物です。この後にご紹介します『新編武

蔵風土記稿』といいます幕府の官選の地誌の編集

作業に当たりまして、そこで得られた様々な情報、

主に多摩郡についてまとめたのが『武蔵名勝図会』

という史料になります（図２）。これは刊行され

たものではないのですが、多摩地域にはたくさん

写本が残されておりまして、東京都公文書館にも

その中の１冊があります。

　礎石群が見える崖線の下の、割と平らな部分、

それから崖線を上がっていく傾斜地の中に国分

寺、現在のお寺さんが見えたりしている様子がう

かがえます。つまり、耕作地の中に礎石の跡です

とか、それからちょっと字が小さいのですが、古

い瓦というのが何か所か書かれているところがあ

りまして、一部の古い瓦とか礎石が露呈している、

耕地の中に史蹟が頭を見せているという状況が江

戸時代に観察されていたことが分かります。

　同じことは『新編武蔵風土記稿』に記されてい

る図からもうかがえます（図３）。こちらは幕府

の官選の地誌でありまして、文化７年（1810）に

編集作業、調査作業が始まりまして、約 20 年か

けて、文政 11 年（1828）にひとまず完成している。

ですから、文化年間から編集作業自体は始まって

いたということになります。幕府に上程された幕

府公式の地誌になるわけです。

　ここでは上のほうに小さな文字が書かれていま

すが、礎石が、要するに７つずつ並んでいて、そ

の間がそれぞれ四間、間が空いているという形で、

礎石についての測量を行って、先ほどのよりもや

や細かい観察記録がそこに付されております。そ

れから、ここには「古瓦塚」と書かれておりまし

て、恐らく露呈していた瓦が１か所に集積されて

いるような、そういう地点も観察されていること

が分かります。これも全体としては国分寺村の耕

地の中に、主に畑、麦等を作っているところです
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図３　『新編武蔵風土記稿』巻九十二　

図２　『武蔵名勝図会』（東京都公文書館所蔵）

図５『東京府史蹟勝地調査報告書』第一冊図４　『江戸名所図会』第九冊
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図６　近代日本における文化財保護法制

い状況がずっと続いてきているということがうか

がえるのではないかと思います。

　こうした史蹟というものが、今にこうして 100

周年ということで振り返って、様々な連続の学習

会とかシンポジウムが催される、そういう形で

残されてくるに至った経緯というものをここでた

どっていきたいと思います。近代日本における文

化財保護法制ということで、主に法律を中心に流

れを押さえていきたいと思いますが（図６）、言っ

てみれば美術品、工芸品についてどのように保存

をしてきたのか、近代日本の中でどのように保存

されてきたのかということ、これをたどったもの

図７　古器旧物保存方『御布告留』１月～６月

になります。

　最初に、図７は東京都公文書館の『御布告

留』という史料に収載されております、明治４年

（1871）５月に出された「古器旧物保存方」とい

う太政官布告、当時の法律ということになります。

いわゆる明治維新からそれに続く激動の時代に、

江戸時代以前の伝統的な文物というものがかなり

軽視される、いわゆる文明開化という風潮の中で、

古臭いもの、意味のないものとして殊さらに廃棄

されたり、毀損されたりという状況が生まれてお

りました。それから法律には具体的に書かれてい

ませんけれども、いわゆる神仏分離令というのを

背景にして、廃仏毀釈というのが進んでいきます。

特に寺院における仏像というものが壊されたり、

古物商に売られたり、貴重な文化財が散逸すると

いう大きな流れが起きておりました。

　それに対して新政府自身がそれはいくら何でも

駄目だろうと、文明開化という大きな流れは政府

自身作ってきたわけでありますけれども、だから

といって、貴重な、今までの伝統的なものを全て

否定してはいけないということで出されたのが、
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図８　古器旧物保存方　書き起こし

す。この布告が明治４年５月になされまして、翌

５年にかけて、各府、県、東京府ですとか神奈川

県とか、県から調査報告が実際にそこで行われま

して、目録が作成されていったということが分

かっております。

　ですから緊急避難的に大事なもの、家で持たれ

ている、あるいは地域で持たれている古器、旧物

を、明治初年の古いものを何でも意味がないとみ

なす少々荒っぽい危険な、貴重なものをなくして

しまう、そういう状況から救うという、緊急避難

的な意味を持つ太政官布告が、明治４年に早々に

出されております。１つの文化財保護の前史とい

いますか、今日の文化保護法につながる前史とし

て、こういうものがありました。

　この法律を受けて、明治 13 年（1880）ぐらい

からは社寺に対する補助金が出されるようになっ

ていきます。これは、いわゆる文化財を指定して、

それに対して廃仏毀釈等を経てかなり傷ついてい

る、特に寺院ですけれども、社寺そのものの経営

を支えるといいますか、間接的に文化財的な所蔵

物も守っていく、そういう制度も明治 10 年代に

展開していきます。

　それからもう１つ、法律として文化財保護が本

格化する１つ手前の段階で、いわゆる博物館とい

うものが構想されていく流れの中でも、また宝物

の取り調べというのが全国的に行われていきまし

た。

　日本の博物館は、最初は実は博覧会に出展する

ものをまず展覧しようという発想から始まりまし

て、その後はどちらかというと、官業、いわゆる

こちらの法になります。図８が一応書き起こした

ものになります。「古器旧物之類ハ、古今時勢之

変遷制度風俗之沿革ヲ考証シ候為メ其裨
ひ え き

益不少候

処」ということで、歴史資料として古器旧物はと

ても重要な意味を持っていることをまず書いてい

ます。その後のところ、３行目の真ん中、「自然

旧を厭
いと

い新しきを競い候流
りゅうへい

弊ヨリ」、明治維新以

降の何でも新しいものを好んで、古いものを廃

棄していく、それを「流弊」と、誤った傾向と

明確に批判しているわけですね。「流弊ヨリ追々

違
い し つ き か い

失毀壊に及び候ては」、これらの貴重なものを

失ったり壊したりしては、「実
じつじつあいせき

々愛惜すべき事に

候条」、大変もったいないことであると。「各地方

に於いて歴
れきせい

世蔵貯致居候」、歴史的に大切に保存

してきた、そうした古器や旧物類を、「別紙品目

の通り細大に論ぜず厚く保全致すべき事」という

ことで、ただし書きのところ、「品目并に所蔵人

名委詳記載し、其官庁より差出すべき事」と書か

れておりまして、とにかく古いものをちゃんと大

事に保存するために、どういう品目がその地域、

あるいはその家に持たれていて、所蔵人は誰であ

るのかというものを明確に詳しく調べて、調査書

を提出せよということを命じております。

　このときに品目として書き上げられているの

は、後でご紹介します「古社寺保存法」という、

今日の文化財保護法につながる法律の対象が、ど

ちらかというと、美術、工芸品にかなり限定され

ていくわけでありますが、それよりは相当広い品

目がここでは挙げられております。いわゆる書画

とか骨董品、これは江戸時代以来、書画、骨董品

をとても共有して楽しむという、そういう文化が

広がっておりますが、そういうものも含まれてお

ります。それから石器とか勾玉とか、それからま

さに国分寺などでもそうですが、古い瓦という考

古的な遺物もこの時の古器、旧物の品目に加わっ

ております。そのほか楽器ですとか衣服ですとか

調度品ですとか、それからおもちゃ、玩具、かな

り広い範囲のものをこのときは対象として、前提

として書き上げを命じているということになりま
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産業を振興する色彩の強いところから始まって、

明治 22 年（1889）に宮内省に今の博物館、東京

国立博物館の前身であります帝国博物館ができて

いく流れをとるわけでありますが、帝国博物館の

初代の総長になります九
くきりゅういち

鬼隆一という、この方は

薩摩出身で、博物館あるいは美術製作のずっと

トップ、最前線を走る人物です。この人とか美術

史家の岡倉天心による美術品調査が、明治 15 年

頃から開始されておりまして、明治 21 年９月に

そうした動きを公式なものとして、宮内省に「臨

時全国宝物取調局」というのが設置されます（図

９）。こうした中で、日本美術の発見といいます

か、それと保存、さらにそれを紹介していこうと

いう博物館への展開の動きが背景にありまして、

その中で精力的に全国調査を実施し、古文書、絵

画、彫刻、美術、工芸、それからいわゆる書、書

籍、こうしたカテゴリーごとに分類し、評価して

いくことを行っております。明治 21 年から 30 年

の間に 215,091 点を実際に監査して、優秀なもの

にはいわば品評というか、評価を与えるというこ

とを続けていったといいますから、大変精力的な

動きをされていたということが分かります。これ

は「古社寺保存法」ができる前ですが、こういう

形で地域の美術品、工芸品へのアプローチが行わ

れていたことになります。

　そして満を持す形で、明治 30 年（1897）に「古

社寺保存法」という、これはまさに現在の文化財

保護法につながる源流といいますか、原点と評価

されている法律になります。図 10 に掲げている

史料は、『御署名原本』と言われる国立公文書館

が所蔵している公文書です。明治 19 年までの法

律は、先ほどの最初に古器旧物保存方というのを

ご紹介したように、太政官から布告されるのが法

律の形式だったのですが、内閣制度が確立すると

きに、法律というのは天皇の署名と、天皇が要す

るに法律を公布するということを裁可する、それ

を公文書の上でも形式で表示して、これも明治天図９　臨時全国宝物取調局

図 10　古社寺保存法　御署名原本　国立公文書館所蔵
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図 11　古社寺保存法

皇のお名前が書かれて、その下に「御
ぎ ょ じ

璽」が押さ

れていますね。「御
ぎょめいぎょじ

名御璽」というのが押されて、

さらにそこに内閣総理大臣、それから担当の大臣

が決まっている場合には、その主務大臣が副署す

る、署名を添えるということですね。そういう形

式で正式に公布するということに変わりました。

ですので、もう明治 30 年といいますと、こうい

う御名御璽で法律の形式が定まって以後のものに

なります。「朕帝國議會ノ協賛ヲ経タル古社寺保

存法ヲ裁可シ茲
ここ

ニ之ヲ公布セシム」と、こういう

形式が取られていくわけです。

　では、その具体的な内容はどういうものかとい

うと、図 11 に少し整理して並べましたが、まず

第１条で、古い社寺の建造物、宝物類の維持費と

して古社寺は内務省に保存金の下付を出願するこ

とができるということが定められております。そ

の出願を受けると、どのように判定するかという

ことですが、国費補助は「歴史ノ証
しょうちょう

徴」、歴史資

料として何かその時代を語るということですね、

それから「由緒ノ特殊」、何か特別な由緒が宝物

類あるいは建造物に付与されているかというこ

と、それから作品そのものの「製作ノ優秀」と、

こういうことについて古社寺保存会に諮問する形

をとりました。先ほどの岡倉天心ですとか、それ

から伊
いとうちゅうた

東忠太という建築家など、美術、工芸、建

造物の専門家集団が古社寺保存会というのを結成

しておりまして、ここに諮
しじゅん

詢、諮問して、補助金

を交付する価値がありますよ、ということを古社

寺保存会で認めたものについて内務大臣が決定し

ていくと、こういう形になっております。

　こうした歴史の証徴、または美術の模範となる

建造物や宝物については、これまた古社寺保存会

に諮詢をしまして、内務大臣が国宝、美術品、い

わゆる宝物類については国宝、それから建造物に

ついては特別保護建造物というものに指定し得る

ことがうたわれております。こうした指定を受け

た貴重な物件については、処分・差押えを禁止す

る、当然縛りはかかるわけです。それから、これ

はやはり博物館政策との関連が強く意識されてお

りまして、こういう指定をされ、保存金を下付さ

れた貴重なものについては博物館へ出陳する、博

物館での展示ということも半ば義務化すると、こ

ういう内容を持った法律です。

　ところが、この法律は決定的に弱いところがあ

りまして、というのは貴重な建造物、それから美

術工芸品は何もお寺さんとか神社だけが持ってい

るわけではないのですね。それ以外のものをどう

いうようにカバーしていくか、という大きな問題

が生じてまいります。例えば、江戸時代の城、こ

れは大名家であったり、あるいは府県が管轄して

いたりするわけですが、かなり大規模な修築、お

金を要するものであっても、古社寺保存法ではカ

バーできないわけであります。そうしたものをど

うするかということで導入されたのが、　「国宝保

存法」というものになります（図 12）。　

　「国宝保存法」の特徴としては、１つは先ほど

ちょっとご紹介しましたように、従来、特別保護

建造物と、建物については特別保護建造物、それ

から国宝というように、美術工芸品については国

宝と、「古社寺保存法」の下では、このように２

つのカテゴリーに分かれていたものを、「国宝保

存法」では国宝という大きなカテゴリーで包括し

ています。こうした全体性といいますか、一括性、

包括性というものが新しい法律の１つのポイント

になります（図 13）。

　国宝の指定基準ですとか手続は、実は従来どお

りでありまして、古社寺保存会から国宝保存会と

いう専門家集団の名称に変わります。けれども、

そこに諮問をして指定していくという流れについ
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ては、大きくは変わってはおりません。

　それから、「国宝保存法」では第１条を読んで

みますと、「建造物、宝物其ノ他ノ物件ニシテ特

ニ歴史ノ証徴又ハ美術ノ模範ト為ルベキモノハ主

務大臣国宝保存会ニ諮問シ之ヲ国宝トシテ指定ス

ルコトヲ得」とありまして、指定という言葉、こ

れは今の文化財保護法につながるところでありま

すが、まず大前提として指定しますということが

第１条に謳われるようになってきました。古社寺

保存法のときは、古社寺は保存のために下付金を

請求することができるというのが第１条でスター

図 12　国宝保存法

図 13　国宝保存法

トしておりまして、ちょっとそこのところがもた

もた、すっきりしていない部分があったわけです

が、明確にまず指定する。指定したものについて

修復、保全のための補助金を下ろすという、すっ

きりした形に変わってきたと言えます。「指定」

という文言を、初めてまず第１条で用いたという

ことですね。

　国や地方公共団体、個人所蔵の物件が新たに指

定の対象となった。つまり社寺以外の所蔵者の物

件が対象となりましたので、例えば姫路城はここ

７、８年前にまた大規模な修築を完成させました

けれども、このときに実は姫路城はかなり傷んで

いたのですね。それが守られた。それから名古屋

城ですとか、徳川家霊廟というのが芝の増上寺に

ありました。ちょうどイメージとしては、日光東

照宮があの増上寺にあったと考えていただければ

いいと思います。ああいう霊廟群がかなりきらび

やかな、最高級の彫刻を施したものがありまし

て、特に２代将軍秀忠の霊廟というのは日光東照

宮と並んで、昭和７年（1932）ですか、国宝に指

定されていたのですね、戦前において。ところが、

昭和 20 年（1945）５月の大空襲で、東京は３月

に下町が空襲を受け、今も３月 10 日にいろいろ

な行事が行われます。それから山の手中心に５月

10 日に大空襲を受けるのですが、このときに壊

滅的に増上寺の霊廟というのは焼けてしまうので

すね。その後プリンスホテルが建ったり、戦後の

早い時期にはゴルフ場ができたり、ボーリング場

ができたりというのが、あれは秀忠廟のあったと

ころなのですね。ですので、今ではかつて東照宮

に匹敵するような建物が、あの芝にあったという

ことがほとんど記憶にとどめられていないのです

けれども、そういう大変な建造物が実は建ってい

たということでありまして、それらが国宝に指定

されて保存の策が講じられたというのが、「国宝

保存法」以降の重要な動きであります。

　今までお話をしてまいりましたけれども、言っ

てみれば建造物そのもの、それからそこで持たれ

ている美術品、工芸品が対象の保存に関わる流れ

図 14　「史蹟名勝天然記念物保存法」の制定
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を今ご説明しましたが、この法律では国分寺跡の

史蹟というのは、ちょっとカバーされないわけで

すね。もともとあった古代の寺社、それ自体は廃

絶してしまっているわけでありますし、先ほど見

ましたように畑の中に顔を見せている礎石ですと

か、それから瓦というもの、何か大事なものだと

いう認識は恐らく持たれてきたのでしょうけれど

も、こうした「古社寺保存法」、それから「国宝

保存法」という流れの中では位置づけることがで

きないものでありました。

　そこで、もう１つのムーブメントとして「史蹟

名勝天然記念物保存法」というものができていき

ます（図 14）。この制定に至る流れというのは、

国分寺の史蹟を考える場合には重要になってくる

わけであります。史蹟、名勝、天然記念物。史蹟

とは歴史に残った事跡、歴史上の出来事にゆかり

のある場所、建築物、建物のあった跡で、これは

一般的な定義ということになるかと思います。そ

れから、もう少し法律的に何をカバーするかとい

う観点で見ると、遺跡のうち、規模、遺構の状況、

出土遺物等において、歴史上・学術上の価値が高

く、日本の歴史の正しい理解のために欠くことの

できないものというのが史蹟、狭義の史蹟となり

ます。

　史蹟の「蹟」という字は、今もっと簡単な「跡」

という字を使いますけれども、今日のお話の中で

は、法律の名称がこちらの、今、責任の「責」と

書くほうになっていますので、基本この字を使っ

てまいりたいと思います。

　それから名勝というのは景色の優れた地、風光

明媚で知られる場所、勝地、名所、これは一般的

な定義になります。なかでも庭園であったり、橋

梁であったり、峡谷、海浜、山岳、その他の名勝

地で我が国にとって芸術上または観賞上価値の高

いもの。これを名勝と呼ぶということになります。

　それから天然記念物というのは、学術上価値の

高い動植物・地質鉱物及びそれらの存在する地域

で、その保護保存を指定されたもの、これを天然

記念物と呼ぶと言われております。

　この中で国分寺跡は史蹟に該当する、史跡に現

在の文化財保護法で指定されているわけでありま

す。図 15 をご覧ください。どのようなものが、

現在の文化財保護法の下で史跡として指定されて

いるのかというのがカテゴリー化されておりま

す。

　まず貝塚ですとか、遺物包含地と言われるよう

なものですね。これは千葉県の加曾利貝塚ですと

か、それから登呂遺跡、高松塚古墳。こういった

図 15　史蹟の実例（現行文化財保護法）
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ものが史跡として残されています。２番目は都城

跡、宮の跡ですね。それから大宰府の跡、平城宮

の跡ですとか、福岡の大宰府、それから国衙とい

うのがなかなか残っているところは少ないわけで

ありますけれども、こうしたところが２番目のカ

テゴリーですね。３番目、社寺の跡または旧境内

その他ですが、ここに武蔵国分寺跡が表の筆頭に

書かれております。図 15の出典は『国史大辞典』

という歴史関係の分厚い本格的な辞典が 20 冊ぐ

らいありますが、そちらの史跡保存のところに書

かれていまして、武蔵国分寺跡が、まさに「社寺

の跡」として指定されている代表的な史跡で扱わ

れているということがよく分かるかと思います。

　いわゆる美術工芸品や建造物に対して、少し遅

れてから 20 世紀近くになってから、史蹟保存に

ついての、これを残さないといけないという潮流

が生まれてくるわけですが、その前史がなかった

わけではありません。史蹟保存行政の源流と指摘

されているのが、明治５年（1872）４月の大蔵省

の布達であります（図 16）。

　これは「荒蕪除地」、いわゆる耕地としてもほ

とんど使われていない荒れた地、これを払い下げ

るときに、これに関連して「於各地方古来ヨリ声

誉ノ名所」、名のある名所、「古蹟等ハ素ヨリ国人

ノ賞還愛護スベキ者ニ付、右等ノ場所ハ」、これ

口偏に刀と書いて、「みだりに」と読みます、あ

まり使わない字ですけれども。「場所ハ叨
みだ

リニ破

壊伐木セザル様篤ト注意可致事」という布達がな

されております。ですから、史蹟をトータルに保

存しようという、そういう意図を持った法律では

ないのですが、荒蕪地という、荒蕪除地、もう税

金もかからないような荒れた土地がある人に、払

い下げをするときに関連して古跡とか名所という

のは、みだりに壊したり、貴重な木を切ってしまっ

たりしないように注意しようというのがありまし

て、これを根拠にいろいろ内務省等で、その地域

の名所や史蹟に一定の保存の歯止めをかけていく

という流れができたと伝えられています。

　その後、内務省地理局の事務章程、庶務規程と

いいますか、役所には当然その役所が管轄すべき

お仕事の内容というのが示されているわけです

が、その中に各地の名勝とか史蹟の保存に関わる

ことというのが書き込まれていきます。実際、内

務省地理局において各地方からこういうものを守

りたい、あるいはそこに説明の碑を建てたいとか、

そういう出願があったときに、そうした史蹟、名

勝の調査とか保存とか顕彰ということについて、

内務省地理局がいいよ、やっていいよという承認

を与える形で、間接的に保存する仕組みがある程

度動いていたということになります。ただ、やは

り法律的な根拠というものが明確に規定されてい

たわけではありませんので、かなり危険な状態と

いうのが続いていたということは間違いないとこ

ろであります。

　これ、なかなか国宝とか美術工芸品などもそう

ですが、日清戦争の後にやはりこういうものを

ちゃんと守らなければいけないというのがあっ

て、日清戦争は明治 27 ～ 28 年（1904 ～ 5）です

ね。その後にやはり物の考え方として、日本固有

の美術品とか工芸品というのをきちっと守らなけ

ればいけないという、そういうムーブメントとい

図 16　史跡保存に向けた諸潮流

図 16　史蹟保存に向けた諸潮流
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いますか、主張といいますか、というものがあっ

て、明治 30 年の「古社寺保存法」に結びついて

いくわけであります。一方、史蹟とか名勝、天然

記念物については、日露戦争の後にかなり大きな

ムーブメントが起こってきているということが従

来指摘されております。

　史蹟や天然記念物、それから名勝を保存する流

れが幾つかあるわけでありますが、１つは学会に

おいて特に史学会という、これは歴史・文献史学

のほうでは大きな役割を占める、今も東京大学の

中に史学会というのが置かれていますけれども。

それから考古学会。こうした学会の活動の中で、

明治 44 年（1911）に考古学会が史蹟保存の儀と

いう決議文を作りまして、内務省に提出するとい

う動きがあります。

　それから翌明治 45 年には史学会が、史学会の

機関誌であります『史学雑誌』に史蹟保存に関す

る意見書というのを掲載しております。史学会は

国に決議文を提出するということはしないのです

が、その代わりに黒板勝美という、現在の東京大

学の史料編さん所の基礎を築いた歴史家、歴史編

さんに当たった方がいらっしゃいまして、彼を中

心にしたかなり本格的な意見書というのを『史学

雑誌』に掲載してあります。

　実は、こうした動きが法律として結実していく

上で決定的な役割を果たしたのは、歴史関係の人

ではなくて植物学者の三好学という人物でありま

した。この方は東京帝国大学で学んで、ドイツの

ライプツィヒ大学に留学をされています。そうし

た中で、欧米、ヨーロッパにおける史蹟ですとか

天然記念物の保存に向けた、彼らの精神的な考え

方に触れまして、その後日本に戻ってから植物学

者として大活躍をします。例えば「生態学」とい

う言葉は、この方が日本語に訳して導入したと伝

えられています。それと同じように、天然記念物

という概念を導入し、紹介したという点でも大き

な役割を果たした方になります。同時に帝国議会

に対する建議案の提出という、かなり流れを作り

出して政治的にも動く、そういう点でも大変才能

を発揮した、いわゆる学者として没頭するだけで

なく、そういうムーブメントを作り出すという点

でも、大変大きな役割を果たした人物らしいので

すが、この方が建議案の提出ということを展開し

ております。

図 17　史蹟及天然記念物保存二関スル建議案
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　この人は植物学者ですので、あくまでも天然記

念物というところで頑張ってきたわけですけれど

も、一方ではこういう歴史学会等の動きもありま

したので、三上参次という歴史学者が天然記念物

に関する建議案というところに、史蹟も加えて一

緒にやるべきだというアドバイスをしたと言われ

ておりまして、明治 44 年３月に「史蹟及天然記

念物保存ニ関スル建議案」（図 17）というのが、

貴族院、ついで衆議院に提出され、可決されてい

ます。同図右は徳川宗家を継いだ徳川家達という

人が、当時の貴族院議長だったのですね。貴族院

から内閣総理大臣に、こうした建議書というもの

を議決して提出しますということがついていま

す。

　具体的にどういうものかというのが同図左に書

いてありまして、文字が小さいですかね。「史蹟

及天然記念物保存ニ関スル建議」ということで、

「我邦ノ歴史上学術上風致上ニ密接ノ関係アル天

然記念物ガ今ヤ漸ク」、「漸
ようや

ク」というのは次第に

という意味合いで使われる言葉です。「漸ク破壊

殲
せんめつ

滅ニ属セムトスルモノ少カラズ、今日ニ於テ之

ガ保存ノ方法ヲ企画セザルトキハ後年ニ至リ解析

スルモ其ノ復旧ヲ望ムベカラズ」。もう今失った

ら元には戻せないのだということですね。「依テ

政府ハ速ヤカニ適当ナル方法ヲ設ケテ之ガ保存ノ

途ヲ講ゼラレムコトヲ望ム」というのが建議案の

内容になっております。こうした建議に向けた大

きな動きというものを踏まえて、これを法律にし

ていくまでの、また様々な受け皿、潮流というも

のが芽生えていくことになりますが、ここで一旦

休憩を挟みます。

（休憩）

　先ほど、いわゆる学会での学者たちの建議案と

いうお話をしましたが、もう１つ、国としても実

は史蹟、名勝等の保存に向けての動き、これを推

し進めようというのが内務省を中心にございまし

た。それは地方改良運動、この一環として史蹟名

勝保存ということを位置づけようという発想なの

です（図 18）。日露戦争、勝利をいたしまして、

日本はその点では国際社会の中に割って入ったと

いいますか、大国の１つとして位置づいた、そう

いう大きな画期を迎えたわけでありますが、実態

としてはかなり多大の戦費によって財政破綻とい

うのを迎えておりまして、特にこれが地方にまで

及んでおりました。

　同じ時期に、いわゆる農村部では地主さんとい

うのが寄生地主化して、地主・小作の階層分化と

いいますか、そういう形での社会矛盾というのも

激化しておりました。それからせっかく日露戦争

に勝ったにもかかわらず、その講和の結果、思い

のほか取るものが少なかったではないかという不

満が生じ、かなり動揺した社会状況となりました。

そういう中で動揺した民心というものを国家主義

的な方向で統合する、そのことを目指して内務省

主導で進められた運動が地方改良運動と呼ばれて

おります。具体的には、明治 22 年に市政町村制

という法律ができて、憲法体制を支える地方自治

の在り方というのが規定されました。そこで町村

合併も進んだのですが、実際には江戸時代以来の

旧村といいますか、村の秩序がまだ根強く残って

いて、母体となる地方自治体が弱いままといいま

すか、財政的にも、まとまりでも、なかなか国を

下支えする強固なものになっていないのが実情で

した。例えば、旧江戸時代以来の村ごとにあった

神社を、新しく数か村合併させた上での１つの村

に１つの神社を置くとか、そういうところまで目

指しながら、国を支える地域づくり、村・町を作

るという発想で様々な施策が行われたわけであり

ます。そのときに地域のシンボルとして史蹟や名

勝を位置づけていこうという発想が、実は内務省

の内部にもありました。地方改良講習会ですとか

地方長官会議などで、明治 42 ～ 43 年辺りに、史

蹟名勝保存に関する話題、議題というのが提案さ

れ、明治 43 年（1910）には具体的に法案の審議、

このような法案を今考えているということまで地

方長官会議で示される動きがございました。そう

いった意味では民間の史学会とか考古学会のよう

な動きと、それから国の内務省等の動き、これら
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が連動する客観的な状況、背景というのが一方で

は生まれていたわけであります。

　そういう中でさらに史蹟、名勝、天然記念物の

保存に向けて、大きな役割を果たす団体が結成さ

れます。こちらが、その名もずばり、後の法律の

とおりなのですけれども、「史蹟名勝天然記念物

保存協会」というのが明治 44 年（1911）12 月 10

日に設立されております（図 19）。会長になった

のが紀州徳川家、旧和歌山藩、その当主でありま

した徳川頼倫という元殿様、この方が会長になり

ます。多くの学者、それから先ほど言いましたよ

うに官僚、内務官僚と、文部省系の官僚も含まれ

ています。さらに政治家、ジャーナリスト等を統

合する形で組織化された、かなり強力な協会にな

ります。一民間団体というよりは、かなり強力な

布陣を作っている保存協会です。

　当初から様々な史蹟・名勝の調査等を活発に行

いますけれども、特に大正３年（1914）以降、組

織を充実させまして、会報『史蹟名勝天然記念物』

という雑誌のタイトルですけれども、こういう会

報を刊行・発行したり、定期的に講演会を開催し

たり、それから各地団体へも出張っていって、出

張講演を行ったり、併せて調査視察をするという

活動を本格化させていきました。その結果として、

大正８年（1919）に「史蹟名勝天然記念物保存法」

という法律が施行されるわけですが、実際の法律

ができるときというのも、この協会の支援の下に

内務官僚が作成し、保存協会の会長である徳川頼

倫ら貴族院議員の提出により成立しているという

ことでありますので、実質的に法律の制定に向け

て大きな役割を果たしたというのが、こちらの協

会になります。

　今日の国分寺史蹟との関連で、今まであまり注

目されていなかったと思うのですが、史蹟名勝天

然記念物保存協会の主要メンバー３名が関わっ

て、東京府において法律の施行以前に史蹟保存に

向けて大きな動きを行いました。そのことをこれ

からご紹介していきたいと思います。

　徳川頼倫、先ほど言いましたように、史蹟名勝

図 18　内務省の施策

天然記念物保存会の会長であった人（図 20）。そ

れから井上友一という人、これは内務官僚で、後

に東京府知事になる人です（図 21）。それから戸

川安宅、この方は旧旗本なのですけれども、保存

協会の幹事を務めておりまして、史蹟調査の中心

であると同時に、機関紙・刊行物の編集発行等で

中心になっていた人物です（図 22）。井上友一も

実は会の発足当時から協議員等で関わっておりま

して、常務理事というのですか、要するに専任的

に働く理事なども務めていて、保存協会の中心人

物でありました。３人が実はトリオになって、東

京府における史蹟保存に大きな役割を果たしたわ

けであります。

　最初に徳川頼倫というのはどういう人かご紹介

します（図 20）。明治５年に田安徳川家に生まれ

ました。徳川というのは、御三家は皆さんよく聞

いたことあると思います、尾張と水戸と、それか

ら紀州、これが御三家であります。ところが３つ

の家だけでは、もしかすると将軍を継ぐ人間が足

りなくなるかもしれないということで、いわばそ

のサブといいますか、御三卿
きょう

というのが作られま

図 19　史蹟名勝天然記念物保存協会
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すね。これが田安と清水と一橋です。３つの家が

作られまして、だからみんな苗字は徳川さんなの

ですね。一橋とか田安さんという苗字ではなくて、

江戸城の近くの田安門というのが北の丸公園の辺

に今も残っていますが、あの辺に住んでいたから

田安徳川家と言われるわけです。徳川頼倫は、そ

の御三卿の１つである田安徳川家にもともと生ま

れた人でありまして、明治 12 年（1879）に紀州

の徳川家に養子に入っております。のちに 15 代

の当主となるわけです。時代は変わって明治です

ので、当主といっても殿様として家を継いだわけ

ではないですが、15 代の紀州徳川家当主になり

ます。明治 29 年（1896）にケンブリッジ大学に

留学しております。そういう国際的な教養という

のも積んでいます。

　明治 35 年（1902）に現在の港区ですが、飯倉

の旧紀州藩屋敷の中に「南
な ん き

葵文庫」といいますけ

れども、紀州藩以来の貴重な書籍をたくさん所蔵

されていましたので、これを基にした私設図書館

であります「南葵文庫」を設立しております。こ

ういう貴重な書籍を広く共有することにとても理

解のある方で、後には日本図書館協会の総裁など

も務めるわけであります。私設の図書館ですけれ

ども、恒久的に公開していく発想の「南葵文庫」

を作っております。永井荷風などの文化人もここ

に入り浸っていたとご自分で書かれています。

　明治 39 年（1906）に家督を相続して、当時は、

貴族院議員は家督相続すると、そのまま議員とし

ても継ぐということでありますので、貴族議員に

なっております。そして明治 44 年（1911）に、

先ほどご紹介しました史蹟名勝天然記念物保存協

会の会長になります。ですので、実は南葵文庫は

協会の拠点になっていきました。また、予算もほ

とんどこの殿様といいますか、頼倫の拠出が大部

分を占めていたと言われています。そうそうたる

メンバーが加わっているのですが、裾野の会員自

体はそんなに多くなくて、100 名程度だったと書

かれています。ただ、理事とか評議員とかという

ところに、先ほども申し上げましたように、学者

あり、政治家あり、ジャーナリストあり、それか

ら官僚あり、そうそうたるメンバーが含まれてい

たということになります。

　それから、図 21 は井上友一という人で、これ

は東京府知事時代の肖像画、絵ですね。東京都公

文書館が歴代の府知事とか市長の肖像画というの

を引き継いでおりまして、ちょっと一部傷んでお

顔がまずい方も、顔がちょっと崩壊している方も

いらっしゃるようですけれども、この人は何とか

大丈夫ですね。もともと加賀藩主の家に生まれ

た、金沢で生まれた方であります。東京帝国大学

の法科を卒業して、エリート内務官僚ですね。内

務省で地方局府県課長というのをかなり長く務め

て、その後、ちょうど保存協会に関わる頃には、

内務省の神社局長というのを務めていました。明

治 44 年、先ほど言いましたように、保存協会の

設立に深く関与して、大正３年（1914）、この会

が機関誌を発行したり、かなり活発に動き出すと

きには保存協会の常務委員という形で運営の先頭

に立つ、そういう立場にあったと。大正４年（1915）

４月に東京府知事となっています。これが１つの

ポイントです。

　それから、図 22 は戸川安宅という人でありま

して、保存協会の幹事として全国的な史蹟調査を

したり、会誌の発行をしたり、自らそこにたくさ

ん文章を書いています。大活躍されていますね。

面白い経歴を持った人です。もともと 3,000 石と

いうのは、旗本の中ではかなりレベルの高い、高

禄の家になります。安政２年（1855）に戸川家、

戸川安行という旗本の子として江戸で生まれてい

ます。明治初年には彰義隊に参加しているという

ことですから、かろうじて生き延びていたわけで

すね。

　この年の６月に旗本としての知行地があった、

備中国早島（岡山県都窪郡早島町）というところ

に移っています。明治３年になって東京に戻って

きたようで、大学南校、続いて慶應義塾、それか

ら築地学校というのは外国人宣教師らが行ってい

た学校ですね。明治７年には洗礼を受けてキリス
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ト教徒になっており、明治 16 年以降日本基督協

会麹町協会の牧師を務めているという人物です。

　それから、私などよくこの人の名前を聞いてい

たのは、明治 30 年から『旧幕府』という雑誌を

刊行いたします。これは勝海舟などの協力を得て、

旧幕臣に、当時の江戸時代の制度についてヒアリ

ング調査をして、それを『旧幕府』という雑誌に

ずっと掲載・連載していくのです。明治 20 年代

の後半ぐらいから江戸を見直すといいますか、一

旦、明治維新によって否定された幕府ですとか、

江戸的なるものを見直そうという、そういう風潮

がかなり広まっていく、その中でそれを主導した

人物の一人であります。

　その後、明治 34 年に南葵文庫の主任学芸員に

就任しておりますので、この辺りから徳川頼倫と

の関係というのが正式にもつながりができている

わけであります。当初どこで知り合ったのかは

ちょっと分かりませんけれども、そういうつなが

りもあって、明治 44 年、史蹟名勝天然記念物保

存協会幹事として調査・刊行事業に主力としてこ

の人が関わっていきました。図 22 の左の漫画が

面白いと思うのですが、これは国会図書館のホー

ムページからもダウンロードできますが、『現代

名士の演説振』という面白い本がありまして、大

正に出た本なのですが、それにこういういろいろ

な当時の名士の演説する姿が描かれております。

今ちょっとご紹介したように、なかなかユニーク

な経歴を持ったこの方ついては、次のように書か

れています。

　まず、この人は「頭の前がすごく高くて、後ろ

が低い」という、失礼なことが書いてある。絶壁

というやつなのですかね、頭が。とにかく顎が長

い。大体、面長というのが旗本顔ですね。殿様顔

などとも言われます。庶民は丸顔で鼻が上がって

いて、武家は面長が多いといいます。徳川の増上

寺の発掘調査のときには、将軍の遺骨も調査され

ていますのが、確かに面長ですし、頭も長いので

すね。前後というか、丸顔ではなくて面長なので

すけれども、この方もそういった意味では旗本顔

図 21　井上友一　肖像画

ですね。

　それから「氏の手つきも妙だ」と書いてありま

すが、演壇に登っても手を振ったり卓を叩いたり

することは一切ない。右の手を握り、左の手でこ

れを覆うような形容（図のごとく）と書いてあり

まして、これをされる。または左右十指を、10

本の指をことごとく組み合わせておられるときも

ある。それで演説の初めから終わりまでじっとし

て、神妙に胸に当てたままだから、遠くから見る

と、まるで拝んでいるかのごとく見えるというの

です。牧師さんでこうやって手を結んで、大人し

図 22　戸川安宅

図 20　徳川頼倫・井上友一・戸川安宅と

東京府における史蹟保存
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東京府の史蹟名勝天然記念物のための調査云々に

働いていくということが始まっているわけであり

ます。

　では、具体的にどういうことをしたのかといい

ますと、戸川安宅による調査というのは、東京府

における史蹟、名勝、それからいわゆる名木とい

うか木、こういうのも含めて、そこの実地調査を

行いまして、それぞれの史蹟、名勝の場所に公

札、「おおやけ」の「ふだ」と書いてあります、

これは公文書の用語でこのように表現されている

のですが、札を設置しまして、札にそれぞれの史

蹟、名勝、天然記念物の由来、歴史的経緯、そう

いうものを解説する解説書を書いていくわけです

ね（図 25）。これをざっと 50 か所について、も

う大正４年の段階で完了したと、『史蹟名勝天然

記念物』の雑誌に報告が掲載されております。50

の最後の幾つかを掲載するときに、会誌の第１巻

13 号、大正５年９月 20 日号において、これで 50

か所については一旦終わりました。さらに 17 か

所、具体的に挙げて、ここはまだ今まで具体的に

札は立っていない、史蹟としてきちんと対応でき

ていないのだけれども、さらに史蹟指定に向けて、

候補地として、例えば霞が関の跡を挙げています。

ここは現在の外務省付近ということになります。

当時ももちろん外務省が建っているのですけれど

も。これは今では全く海が見えませんが、江戸時

代においては霞が関というのは結構坂になってい

まして、その上からずっと江戸湾を望める景勝の

地でもあったわけであります。錦絵などにも描か

れているような、そういう霞が関阯というところ

も史蹟として位置づけていったらどうかと。それ

から牢屋敷の跡などですね。戸川の発想は、かな

り江戸に偏るのです、やはり旗本ですからね。　

　江戸的なものをかなり中心に、それから犬屋敷

というのは、現在の中野駅とか中野サンプラザな

どの辺りに、元禄年間に犬小屋、要するに生類憐

れみの令で犬が殺されたりするといけないので、

犬を収容するための広大な犬屋敷というのを作り

ましたが、その跡などというのも史蹟としたらど

くしゃべっているのかというと、必ずしもそうで

はなくて、「氏の顔面が」、「純江戸っ子型である

と同時に、また純江戸っ子弁であるから」言葉の

ほうですね、「非常に言葉に富んでいる。べらん

めぇから遊ばせ言葉までかみ分けて飲み込んでお

らるるので言い回しが誠に巧みだ」ということで、

なかなか演説の名人だったと書かれております。

話の内容もとてもユーモアが、皮肉があったり、

品のいい話しぶりだったと紹介されております。

なかなかの人物だったわけですね。今、紹介した

３人が、実はトリオで東京府の史蹟保存に関わる

というお話です。

　明治 44 年４月に、井上友一が東京府知事に就

任したということを先ほど申し上げました。図

23 左は東京都の公文書なのですが、大正４年 11

月 25 日、徳川頼倫が東京府史蹟名勝天然記念物

保存費という目的で、東京府に金壱千円を寄付

しているということが公文書から分かりました。

図 23 右はそのことを受けて、寄附したので一定

の賞与を与えるというのがこの公文書でありまし

て、井上友一知事から文部大臣に宛てて、このよ

うに寄附を受けたので賞与を与えますよというこ

とを申請している、上申している、そういう公文

書なわけでありますが、何のことはない、保存協

会の会長が寄附をして、それを受けた府知事が同

協会の専務理事なのです。

　さらに、それに具体的に寄附金を受けて調査活

動を行うのが戸川安宅なのです。先ほどの戸川で

すね。史蹟名勝及び天然記念物調査嘱託旅費の件

というのが図 24の公文書です。「戸川安宅ニ史蹟

名勝及天然記念物調査ヲ嘱託セラレ候ニ就テハ調

査ノ為市内及郡部ヘ出張ノ場合ハ左ノ区分ニ依リ

旅費ヲ給セラルルコト」云々とありまして、つま

り千円が寄付されて、それを受けたのは府知事で

す。この日にちというのが大正４年11月18日で、

もう嘱託の話が出ていますから、さっきの寄付日

が 11 月 25 日という話でしたけど、もう話はでき

てしまっているわけです。言ってみれば殿様と府

知事と、それから元旗本の戸川さんがトリオで、
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図 23　東京府における史跡保存活動の展開

図 24　東京府における史跡保存活動の展開　保存活動の実態

図 25　東京府の保存活動と武蔵国分寺
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なかっただろうと思われます。そこで彼は新たに

史蹟として、何か公札、札を立てて、注意を喚起

して、面として保存していくというのかな、そう

いう方向に持っていかないとまずい、と恐らく感

じたのだろうと思います。

　大正８年（1919）に法律ができ、その３年後に

史蹟指定を武蔵国分寺は受けるわけですが、それ

に先行する形で、東京府の活動として、武蔵国分

寺に説明板が立てられたわけです。これがその後

の武蔵国分寺史蹟指定に向けた１つの画期といい

ますか、何か動きというのが地元の人にも恐らく

認識させられる画期になったのではないかと推定

できます。

　そんな形で法律ができる大正８年の前年、大正

７年 10 月 26 日の官報に東京府による「史蹟天

然紀念物勝地保存心得」が掲載されました（図

26）。このときの府知事も、やはり先ほどの井上

図 26　東京府「史蹟天然記念物勝地保存心得」 図 27　「史蹟名勝天然記念物保存法」の公布

■法律制定の前年に東京府が独自に制定・公布
■保存対象の網羅性が画期的
Ⅰ史的紀念物
　１史料
　２史蹟
Ⅱ天然紀念物
　１動物
　２植物
　３地質
Ⅲ勝地

■土地の開拓、道路の新設、鉄道の開通、市区の改正、工場の

設置、水力の利用其ノ他百般ノ人為的原因等による史蹟・名勝・

天然紀念物を保護する法が初めて制定される。

１　史蹟、名勝、天然紀念物を、内務大臣が指定　　

　　し、保存に関して地域を定めて一定の行為を　

　　禁止または制限し、さらには必要な施設を命

　　ずることができること

２　内務大臣は地方公共団体を指定して記念物の　　

　　管理を行わせることができること

３　現状変更等の制限および環境保全命令の規定

４　違反に対する罰則

の段階でありますから、近代以降、考古学者によ

る調査というのは、武蔵国分寺に対して既に数回

繰り返されているはずであります。皆さんもその

辺りは詳しくていらしてたり、史蹟として一円的

に何か対処していこうということは、恐らく戸川

安宅が実地調査を行った段階であまり行われてい

うかということを言っています。こういった候補

の中に、実は武州国分寺というのが挙げられてい

たわけです。逆に言うと、これは大正４年、５年
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友一なのです。文面を読みますと、井上友一とい

う人はまさに内務官僚として、先ほどの地方改良

運動を進めてきた中心人物でありますが、その辺

のところがよく読みとれます。「愛郷ノ精神ハ」、

郷土を愛する精神は「其ノ郷土ニ保有セラルル史

的紀念物天然紀念物勝地等ニヨリテ涵養セラルル

コト大ナルノミナラズ国家的思想又之ニ淵源ス」

ということです。要するに愛郷精神史的記念物、

天然記念物等により養われ、さらにそれが国家的

思想にまで昇華していく、そういうまさに内務官

僚的な発想が強く表れていると思います。「故ニ

今日民地ノ局ニ当リ訓育ノ職ニアル者ハ常ニ其ノ

郷土ニオケル史的記念物天然記念物及勝地ノ保存

ト愛護トニ意ヲ致シ其ノ学術上ノ価値ヲ明ニシ進

ンデ之ガ利用ノ途ヲ講ジ其ノ研究ヲ怠ラザルコト

ヲ要ス」云々と書かれておりまして、こういう東

京府独自の心得という形で、史蹟、名勝、天然記

念物の保存について東京府が法に先立って布告を

行っているということであります。恐らく、この

図 28　武蔵国分寺史蹟指定の動向

段階から武蔵国分寺などもこういう１つの流れと

いいますか、史蹟指定に向けた流れというのが生

まれて、法律の公布が大正８年４月 10 日になり

ますが、その流れに乗っていくのではないかと思

います。　

　「史蹟名勝天然記念物保存法」の公布の前提に

あるのは、図 27 は建議案の最初の文章ですけれ

ども、「土地の開拓、道路の新設、鉄道の開通、

市区の改正」、市区改正というのは今日の言い方

でいうと都市計画のことであります。「市区の改

正、工場の設置、水力の利用其ノ他百般ノ人為的

原因等による史蹟・名勝・天然記念物」、これの

破壊です。これを保護する法が初めて成立された

ということになります。まさに近代化、いわゆる

開発至上主義といいますか、そういう中で史蹟や

名勝や天然記念物が傷ついている、毀損されてい

る。そういう状況に対して、これを防ぐというの

で大正８年４月、先ほどの美術工芸品を中心とし

た法律の流れとは別に、今、申し上げてきたよう
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な様々な潮流がまとまる形で、法が公布されたと

いうことになります。

　この法律の内容は、史蹟、名勝、天然記念物を

内務大臣が指定し、保存に関して地域を定めて一

定の行為を禁止または制限し、さらには必要な施

設を命ずることができるということです。それか

ら２番目として、内務大臣は地方公共団体を指定

して、記念物の管理を行わせることができる。そ

れから現状変更の制限、環境保全命令への規定と

図 29　東京都教育委員会所蔵文書に見る

史蹟指定の動向（１）土地調査 図 30　（２）地権者への注意　

いうのが含まれていて、違反に対する罰則規定も

盛り込まれている、そういうものになります。

　この法律を受けて、武蔵国分寺での史蹟指定の

動きがあるわけであります（図 28）。ちょっと小

さくて申し訳ないです。大正７年（1918）10 月、

先ほどの東京府の保存心得が告示されます。翌８

年６月１日に保存法が施行されました。そして大

正９年 10 月には、内務省史蹟名勝天然記念物保

存調査員と東京府嘱託による国分寺遺跡合同調査

■大正 11 年（1922）6 月
　東京府内務部の指示により、国分寺村において、国分寺址（字
    前野・八幡前・黒金）の地目・地番・反別・所有者を調査
■国分寺址
　面積：２８，９２７坪　　筆数：１５９筆
　（畑 135 墓地 13 山林 9  堂宇地 19  原野芝地 1）
　土地所有者：２３名
    （その他表記３１名あり）
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というのが実施されています。10 月 18、27、29、

11 月７日にも実施されておりまして、この調査

報告書が冒頭（図５）で紹介しました写真等にも

含まれていくものになります。大正 11 年６月 19

日には東京府の内務部が史蹟調査のため、国分寺

村大字八幡前・前野・黒金における国分寺旧址地

所を調査し、提出するよう国分寺村長に通告する。

それから６月 27 日には、国分寺村長が地所の地

目、地番、反別、所有者について調査書を提出す

る。こういう一連の動きがあって、大正 11 年 10

月 12 日、内務省告示第 270 号により武蔵国分寺

跡を史蹟天然記念物として指定する。これが 100

年前の史蹟指定ということになります（図 29）。

　今回、実は東京都の教育庁で所蔵されている資

料をお借りして調査することが許されました。再

来週（10 月 21 日）からですか、東京都公文書館で、

国分寺市教育委員会さんと東京都公文書館の共催

の企画展をやります（213 頁参照）。その時には

東京都教育委員会の所蔵資料というのも初めて公

開して、ご紹介することになっております。幾つ

かだけご紹介します。

　図 29は、大正 11 年６月の土地調査、国分寺跡

といわれている指定地域内の土地について調査が

行われております。面積としては 28,927 坪。そ

の中の土地を細かく１筆１筆誰が所有して、そこ

は畑地であったり、山林であったり、墓地であっ

たりという地目が決まっているわけですけれど

も、全部で 159 筆に分かれています。畑は 135 筆、

墓地が 13 筆、山林が９筆、堂宇地、それから原野、

芝地というのが１つずつということに分かれてお

りまして、土地所有者が 23 名、名前が明記され

ている人だけで 23 名いました。お寺さんの国分

寺さんも含めて。それから国分寺ほか９名みたい

な記載が、お名前がはっきり書かれていない人も

ほかにあるのですが、史蹟指定される全体のエリ

アがこのように 23 名以上の方々に分かれて所有

されていた、という状況が見えます。

　こちらの公文書は、史蹟指定の際に地権者に注

意を与えるということで、礎石等を勝手にいじ

くったりしないでねということが、この法律がで

きた上で改めて注意喚起されているというのが図

30 の史料になります。特に、土塁、土壇、礎石、

その他の現状変更を許可せざることということで

す。それから瓦についてですが、「採取ハ之ヲ禁ズ」

ということで、改めて注意喚起されている公文書

です。

　それから管理者指定です。先ほど言いましたよ

うに国が指定するわけですが、その管理者は地方

公共団体に委ねるというのが、法律の第５条に定

められております。武蔵国分寺の史蹟の場合は、

国分寺村を管理者とするということに最終的に決

着します。図 31 の公文書は、今はなくなってい

ますが北多摩郡という行政区画がかつてはありま

して、北多摩郡長が東京府の内務部長宛てに、国

分寺跡史蹟管理者指定について、国分寺村に管理

者指定の権利を、これを「サシツカエ之ナキ」と

いうことで、管理者として国分寺村を指定するこ

とで構わないですよということを返答している公

■史蹟名勝天然記念物保存法第 5 条により管理者を指定

■国分寺村を管理者とすることについて、差し支えない 

    旨を北多摩郡長から東京府へ回答

■実際には、すでに前日（大正 11 年 12 月 13 日）付で、

    国の指定書が発行されていた。

図 31　（３）管理指定者
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文書になります。

　それから図 32 は、史蹟指定の後、大正 12 年

（1923）11 月 15 日付で、先ほど申し上げました

ように、史蹟指定を受ける土地全体の中に 23 人

も地権者がいますから、大変錯綜した土地所有状

況なわけです。ですので、これを一円保存してい

く上ではかなり支障が生じるということで、指定

地域のうち金堂跡、講堂跡、塔跡、礎石のある部

分については、国有地として買収して保存すると

いう国の意向が示されております。内務省からは

東京府知事に対して、区域の調査、買収価格の評

定、所有者との協議を行うように求めている、そ

ういう公文書になります。地権者との協議が固

まったら、これは 11 月 15 日付ですけれども、年

度内で、つまり３月までに話をつけてねというこ

とが、この公文書には示されているところであり

ます。

　このように武蔵国分寺史蹟指定というのは、重

要な史蹟であることは早くから認識されていて、

考古学者らによる調査というのは明治以降も散発

的に行われていたわけでありますけれども、これ

を史蹟として一円的に保護していこうという動き

が当初からあったわけではないように感じられま

す。その１つの画期となったのが、明治 40 年代

から大正にかけての、史蹟、名勝、天然記念物を

保存していこうという様々な潮流の動き、とりわ

けその中でも保存協会のメンバー３人がトリオを

組んで行った東京府の取組、これが恐らく地域に

とっても１つの大きなきっかけを作ったのではな

いか、流れを生み出していたのではないかと思い

ます。

　そういう中で法律が施行されて、やはり指定す

るためには、きちっとした調査をしないといけま

せんので、法律ができてすぐに指定というわけに

はいかないのです。法律ができた初年度には、実

は天然記念物が数点指定されているだけなので

す。それから翌年に福岡の大宰府が初めて史蹟と

して指定されまして、さらにその３年目に武蔵国

分寺が指定を受けています。やはりこれは貴重な

ものという認識があるから、いち早く取り組まれ

て３年目にして指定を受けているわけであります

が、こういう背景となる様々な潮流とか運動とい

うものがあって、武蔵国分寺の指定というのが実

現されたということであります。つまり、こうし

た史蹟というものが様々な開発の危機などを乗り

越えて今あるというのは、決して当たり前のこと

ではない。こういう長年の様々な関わった人たち

の営みの帰結として、今こうして残されて、私た

ちは 100 周年という記念すべき年を迎えているの

だろうと思います。今日お集まりの皆様は、ガイ

ドさんをされたり、さらにそこに加わろうという
図 32　東京都教育委員会所蔵文書に見る

史蹟指定の動向（４）国による指定地買収

■錯綜した土地所有状況
　⇒管理上の困難
■指定地域の内、「金堂阯・講堂阯・塔阯ノ礎石
アル部分」を国有に買収して保存する。
■内務省から東京府知事に対し、区域の調査、買
収価格の評定、所有者との協議を行うよう求める。
■大正 12 年 11 月 15 日付、年度内の予算執行
を予定
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図 33　武蔵国分寺　史跡指定 100 年にあたって　

事で学ばれている方もいらっしゃると伺っていま

すけれども、次の 100 年に向けて、これを守り、

さらにより一層活用を進め、ここから学びながら

地域を作っていくという、そういう新しい、次へ

向けてのステップとなるような節目の年になるこ

とを祈っております（図 33）。

　最後に、先ほどちょっと申し上げましたけれど

も、10 月 21 日の火曜日から 12 月 20 日の金曜日

まで、東京都公文書館の企画展示室におきまし

て、「史料に見る国分寺のあゆみ～江戸時代の村々

～」という共催企画展を国分寺市教育委員会さん

と開催させていただきます。私も昨日今日と、こ

ちらに歩いて公文書館から来ましたけれども、雨

さえ降っていなければ、なかなか気持ちのいい道

を通って、お鷹の道を通って行ける場所でござい

ますので、まだご利用されていない方も半分以上

いらっしゃいましたので、ぜひこの機会に東京都

公文書館にお越しいただければありがたいと思い

ます。最後にちょっとお願いと宣伝を申し上げて、

今日の話を終わらせていただきます。どうもあり

がとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　

事務局　先生、ありがとうございました。私も公

文書館へ行って、それから企画展示室を何回か見

ているのですけれども、本当にいい施設です。特

に国分寺のような、美術館・博物館が枯渇してい

る地区とすると、得がたいぐらいにいい施設であ

りますので、ぜひとも足を運んでいただければと

思います。

　質問タイムなのですけれども、何か質問ある方

いらっしゃいますか。

聴講者　今日は本当に大変興味深いお話をどうも

ありがとうございます。それでお聞きしたいこと

はたくさんあるのですけれども、１、２点だけ。

先ほど徳川頼倫さん、それから井上友一、戸川安

宅、この３人トリオから始まったというお話で、

戸川安宅による調査で、会誌第１巻の 13 号で追

加設置の候補地が列挙されると。その中に国分寺

が入ったということなのですが、ほかには江戸的

なものがいろいろ入って、その中に国分寺という

ことで、これ、なぜ国分寺が入ったかという、そ

の理由というか、それは分かるのでしょうか。江

戸時代から名所図会などいろいろありましたの

で、また明治になって考古学的な調査もされてい

たのですけれども、戸川安宅による調査、会誌第

１巻 13 号に追加の候補地として列挙された理由

が分かりますか。

西木　すみません。会誌を見る限りでは、簡単な

報告でただ場所が列挙されているだけなのです。

ですので、もしかするとほかのところで何か書い

ているものがあるかもしれないのですけれども、

今のところ私は国分寺をなぜ取り上げたかという
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のは把握できていないです。それで同じ戸川とい

う人が、大正３年（1914）に『東京府史蹟写真帳』

という写真帳を作っているのです。これを見ます

と、北多摩郡では小金井桜が取り上げられている

のですけれども、その段階では国分寺は挙げられ

ていないのです。ですので、恐らく北多摩郡も調

査しているのですね、彼は。国分寺も見ていて、

ただやはりまだ先ほどの写真のような荒漠とした

土地のありようを見て、これは何かしないといけ

ないと感じたのではないかと、それは推定なので

すけれども。

事務局　大丈夫ですか。終わった後、言ってきて

ください。ほかにございますか。では私からの質

問もいいですか。すみません、史蹟の記念の話な

のですけれども、糸偏の「紀念」と、「記す」の「記

念」は、例えばこれ多分いろいろあったと思うの

ですけれども、その辺で何か理由は。

西木　意味としては同じだと思います。あれ、ど

こで変わるのですか、切替えは、法律は。戦前は

多分糸偏の方が使われていて、それで例えば先ほ

どから紹介している会誌などでも混同されるので

す。個人ではごんべんを書いたりする人がいて。

だからもともとの意味としては、違いはないと思

うのですけれども、法律としては、糸偏が戦前の

法律が使われていますので、その下にあっては基

本こっち（糸偏）が使われていたのでしょう。少

なくとも戦後の法律は言偏ですので、今は基本言

偏で表記です。ちょっとその辺は、史蹟の「蹟」

という、「あと」という字もいろいろ字が使われ

ますよね。どのように統一したらいいか、こうい

う字とか「跡」という字も、それから足偏に「止

まる」と書く字もありますし。「せき」は足偏に「責

任の責」と、今ある普通の「亦」と書く。ちょっ

とその辺の使い分けは難しいところがあるかと思

います。基本意味としては同じで、要するに考え

ていいかと思います。

事務局　ほかに何か。

聴講者　すみません、短くしますから。開館当時、

首を長くして待っていた一女性です。やっと今回

このような席を頂きまして、お話を伺うことがで

きました。誠にありがとうございます。それで、

企画展のときには結構すばらしいパンフレットを

頂けるのですが、今回の展示においても何かパン

フレットは作っておられますか。

西木　図録を作っています。図録を主に作ってい

ます。

聴講者　手元に残るのは、本当にいいことだと思

います。

公文書館職員　ありがとうございます。普及啓発

担当しています。図録のほうなのですけれども、

開催したその日にすぐにお渡しするには、実を言

うと、ちょっと納期がずれてしまったのですね。

その翌週に来ていいただけると、もう気持ちのい

い図録をお渡しすることができます。

聴講者　２回行ってもいいですよ。

公文書館職員　どうぞぜひ来てください。それま

ではＡ３を２つに折って、パチンと留めたやつし

かお渡しできないので、できれば２冊を手にして

いただければ助かります。よろしくお願いします。
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⑥ 武蔵国分寺跡の史跡指定に尽力した郷土史研究者

　 「稲村担元」の事績
駒澤大学名誉教授　酒井清治

　　

願いするかを、打診するにあたり色々と思案いた

しました。

　酒井先生は、この場で改めて申し上げるまでも

ございませんが、古代の須恵器・瓦研究の第一人

者で、武蔵国分寺の瓦についても御研究成果をた

くさん御発表されていらっしゃいます。

　昭和 24 年に岐阜県でお生まれの先生は、駒澤

大学で考古学を学ばれました後、昭和 55 年に埼

玉県埋蔵文化財調査事業団へ入職し、以後 17 年

間にわたりまして埼玉県内の遺跡の発掘調査に従

事されました。その途中、埼玉県立歴史資料館や

国立歴史民俗博物館での御勤務経験を挟みまし

て、平成９年に母校である駒澤大学の考古学研究

室へ教員としてお戻りになられました。大学の教

員時代にも、研究室の学生さんを引率されながら、

各地で古代寺院の発掘調査に携わられ、令和２年

に御退職されて、現在は駒澤大学名誉教授の御立

場で、国分寺市や府中市をはじめ、全国で精力的

に御研究活動を続けていらっしゃいます。また、

すでに御存知の方もおられるかとは存じますが、

昨年 12 月 16 日の報道発表で、国の文化審議会が、

武蔵国分寺の瓦を生産した窯跡でございます埼玉

県比企郡鳩山町の南
みなみひきようせきぐん

比企窯跡群を、国指定の史跡

にすべし、と答申を出しましたが、酒井先生は鳩

山町教育委員会の「南比企窯跡群学術評価委員会」

の副委員長もお務めでいらっしゃいます。

　ところで、会場の皆さまは、稲村坦元という方

を御存知でしょうか？今から 100 年前、武蔵国分

寺が国の史跡指定となりました時に調査報告書を

まとめた東京府の職員です。稲村坦元さんは、そ

の後、故郷の埼玉に研究フィールドを移して、埼

玉県史の編さんに携わったり、様々な文化財調査

＜講師紹介＞皆さま、こんにちは。ただいま御紹

介に預かりました、国分寺市教育委員会・教育長

の古屋真宏でございます。

　本日は日曜日のお忙しいなか、「第 48 回東京都

遺跡調査・研究発表会」に足を御運び下さいまし

て、誠にありがとうございます。会場市を代表い

たしまして、一言、御挨拶を申し上げます。この

あと、改めてご紹介を差し上げたいと思いますけ

れども、駒澤大学名誉教授の酒
さ か い き よ じ

井清治先生には

「武蔵国分寺跡の史跡指定に尽力した郷土史研究

者「稲
いなむらたんげん

村坦元の事績」と題する公開講演をお願い

しておりますが、武蔵国分寺は大正 11 年に国の

史跡に指定されまして、昨年・令和４年で 100 周

年の節目を迎えました。都内で同じ年に指定され

た国の史跡には、北区の西
にしがはらいちりづか

ヶ原一里塚、文京区の

湯
ゆしませいどう

島聖堂、港区の浅
あさのながのり

野長矩および赤
あ こ う ぎ し ぼ

穂義士墓など

があり、皆さまも一度はお出かけになられた史跡

があるかと思われます。国分寺市では、今年度は

一年間を通じまして、さまざまな記念事業を行っ

て参りましたが、本日の行事も史跡指定 100 周年

を記念して開催しているところでございます。

　さて、これから御講演をしていただきます酒井

清治先生を御紹介申し上げます。今回の行事を開

催するにあたりましては、東京都さんから、ちょ

うど１年前に、公開講演は、国分寺に縁のある有

識者の先生に御登壇・調整願いたい、との御相談

が寄せられました。私どもといたしましては、ま

ずは、遺跡調査・研究発表会という性格上、考古

学が御専門で、かつ、武蔵国分寺の史跡保存整備

委員として、長年にわたって御指導を頂いており

ます酒井先生に御相談してみよう、と考えまして、

そのうえで、どのような内容の御話しを先生にお
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を牽引されてこられました。

　武蔵国分寺跡が史跡指定 100 周年を迎えた年

に、東京都と国分寺市の共催行事で、古代寺院と

埼玉県の遺跡に造詣が深い酒井清治先生に、100

年前、東京・埼玉の遺跡を股にかけて踏査をされ

ました稲村坦元さんの御話しを伺いたいと御相談

を申し上げましたところ、先生から御快諾をいた

だきまして、本日をお迎えすることになりました

次第でございます。大変貴重な機会でございます

し、私自身も 100 年前に活躍された一人の研究者

の姿勢を学びたいと思っております。それでは、

酒井先生、よろしくお願いいたします。

　ただいまご紹介にあずかりました酒井と申しま

す。よろしくお願いいたします。今日は別刷の資

料（酒井清治発表参考資料「稲村坦元年譜・著

作目録」185 ～ 189 頁）があると思いますが、そ

の資料を基に、今日は稲村坦元とはどういう人物

だったのかということをお話しさせていただきま

す。

　私は埼玉県に勤務する前、考古学の中でも古墳

時代を専門に勉強しておりまして、埼玉県に昭

和 55 年に勤めたときには、まだ稲村坦元の名前

は全く知りませんでした。しかし、埼玉に勤めて

事業団で各部会を作ろうということになって、高

橋一夫さんが歴史部会を作ることになり、私もそ

の一員となりましたが、高橋さんによれば『新編　

埼玉県史』を作るにあたって古代寺院と瓦の研究

をしてほしいという依頼でした。私たち全員が瓦

について素人でしたが、古代寺院、瓦の資料を探

したところ、（旧版の）『埼玉県史』に稲村坦元が

古代寺院あるいは窯跡のこと、さらには寺院関係

のものを、窯跡の分布図も載せていて、それを参

考にいろいろな資料作りをした記憶があります。

　もう１つは、柴
しばたじょうえ

田常恵という方がこれから出て

きますが、埼玉県立歴史資料館（現埼玉県立嵐山

史跡の博物館）に國學院大学所蔵の拓本資料のコ

ピーがありまして、その拓本を使って『埼玉の古

代寺院報告書』を作成した記憶があります。それ

が現在の関東古瓦研究会の基になっているという

ことであります。

　今日は亡くなられた方の敬称を省いてお話をさ

せていただきますけれども、図１は『武蔵国分寺

跡歴史公園ガイドブック』というのが国分寺市教

育委員会から発行されており、この表紙を使わせ

ていただきました。左側に「国史跡指定 100 周年」

という文字が入っていて、ちょうど良いと思いま

して。画面中央が金堂ですね。南側が中門、北側

は講堂になりまして、東側が鐘楼、そして国分寺

崖線の上の部分に北方建物があるわけですが、そ

ういう伽藍の状況が写真からよく分かると思いま

す。

　では、「はじめに」ということで、武蔵国分寺

は大正 11 年に、先ほど教育長さんがお話しされ

たように、「史蹟名勝天然紀念物保存法」によっ

て国の史跡指定を受けました（図２）。東京府は『東

京府史蹟勝地調査報告書』という報告書のなかで、

武蔵国分寺址の「実地調査を遂げ、其の結果を報

告し、以て史蹟保存の主旨を徹底せんとす」とい

う言葉を序言に書いていますが、稲村坦元と後藤

守一によって翌年３月に「武蔵国分寺址の調査」

を刊行いたしました。武蔵国分寺跡は令和４年、

国史跡指定から 100 周年を迎えたわけです。武蔵

図１　

図２
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国分寺跡の調査報告に関わった稲村坦元の事績を

これから紹介していきます。

　図３は報告書の写真でありますが、左側が序言

の記載です。その序言の最後のほうに、先ほどお

話しました「史蹟保存の主旨を徹底せんとす」と

いう文言が記されております。

　稲村坦元がどういう人物だったのかというとこ

ろをお話ししたいのですが、様々なことを行って

いるので、６つのことに分けてお話をしていきた

いと思います（図４）。

　稲村坦元の主要事績ですが、一つ目は曹洞宗の

僧籍としてという、お坊さんだったということで

あります。二つ目は曹洞宗史を中心とした宗教史

研究を行っております。三つ目は東京府・東京都、

および埼玉県における史蹟・文化財の調査報告、

自治体史執筆・編纂、文化財保存活動を行ってお

ります。四つ目として郷土史研究会の運営と活動

を行っております。五つ目として郷土史研究の執

筆を行う。六つ目として金石文の執筆、撰文とい

うものがあります。

　まず一つ目からです。曹洞宗の僧籍としてです

が、明治 26 年（1893）生まれで、明治 39 年に福

井県大野町洞
とううんじ

雲寺で出家しました。後に岐阜県八

幡町悟
ごちくいん

竹院で稲村活元につき、嗣
し ほ う

法しました。法

統を受け継いだわけです。大正 10 年（1921）に

東京府の嘱託になっていますが、大正 15 年、千

葉県君津郡天神山村（現富津市）で見
けんしょうじ

性寺の住職

となり、昭和 45 年（1970）に退隠しております。

このお寺に 30 年間勤められたわけです。昭和 41

年には曹洞宗大本山永平寺副監
かんにん

院を務めておりま

す。副監院というのは大本山の事務を監督する２

番目の役職であります。ちなみに稲村坦元は、昭

和 63 年（1988）に 94 歳で亡くなっております。

　二つ目として、曹洞宗史を中心とした仏教史研

究であります。大正７年、曹洞宗大学、現在の駒

澤大学ですね。私が勤めていたところでありま

す。そこを卒業後、曹洞宗研究生となります。東

京帝国大学史料編纂官補の鷲
わしおじゅんきょう

尾順敬について日本

仏教史を専攻します。鷲尾は東京府史蹟名勝天然

紀念物調査嘱託として、武蔵国分寺の報告書に踏

図３

東京府史蹟勝地調査報告書第一冊より
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査報告を執筆しております。稲村坦元は山陰や九

州等の曹洞宗資料の踏査を重ねて、永平寺寺宝

の道元ほかの真
しんせき

蹟を世に出しました。その複製

を『禅
ぜんえんぼっか

苑墨華』という名で大久保道
どうしゅう

舟とともに刊

行いたしました。大正 15 年には、曹洞宗宗典史

料編纂委員会が設けられ、事務を担います。大正

５年から昭和初年にかけて宗教関係の論考を発表

し、『曹洞宗布教叢書』などにも執筆をいたしま

した。図４の下にある文献なんかがそうなのです

けれども、これ以外にもたくさんあります。図５

は稲村坦元が 23 歳のときの曹洞宗大学、学生の

頃の写真ですね。大正３年であります。曹洞宗大

学（現駒澤大学）一覧を見ると大正７年に卒業し

たこと、大正 10 年には研究生になっているとい

うことが確認できます。図６が『禅苑墨華』であ

ります。永平寺にあった資料を本にしたわけです

が、左側の頁の奥付には、大正 14 年４月の発行、

非売品、稲村・大久保が編集者となっています。

図７が内容ですが、道元禅師筆で「法語」、教え

を説いたものですね。それから図８が道元禅師筆

の「普
ふ か ん ざ ぜ ん ぎ

勧坐禅儀」という書であります。こういう

ものが収録されています。図９は曹洞宗の布教叢

書、布教の手引書みたいなものですが、こういう

ものにもたくさん執筆されております。

　続いて、三つ目として東京府（都）、および埼

玉県における史跡・文化財の調査報告、自治体史

執筆・編纂、文化財保存活動について。稲村は大

正 10 年２月に東京府史蹟保存調査嘱託として、

昭和３年（1928）には埼玉県の県史編纂主事、主

任と書いてあるものもありますが、両方を兼務し

たわけです。東京府と埼玉県に分けて、これから

お話をしていきたいと思います。

　東京府のお話ですが、稲村は大正８年、「史蹟

名勝天然紀念物保存法」公布後の大正 10 年２月

に東京府内務部学務兵事課史蹟保存調査嘱託とな

り、大正 12 年に後藤と共編で「武蔵国分寺址の

調査」『東京府史蹟勝地調査報告書』第１冊を刊

行します。続いて、後藤と３・４・10 冊を刊行し、

他の編者を含めて共編で２・５・６・７・９冊を

図４

図５

図６※１

図７※１
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刊行しました。後藤とたくさんこの執筆を続けて

いるということであります。

　大正 15 年７月、稲村坦元は矢
やぶきかつぜん

吹活禅と「史蹟

名勝天然紀念物保存協会」の再建を図り、東京支

部幹事となりました。保存協会の初代会長、徳川

賴
よりみち

倫が大正 14 年に死去したためで、内部大臣が

新たに会長となり、顧問は渋沢栄一で、保存協会

が再興しました。史蹟名勝天然紀念物保存協会は

明治 44 年に德川賴倫を会長として設立され、保

存協会の支援のもと、大正８年に「史蹟名勝天然

紀念物法」が成立したわけです。先ほどの話のよ

うに徳川賴倫が死去したために、新たに稲村坦元

もそこに加わって再建を図った、というお話であ

ります。図 10 が昭和３年３月 31 日の東京府職

員録であります。稲村坦元は「史蹟係」に名前

が出てきますか、「内務部社寺兵事課」の「史蹟

係」の嘱託として載っています。そのときは、こ

の職員録は最初に話した大正 10 年「学務兵事課」

とは違って、「社寺兵事課」に所属していたこと

になります。先ほどの報告書（図３）「武蔵国分

寺址の調査」の中身を見ていただくと、図 11 の

写真左側が金堂であります。そして右側が大塔

跡（七重塔）です。当時はこのような桑畑の中に

あり、礎石はちゃんと残っております。図 12 は

100 年前と今の金堂の比較写真で、保存整備はこ

のようにしっかりできましたが、100 年前の礎石

が現在もそのまま残っているということが分かり

ます。図 13 は講堂の写真ですが、講堂も礎石が

残っていて、現在はこのように整備されています。

図８※１

図９

図 10
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図 13

図 14

図 12

関係がありませんが「青
あおいしとうば

石塔婆」を取り上げ、武

蔵国分寺の瓦窯跡のことも載せています。これは

稲村坦元が、青石塔婆や瓦窯についても非常に興

味があったようで、稲村坦元は板碑のことを「青

石塔婆」と呼んでいましたので、ここでその用語

を使用しているようです。瓦窯は、南多摩窯跡群

の大
おおまる

丸窯と瓦
かわらやと

谷戸窯がここに取り上げられていま

す。

　続いて、図 15 は「武蔵国分寺址の調査」報告

書の中にある図ですが、金堂を中心に南東に大塔

が、西に西院がありますが、西院が今の尼寺です

ね。金堂の北側が北院です。今、北院の付近で竪

穴住居跡を国分寺市が掘っておられるそうです。  

北院にも２棟の建物があったと推定されているの

は ( 図 16）、瓦もたくさん出てくる、そして礎石

も残っているというところから考えられていま

す。ただ、西院は国分寺と同じ瓦が出るのですが、

当時は尼寺とまだ考えていなかったようです。図

17 は金堂ですね。そして僧房とかも礎石から存

在を考えているところであります。

　図 18 は稲村坦元が報告している板碑でありま

すが、既に「青石塔婆」という用語を使っていて、

板碑研究が始まっていたようです。この報告書の

本文を読みますと「当国分寺境内の西の一画地、

字黒鐘より発見せるものの数十あり」と、板碑が

数十あったようで、そのうち、図 18 の右側が正

中３年（1326）阿弥陀三尊来
らいごう

迎図青石塔婆です。

左側が応安７年（1374）天
てんがいけびょう

蓋華瓶附青石塔婆です。

報告書には、この他計 16 点の板碑を一覧で掲載

されております。

　続いて、東京府の関連調査として、大正 14 年

に南多摩郡南村高
こう

ヶ坂
さか

、現在の町田市ですが、日

本最初の敷石住居跡を 48 歳の柴田常恵、37 歳の

後藤守
しゅいち

一、32 歳の稲村坦元、22 歳の森本六
ろ く じ

爾ら

が発掘していて、成果は『東京府史蹟勝地調査報

告書』の第４冊・５冊に掲載され、大正 15 年の

翌年に国の史跡として早いうちに指定されていま

す。この「高ヶ坂」という地名は、現地名は「こ

がさか」に統一されているようですが、調査当時

図 11

図 14は東京府の、先ほどの「武蔵国分寺址の調査」

報告書の目次であります。ちょっと字が細かくて見

にくいと思いますが、詳しく見ていただきますと、

国分寺のことだけではなくて、徳川時代からの沿革

も載っています。さらには、直接古代の国分寺とは

東京府史蹟勝地調査報告書第一冊より
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は「こうがさか」と呼ばれていたようです。図

19 がその報告書になりますが、右側の写真が第

４冊に載っている高ヶ坂の牢
ろう

（窂）場
ば

遺跡の敷石

住居跡であります。そして、左側の写真が高ヶ坂

八幡平の敷石住居です。

 続いて図 20が第５冊で、左上が高ヶ坂牢場遺跡

の敷石住居跡平面図で、左下が高ヶ坂八幡平の敷

石住居跡平面図ですね。そして、右上が地鎮祭の

写真であります。牢場遺跡と稲荷山遺跡は接して

いるのですが、八幡平遺跡は北 800 メートルにあ

り、縄文時代中期から後期の敷石住居でありま

す。この遺跡を発掘した経緯について、稲村は大

正 13 年の秋頃、高ヶ坂で敷石が出るとの報告を

受け、現地で小学校の校長先生であった山本亀三

ととももに鉄棒で突くと、いたるところで石の手

応えがあるので、三尺四方ほどを掘ると、地表下

２尺５寸くらいのところに平坦な川石が敷き並べ

てあることが分かったようです。このことは稲村

坦元が後藤守一の追悼文の中に書いているのです

が、大正 13 年の調査には後藤は行っていないよ

うで、報告書第４冊の文章を書いています。

　大正 14 年５月１日に後藤と稲村が高ヶ坂へ調

査に赴きますが、農繁期のため 10 月まで発掘を

延期したようです。打ち合わせの行き違いで後藤

の出張を待たずして、小学校長の山本亀三などに

よって牢場遺跡の発掘は終わってしまいました

が、稲村が半ば以上の発掘を監督していたようで

す。牢場遺跡の発掘の報を内務省の児玉九一と史

蹟調査委員の柴田常恵の出張を仰ぎ、10 月から

柴田常恵の指導の下で発掘が行われ、稲荷山・八

幡平遺跡の発見が続いたようです。現在、牢場遺

跡と八幡平遺跡は見学ができ、稲荷山遺跡は埋め

戻されているようです。

　次へ行きます。図 21 が東京府南多摩郡日野古

墳上にて、という大正 15 年の写真ですが、稲村

坦元は左側ですね。中央に映っているのが柴田常

恵です。ちょっと私は右の方を存じていないので

すが、分かる人はおられるかもしれません
※３。

　続いて、東京府の報告書の一覧表です（図

図 15

図 16

図 17

図 18

東京府史蹟勝地調査報告書第一冊より

東京府史蹟勝地調査報告書第一冊より

東京府史蹟勝地調査報告書第一冊より

東京府史蹟勝地調査報告書第一冊より
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図 19※２

図 20
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図 21

図 22

図 23

22）。そこにありますように、後藤守一と稲村坦

元が一緒に書いているものが多くあります。天然

紀念物のことを書いたり、あるいは府下における

重要な遺跡を続けています。そういう中に、第６

冊からは「府下における重要なる遺跡並びに国分

寺、特別史跡建造物」を報告しております。後で

見ますが「府下における仏塔建築」として浅草寺・

増上寺が戦災で焼け、「天王寺」は寛政３年に再

建されて、戊辰戦争の戦火を免れたのですが、昭

和 32 年に「谷中五重塔放火心中事件」で五重塔

は焼失してしまったのです。幸田露伴の小説『五

重塔』にも取り上げられていますが、図 23 左が

五重塔内壁の壁画であります。残念ながらこれも

燃えてしまったわけですが、焼失文化財の記録と

して重要であります。図 24 は現在の天王寺跡の

写真ですが、塔の基礎が谷中墓地の中に残ってい

ます。

　稲村は、昭和 18 年、政府による金属回収に際

して、都下及び埼玉県内社寺所蔵重宝類の回収免

除のために調査を行ったり、都内の重要美術品等

の疎開業務など、文化財の保護を担当しました。

戦後も、文化財重要美術品調査員として進駐軍に

よる刀剣回収につき、重要美術品該当作品の調査

に従事されています。昭和 24 年には都の史跡国

宝調査員になっています。

　昭和 25 年６月に文化財保護法が公布され、８

月に施行されています。この後は、東京都の文化

財調査・報告書となります。昭和 25 年に東京都

の文化財専門委員会が設置され、後藤守一が初代

の会長になっています。稲村は昭和 29・30 年に

小河内村の文化財総合調査に継続して入ってお

ります。さらには報告書として、昭和 30 年、都

文化財調査報告書第２冊として、「武蔵の青石塔

婆」を報告し、昭和 31 年には都下の三宅島、御

蔵島文化財調査を３年にわたって開始して、伊豆

諸島の総合調査を続けています。専門員を中心に

約 14 の分科で後藤が団長でした。稲村の後藤追

悼文には、３年間の調査を終えてから後藤の体の

具合が悪くなったと記されていて、昭和 35 年に 図 24
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図 25

図 26

図 27

後藤は亡くなっています。

　 稲村は、昭和 33 年から、このように文化財専

門委員として多くの報告書を書いております。35

年には東京都の推薦で功労者として表彰されたり

しております。じつは、昭和 39 年に東京都教育

庁を 70 歳で退職後も東京都文化財専門委員とし

て、昭和 43 ～ 46 年まで西多摩地域の中世史跡、

秋川流域の文化交流遺跡、葛西地区の史跡、荒川

流域地区の史跡の調査・報告を続けました。稲村

は東京府・都の文化財に 43 年間勤め、退職後も

専門委員として６年と、約 50 年間東京の文化財

に関わっていました。

　次に埼玉県に移ります。埼玉県が昭和天皇の即

位に関わる御大典記念事業として県史編纂を企画

し、稲村は柴田常恵の推薦で昭和３年に県史編纂

主事（主任）となりますが、東京府の嘱託も兼務

しております。

　秩父宮御
ごたいりん

台臨に際して、柴田が足立郡新郷村

新
しんごう

郷貝塚、現在の川口市で発掘しましたが、昭和

６年にも柴田・稲村で県史編纂のための発掘を行
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図 28

っています。新郷貝塚は明治 26 年に鳥居龍蔵に

より調査が行われ、昭和８年には東京帝国大学医

学部解剖学教室と鈴木尚
ひさし

が発掘調査をしていて、

それぞれの調査を合わせて３軒の住居跡と伸展葬

3体を含む 5体の人骨が出土しています。

　昭和４年に稲村坦元は入間郡高麗村、現在の日

高市で石器時代住居跡の発掘を行います。この報

告は『埼玉史談』の創刊号に載っております。昭

和３年、後藤小学校長から土器や石器が出る場所

があると聞いて、加藤喜代次郎の畑を調査しまし

た。縄文時代中期の住居跡が瓢箪形に切り合って

２軒発掘したようです。出土状況や出土遺物の点

数も記述しており、埼玉県としては最初期の発掘

にも関わらず、詳細な報告がなされていたようで

す。県内で初となる縄文時代中期の住居跡が発見

され、昭和 26 年に国指定の史跡となっています。　　

　その後も地主さんの加藤喜代次郎が発掘を続

け、多くの研究者が見学に訪れています。加藤は

当時としては珍しい航空写真も撮っております。

図 25 は最初の発掘であった新郷貝塚の発掘風景

ですね。奥の左が柴田常恵で、右が稲村坦元であ

り、人骨が出ている状況です。図 26 が入間郡高

麗村、現在の日高市の石器時代住居跡ですが、炉

がございます。瓢箪形の住居跡の左がⅠ号炉、そ

して右がⅡ号炉です。Ⅱ号炉の左側の炉石がない

のは、恐らく住居跡の切り合い関係でⅡ号炉の方

が古いのだろうと思います。図 27 は発掘作業の

風景写真です。後列の左から二人目が稲村坦元、

三人目が柴田常恵ですね。前列左から二人目が加

藤喜代次郎です。この人が稲村の発掘を継続して

調査を続けたようです。図 28 は加藤喜代次郎が

発掘時に書いてもらった芳名録です。右上の左頁

には、「埼玉郷土会第九回見学旅行」として、最

初に柴田常恵、次に稲村坦元の名が記されていま

す。そして、次に図 29 の芳名録右側の右頁二人

目に和島誠一の名前が載っていて、左頁には「東

京考古学同好会第一回研究旅行」として田沢金吾、

大場磐雄、池上啓介、森本六爾、八幡一郎、甲野

勇、江上波夫、駒井和
かずちか

愛、末永雅雄、広瀬栄一と、 図 29

そういう錚々たるメンバーの名前が記されていま

す。

　息子さんの稲村徹元さんは、『武蔵野における

社寺と古文化』（稲村担元論文集・1999 年発行）

のあとがきで、稲村坦元が「来県当初十年ほどの

間には、『なぜ他県の者が埼玉の歴史をいじるの

か』との声をたえず耳にしつつ、修史の要を説き、

資料調査をした」という当時の史料収集の難しさ
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を記されています。

　昭和４年から６年は県史編纂史料に資するた

め、柴田と共編で埼玉県内の古記録をあつめた『埼

玉叢書』３巻を刊行しています。柴田を監修顧問、

稲村は編集主任として、昭和６年に『埼玉県史』

の第２巻「奈良・平安時代」を発刊します。昭和

14 年までに第３巻鎌倉時代、第 4 巻関東管領時

代、第５巻江戸時代前期、第６巻江戸時代後期、

第７巻近代を順次刊行していきます。第１巻「先

史原始編」はほぼ原稿の完成を見ましたが、戦争

のために印刷不能となってしまい、昭和 26 年に

なってやっと刊行できて、翌年、稲村は県史編纂

嘱託の任を降ります。東京府・都と埼玉県の兼務

は 23 年間続いたわけです。

　図 30 が昭和３年に作った県史編纂事業工程綴

であります。これから埼玉県史を作るもとの書類

であるわけですね。図 31 が稲村坦元と柴田常恵

によって最初に作った『埼玉叢書』で、昭和４～

６年までに第１～３巻、のちに昭和 45 年に第４

～７巻を増補しています。そして図 32 が『埼玉

県史』、この第２巻から第７巻までは昭和６年か

ら 14 年までに出されたのですが、左端が昭和 26

年に出された第１巻の「先史原始編」でありま

す。図 33 の図は２巻の「奈良・平安時代」に載

せられた奈良時代の瓦窯所在地であります。図に

窯跡の分布が示されていますが、東金子窯跡群の

新
あ ら く

久窯の名前が見えます。坂誥秀一先生が掘られ

た窯ですね。そして、亀井村には、先ほど教育長

さんからお話のありました、新たに国史跡指定と

なった南比企窯跡群で、ここに泉
い ず い

井窯とかの窯跡

が載っています。図 34 は亀井村で南比企窯跡群

にあたりますが、須恵器と瓦の窯跡分布図であり

ます。昨年、国の史跡指定の対象になった新
しんぬま

沼窯

ですね。こちら金
こんたく

沢窯と書かれたところは、かつ

て国士舘大学の大川清先生が調査した窯で、小
こ や つ

谷

窯とか広
ひろまち

町窯とありますのは鳩山町教育委員会の

渡辺一
はじめ

さんがゴルフ場の建設に伴って調査しまし

た「鳩山窯跡群」です。いずれも武蔵国分寺の瓦

を焼いています。亀井村の北の方にも、ちょっと

時代は新しくなりますが、たくさんの窯跡が分布

しています。これらは須恵器を焼いた窯跡です。

図 35 は現在の寄居町の末野窯跡群ですが、この

瓦窯で作られた瓦も約 50 ㎞離れた武蔵国分寺に

供給されています。ずいぶん北の方からも武蔵国

分寺に供給されたことがわかります。昭和 17 年

には東京都の水道貯水池候補で、埋没から文化財

が多い埼玉県比企郡平村、現ときがわ町を救おう

ということで、『埼玉史談』特集号を出して文化

財保護を目指します。昭和 18 年には埼玉県史蹟

名勝天然記念物の調査員、昭和 21 年には埼玉県

重要美術品調査、昭和 23 年には埼玉県水害誌編

集委員、文部省近世庶民史料地方調査員などを嘱

され、昭和 32 年には、埼玉県文化財保護審議委

員となり文化財保存活動に携わります。昭和 41

年には、多年の文化財保存調査の功績により勲四

等瑞宝章を受けました。

　四つ目は、郷土史研究会の運営・育成に携わり、

投稿もおこないました。武蔵野会（昭和 23 年に

武蔵野文化協会）、埼玉郷土会（昭和 25 年に埼玉

県郷土文化会）、浦和談話会、多摩史談会、日本

郷土会、葛飾史談会などです。なかでも深く関わ

ったのは埼玉郷土会で、県史編纂事務所とともに

県立図書館内に設けられた組織です。総裁は県知

事が、会長は県内務部長、顧問を柴田常恵、稲村

坦元は常任幹事と県史編纂主任として『埼玉史談』

を発行するなど、県と民共同の郷土史研究を推進

していました。その会の規則第三條に「本会は埼

玉県内の史蹟、史料、遺物等の研究及び保存を計

り、愛郷の思想を養うを以って目的とす」、とあ

るように、地域郷土史の振興、文化財保護、月例

見学会により啓蒙・普及活動を主導していたとい

えるでしょう。

　昭和 25 年には埼玉郷土会から埼玉郷土文化会

となり、稲村が会長となりました。稲村は、東京

府へ入ってからまもなく武蔵野会へ入会し、大正

15 年に幹事となり編輯に携わったようです。戦

後の武蔵野文化協会の『武蔵野』にも、都の文化

財調査員、同理事として執筆を続けています。図
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図 32

図 33

図 30 図 34

図 31 図 35

図 36

36 が『埼玉史談』の創刊号であります。稲村が

編集、発行になっています。図 37 は埼玉郷土会

設立趣意書で、「埼玉郷土会を設立し、県下にお

ける史蹟、史料、伝説の研究保存を計るを目的と

する」とあります。

　五つ目として、郷土史研究の執筆があり、有元

修一によれば、稲村坦元の著作・論文は 300 数十

余編に及ぶようです。執筆分野は『埼玉史談』を

みると、１：郷土史・文書・史料、２：銘文・板碑、
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３：人物、４：建築・美術・彫刻、５：名所・旧

蹟の順に多く、郷土史、青石塔婆（板
い た び

碑）、社寺、

人物、仏像が多い傾向にあります。

　稲村坦元の著書としては『武蔵史料銘記集』と

いうのがあり、仏像、彫刻、器物、墓塔、棟札、

経巻の奥書、肖像画の賛に至るまで、武蔵に関す

る年号のあるものをまとめられています。ここに

は、「郷土史家はその郷土に現存する資料をあり

のままに研究者に提供するのが任務であると信じ

るので、生のままの表現として私見や憶測を加え

ないこととした」とあります。稲村の考え方を知

ることができます。また、青石塔婆（板碑）を「史

料」として扱っていることも注目して良いと思い

ます。

　六つ目として、金石碑文の執筆・撰
せんぶん

文がありま

す。稲村坦元は埼玉県や東京都において、多くの

史跡等の碑文の執筆や撰文を行っています。史跡

碑、人物顕彰碑、墓碑、由緒碑などであります。

そういう碑によって郷土史の周知や啓蒙、文化財

保護を意図していたのではないかと思います。埼

玉県埼玉村古墳群の碑や、東京都羽村にある玉川

兄弟碑がありますが、そのほか 27 箇所におよび

ます。図 38 が玉川兄弟の銅像であります。この

裏側になりますが、昭和 33 年、東京都文化財専

門委員稲村坦元撰と書いてあります。図 39 が昭

和 14 年、前年史跡指定となった埼玉村古墳群と

いうことで、柴田常恵が撰、稲村坦元が書を揮
き ご う

毫

しています。こういうもので顕彰、啓蒙していこ

うとしていたわけです。

　稲村坦元の注目すべき業績の一つに、青石塔婆

の研究があります。稲村坦元は、先の大正 12 年

の「武蔵國分寺址の調査」で、すでに板碑を「青

石塔婆」として使用していますが、昭和４年『東

京府史蹟保存物調査報告書』の第６冊でも、東村

山村徳蔵寺元弘供養塔婆、貞和青石塔婆を報告し

ています。稲村は、昭和６年『埼玉史談』２巻５

号に「北武蔵郡龍興寺発見の青石塔婆に因んで板

碑の呼称を排す」で、騎西町、現在加須市龍興寺

の文永８年（1271）銘の板碑に「青石率都婆」と図 38

図 37

玉川兄弟銅像　昭和 33 年 9 月

東京都文化財専門委員稲村坦元撰　
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埼玉村古墳群碑　昭和 14 年 10 月

 柴田常恵篆並撰 稲村坦元書 

図 39

碑」と併記することが多くなってきます。また、

稲村は「板石塔婆」の名称が板碑に比べ本質を言

い表した適切なものとしましたが、埼玉県教育委

員会の『埼玉県板石塔婆調査報告書』で「板石塔

婆」について、「県が統一的に使用されているた

め、これに従った」、としています。それに対し

て縣は、「板石塔婆」を考察・提唱した（稲村の）

研究史的な業績についての認識の片鱗すらみられ

ないと、批判しています。

　また、稲村の注目される業績として、昭和初年

に埼玉県下の地域研究者と「青石塔婆調査票」に

よる資料収集を行ったことが挙げられますが、そ

の成果の一部は『埼玉史談』、『埼玉県史』に掲載

されました。しかし、埼玉県教育委員会で出した

『埼玉県板石塔婆調査報告書』では、昭和初年の

稲村の板碑塔婆に何の言及もされていないことを

読者は気づかれるだろう、と千々和到は書いてお

ります。稲村坦元の「青石塔婆調査票」を使用し

なかったのは、稲村坦元が板碑の調査に郷土史研

究者を組織しており、埼玉県で板碑調査をした時

代の雰囲気から、私は、在野の研究をあまり評価

していなかったためだと推測します。

　千々和到は、稲村坦元の「青石塔婆調査票」が、

地域に密接した研究者の調査成果であり、現所在

いう銘文がみられることから、板碑は当時率都婆

であり、「青石塔婆」の名称を提唱しました。

　千々和到は江戸時代の文人が名付けた「板碑」

という名称が「碑」や「記念碑」を思わせるのに

対して、稲村は板碑の本質が「卒塔婆」であるこ

とを名称の上でも明確に意図されたとします。現

在は、各地の板碑研究が進むと青石以外の石材が

多いことから、「板碑」・「板石塔婆」と使われる

ことが多くなるといわれています。

　縣
あがた

敏夫は『歴史考古学』29 号に「稲村坦元に

おける青石塔婆研究の軌跡」を書いています。稲

村の「青石塔婆」の提唱について、石材の相違か

ら全国的に使用できない、すでに江戸時代から使

われた「板碑」をいまさら変更する必要は無いな

ど反論が出てきたようで、そのためか稲村も「板

地や出土品、発掘資料が詳しく書き込まれている

など、重要な指摘・史料的価値があると述べてお

ります。こういうものが、県の調査には１つも加

えられていなかった。その点を指摘しております。　

　この調査票を調べると、板碑は合計 3,012 枚を

数えるようです。千々和の尽力によって平成５年

『青石塔婆調査集成―昭和初年の板碑調査』とし

て高科書店から刊行されましたが、高科書店が、

じつは主人が失踪してしまって閉鎖されたため、

一般にこの本が流布しておりません。私が探した

ところによれば、国立国会図書館と国文学研究資

料館だけに収蔵されていて、埼玉県や東京都の図

書館には全く収蔵されていないため、身近での活

用が難しいことが大変残念だと思いました。せっ

かく千々和さんが作っていただいたのに、残念な

ことであります。図 40 が集成した本です。図 41

がその中身で、右が稲村たちの当時の「青石塔婆

調査票」で、左が青石塔婆集成本の内容です。図

42 は埼玉県立博物館（現在の埼玉県立史跡と民

俗の博物館）に収蔵されている、稲村担元コレク

ションで、昭和 46 年と 54 年に稲村坦元が拓本な

どを寄贈していて、2,280 点あるそうです。図 43
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図 42

図 43

図 41

図 40
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がお子さんの稲村徹元さんが埼玉県立博物館に寄

贈した拓本 32 点であります。ちなみに、蔵書は

埼玉県立熊谷図書館に稲村文庫として収蔵されて

いるようです。

　最後に、柴田常恵、後藤守一、考古学との関わ

りです。図 44 にずっと言ってきたことを書いて

あるのですが、柴田は内務省地理課嘱託で考査員

（官）、稲村は後藤と東京府史蹟保存調査嘱託とし

て業務上の接点がありました。稲村は後藤にも府

嘱託職員を引き受けるよう頼みに行き、帝室博物

館で後藤や高橋健自に指導を受け、実物実見や、

調査の同道で考古学の知識を深めたようです。稲

村は大正 10 年に「永平寺国宝鐘銘」を『考古学

雑誌』に投稿していますので、すでに考古学との

分野とも関わりを持っていたようです。

　稲村と後藤は、大正 11 年 10 月からはじめた武

蔵国分寺跡で一緒に調査を行い、稲村は寺跡の実

測調査に土木技師を手伝わせ、後藤には瓦の調査

を依頼したようで、翌年報告書を刊行しました。

　大正 14 年には、稲村、柴田、後藤、森本が南

多摩郡南村高ヶ坂を発掘し、その後も稲村・後藤

は共編として府報告書を作成していきます。

　稲村は、柴田の推薦によって昭和３年埼玉県史

に関わりました。稲村は昭和４年に入間郡高麗村、

現日高町で石器時代住居跡、さらに新郷村現川口

市で柴田と共に県史編纂事業として新郷貝塚の発

掘をしていて、県内の古墳調査には後藤が委嘱さ

れております。昭和７年～８年頃には、石田茂作、

柴田、稲村で古寺址研究会を作り、古寺を踏査し

ております。柴田の瓦は長瀞総合博物館に寄贈さ

れていて、県の指定になっているのが 339 点です

が、これは現在埼玉県立さきたま史跡の博物館に

収蔵されています。國學院大学所蔵の「柴田常恵

写真資料目録Ⅰ」にも、「稲村担元ヨリ」の写真

が含まれています。また、稲村と後藤は戦後も都

文化財専門委員として西多摩郡、伊豆諸島の調査

を行っています。

　このように稲村坦元、柴田常恵、後藤守一との

関係は深く、稲村は二人との調査を通して考古学

図 44

に精通していったようです。

　最後に、稲村坦元は東京堂で出した『日本考古

学辞典』（日本考古学協会編）で、10 項目を書い

ています。八幡一郎は、その序で「日本考古学協

会員に執筆を分担するよう計画された」と記して

いたことから、日本考古学協会事務局に伺って稲

村のことを調べてみたところ、稲村が昭和 25 年

に「会員調査表」を出しており、日本考古学協会

の会員になっていることが確認できました。図

45 は昭和 35 年３月の会員名簿ですが、稲村が下

から３行目に載っています。図 46 は稲村が昭和

25 年に会員になるために提出した会員調査表で、

日本考古学協会は昭和 23 年に誕生していますか

ら、その２年後です。ガリ版（謄写版）で刷った

調査表で、ここに「会員調査表」とありまして、

個人情報に関わるところは私がマスキングしてお

示ししておりますが、当時は上質紙がない時代で、

藁半紙に書いて会員に申請したようですね。用紙

は見て分かるように、既に朽ちかけている状況で

あります。こういうものを、ぜひ日本考古学協会

でも保存して歴史史料として公開してほしいなと

思っております。

　最後に簡単にまとめをいたします（図 47）。稲

村は僧職にあり、仏教史料調査・研究により仏典

に精通して、東京都（府）・埼玉県の史跡、文化

財の保存に関わり、武蔵における郷土史研究の第

一人者の１人といえます。その学問に対する姿勢

は、僧籍あるいは仏教史研究者としての基礎が根

底にあり、東京・埼玉を含めた武蔵の史跡、文化



184

図 45 図 46

図 47

財に関わるなかで、考古学も含め多方面に関心を

持ち、自ら赴いて調べ、正確に捉える視点を持ち、

稲村坦元の郷土史研究を形作ったと言えると思い

ます。

　その過程で、昭和４年に始まった『埼玉史談』

を現在まで継続させたこと、そのなかで現在、確

か令和３年で通巻 331 号、65 巻になっていると

思いますが。そのなかで講演会、展覧会、座談会、

見学旅行等を続け、さらには自らの執筆により文

化財の保護、啓蒙普及活動を指導したことは、稲

村坦元をさらに評価すべき人物であることを改め

て再確認しました。

　しかし、今回調べてみてわかるように、稲村坦

元が残した、書いたものは膨大にあり、一部しか

紹介できませんでした。有元修一さんによると、

三百数十の書いたものがあるということでした。

ちょっとそれを調べることを到底考えませんでし

たけれども。あと、稲村坦元を偲ぶ文章を見ます

と、多くの人は見学旅行や談話会で大変感銘を受

けて、稲村を慕っていたことが分かりました。

　駆け足でお話しして、稲村坦元の、本当は板碑

研究のさらに先を御話ししたかったのですけれど

も、時間がなくちょっと飛ばしてしまいました。

これでお話を終わらせていただきます。ご清聴あ

りがとうございました。

【注】

※１（図６、７、８）の出典は、道元 書 ほか『禅苑墨華』,

禅苑墨華刊行会 ,大正 14. 

国立国会図書館デジタルコレクション 

https://dl.ndl.go.jp/pid/967424 ( 参照 2023-03-16)

※２（図 19）の出典は、東京府 編『東京府史蹟名勝天然記念

物調査報告書』第４冊 ( 府下に於ける重要なる史蹟２), 東京

府 ,大正 15. 

国立国会図書館デジタルコレクション

https://dl.ndl.go.jp/pid/983862 ( 参照 2023-03-16)

※３（図 21）写真は日野市指定史跡「上
しょうにんづか

人塚」で、右端の

人物は立川民蔵である（※事務局調べ。日野自動車株式会社

2014『日野市指定史跡　上人塚の調査』ｐ．３より）
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⑦ フィールドワーク「史跡武蔵国分寺跡を歩く」
（野外実習）渡邊典子（国分寺市教育委員会）

講師：小川紘満・武藤功（国分寺市ふるさと文化財愛護ボランティア）
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こくぶんじジュニア歴史検定

国分寺市では、平成 29 年度以来、市内在住・在学の小学５・６年生を対象として、国分寺の歴史や文化財の学

習を深めるために、時間内で 30 問（四者択一式）を解く「こくぶんじジュニア歴史検定」を実施しています。

令和４年度は９月３日に行いました。参加された子ども達は皆、熱心に問題に取り組み、成績優秀者は 10 月 22

日に開催した記念行事にて、教育長から表彰されました。

連続歴史講座を受講された皆さんも、ぜひチャレンジしみて下さい。（最終頁に解答があります）
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■ 25 問以上…ゴールド　　24 問～ 11 問…シルバー　　10 問以下…ブロンズ　
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南門・木橋

参　道

伽藍地区画溝
伽藍地区画溝

伽藍地区画溝

伽藍地区画溝

伽藍地区画溝

中枢部区画施設中枢部区画施設

中枢部区画施設

塔　2
塔　1

中　門

金　堂

講　堂

鐘　楼

大型掘立柱建物

掘立柱建物

■ 対象範囲全域■ 対象範囲全域
① 史跡内の回遊性の向上
③ 防犯防災対策の検討
① 史跡内の回遊性の向上
③ 防犯防災対策の検討

② 利便施設の適切な配置
④ 維持管理の軽減対策の検討
② 利便施設の適切な配置
④ 維持管理の軽減対策の検討

　　　整備済範囲(中枢部)
　　　設計対象範囲(中枢部周辺地区)
　　　芝地
　　　ダスト舗装・クレイ舗装等

凡例

■ 北方・推定中院地区
伽藍中枢部の北側は、法隆寺所蔵『大菩薩蔵経』の奥書にある「中
院」跡に比定され、国分寺崖線下には大型掘立柱建物、須恵器大甕
を据えた特殊な建物跡のほか、伽藍中枢部の北西部を遮蔽する築
地塀・溝跡、伽藍地西辺区画溝などが発見されています。これらの
遺構を整備するとともに、現在、史跡地へのメインアクセスが北側
のJR国分寺駅・西国分寺駅からである現状を踏まえて、史跡主要部
へのエントランスとして史跡全体、および周辺の関連遺跡（武蔵国
分尼寺・東山道武蔵路）の案内を行える空間といたします。

■ 伽藍中枢地区　
大半部分は、平成23～令和２年度に施工して整備を終了しました。
中門東側の南東部は南門地区の整備工事にて整備し、講堂北側の
北西部の２箇所については、武蔵国分寺の整備を進めてまいります。

■ 南門地区
武蔵国分寺の南側正面入口にあたり、基本設計の中心となる地区です。一部道路
を廃道し、南門跡および参道跡を整備することにより、伽藍中枢地区に向けた視
認性を確保するとともに、伽藍地南辺区画溝を表示して寺院（伽藍地）の南限を示
します。さらに南方に離れた参道口方面（府中市栄町）への導線を誘導し、南門地
区西側に隣接する市立第四中学校付近は修理院に比定されているため、その歴
史性を踏まえた活用（体験学習・市民交流活動等）が行えるよう整備を進めます。

　■ 塔地区　
国分寺のシンボルでもある七重塔が存在した地区です。武蔵国分寺
では、二つの塔遺構が発見されており、礎石が現存する塔跡１の本格
的な整備は将来整備を行う予定ですが、平成15年に新たに発見され
た塔跡２や伽藍地区画溝を表示することにより、伽藍地の南東隅にあ
たる当該地区に塔が存在したことを顕在化させます。また、塔の南側
は苑院・花園院に比定されていることから、道路の一部廃道を検討す
るとともに適正な樹木間伐等の緑地整備を行い、歴史性を踏まえた活
用（体験学習、市民交流活動等）が行えるよう整備を進めます。

平成 21 年２月に策定した「史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）整備実施計画」に基づき、国史跡武蔵国分寺跡の第一期整備として示
された事業計画のうち、伽藍中枢部周辺 [ 中門地区・南門地区・北方（推定中院）地区・塔地区 ] を対象に、保存整備工事の基本
事項を定めた指針です。南北の伽藍中軸線をより明確化して、史跡の範囲・広がりを示せるようにするとともに、より市民に親しまれ、
活用される史跡とする整備目標を掲げました。
対象範囲全域で、史跡内の回遊性向上、利便施設の適切な配置、防犯・防災対策や維持管理の軽減対策の検討を行ってまいります。
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凡例

■ 北方・推定中院地区
伽藍中枢部の北側は、法隆寺所蔵『大菩薩蔵経』の奥書にある「中
院」跡に比定され、国分寺崖線下には大型掘立柱建物、須恵器大甕
を据えた特殊な建物跡のほか、伽藍中枢部の北西部を遮蔽する築
地塀・溝跡、伽藍地西辺区画溝などが発見されています。これらの
遺構を整備するとともに、現在、史跡地へのメインアクセスが北側
のJR国分寺駅・西国分寺駅からである現状を踏まえて、史跡主要部
へのエントランスとして史跡全体、および周辺の関連遺跡（武蔵国
分尼寺・東山道武蔵路）の案内を行える空間といたします。

■ 伽藍中枢地区　
大半部分は、平成23～令和２年度に施工して整備を終了しました。
中門東側の南東部は南門地区の整備工事にて整備し、講堂北側の
北西部の２箇所については、武蔵国分寺の整備を進めてまいります。

■ 南門地区
武蔵国分寺の南側正面入口にあたり、基本設計の中心となる地区です。一部道路
を廃道し、南門跡および参道跡を整備することにより、伽藍中枢地区に向けた視
認性を確保するとともに、伽藍地南辺区画溝を表示して寺院（伽藍地）の南限を示
します。さらに南方に離れた参道口方面（府中市栄町）への導線を誘導し、南門地
区西側に隣接する市立第四中学校付近は修理院に比定されているため、その歴
史性を踏まえた活用（体験学習・市民交流活動等）が行えるよう整備を進めます。

　■ 塔地区　
国分寺のシンボルでもある七重塔が存在した地区です。武蔵国分寺
では、二つの塔遺構が発見されており、礎石が現存する塔跡１の本格
的な整備は将来整備を行う予定ですが、平成15年に新たに発見され
た塔跡２や伽藍地区画溝を表示することにより、伽藍地の南東隅にあ
たる当該地区に塔が存在したことを顕在化させます。また、塔の南側
は苑院・花園院に比定されていることから、道路の一部廃道を検討す
るとともに適正な樹木間伐等の緑地整備を行い、歴史性を踏まえた活
用（体験学習、市民交流活動等）が行えるよう整備を進めます。
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都立
武蔵国分寺公園

北方建物北方建物

講堂講堂

講堂講堂

尼坊尼坊

七重塔七重塔

武蔵国府

寺院地区画溝寺院地区画溝

伽藍地区画溝伽藍地区画溝

塔２塔２ 塔１塔１
中門中門

中門中門

金堂金堂

金堂金堂

南門南門

西
僧
坊

西
僧
坊

東
僧
坊

東
僧
坊

中
枢
部
区
画
施
設

中
枢
部
区
画
施
設

中
枢
部
区
画
施
設

中
枢
部
区
画
施
設

古
寺
院
地
区
画
溝

古
寺
院
地
区
画
溝

伽
藍
地
区
画
溝

伽
藍
地
区
画
溝

経
蔵
経
蔵

経
蔵
経
蔵

鐘
楼
鐘
楼

鐘
楼
鐘
楼

（元町用水）元町用水

野
　
川

西 国 分 寺 駅

JR 中 央 線

 

武 

蔵 

野 

線

JR

  文化財資料展示室

おたかの道
湧水園

伝祥応寺跡 塚跡

尼 寺

僧 寺

参道口

東
山
道
武
蔵
路

伝
鎌
倉
街
道

礎石建て建物、区画溝・塀、道路跡
史跡指定範囲（令和３年10月現在）
湧水源(埋没･枯渇を含む)
水系
国分寺崖線

令和４年度以降の整備予定範囲
国分寺市立歴史公園

0 300m1/6000

武蔵国分寺跡の主要伽藍と史跡指定範囲武蔵国分寺跡の主要伽藍と史跡指定範囲

199

①

②

③

④

⑤

⑥

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

ジ
ュ
ニ
ア
歴
史
検
定

整
備

１
０
０
周
年
記
念
事
業



植栽 足元灯 遺構解説版

既存の樹木 街灯

0.5
12510

0.
5

1 2 5 10

0.5
12510

0.
5

1 2 5 10
0.

5
1 2 5 10

0.
5

1 2 5 10

0.5
12510

0.5
12510

0.
5

1 2 5 10

0.5
12510

0.5
12510

0.
5

1 2 5 10
0.

5
1 2 5 10

0.5
12510

0.
5

1 2 5 10

0.5
12510

0.5
12510

0.5
12510

0.
5

1 2 5 10
0.

5
1 2 5 10

0.5
12510

0.5
12510

0.
5

1 2 5 10

0.
5

1 2 5 10

0.5
12510

0.5
12510

0.
5

1 2 5 10

遺構解説板 名称標識大型地形模型 (+VR・AR) 四阿(あずまや)南門・木橋

※写真はイメージです。

25m0

N

エノキ

ヤマグワ

エノキ
エノキ

カスミザクラ

カスミザクラ

カスミザクラ

ソメイヨシノ

ソメイヨシノ

ソメイヨシノ

ソメイヨシノ

ソメイヨシノ

ソメイヨシノ 南門・木橋

参　道

伽藍地区画溝

南エントランス広場

伽藍地区画溝

中枢部区画施設中　門

古代寺院空間の景観の演出や
周辺住宅地の障りとして植栽を行います。

南門地区全域の修景工事南門地区全域の修景工事
■令和４年度■令和４年度

塔１塔２

おたかの道
湧水園

講堂

金堂

中門

鐘楼

中枢部区画施設

伽藍地区画溝南門・木橋

参 道

大型地形模型 名称標識

中枢部区画施設中枢部区画施設

南門・木橋

参 道

伽藍地区画溝

伽藍地区画溝

四阿（あずまや）

ベンチ

大正11年に国指定を受けてから
令和4年で100周年。

様々なイベントを開催しました！！

大正11年に国指定を受けてから
令和4年で100周年。

様々なイベントを開催しました！！

200



塔１塔２

おたかの道
湧水園

講堂

金堂

中門

鐘楼

中枢部区画施設

伽藍地区画溝南門・木橋

参 道

大型地形模型 名称標識

中枢部区画施設中枢部区画施設

南門・木橋

参 道

伽藍地区画溝

伽藍地区画溝

四阿（あずまや）

ベンチ

大正11年に国指定を受けてから
令和4年で100周年。

様々なイベントを開催しました！！

大正11年に国指定を受けてから
令和4年で100周年。

様々なイベントを開催しました！！

201

①

②

③

④

⑤

⑥

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

ジ
ュ
ニ
ア
歴
史
検
定

整
備

１
０
０
周
年
記
念
事
業

①

②

③

④

⑤

⑥

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

ジ
ュ
ニ
ア
歴
史
検
定

整
備

１
０
０
周
年
記
念
事
業



　僧寺地区の史跡整備は、平成15年３月策定の「史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）新整備基本計画」に基づいて、当初は20ヶ年を事業期間と定

めて着手しました。新整備基本計画には、史跡指定地内全体を公有化したうえで、現道を廃止し、中門・鐘楼・築地塀などの建造物復元を目指

すことをうたっています。

　しかし、史跡整備に先行して実施した発掘調査で新たな遺構の発見や、指定地の公有化事業の進展、東山道武蔵路跡の国史跡としての附

指定、開発に伴う僧寺北東地域や国分寺崖線下地域の追加指定など、その後、史跡を取り巻く様々な環境変化があり、具体的に着手可能な実

行計画として、平成21年２月には「史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）整備実施計画」を定めました。

　そこでは、指定地内の現公有地内で、遺構の平面的な整備を広げ、史跡を広く体感できる姿を整備の中間的目標とし、まず平成23～令和２

年度に伽藍中枢部の整備工事を行いました。

　今後は、伽藍中枢部周辺地域に対象を広げて、整備実施計画で目標とした現公有地内での史跡整備を推進してまいります。

史跡武蔵国分寺跡は、大正11年(1922)に国の指定を受けてから、令和４年(2022)で100周年を
迎えました。国分寺市のシンボルの一つでもあり、創建後1300年の歴史を語り継ぐため、この先の
100年に向けて歴史公園の整備・活用に取り組んでまいります。

史跡武蔵国分寺跡は、大正11年(1922)に国の指定を受けてから、令和４年(2022)で100周年を
迎えました。国分寺市のシンボルの一つでもあり、創建後1300年の歴史を語り継ぐため、この先の
100年に向けて歴史公園の整備・活用に取り組んでまいります。

史跡指定地内を全体的に公有化・整備

史跡武蔵国分寺跡〔僧寺地区〕新整備基本計画

平成15年３月策定

現公有地内で平面的整備の広がりを優先
　　　　　　（第一期整備）

史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）整備実施計画

平成21年２月策定

南門地区・北方（推定中院）地区・塔地区
エリアごとの目標を設定

史跡武蔵国分寺跡（僧寺地区）第一期整備
〔中枢部周辺地区〕基本設計

令和２年３月策定

第二期整備実施計画の策定

中枢伽藍内建造物（中門・鐘楼・築地塀など）の
復元計画の検討

いまココ

令和４～７年度施工　　　   南門地区
令和８～１０年度施工予定　北方（推定中院）地区
令和１１年度施工予定　　　塔地区

平成19年８月策定

整備の最終到達目標を設定しました

 整備の中期的目標を設定しました
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令和４年度に実施した主な武蔵国分寺跡史跡指定 100 周年記念事業

1 武蔵国分寺跡史跡指定100周年記念オープニングイベント

事 業 名

2 おたかの道湧水園無料開放（オープニングイベント特別開放）

3 ゴールデンウィーク子どもイベント「なぞときビンゴ」

4 恋ヶ窪公民館歴史講座「国登録有形文化財となった沖本家住宅」

5 国分寺市ふるさと文化財課愛護ボランティア養成講座，もとまち公民館連続歴史講座

6 国分寺市新庁舎建設に伴う発掘調査現場見学会

7 文化財資料展示室のリニューアル

8 市外文化財めぐり（甲斐国分寺跡）

9 夏休み子どもプログラム「ぬりえ」

10 特別企画展「史跡武蔵国分寺跡100年のあゆみ」

11 市史等の特別価格販売

12 夏休み子どもプログラム「レプリカをつくろう」

13 史跡指定100周年記念缶バッチの作成

14 史跡指定100周年記念のぼり旗，横断幕，掲示シールの作成及び掲出

15 夏休み子どもプログラム「拓本教室」

16 ぶんじ子どもフェスタ「史跡ぬりえ」

17 武蔵国分寺跡資料館・文化財資料展示室・東京都公文書館　３館展示スタンプラリー

18 こくぶんじジュニア歴史検定

19 バナーフラッグの掲出

20

むさしのガーデン紀行　オープンカフェ「ミニガイド」

令和３年度に史跡指定 100 周年を迎えた諸国国分寺跡のパネル展示

21

市内文化財めぐり22

おたかの道湧水園無料公開23

幡の作成24

秋の子ども向けイベント「拓本教室」25

秋の子ども向けイベント「歴史なぞときクイズラリー」26

秋の子ども向けイベント「レプリカをつくろう」27

東京都公文書館との共催企画展「史料に見る国分寺のあゆみ～江戸時代の村々～」28

武蔵国分寺跡史跡指定100周年記念講演会29

本多公民館歴史講座（第１回）「本多雖軒と国分寺の地域医療」30

本多公民館歴史講座（第２回）「玉川上水と国分寺市内の分水」31

観光考古学会パネルディスカッション「武蔵国分寺跡の保存と観光活用」32

武蔵国分寺跡史跡指定・住田正二先生生誕100周年記念シンポジウム「武蔵国分寺の造営と文字瓦」33

光公民館歴史講座「二五穴と胎内掘りの技術」34

令和４年度文化講座「思いを描く天平の華　武蔵国分寺のはなし」（市民生活部文化振興課主管課事業）35

第 48 回東京都遺跡調査・研究発表会36

37 並木公民館歴史講座「玉川上水と『上水記』」
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　天然痘のパンデミックに襲われた天平時代、聖武天皇は仏教の力で国難を鎮めるために国分寺建立の詔を発布し、全国
60数ヶ国に造営された国分寺の一つが武蔵国分寺です。その武蔵国分寺跡は、史蹟名勝天然紀念物保存法に基づき大正11
年（1922）10月12日に国の史跡として指定され、令和４年は指定後100周年を迎えました。
　これまでに周辺で実施された数々の発掘調査から、武蔵国分寺周辺を取り巻く様々な環境と、指定されて以降、どのよ
うに遺跡が保護が図られてきたか、フィールドワークを含む全６回の講座を通じて、皆さんと考えてみたいと思います。
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１
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武蔵国分寺跡 史跡指定 100 周年記念事業

【　講　座　概　要　】

武蔵国分寺の
成り立ちと
史跡武蔵国分寺跡
東京都公文書館 ・ 国分寺市教育委員会　連携企画

※本講座は、国分寺市ふるさと文化
財愛護ボランティア ボランティア
要請講座を兼ねています。

※講座参加時には新型コロナウイル
ス感染症拡大防止対策のため、マ
スク着用などのお願いをしており
ます。詳しくは公民館だより（市報）
をご覧ください。

さん

さん

さん

会場時間 定員10時～ 12時 40名 もとまち公民館
（第 6 回のみ武蔵国分寺跡）

案内図

もとまち公民館　連続歴史講座（全６回）
武蔵国分寺跡金堂基壇 （整備後）武蔵国分寺金堂付近 （整備前）

●申し込み：５月 30 日（月）までに、
　電話または直接もとまち公民館へ。多数の場合は抽選、

定員に満たない場合は５月 31 日（火）以降先着順
●問い合わせ：もとまち公民館　042 - 325 - 4221
　国分寺市東元町２ - 13 - 19
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国分寺市域の地形形成と古代の環境
講師：野口淳　　（金沢大学古代文明・文化資源
研究センター客員研究員）　　

東山道武蔵路研究の現状と課題
講師：増井有真（ふるさと文化財課係長）

野川流域の旧石器・縄文時代
講師：中山真治　　（日本考古学協会会員）

武蔵国分寺調査・研究抄史
講師：依田亮一（ふるさと文化財課係長）

武蔵国分寺跡の史跡指定とその背景
講師：西木浩一　　（東京都公文書館課長代理 
( 史料編さん担当 ) 認証アーキビスト )

史跡武蔵国分寺跡を歩く（野外実習）
講師：ふるさと文化財課愛護ボランティア
※雨天の場合は 10 月 26 日に延期

史跡武蔵国分寺跡の価値と保存について

オープニングイベント記念講演会

主催：国分寺市・国分寺市教育委員会

国登録有形文化財となった沖本家住宅

恋ヶ窪公民館　歴史講座

主催：国分寺市教育委員会連携企画

武蔵国分寺の成り立ちと史跡武蔵国分寺跡

もとまち公民館　連続歴史講座

主催：東京都公文書館・国分寺市教育委員会連携企画

新庁舎建設に伴う発掘調査現場見学会

主催：国分寺市・国分寺市教育委員会ふるさと文化財課

テイケイトレード株式会社

武蔵国分寺跡史跡指定 100 周年記念行事（文化財関連事業）
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国史跡武蔵国分寺跡 史跡指定 100 周年記念事業

武蔵国分寺跡史跡指定 100 周年歴史講座②

玉川上水と
国分寺市内の分水

　玉川上水は江戸時代前期の承応2年(1653)に開削
され、近代に至るまで江戸市中の生活用水を供給し続け
ました。また江戸時代中期の享保年間（1716 ～ 36）には、
徳川吉宗の新田開発政策のもとで玉川上水から分水を引
き、現在の国分寺市域にあたる村々の生活も支えました。
この講座では、近年の研究成果から玉川上水の歴史を述
べるとともに、国分寺市域にかかわる分水について紹介
します。

　1962 年横浜市生まれ。浅野高等学校卒業。明治大学・同
大学院で故木村礎教授に師事して日本近世史を専攻。埼玉
県教育委員会の学芸員として文書館、博物館、文学館などで
勤務の後、2009 年に日本アーカイブズ学の教員として筑波

図書館情報メディア系教授。博士（史学）

【 主な著作 】
4002、版出閣文思（』 究研史纂編誌地世近本日『に書著　

年）、『災害アーカイブ：資料の救出から地域への還元ま
近　編料資　史市村羽『著共、）年9102、版出堂京東（』で

。どな）年9102、市村羽（』世

令和 4 年

講師：白井 哲哉さん
（筑波大学図書館情報メディア系教授）

専門 日本近世史 ・
日本アーカイブズ学

東京都公文書館 ・ 国分寺市教育委員会連携企画

代官謝恩塔砂川用水 （並木公民館付近）

●問い合わせ：本多公民館　
　　　042-321-0085　国分寺市本多1-7-1

※講座参加時には新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、マスクの着用などのお願いをしております。詳しくは公民館だより（けやきの樹）をご覧ください。

会場：本多公民館
11 12

定員：100 人

13：30～15：30（開場13：00～）月 日（　）土

●申し込み：10月18日（火）午前9時から
　電話または直接本多公民館へ。（先着順）

本多雖軒と
国分寺の地域医療

国史跡武蔵国分寺跡 史跡指定 100 周年記念事業

　国分寺村名主の四男として生まれた本多雖軒。幕末・明
治の多摩において、医療や書画など多彩な能力をもって活
躍しました。本講座では、医師としての雖軒に注目し、日々
の診療や感染症治療など地域医療に取り組んだ姿を、多く
の古文書史料から解き明かします。

　1976 年神奈川県生まれ。東京学芸大学、
同大学院を経て、総合大学院大学日本歴史研究専攻修了。

【 主な著作 】
　著書に『近世蔵書文化論ー地域〈知〉の形成と社会ー』

（勉誠出版、2017 年）、「公儀の庭・浜御殿の変遷と意義 」
（『東京都公文書館調査研究年報〈WEB 版〉』第３号、2017

年）、「幕末期江戸周辺における地域文化の自立」（『関東
近世史研究』第 65 号、2008 年）、共著『小平市史 近世編』

会場：本多公民館

令和 4 年

講師：工藤 航平さん
（国立歴史民俗博物館　准教授）
専門　日本近世史・近代史

東京都公文書館 ・ 国分寺市教育委員会連携企画

博士（文学）。国文学研究資料館機関研究員、東京都公文書
館史料編さん担当公文書館専門員を経て、現職。

本多家住宅長屋門

武蔵国分寺跡史跡指定 100 周年歴史講座①

10 29 土

定員：100 人

※講座参加時には新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のた
め、マスク着用などのお願いをしております。
詳しくは公民館だより（けやきの樹）をご覧ください。

●申し込み：９月16日（金）午前9時から
　電話または直接本多公民館へ。（先着順）

●問い合わせ：本多公民館　
　　　042-321-0085　国分寺市本多1-7-1

13：30～15：30（開場13：00～）月 日（　）

（小平市、2012年）

地域文化史

　　　　　　　　　　　　国分寺市教育委員会 ふるさと文化財課 ・ 光公民館 共催事業

武蔵国分寺跡史跡指定 100 周年記念事業 歴史講座

「中藤新田分水跡」（胎内堀）市重要史跡指定記念

　かつて西町地域を潤していた中藤新田分水は、玉川上水の分水の
ひとつとして享保 14 年（1729）に開渠が作られました。その後水
路に水が入らなくなったことから、およそ 150 年前に一部を「胎内
堀」と呼ばれるトンネル状の暗渠に作り替えたことが古文書よりわ
かっています。西町四丁目にはその稀少な遺構が残っており、令和
3 年（2021）に発掘調査の中で姿を現しました。水確保のため苦難
を乗り越え完成した胎内堀は、９月に市重要史跡に指定されました。
　この胎内堀のようなトンネル状の水路としては、千葉県の房総丘
陵にある「二五穴」が有名です。江戸時代後期から明治時代にかけ
て作られ、100 年以上も水田に水を送る現役の水路です。規模が幅
二尺 × 高さ五尺（およそ 60cm×150cm) であることが名前の由来で、
長いトンネルでは 700m もあります。さらに二五穴は開削時の見積
書や請負書が残され、工事の様子を復元できる貴重な遺産です。
　今講座では、胎内堀の調査を速報するとともに、二五穴を通じて
地域の農業と暮らしを支えた先人たちの苦労と技術を学びます。

13︓30 ～ 16︓00（開場 13︓15）
会場︓光公民館　 定員︓30 名令和 4 年

講師︓島立 理子さん
（千葉県立中央博物館　企画調整課長）
専門　民俗学

二五穴（千葉県君津市）胎内堀発掘状況（国分寺市西町）

土

●申し込み：11 月 28 日（月）までに、電話または直接
光公民館へ（定員 30 名）。多数の場合は抽選、定員に
満たない場合は翌日以降 先着順。

●問い合わせ：光公民館　042ｰ576-3991
　　　　　　　国分寺市光町 3-13-19（第二小学校西隣）

※講座参加時には新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、マスク着用などのお願いをしております。詳しくは公民館だより「けやきの樹」をご覧ください。

調査報告︓小坂 克信さん
（国分寺市文化財調査専門員、 産業遺産学会 ・
 水車と臼文化会代表） 専門　江戸上水史

調査報告︓市職員　（中藤新田分水発掘調査担当者）

「房総丘陵の用水路 二五穴」

「中藤新田分水の暗渠の開削時期」

「中藤新田分水（西町四丁目）の発掘調査」

に　　　ご あな

た　い　な　い　ぼ　り

　絵葉書や古写真をもとに、文献資料や
聞き取り調査といった方法で、明治時代
以降の人々の生活文化の変化や、房総に
生活する人々が地域の自然とどのようにかかわりながら生活
をしてきたのかを調査研究している。主な著作は裏面に記載。

　用水や水車に関心があり、古文書を調査しながら現地に赴き、人々
の暮らしとのかかわりを研究している。主な著作は裏面に記載。

きょ

きょ

 

祝

　『上水記』は、玉川上水の開削から 137 年後の寛政３年（1791）
に幕府普請奉行上水方石野広通（いしのひろみち）が編纂した江戸
上水の公式記録です。天明８年（1788）に起稿し、３年がかりで３
部作成された和綴じの 10 巻構成で、１部は時の 11 代将軍徳川家斉
に献上し（国立公文書館内閣文庫蔵・欠本あり）、 １部は老中松平定
信に進呈（所在は不明）、残りの１部が上水方役所の保存用として「上
水方のみちしるべ」にされたことが伝わっています。
　明治維新後、上水の管理が明治政府、東京府へ移管されるにあたり、
上水方の『上水記』は東京府土木課から水道局に引き継がれ、現在、
東京都水道歴史館に保管されています。本講座では、『上水記』を紐
解きながら、玉川上水が作られた歴史的背景や武蔵野新田開発の立
役者：川崎平右衛門定孝の事績に迫ります。
　また、市内北町三丁目の妙法寺境内には、代官川崎平右衛門や伊
奈半左衛門らに感謝の意を示した謝恩塔（寛政 11 年建立）があり、
市重要有形文化財に指定されています。このほど、文化財の保存修
理工事を行いましたので、講演終了後、妙法寺様の御協力を得て、
現地で市教育委員会の職員が「川崎・伊奈両代官謝恩塔」の解説を
いたします（※16 時頃、妙法寺境内にて解散予定です）。

　数多く参画した江戸遺跡の発掘調査を通して、江戸時代
の瓦の生産体制・流通実態を解明されていらっしゃいます。
また、例年、東京文化財ウィークの期間にあわせて東京都指
定文化財『上水記』展を開催し、江戸・東京における水利用
の歴史を総合的に研究されています。

【 主な著作 】
　「近世城郭の瓦」中井均・加藤理文編『近世城郭の考古学入門』
　　　（高志書院・2017 年）
　「お江戸の街の上水と下水」『月刊土木技術 76 巻 2 号 　
　　　特集 : お江戸と土木』（土木技術社・2021 年）
　「江戸の上水整備とその技術」『考古学ジャーナル 772　 
　　　特集 : 近世の土木考古学』（ニューサイエンス社・2022 年）

講師︓金子 智さん
（東京都水道歴史館　企画調査責任者）

専門︓近世考古学

東京都水道歴史館 ・ 国分寺市教育委員会連携企画

武蔵国分寺跡史跡指定 100 周年記念事業　歴史講座

13︓００～ 16︓00（開場 1２︓30）

会場︓並木公民館   定員︓５０名

令和５年

玉川上水 （小平市中島町じょうすいこばし付近）

日

●申し込み：２月 28 日（火）までに
　電話または直接並木公民館へ。
　多数の場合は抽選｡定員に満たない
　場合は３月１日（水）以降先着順。
●問い合わせ：並木公民館
　電話／042-321-9971　住所／国分寺市並木町 2-12-3

3 12 市重要有形文化財 （建造物）

川崎 ・伊奈両代官謝恩塔 〔妙法寺〕13:00~15:00　講演会
15:30~16:00　見学会

※講座参加時には新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、マスク着用
などのお願いをしております。詳しくは２月 15 日号けやきの樹（公民館だよ
り）をご覧ください。

本多雖軒と国分寺の地域医療

本多公民館　歴史講座①

主催：東京都公文書館・国分寺市教育委員会連携企画

玉川上水と国分寺市内の分水

本多公民館　歴史講座②

主催：東京都公文書館・国分寺市教育委員会連携企画

二五穴と胎内堀の技術

光公民館　歴史講座

主催：国分寺市教育委員ふるさと文化財課・光公民館共催事業

玉川上水と『上水記』

並木公民館　歴史講座

主催：東京都水道歴史館・国分寺市教育委員会連携企画
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釈迦堂遺跡

  博物館

　外観

釈迦堂遺跡博物館 常設展示室

土偶づくり

体験

（予定）

市役所 出発・解散

受付開始 : 午前７時４５分

出　発：午前８時

解　散：午後５時３０分

令和4 年 月7 日（土）

コース

参加要件

申　込

甲斐国分寺跡・甲斐国分尼寺1

2 釈迦堂遺跡博物館

復元された金堂・塔の基壇の見学をします。

常設展示の見学と土偶作り体験をします。

●定　員：３０名　
　　　   　※応募多数の場合は抽選。

●参加費：大人：900円程度

　　　　　中学生以下：700円程度

　※入館料・体験料。

往復はがきによる事前申込制
（７月１日必着）
※１枚のはがきで２名まで申込可能。

【主催】国分寺市教育委員会ふるさと文化財課

甲斐国分寺跡

山梨県笛吹市（甲斐国）

●備　考：歩きますので動きやすい服装と靴で

              ご参加ください。 

               飲み物・昼食 持参です。

●対　象：市内在住・在勤・在学の
　　　　小学生以上の方
　　　      （小学生は保護者同伴）

古代の文化に思いを馳せてみませんか…

国分寺跡をはじめ豊かな文化財を有する甲斐の国で

令和４年度

文化財文化財市外市外
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武蔵国分寺跡史跡指定 100 周年記念 
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日　　程　令和４年 10月 10日（月・祝） ※小雨決行

申込期間　令和４年 ９月 20日（火） ～（※先着順） 
　　　　　　　　　（受付時間 午前 9時 ～ 午後５時）

参加費

無 料
申込方法　国分寺市教育委員会ふるさと文化財へ電話で申し込み
　　　　　※コースによって出発時間が異なります。電話受付時にコースをお知らせします。
　　　　　※１電話につき２人まで受付けできます。
　　　　　※新型コロナウイルス感染症の状況により、中止になる場合があります。

集合場所　国分寺市立いずみホール前
集合時間　①コース：午後０時 15分　　②コース：午後０時 45分
募集人数　各コース 10 人（先着順）
そ の 他　全行程徒歩（歩きやすい靴で参加）
申 込 み　国分寺市教育委員会ふるさと文化財課
問合せ先　　電話：042-300-0073

武蔵国分僧寺跡

東山道武蔵路跡

お鷹の道・真姿の池湧水群

国分寺楼門

旧本多家住宅長屋門

武蔵国分寺跡資料館国指定重要文化財　木造薬師如来坐像

年に一度の御開帳！
国指定重要文化財

木造薬師如来坐像の見学

整備が進む
市立歴史公園
の紹介

国分寺市職員
（学芸員）による

現地解説

市内文化財めぐり

国分寺市教育委員会・こくぶんじ観光まちづくり協会 共催

武蔵国分寺跡史跡指定　　　周年記念100 天平の記憶
つないだ100年
つなぐ100年

100 周年記
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教
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ク
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教
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１００周年の
メモリアルイヤーに

史跡の魅力を再発見！

特別展

武蔵国分寺跡史跡指定 周年記念１００

武蔵国分寺は大正11年（1922）１０月１２日

に国史跡の指定を受け、令和４年に100周

年を迎えました。これまでの100年の保護、

調査、整備のあゆみについてご紹介します。

また、同時指定の全国８か国の国分寺跡に

ついても併せてご紹介します。

7月30日（土）～令和４年 2月12 日（日）令和 5 年

史跡武蔵国分寺跡
１００年のあゆみ

［ 住所 ］　〒185-0023　東京都国分寺市西元町1-13-10
［ 電話 ］ 　042-323-4103　　［ FAX ］　042-300-0091

 http://www.city.kokubunji.tokyo.jp/shisetsu/kouen/1005196/1004239.html

武蔵国分寺跡資料館
Musashi Kokubunji Temple Remains Museum

会場 武蔵国分寺跡資料館 講座室 時間
（入園は午後4時 45分まで）

午前９時～午後５時

100 周年

野川

元町用水

国
分
寺
街
道

府
中
街
道

元町通り

多喜窪通り

JR中央本線
国分寺駅

JR
武
蔵
野
線

Ｎ

西国分寺駅

文化財資料展示室

おたかの道湧水園
武蔵国分寺跡資料館

史跡の駅
おたカフェ

国分寺

真姿の池
湧水群

東山道武蔵路跡

都立

武蔵国分寺公園

都立
武蔵国分寺公園

真福寺
児童遊園地

都立
殿ヶ谷戸
　庭園

     国史跡
武蔵国分寺跡

都立

多摩図書館

いずみ
プラザ

第四小学校

郵便局

第四中学校

都立

公文書館

消防署

日本芸術高等学園いずみ
ホール

史跡武蔵国分寺跡指定100

周年を記念した講演会。

記念講演会

10月 22日（土）

いずみホール場所

日時

〒185-0023

国分寺市西元町1-13-10 武蔵国分寺跡資料館内

■電話 042-300-0073

※土日祝は 042-323-4103（武蔵国分寺跡資料館） 

■Eメール bunkazai@city.kokubunji.tokyo.jp

国分寺市教育委員会ふるさと文化財課

会
場
案
内

お問い合わせ

〔主催〕国分寺市・国分寺市教育委員会

イベントの詳細は決まり次第、市報・市 HP などでお知らせします

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開催予定の
イベントや事業の延期・中止、内容変更等の可能性があります。 
最新の情報をご確認ください。

要予約

武蔵国分寺跡 国史跡指定100周年記念イベント武蔵国分寺跡 国史跡指定100周年記念イベント武蔵国分寺跡 国史跡指定100周年記念イベント

「国分寺市の成り立ちと史跡

武蔵国分寺跡」

（連続講座）

歴史講座（全６回）

6・7・9・10 月

もとまち公民館場所

日時

要予約

大正 11年に指定を受けてか

らこれまでの、100年間の史

跡のあゆみをご紹介します。

史跡１００年のあゆみ

7月下旬～ 2月下旬

武蔵国分寺資料館場所

日時

          東京都公文書館との

連携展示「史料に見る国分寺

のあゆみ～江戸時代の村々」

１０月～１２月頃

展 示

講演会

東京都公文書館連携行事

10 月～ 12月頃

いずみホール場所

１０月・１１月

 （全２回）

本多公民館場所

日時

要予約

史跡武蔵国分寺跡や出土瓦

などの型からレプリカを作

ります。色塗りをしてオリジ

ナルの作品を作ろう。

レプリカをつくろう（２回開催）

1 回目：7月末～8月初旬頃

2 回目：11月初旬

日時

こ
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト

要予約

武蔵国分寺跡から出土した

瓦の拓本（乾拓）をとろう。

拓本教室（２回開催）

1 回目：8月下旬頃

2 回目：10月頃

日時

市内在住在学の小学生対象。

市の歴史や文化財について検

定をします。成績優秀者には

賞状と記念品が贈呈されます。

こくぶんじジュニア歴史検定

9月 3 日（土）日時

武蔵国分寺跡資料館を舞台

に、様々な謎を解きながら

国分寺の歴史を学びましょう。

謎解きクイズラリー

11月頃日時

要予約

古代甲斐国の政治・文化の

中心地である山梨県笛吹市

にバスで行き、甲斐国分寺

跡などを見学します。

バスで行く
市外文化財めぐり

7月23 日（土）日時

文

化

財

め
ぐ

り
要予約

年に一度御開帳される国重要

文化財木造薬師如来坐像（国分

寺薬師堂）や、史跡武蔵国分寺

跡などを見学します。

市内文化財めぐり
【こくぶんじ観光まちづくり協会共催】

10月10日（月・祝）日時

要予約

史跡ボランティア
ガイドによる現地解説

11月日時

武蔵国分寺跡資料館・旧本多

家住宅長屋門を無料公開しま

す。園内の湧水や植物を、この

機会にぜひご覧ください。

おたかの道湧水園
無料公開

10月１２日（水）～11月 6 日（日）日時

1
0
0
周
年
記
念
講
演
会

1
0
0
周
年
記
念
講
演
会

史跡武蔵国分寺跡（僧寺金

堂跡・七重塔跡）・国分寺楼門・

真姿の池湧水群について、

現地で説明をします。

市外文化財めぐり

主催：国分寺市教育委員会ふるさと文化財課

特別展示

史跡武蔵国分寺跡 100 年のあゆみ

武蔵国分寺跡資料館

市内文化財めぐり

共催：国分寺市教育委員会・こくぶんじ観光まちづくり協会

武蔵国分寺跡　国史跡指定 100 周年記念イベント

主催：国分寺市・国分寺市教育委員会
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１
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周
年
記
念
事
業

武蔵国分寺跡資料館イメージキャラクター

　　　　　　明日華姫ちゃん

©alma

父

多

武蔵国分寺跡史跡指定 100 周年記念 

主催：国分寺市教育委員会 ふるさと文化財課      〒185-0023 国分寺市西元町 1-13-10　

武蔵国分寺跡資料館

夏休み子
ども

プログラム

レプリカをつくろう

拓本教室

ぬり絵をしよう

夏の昆虫だより

瓦・土偶・尖頭器のレプリカをつくってみよう

８/６（土）

①10：00　②11：00

おたかの道湧水園・倉わきスペース

中学生以下（小学 3 年生以下は保護者同伴）

①～④ 各 5 名

※7/19（火）9：00 から電話申込み開始瓦に刻まれた文字や模様を写し取ろう

　 昔の

コピー技術

　 です！

８/20（土）

①10：00 ～ 11：30　

②13：30 ～ 15：30

今年は武蔵国分寺跡が国の史跡
指定 100 周年を迎える特別な年。
資料館では特別展示だけでなく、
皆が楽しめるプログラムをそろえ
てお待ちしています。

事前申し込みが必要なプログラム
は定員がありますので、お早めに
お申し込みください。

おたかの道湧水園・倉わきスペース

小・中学生優先

※大きなお友だちもお気軽にご参加ください 浜野栄次コレクションから珍しい昆虫・身近な昆虫をご紹介

昆虫標本は週ごとに替わります

7/23（土）～ 9/4（日）

武蔵国分寺跡資料館 展示室１

9：00 ～ 17：00

資料館に展示しているモノや明日華姫ちゃんなど

のぬり絵をしよう

ぬりえ広場

7/23（土）～ 9/４（日）

作品発表会

中学生以下

※雨天中止

※雨天中止

※ぬり絵は資料館で配布しています。

色えんぴつを用意して倉のわきスペースを開放します

７/23（土）・24（日）・30（土）・31（日）

8/21（日）・27（土）・28（日）

8/７（日）・11（祝）・13（土）・14（日）

※雨天中止

皆さんのぬり絵画像を資料館デジタルサイネージで配信します

① 資料館受付窓口で完成したぬり絵を見せてください。その場で写真撮影します。

② ぬり絵全体の 500kb 程度の画像（背景なし）をメールでお送りください。

本物志向でいく？
個性派をめざす？

開催日

時 間

対 象

場 所

③13：30　④14：30

開催日

開催日

参加方法

開催日

開催日

時 間

時 間

対 象

対 象

定 員

場 所

場 所

要予約

先着順
月～金：042-300-0073（ふるさと文化財課）

土日祝：042-323-4103（武蔵国分寺跡資料館）

※参加方法の詳細はぬり絵用紙の裏面をごらんください。

参加費無料

できた作品は

みんなにお披露目

100 周年記
念　
教

育
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進
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ー
ク

む さ し こ く ぶ ん じ あ と し り ょ う か ん
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かわら きざ も じ も よ う う つ と

みち ゆうすいえん くら

しょう ちゅうがくせい ゆうせん

みち ゆうすいえん くら

ちゅうがくせい

ちゅうがくせい

しょうがく ねんせい ほ ご し ゃ どうはんい か

めずら こんちゅうみ じ かこんちゅうは ま の え い じ

こんちゅうひょうほん しゅう か

む さ し こ く ぶ ん じ あ と し り ょ う か ん て ん じ し つ

しょうかい

い か

い か

え しりょうかん は い ふ

しりょうかん て ん じ あ す か ひ め

え いろ よ う い くら かいほう

みな え がぞう しりょうかん はいしん

むかし

ぎじゅつ

ほんものしこう

こ せ い は

さくひん

ひ ろ め

お気に入りをさがそう
き い

ひ ろ ば

さ く ひ ん は っ ぴ ょ う か い

よ う よ や く

せんちゃくじゅん

おたかの道湧水園　国分寺市西元町 1-13-10

※駐車場はありません

ホームページQRコード

【開催期間】　令和４年 10月 12 日（水）～ 11月６日（日）
【開園時間】　午前９時～午後５時（入園は午後４時 45分まで）
【開催期間】　令和４年 10月 12 日（水）～ 11月６日（日）
【開園時間】　午前９時～午後５時（入園は午後４時 45分まで）

都立
武蔵国分寺公園

都立
武蔵国分寺公園

黒鐘公園

都立
殿ヶ谷戸庭園

消防署
西元出張所

遺跡調査会

もとまちプラザ

不動橋

国分寺南郵便局

いずみプラザ

第四小学校

都立
多摩図書館

第四中学校

七重塔跡

史跡の駅

おたかの道湧水園
国分寺

日立製作所中央研究所

リオン

姿見の池

東山道武蔵路跡

文化財資料展示室

武蔵国分尼寺跡

伝鎌倉街道

武蔵国分僧寺跡

真姿の池湧水群

元町通り
お鷹の道

府
中
街
道

府
中
街
道

国
分
寺
街
道

多喜窪通り

東元町三丁目

泉町交差点

国分寺四小入口

西元町一丁目 泉町一丁目

国分寺四中入口

武
蔵
野
線

中央本線

野川野川

一里塚

緑橋

花沢橋

真福寺
児童遊園地

西武多摩湖線西武国分寺線

武蔵国分寺跡資料館
旧本多家住宅長屋門

国分寺駅
西国分寺駅

都立
公文書館

バス停
泉町一丁目

バス停
国分寺駅西

バス停
史跡武蔵国分寺跡

おたかの道湧水園では感染防止のため、各種感染拡大防止策を実施しております。ご来園・ご来館の際にはマスクを着

用の上、密状態にならないように、譲り合ってご鑑賞いただきますようご理解ご協力をお願いいたします。

ボランティアガイドによる現地説明

【開  催  日  時】
令和４年 11 月３日（木・祝）午前 11 時～午後３時

（解説時間：約 20 分程度）

【説明ポイント】
①  僧寺講堂跡
②  七重塔跡

ボランティアガイドが①～④の説明ポイントで史跡やその来歴について解説します。解説は参加人数に応じて適宜行いますので
ご自由にお越しください。

③  国分寺楼門
④  真姿の池湧水群

※荒天の際は現地説明を中止させていただく場合があります

特別展

武蔵国分寺跡史跡指定 周年記念１００

史跡武蔵国分寺跡
１００年のあゆみ

7月30日（土）～

令和４年

2月12 日（日）

令和 5 年

会場 武蔵国分寺跡資料館 講座室

時間
（入園は午後4時 45分まで）

午前９時～午後５時

１００周年記
念　
ロゴ

マ
ー
ク

１００周年記
念　
教育

推
進
マ
ー
ク

夏休み子どもプログラム

主催：国分寺市教育委員会ふるさと文化財課

史料に見る国分寺のあゆみ～江戸時代の村々～

東京文化財ウィーク 2022 参加企画展

共催：東京都公文書館・国分寺市教育委員会

おたかの道湧水園無料公開

共催：国分寺市教育委員会ふるさと文化財課

展示スタンプラリー

主催：国分寺市・国分寺市教育委員会
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か
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蔵
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寺
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歴
史
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化
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思
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み
ま
せ
ん
か
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月
10

日
22

（土）

●記念講演（午前10：30～11：30）

第１部  講演会

第２部  シンポジウム

●事例紹介

●基調講演

「国分寺の伽藍と武蔵国分寺」
　　　　　須田　勉先生（元国士舘大学教授）

M
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武
蔵
国
分
寺
跡 

史
跡
指
定
1
0
0
周
年
記
念
講
演
会

1922(大正１１年）1922(大正１１年）

2022(令和４年）

午前１０：００～11：30（開場9：30）

●記念式典（午前10：00～10：30）

武蔵国・下野国・上総国・相模国の各国分寺跡

100 周年記
念
教

育
推
進
マ
ー
ク

100 周年記
念
教

育
推
進
マ
ー
ク

天平の記憶  つないだ100年  つなぐ100年

100周年記念ロゴマ
ー

ク

100周年記念ロゴマ
ー

ク

午
前
1
0
時
〜
午
後
４
時
３
０
分 

会
場
　
国
分
寺
市
立

い
ず
み
ホ
ー
ル
(Ａ
ホ
ー
ル
)

午後１：00～４：30

「武蔵国分寺跡によせる心」
　　　　　坂誥秀一先生（立正大学特別栄誉教授）

主催　国分寺市・国分寺市教育委員会

【お問い合わせ】

国分寺市教育委員会ふるさと文化財課

〒185-0023

　国分寺市西元町1-13-10　武蔵国分寺跡資料館内

■電話 　042-300-0073　

   ※土日祝は042-323-4103（武蔵国分寺跡資料館） 

先
着
2
5
0
名
・参
加
費
無
料

第２部企画協力　国分寺・名水と歴史的景観を守る会

令
和
４
年

申込方法は裏面をご覧ください。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため ,開催予定のイベントや事業の延期・

中止,内容変更等の可能性があります。 最新の情報を市HP等でご確認ください。
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主催 東京都教育委員会　国分寺市教育委員会

共催 公益財団法人東京都スポーツ文化事業団東京都埋蔵文化財センター

東久留米市　川岸遺跡　斧形石器の刃部

足立区　花畑遺跡　韓式系土器

国分寺市　武蔵国分僧寺跡̶北方・推定中院地区̶　
掘立柱建物側壁の瓦積み

江戸川区　上小岩遺跡　区画溝

新宿区　納戸町遺跡　軟質陶器の皿新宿区　納戸町遺跡　軟質陶器の皿新宿区　納戸町遺跡　軟質陶器の皿

午後１時15分～２時15分
酒井　清治（駒澤大学名誉教授）講　師
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京
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発
表
会

第48回

公開
講演
武蔵国分寺跡の史跡指定に尽力した
郷土史研究者「稲村坦元」の事績

詳細はこちらをご覧ください。

1月22日　
午前10時～午後４時35分

令和５年

日

国分寺市立いずみホール
（国分寺市泉町３-36-12）

会　場

新
秋
津

府
中
街
道

立川 新宿

府
中
本
町

武
蔵
野
線

JR中央線

都営住宅

西国分寺駅
南入口

南口

駅前
広場

にしこくマイン
西館

南館

西国分寺駅

➡

➡

➡

➡

国分寺市立
いずみホール

にしこく
レガ
東館

JR中央線・武蔵野線 西国分寺駅南口より徒歩約２分
＊来場用の駐車場及び駐輪場はありませんので、ご来場の際は
　公共交通機関をご利用ください。

〒163-8001　東京都新宿区西新宿2-8-1
東京都教育庁地域教育支援部管理課埋蔵文化財担当
☎03-5320-6863

申込み先
問合せ先

往復ハガキ又は電子申請でお申込みください。
（１）往復ハガキ（１枚２人まで）　
　　「第48回東京都遺跡発表会」・住所・氏名（ふりがな）・電話番号を　
　　明記のうえ、下記申込み先まで　　

（２）下記QRコードから電子申請
      　 【締切】12月23日(金)必着

入場無料　事前申込制

武蔵国分寺跡　史跡指定 100 周年記念講演会

主催：国分寺市・国分寺市教育委員会

武蔵国分寺跡史跡指定・住田正二先生生誕 100 周年記念シンポジウム

武蔵国分寺の造営と文字瓦

主催：国分寺市教育委員会・住田古瓦考古学研究支援委員会

共催：公益財団法人交通研究協会

観光考古学会パネルディスカッション　武蔵国分寺跡の保存と観光活用

主催：観光考古学会

共催：国分寺市・国分寺市教育委員会・武蔵野文化協会

東京都遺跡調査会・研究発表会

主催：東京都教育委員会・国分寺市教育委員会

共催：公益財団法人東京都スポーツ文化事業団東京都埋蔵文化財センター
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発行日　令和５年 (2023) ３月 31 日

編　集　国分寺市教育委員会ふるさと文化財課

　　　　〒 185-0023　東京都国分寺市西元町１-13-10

　　　　　　　　　　武蔵国分寺跡資料館内

　　　　電話　042-300-0073　FAX　042-300-0091

　　　　Email　bunkazai@city.kokubunji.tokyo.jp

発　行　国分寺市教育委員会

印　刷　株式会社  タマタイプ 

※文化財保護、教育普及、学術研究を目的とする場合は、著作権者の承諾なくこの報告書の一部

を複製して利用することができます。なお、利用にあたっては、出典を明記してください。

・・・遥か未来のために今を大切に紡ぐ・・・

天平の記憶　つないだ１００年　つなぐ１００年

武蔵国分寺跡　史跡指定 100 周年記念

歴史講座「武蔵国分寺の成り立ちと史跡武蔵国分寺跡」記録集
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